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　鶴見大学歯学部での活動20周年を目前に、これま

での研究・教育活動に一区切りをつけることにし

た。心理学者のユングによると「人生は山登りに似

ている。登った限りは下山しなければならない。登りっ

ぱなしでは“遭難”になる」ということらしいので、

一度ここまでの活動を整理し、また違う山に登ること

にする。“遭難”を避けるために。

　この冊子は記念誌という体裁を取っているが、美

辞麗句を並べたり、後づけの美談や苦労話で自身の

過去を振り返ったりすることはやめようと心掛けた。

当然のことながら自分は決して歴史に残るような研

究者ではないし、もし自分がこの世界に存在してい

なかったとしても、医学研究の歴史にはなんら違い

はないだろう。

　しかしそれにも関わらず、自分のような末端の研究

者がそれぞれの片隅を地道に築きあげることが、今あ

るような希望や奥行きを獲得してきたはずだと、そう

自分に言い聞かせながら仕事を続けてきた。

　教員生活の中では、少なくない人たちと出会い、過

ごし、送り出してきた。日々、微に入り細を穿つサポー

トで支えてくれた教室員、研究仲間、連携する企業や

組織の方々――私が愛する人たち、私を愛してくれる

人たち、そして私が傷つけてしまう人たち、私を傷つ

ける人たち――多くの人たちとのコミュニケーション

を通じて、数少ない信頼関係も生まれたように思う。

いまになって気づいたが、信頼関係とは「この人なら

絶対に自分を裏切らない」と自分が信じられる関係と

いうよりも、「この人になら裏切られてもいい」と思

えるような関係なのかもしれない。

　多くの出会いの中には、様々な理由で会えなくなっ

た人もいるし、いつでも会える、いつかは会えると思

いながらも、まだ再会できていない方もいる。そのよ

うな不義理をしてしまった方々と、そしてこれからの

時代を生きる若い人たちに、この記念誌を贈りたい。

斎藤 一郎
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米国スクリプス研究所 博士研究員、
東京医科歯科大学難治疾患研究所助教授、
徳島大学歯学部助教授などを経て
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　「自分の好きなように生きればいいじゃ
ない」といういかにも正義のようなメン
タリティには、そこに傲慢さの気配を感
じ、あまり好きではない。世の中、体裁
や対面を繕って格好つけるから粋なわけ
で、見栄やしがらみから解放されたいな
どと望んだ瞬間、人生「負け」なのだと
江戸っ子気質の父親から教えてもらって
以来、今でもそう思いながら生きている。
　自分や他人から課せられた責任や役
割、天から与えられた格差や限界、でき
れば棚に上げたい不平、不都合、不条理、
理不尽・・・日々生きていれば様々な壁
にぶつかる。その時に感じるありとあら
ゆる自身の弱さをすべて受け入れた上で
生きていく。それが本当の意味での「あ

りのまま」だと思う。自分らしさやこだ
わりなんて、その先にあるものだ。

　では毎日どのように過ごすべきなの
か。それは感情を思うがままにさらけ出
すのではなく、できるだけ笑顔を心掛け
ることだと考えている。つまり生きてい
る以上、ほかの誰とも関わらない人生は
通常無いわけで、他人と過ごしているあ
いだは、できるだけ笑顔でいたほうが良
いということだ。
　しかし人は大抵何らかのストレスを抱
えながら日々の生活に追われているた
め、いつも笑顔でいようと意識していて
もなかなか難しいことが多い。多くの壁
にぶつかりながら感情の赴くままに過ご

していれば、怒りや苦悩ですぐに眉間に
シワが寄り、口はヘの字に曲がってしま
うものだ。
　そのような時に、どうすれば笑顔にな
れるのか？ そこには逆の発想が必要だと
いうことが、これまで自身も携わってき
た最近の研究で明らかになってきた。つ
まりその時の感情はともかく、まずは意
識的に口角をあげて笑顔になることで、
気持ちのよい感情が引き起こされる、と
いうことだ。fMRI での解析でも、微笑
みを浮かべるだけで前頭前野の血流が増
してくることが分かっている。つまり「楽
しいから笑う」だけでなく「笑っている
ことで、だんだん楽しく、幸せな気持ち
になる」ということだ。

　このように心のあり方は、口角をあげ
てニッコリすることで意識的に変えるこ
とができる。笑顔を意識し、自身の感情
とは無関係に笑顔で体面を繕うことで、
気持ちよい感情が引き起こされる。そし
ていつも良い笑顔で機嫌よく過ごしてい
れば、周りにも人が集まってくる。「笑
う門には福来る」の故事成語が医学で検
証された、と言っても良さそうだ。

Story-1
“時が来たら”

Liebe das Leben, und denk an den Tod！
tritt, wenn die Stunde da ist, stolz beiseite.

「エミールと探偵たち」などで有名な
ドイツの児童文学作家エーリッヒ・カストナー
（1899-1974）の詩の一節に、
このような言葉がある。

人生を愛せよ、死を思え。時が来たら誇りをもって、わきへどけ。

Story-2
“ありのままの自分なんて”

　2002 年に今の大学に着任し、教育と
研究の世界に身を置いてから20年近くが
経った。しかるべき時が来たら、次の世
代に道を譲らなければならないのだが、
道をスムーズに譲るためには、何をどの
ような形でできるだろうか。いつからか
そのようなことを考えるようになった。

　振り返ってみれば、研究とは長きにわ
たって自ら立てた仮説と向き合い、格闘
し続け苦しみに耐えることでもあるよう
に思う。不安、焦燥、劣等感、欲求不満
といった、様々に沸きあがってくる感情。
研究はそれらと戦い続ける気の遠くなる

ような日々だと言ってもよいだろう。し
かしこの過程で自ら調べたり悩んだり考
えたりしたことは、自身の思考を支える
背骨となって毎日の生活を下支えしてく
れる資産になった。またその苦しい過程
の末、幸運にも得られる鋭い喜びは、何
物にも替え難い。この醍醐味を知らなけ
れば、延々と考え続けることは難しかっ
たと、自身を振り返っている。
　だから研究というものの面白さを学生
やスタッフに知ってもらうこと、そして
才能ある者を見つけたら、それを引きだ
して世に出していくことが、先に生まれ
た者の務めだと考えてきた。当然、相性

もあるからいろいろ難しいこともある。
その中で特に注意してきたのは、学ぼう
とする者や、新たな道を開拓しようとす
る者の邪魔だけはしてはいけない、とい
うことだ。それだけは私がこの仕事を始
めてから、強く心に誓ったことである。

　社会学者の小熊英二氏が、ある対談で
こんなことを言っていた。
「未来で評価される人が若者、現在で評
価されるのが大人、過去で評価されるの
が老人」。
　まだ未来があると期待されるような若
いうちはうまくいくが、そのような期間
はそれほど長くはない。さらに人は子ど
ものころから「自由に生きろ」「夢を持て」
と言われながら育つが、実際に社会で思
い通りに生きられる人はむしろ少数派
だ。もし目の前にいる若者が次の一歩の
踏み出し方で悩んでいるのなら、その決
断に自分の経験したことが少しでも役立
てば嬉しい。この 10Stories の「昔話」
の中に、わずかでも未来への糧を見出し
てもらえるならば、望外の喜びである。

 10 Stories
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　最近、海外留学する学生が減っている
とよく耳にする。留学に憧れても、リス
クを考えてしまうと不安が勝ってしま
い、結局「いつかの夢」としてあきらめ
てしまうのだと言う。しかし憧れのまま
にしているだけでは何も進まないと、自
身を振り返って考えるようになった。

　すべての結果は「かつて思ったこと」
だとこの歳になって感じている。だから
若い人達には、何かに憧れたり理想像を
思い描いたりする経験を、ぜひ大切にし
てほしいと願っている。それが成長への
道筋をつくり、多くの成功や失敗を経る
なかで磨き上げられながら、自身を支え
る価値観になっていくからだ。憧れを現
実にしていこうとすると、周囲の意見や
自身の弱さと戦わなければいけない時も
ある。しかしそのような経験から、むし
ろ戦わずして得られる成果などないので
はないかと考えるようになった。

　好きな言葉のひとつに、山中伸弥教授
が実践する Vision and Work hard ―

―略して "VW”という言葉がある。夢
を夢で終わらせないためには、誰より
もストイックに努力することが必要、
ということだ。自分の想いや夢を具体
的に描き、それを実行し続け、初めは
ぼんやりとした希望がいつか具体的な
成果に結びつくまで、何度も試行錯誤
しながら取り組み続ける、ということ
だと理解している。

　大切なのは自分が何をしたいのか、何
を大事にしていきたいのかを知ることだ
と思う。それを持っていなければ、目の
前にチャンスがきても気づくことができ
ない。19 世紀の細菌学者ルイ・パスツー
ル は「Chance  favors  on ly  the  
prepared mind.（偶然は準備された
精神にしか微笑まない）」と言った。想
いを胸にコツコツと準備をしてきた人だ
けが、あたかも偶然発現したかのように
見える幸運をモノにできる。だからいつ
も憧れを心のなかに持ち、その実現を信
じながら自身の役割を粛々と日々果たし
ていくことが大切なような気がする。

Story-3
“Vision and Work hard”　

　人が自分ひとりの力でできることな
ど、たかが知れている。だから誰かの力
を借りたり、互いに助け合うことが必要
だ。そして誰かの力を借りられるかどう
かは、結局は相手との信頼関係があるか
否かに掛かってくる。人の力を借りると
は、一言でいえば相手の時間を分けても
らうということだからだ。
　こころよく時間を分けてもらうにはど
うするか。それは自分が機嫌よくいるこ
とだ。仏頂面をしていれば相手も不快な
気分になり、コミュニケーションロスが
生まれ何のメリットも無いからだ。
　「上機嫌は人間の第一の義務だ」と
言ったのは、フランスの哲学者アラン
（エミール＝オーギュスト・シャルティ
エ）だ。その著書「幸福論」では次の
ように書かれている。

　たまたま道徳論を書かなければならな
いとすれば、わたしは上機嫌ということ
を義務の第一位におくだろう。上機嫌と
いうのは実に気前のいい奴なのだ。上機
嫌は、何かをもらうというのではなく、
むしろ人に与えている。
　なるほど、われわれは他人の幸福を考
えねばならない。その通りだ。しかし、
われわれが自分を愛する人たちのために
なすことができる最善のことは、自分が
幸福になることである。このことに人は
まだあまり気づいていない。

　機嫌よく安定した気分で過ごせば、結
果的に毎日の生活や仕事でのストレスが
減りうまく回っていくと実感しているが、
その因果関係は医学的にも明らかになっ
ている。人の感じるストレスは、その原

因の多くが「上司や部下との人間関係」「睡
眠の質の悪さ」による、という調査結果
もある。日常の人間関係で大きなストレ
スを感じれば、寝つきが悪くなったり眠
りが浅くなったりなどして睡眠の質が悪
くなる。睡眠不足になれば、次の日の日
中の体調にも差し障るなど、さらなる不
調に繋がっていく。そうしていつの間に
か簡単に、負のスパイラルに絡め取られ
てしまうことを自身でも体験してきた。

　だからなるべく機嫌よく過ごして、良
い睡眠を取れるように心がけてきた。そ
うしてきたから仕事もプライベートもな
んとかやってくることができたのだろ
う。だから「上機嫌は人間の第一の義務
だ」という言葉を知ったときに、なるほ
どと腹落ちするものがあった。

 

Story-4 “上機嫌は人間の第一の義務”
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　人は生まれながらにして、誰かと関わ
り合いながら生きる社会的存在だ。そし
て「誰かのために」何かをすることを喜
びと感じるように、心の報酬系ができて
いる。アメリカの思想家であるラルフ・
ウォルド・エマーソンは、「人生の成功
は他人との関係性にこそある」と謳って
いるが、この言葉に出会った時はとても
感動した。

「成功とは」

よく笑うこと
知性ある人々からの尊敬を得ること、
子どもたちから好かれること、
良い評論家に認められ、
うわべだけの友人の裏切りに耐えること、
美しいものを理解し、
他人の良いところを見つけること、
この世を少しでも良いものにして去ること。
それは子どもの健康や、
庭の手入れ、社会問題の改善でも良い。
そして、たった一人でもいいから、
あなたが生きていてくれてよかったと
思ってくれる人がいるということを知ること。
それができたら、人生は成功だったと言える。

　優秀でさえあれば周囲に支えてもらえ
た時代はとっくに終わったと思ってい
る。自身のコミュニケーション能力を駆
使して他人との関係を築き、承認しても
らえるようにならなければ、この混沌と
した社会で生きていくことは難しいので
はないかと考えるようになった。教育研
究職に身を置く者としても、できる限り
バックグラウンドが異なる人々と交流す
ることは、仕事を進めるうえで重要にな
る。多様な価値観や視点に触れることが、
問いへの気づきや、様々な発想を生み出
す原動力になるからだ。

　ところがこの激変する社会にあって、
限られた狭い世界の中でしか自身の恒常
性を保てない学生が増えたように感じて
いる。コミュニケーション不足からか、
些末な出来事のように思えることにも過
敏に反応し、人間不信に陥って身動きが
取れなくなったりしている彼らを見てい
ると、やや心配になることがある。

　

　コミュニケーション能力を育むには、
同世代だけでなく世代や背景の異なる人
たちとできるだけ関わることが必要で、
学生時代はその絶好の機会だと思う。何
事においても、難しいことや辛い場面に
遭った時にそこからどう這い上がるか、
どう克服するかで力が付くと実感して
いるが、それは人間関係を築くうえでも
同じだ。いくら親や教員が子どもにコ
ミュニケーション能力を身に付けさせた
いと願っても、それだけは与えることが
難しい。

Story-5 “Communication”

Story-6 “Second Nature”

　自分のありたい姿で毎日を過ごすに
は、少し努力が必要だ。そして常に理想
的な自分でいようとして発想や言動に留
意していれば、次第にそれが習慣になり、
あたかも生まれつきそういう性格だった
かのように、当たり前のものとして身に
ついてくるのではないか。

　何かを習得するコツは、何度も練習し
て、第二の本能としてあたかも元々備
わっていた素質であるかのように、正確
に動けるようになるまで繰り返すこと
だ。つまり自分の潜在能力のなかに眠る
Second nature を呼び覚ますというこ
とだ。
　そう言ったのは、マグジーという愛称
で愛されたアメリカの元バスケットボー
ル選手のタイロン・ボーグスだ。彼によ
ると試合で勝つための理想的な動きや瞬
発力は、試合中に培われるものや天性の
ものではなく、あくまでも普段の練習量
にあるという。

　当たり前のようだが、スポーツのテク
ニックに限らず、思考や行動の習慣も、
やはりとにかく何度も反復することで、
理想的なものに近づけることができるよ

うになる。試合、つまり勝つか負けるか
の緊張感やプレッシャーのかかった場面
では「次どう動こうか」などと悠長に考
えたり迷ったりする暇はなく、瞬時の反
射神経が重要なのだ。だから技（あるい
は瞬時の判断）があたかも昔から備わっ
ていたかのように本能的に出てくるま
で、何度も同じような場面を想定し、身
体に覚え込ませなければならない。同じ
動作を繰り返すのはつまらないし、続け
ることは苦しくもある。しかしそれをや
り続ければ、いざという時に本能的に身
体が反応できるようになるし、それに
よって今までできなかったことを、まる
で当たり前のように突破できるようにも
なるかもしれない。

　そしてまた同時に、そんなふうに取り
組んでいれば、「量がいつしか質に変わ
る」瞬間を必ず誰かが見ていてくれるも
のだ。時には助けてくれたり、次の次元
に引き上げてくれたりすることもある。
だから継続していれば大抵のことは何と
でもなってしまうものだと、自身の過去
を反省しつつ、今やっとそのように考え
られるようになってきた。
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　何かをやろうとする時、それを実現す
るために、今いる場所から飛び出さなけ
ればならないこともある。安全が担保さ
れた群れから離れ、一人になることは孤
独だ。だからといって、心地よい羊の群
れの中でなんとなく過ごしつづけること
が良いことなのか。このような葛藤をこ
れまで何度となく繰り返しながらいくつ
もの大学や研究所を渡り歩き、今日に
至った。そう短くはない時間を研究職で
過ごしてきたが、その中で体験的に学ん
だことが少なからずあったように思う。

　研究は孤独な試練の連続だ。やったこ
とがすべて成果に結びつくことはあり得
ない。その過程では数多くの試行錯誤が
あり、進んだと思ったらまた振り出しに
戻ってしまったり、新たな壁にぶつかっ
たりする。その孤独は、このような職に
就く者なら誰もが感じたことがある感覚
ではないだろうか。しかし、最先端の分
野の“共通の問い”に悩むということは
「世界の有数の研究者たちと同じ悩みを
共有することだ」と肌で感じられたのは
研究者としての最高の喜びだった。その
一方で、進むべき道が惑わされ、試練が
立て続けに降り注ぐ毎日は、文字通り
“魔”の棲むラビリンスに迷いこんでし
まったようだった。

　もちろん試練から逃げることも簡単
だ。しかし、そこからは“退屈”な毎日
しか得られない。困難ながらも孤独に粘
り強さをもって試行錯誤を続ければ、
思ってもみなかったような新たな糸口を
掴めるのではないか。そう自分をどこか

騙しながら続けてきたようなところも
あった。日々直面する試練や挫折とど
う対峙し、その都度どう再起するかを、
ことあるごとに問われているような気
がする。

 

Story-7 “Independency”

　現在の自分の姿は、良くも悪くもこれ
までの人生における取捨選択の積み重ね
の結果だ。自分なりに試行錯誤を繰り返
してきたが、その中で何かを始めようと
するとき、医療従事者にとってそれが『や
りたいこと』『できること』『社会が求め
ていること』の３つを備えていることが
重要だと考えるようになった。自分がす
ごくやりたいことでも、社会から求めら
れていなければ価値を認められることは
ない。また単に現状の能力の範囲でやれ
ることだけをしていたら、そこには何の
成長もない。そのように 3 つの要素のう
ちどれかひとつでも欠落しているとき
は、大体失敗したり満足のいく結果を出
せなかったし、その逆もあった。

　日本の大学の研究室で研究を始めてし
ばらく経った 32 歳の時、次のキャリア
をどうするかという岐路に立たされた。

いくつかの選択肢が目の前に並んでい
た。しかしどの道を選ぶべきか、正直な
ところ決め手に欠けて悩みあぐねた。ど
れを取っても「できること」であったが、
それは「やりたいこと」とは少しかけ離
れているように感じたし、どこか閉鎖的
で窮屈な未来しか思い描けなかったから
だ。

　そのような時に思い出したのが、かつ
て中高生の頃に FEN で聴いていたアメ
リカ西海岸の音楽、そしてカリフォルニ
アのスカッと抜けた青空と清々しい空気
への憧憬だった。ふたたび湧き上がって
きた情熱に突き動かされるように慣れた
環境を離れ、これといった実績も持たず
にカリフォルニアの海辺の研究所に飛び
込んだ。入所後は無我夢中でもがき続け
るしかなかったのだが、いま思えばそれ
は当時の自分にとって、最高の環境だっ

たように思う。ボスから課題を提示され、
その対応が適確だった者だけがそのプロ
ジェクトを続けることができる。学歴や
職歴、国籍も年齢も肌の色も関係ない。
日々評価され続けるシビアな世界だった
が「誰にも平等に機会が与えられ、評価
が得られれば、次のステップへ進める」
ヒリヒリするような緊張感と興奮の中
で、瞬く間に留学生活は過ぎていった。

　自分の実力でやってやろうという、思
い上がりにも近い自負もあった。「やる
べきことをやっていれば、誰かが見てい
てくれるはずだ」ともどこかで思ってい
たし、実際に背中を押してくれるような
出会いに幸運にも恵まれたし、生涯を通
じて取り組む研究テーマを見つけること
もできた。そのおかげで現在があると実
感している。

Story-8 “Way of Life”

The price of being a sheep is BOREDOM.
The price of being a wolf is LONELINESS.
Choose one or the other with great care.  -- Hugh Macleod

羊として退屈に生きるか、狼として孤独に生きるか。
どちらの人生を取るか慎重に考えよ。　ヒュー・マックロード

God grant me the Serenity to accept the things I cannot change, 
Courage to change the things I can, and wisdom to know the difference.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-- Reinhold Niebuhr
変えられないものを受け入れる心の静けさと
変えられるものを変えていく勇気と、その両者を見分ける英知を与えたまえ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ラインホルト・ニーバー
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　医学研究において新たな発見をしたわ
けでもなく、一流誌に論文がいくつも掲
載されたわけでもないが、シェーグレン
症候群における腺組織障害の解明をテー
マに、30 年以上研究職に就いてきた。
その成果は「日暮れて途遠し」といった
段階で、この難病の解明にはまださらな
る研究が必要だが、その症状のひとつで
ある「ドライマウス」についての活動で、
心から喜んでくれる方々もいらしたこと
は、正直嬉しく感じている。

　かつて基礎研究だけに携わっていた
頃、「この仕事は誰かの役に立っている
のか」と自問自答してしまうことが多々
あった。「業績のためだけに仕事をして
いるのではないか」と自己批判すること
もあった。そんな中で、これまで基礎的
に学んできたことを少しでも臨床に還元
できたらと考えていたところ、たまたま
それが着任した大学の理解もあり、専門
外来を立ち上げることができた。

　そもそも翻って考えてみれば、医学研
究の目的は当然ながら、病気を治すこと
にある。病気の成り立ちを明らかにして
どうすれば治せるかを考え、実践し、受
診者にその成果をフィードバックする。
そこまで辿り着いて初めて研究者として
の価値が認められるのではないかという
思いもあった。

　豊富な臨床経験はないに等しいが、多
くの経験豊かな臨床医との連携により診
療を行ってくることができた。目の前の
人に感謝されればやはり嬉しい。シンプ
ルだが、そんな感情が日々の原動力に
なってきたように思う。

 

■ドライマウス研究会
　様々な病気の一症状として発症し、人口の約
25％が罹患しているとも言われているドライマウス
（口腔乾燥症）について、病態像の解明とより効果
的な治療法の研究だけでなく、全国レベルでの診断・
治療のガイドラインを整えて疾患への理解を深める
ために、医療従事者向けの組織を立ち上げ、教育
活動や新たな歯科医療の提案につながる活動を行っ
ている。
　　設立　　　   2002 年 5月
　　会員数　　   4,798 名
　　〈医療従事者向け講習会 /セミナー /ワークショップ〉
　　開催合計　　56回　
　　参加者合計　5,275 名
　　会場　　　　東京（大手町・丸の内・紀尾井町・
新宿・お茶の水・品川）・神奈川・大阪・北海道
開催内訳　　講習会　31 回／セミナー　12 回／
アドバンストコース　5回／ワークショップ　8回

■ドライマウス患者友の会
　ドライウスの患者さん本人にしか分からないその辛
さを少しでも軽くしたいという思いで、情報発信だけ
でなく、患者さん同士もつながることのできる友の会
をつくり活動している。
　広報誌での情報発信や、患者さんが周りの方にドラ
イマウスのことを知っていただけるようにする「ドライ
マウスカード」を無償提供するなど、長年のドライマ
ウス研究の成果を社会に役立てるべく、様々な取り組
みを進めている。
　　設立　　2003年　　
　　会員数　766名　　
（2020年 8月24日現在）

Story-9 “Translation”

　格言で「禍福はあざなえる繩の如し」
というように、良いことも悪いことも、
縄がより合うように交互にやってくるも
のだ。しかし人の一生が物語として書か
れた本であるとするなら、「次のページ」
に何が書かれているかはめくるまで分か
らない。次の展開が良いのか悪いのか予
測ができないので、時には勇気をもって
めくる努力も必要だと思う。これまでを

振り返ってみたら、なるほどその通り
だった。

　ページをめくることで、人生のストー
リーは展開する。そしてストーリーをさ
らに先に進めるために取捨選択をしなけ
ればならない場面も多くある。そのよう
な「取捨選択する」という行為を通して、
自身のことが分かることがある。あたか
も自分が何者かを知るために取捨選択を
している、と言ってもよいかもしれない。
進むべき道が複数あって、いずれかを選
ばなければならないような人生の岐路に
立った時、悩みながらも「自分はどの道
を選びとるのか」と冷静に自身を見つめ
るもう一人の自分がいるような気がす
る。そう長くはない人生、やりたくない
ことをやっている暇はない。そして、し

てしまったことの後悔よりも、怯んでや
らなかったことの後悔のほうが大きいも
のだ。だから昔から、何かを選ばなけれ
ばならない場面では、できるだけ面白く
て難しそうなほうを選ぶことが多かっ
た。超えることが難しい場面に直面した
その分だけ、学びも出会いも多かったよ
うに思う。

　約束された人生などない。誰にでも平
等にチャンスは訪れる。だから自分を過
小評価して可能性を自ら狭めてしまうの
ではなく、できるだけ困難なことに自ら
挑んで、それまで考えもつかなかったよ
うな、新たな道を切り拓いてほしいと心
から願っている。

Story-10 “Life is a book”

Life is like a book, some chapters sad, some happy, and some exciting.
But if you never turn the page… You will never know what the next chapter holds.

約束された人生などない。
本をめくらないと話が展開しないように、人生は最初から予測できない。

ドライマウス研究会
DRY MOUTH SOCIETY IN JAPAN



14 15

メディア　 　スクリプス研究所時代

　恩師と　　ラボ 日本病理学会 受賞式

家族と

学会・研究会

↑そっくり !!
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02　04　鶴見大学歯学部教授に着任
02　10　歯科基礎医学会ライオン学術賞
02　10　ドライマウス研究会を設立（会員 4,798 名）
02　12　鶴見大学歯学部附属病院に「ドライマウス外来」を開設
03　11　日本病理学会学術研究賞（A演説）
08　04　鶴見大学歯学部附属病院長に着任
11　09　日本シェーグレン症候群学会賞
20　04　日本病理学賞（宿題報告）

研究業績
Achievements

Around A Decade of Department of Pathology / Award

日本病理学会は約 4,700 名の病理学者・病理医が所属する学会で、病理学領域における学術・医療の振興と普及に関する研究活動に対す
る奨励及び研究業績の表彰を行っている。2020 年（令和 2 年）、第 109 回 日本病理学会総会における宿題報告担当者に選出され「唾液腺
の障害と修復の病理」と題する宿題報告を担当し、日本病理学賞を受賞した。歯科医師がこの賞を受賞したのは歴代 3人目となる。

日本病理学賞

原著論文
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　現在の医学は臓器別や診療科に細分化され特化することで発展してきたが、「疾
患を定義」する病理学では体全体を視野に入れ、脳、骨、神経、筋肉、血管な
どから口腔に至るまでの横断的な理解が求められている。一方、難病や機能障害
を持った人々に豊かな生活を提案することもダイナミックな学問である病理学に従
事する者の責務と理解し、これまで積極的に唾液分泌不全の解明やその対処法の
開発に取り組んできた。このことは病理学の要諦の一つである現象解明の過程で
得られた知見を今後起こり得る事象の予知に役立てることに根差している。しかし
それを的確に予知するには、その現象を招来させる機構を解明することが不可欠
だが、それは困難を極め苦渋の連続でもある。それにもかかわらず、数多の先人
たちの営みや自身のような者がそれぞれの片隅を地道に築き上げることが今ある
ような病理学の奥行きや希望を獲得してきたはずだと自身に言い聞かせその役割
を続けてきた。本宿題報告では長年の課題に対する演者の取り組みと一連の研究
内容を会員各位に紹介するとともに基礎から臨床への架け橋となるトランスレー
ショナルな学問としての「唾液腺の統括病理学」の重要性を強調したい。
　消化器および呼吸器の門戸をなす口腔は小器官ではあるが、生物としての生命
維持に必要な咀嚼や摂食・嚥下という基本的機能を担うとともに、ヒトとしての根
源的欲求である会話や味覚などの高次機能にも関与する。この複雑多岐な口腔機
能の維持には唾液腺が不可欠であり、唾液の分泌不全が誘因となる高齢者の誤嚥
性肺炎や低栄養の増加は社会問題でもある。
　演者は口腔乾燥症（ドライマウス）を呈する難治性唾液分泌障害の発症・診断・
治療を統合的に理解するために、自己免疫疾患であるシェーグレン症候群をはじ
めとする唾液分泌障害に対して臨床医学に立脚した実験病理学を実践してきた。
すなわち、加齢や環境因子による病態の成立機序を検討すると共に、唾液腺分泌

不全を惹起するメカニズムを分子病理学的に解析し、さらには、損傷唾液腺の修
復と機能回復を目的とした研究成果の実用化を模索している。
　唾液分泌不全は多因子病であり、本邦における口腔乾燥症（ドライマウス）は
800～3000 万人、外分泌腺特異的な自己免疫疾患のシェーグレン症候群（SS）
は 50 万人と推定される。SS 発症には遺伝的素因（J. Immunol.1993) とともに多
種多様な環境要因が直接・間接に作用しており、Epstein-Barr ウイルス（EBV）
も環境因子として知られていることから、その詳細な解析を進めてきた。
　SS の臨床検体の解析から、腺上皮や浸潤 B 細胞、唾液には高率に EBV が存在
し (J. Exp. Med. 1989)、　SS より樹立した B 細胞株は無刺激で EBV を産生すること
（Arthritis Rheum.1993)、EBV 再活性化時に唾液腺で検出されるシステインプロテ
アーゼは SS の自己抗原の成立に働くこと (J. Immunol.2001)、EBV のホモログで
ある IL-10 を唾液腺特異的に発現させた遺伝子改変マウスでは SS に類似した病
変が認められること (J. Immunol.1999) などから、EBV 再活性化は重要な SS の発
症要因の一つであることを報告した。
　このような EBV の生体内での再活性化誘導因子として、内分泌攪乱物質として
知られるダイオキシンを想定し検討したところ、ダイオキシン（TCDD）は EBV 再
活性化の指標である ZEBRA の発現や BZLF1 の転写活性を上昇させた。この
TCDD は aryl hydrocarbon レセプター（AhR）の存在下で BZLF1 の転写活性を
上昇させることも明らかになり、さらには SS 患者では健常人と比較して、唾液中
の AhR 依存性 CYP1A1 や BZLF1 が高転写活性を示すことや、また SS 血清の抗
SSB/La 抗体とも相関を示すこと（J. Immunol.2012）などから、環境中の AhR 活
性化因子はEBV再活性化を介してSSの病態形成を促進することも明らかとなった。
　500 例以上の口唇生検より形態（grade）と機能（分泌量）の不一致を経験し
たことから、唾液分泌障害の原因の一つとして酸化ストレスの関与を示し

（Pathobiol. 2006, PLoS One. 2015）、この酸化ストレスの唾液分泌障害に対する影
響を検証する目的で、マウス唾液腺局所で放射線照射による酸化ストレスにより腺
組織障害が生じていることを示し (Radiation Res. 2009)、この障害が細胞移入した
血管内皮様細胞 (SP 細胞 ) により分泌され抗酸化作用を示すクラステリンにより抑
制可能であることを明らかにしてきた（Stem Cells. 2012）。これらの成果を基盤に
数多くの臨床研究を重ねるなかで Drug repositioning として唾液分泌障害に奏功
する抗酸化物質を見出してきた（Clin. Biochem.2011, PLoS One, 2019）。さらに、
損傷唾液腺の修復と機能回復を目的とした再生医療の一貫として、最近ではマウ
ス ES 細胞から作出された唾液腺オルガノイドを口腔内に同所性に移植することに
より唾液を分泌することが確認され（Nature Commun. 2018）、このような唾液分
泌不全に対する効果は、難治性唾液腺障害の新規治療法として期待される。
　一連の基礎・臨床研究から、SS の唾液分泌障害の病態の多様性は一元的な自
己免疫応答では説明できず、複合・同時多発的な成立・維持機序が想定される。
複数の唾液分泌障害の背景因子・経路を個々に同定してその相互作用を解明する
ことは、最終的に対因治療の開発に寄与すると考えている。
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Achievements

日本学術振興会科学研究費補助金

症例報告

令和 2 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
脂肪由来幹細胞による唾液腺特異的傷害モデルマウスの組織再生と促進因子の網羅的
解析 
令和 2 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
EB ウイルス遺伝子導入マウスによるシェーグレン症候群発症機構の解明 
令和 2 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
MCI・認知症で生ずる活性酸素種の同定と抗酸化物質によるストレス軽減法の検討
令和 2 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
高齢期におけるオーラルフレイルの予防手段としての歌唱習慣の意義　
令和元年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（３年間）
ヘルペスウイルスを介した慢性疲労の発症機構の解明とその制御因子の検索　
平成 29 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
唾液腺特異的障害モデルマウスの作出と EGFR2/MUC1 経路による修復機構の解明
平成 27 年度　基盤研究（B）研究代表者　斎藤一郎（3 年間）
カロリー制限研究からの知見を応用した唾液分泌障害に対する新規治療基盤の確立
平成 27 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
エストロゲンによるミトコンドリアを介した唾液分泌制御機構の解明
平成 26 年度　研究活動スタート支援　研究分担者　斎藤一郎（2 年間）
顎下腺機能に概日リズムを生じる機構の解明
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EB ウイルス由来小 RNA EBER を介した自己免疫応答誘導の可能性の検討
平成 23 年度　基盤研究（B）研究代表者　斎藤一郎（3 年間）
Sirt1 分子による唾液分泌制御機構の解明
平成 23 年度　基盤研究（B）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
咀嚼運動による唾液腺由来 BDNF の抗うつ効果についての解明
平成 23 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
唾液腺分泌促進に有効な機能性食品の検討
平成 23 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
iPS 細胞を用いた唾液腺細胞分化誘導法の確立
平成 23 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
唾液分泌障害に対するレスベラトロールの効果の検討
平成 21 年度　基盤研究（C）研究分担者　斎藤一郎（3 年間）
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平成 25 年度　私立大学等教育研究活性化設備整備事業
研究代表者　斎藤一郎（1 年間）
平成 25 年度　厚生労働省科学研究費補助金、地域医療基盤開発推進研究事業　
- 国際化に対応した科学的視点に立った日本漢方診断法・処方分類及び用語の標準化
の確立 -　
研究分担者　斎藤一郎 (1 年間 )
平成 23 年度　農林水産省委託事業　- 唾液腺上皮細胞株を用いた唾液腺機能障害にお
けるイソフラボン効果の検討 -、- 更年期のドライマウス患者におけるイソフラボン効
果の検討 -
研究分担者　斎藤一郎 (3 年間 ) 
平成 23 年度　厚生労働科学研究費補助金、難治性疾患克服研究事業　- 自己免疫疾患
に関する調査研究 ‒　
研究分担者　斎藤一郎 (3 年間 )
平成 18 年度　学術研究振興資金、日本私立学校振興・共済事業団　腺組織破壊にお
けるエストロゲンの関与　- Epstein Barr　ウイルスの関連 ‒
研究代表者　斎藤一郎 (1 年間 )
平成 17 年度　厚生労働科学研究費補助金、難治性疾患克服研究事業　- 難治性疾患に
よる涙腺の障害に対する新規治療法の開発 -　
研究分担者　斎藤一郎 (3 年間 )
平成 15 年度　財団法人木原記念横浜生命科学振興財団　-NFS/sld マウスを用いた
シェーグレン症候群原因遺伝子の同定 -　
研究代表者　美島健二　斎藤一郎　朝田芳信 (1 年間 )
平成 14 年度　厚生労働省特定疾患対策 涙腺の障害を生じる特定疾患に対する治療法
に関する研究 ( 涙腺の分化増殖機構の解明と再生医療への応用 ) 班　
研究分担者　斎藤一郎（3 年間）

講演 / シンポジウム一覧
2020/10/20　     第 675 回松江赤十字病院集談会　特別講演
2020/10/6-7　   第 73 回日本酸化ストレス学会／第 20 回日本 NO 学会合同学術集会
　　　　　　　ランチョンセミナー 2
2020/02/02　　大垣歯科医師会　学術講演会
2020/01/29　　Care Show Japan 2020　統合医療展　セミナー
2020/01/22　　公益財団法人いきいき埼玉　彩の国いきがい大学伊奈学園　講演
2019/12/17　　サラジェン Web 講演会　講演
2019/12/16　　健康保険組合連合会神奈川連合会　健康増進講習会　講演
2019/11/14　　ME-BYO サミット神奈川 2019　分科会③　
2019/11/03　　第 9 回電子免疫治療研究会カンファレンス　教育講演
2019/10/04　　食品開発展 2019　講演
2019/08/21　　日本スキン・エステティック協会 JSA セミナー 2019　Vol.47　招聘講演　
2019/07/12　　株式会社第一物産グループ新事業年度総会　招聘講演
2019/07/10　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/07/08　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/06/09　　厚労省自己免疫疾患医療講演会　講演
2019/05/18　　第 15 回日本疲労学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 1
2019/02/28 　   第 11 回河田町歯科口腔外科懇話会
2019/02/16　　明石市歯科医師会主催介護予防研修会　講演
2019/01/25        健康博覧会 / FOOD DESIGN EXPO 2019
2019/01/23　　Care Show Japan 2019　統合医療展　セミナー
2019/01/21　　日本抗加齢医学会　第 3 回メディアセミナー
2018/10/05　　食品開発展 2018　講演
2018/09/22         NPO 法人くすり・たべもの・からだの協議会主催第 15 回講演会
2018/08/25　　第 29 回日本臨床口腔病理学会総会・第 11 回日本口腔検査学会総会共催
　　　　　　　学術大会 4 学会シンポジウム
2018/07/07　　第 5 回かねろくの会　講演
2018/06/22-24  国際 CoQ10 学会　講演
2018/06/08　　第 7 回江戸川ライン SS 研究会 　特別講演
2018/05/26　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 14
2018/05/25　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 4
2018/05/22　　品川シルバー大学　講演
2018/02/08　　第 2 回栃木県歯科病診連携の会　講演
2018/01/21　　明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法　講演
2018/01/14　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/11/23　　福岡県歯科医師会お口のサポート講習会
2017/11/17　　第 33 回食の文化を考えるミズホ学級　講演
2017/11/06　　新宿区歯科講演会
2017/10/10　　中野区医師会内科医会内分泌・膠原病グループ講演会　特別講演
2017/09/01　　練馬区口腔機能向上講演会
2017/08/05　　第 15 回亜鉛栄養治療研究会　特別講演
2017/07/26　　ウェルネスフードジャパン　セミナー
2017/06/29　　三越伊勢丹グループ講演会　札幌
2017/06/23　　三越伊勢丹グループ講演会　福岡

24 25

Achievements

2017/06/17　　三越伊勢丹グループ講演会　仙台
2017/06/14　　三越伊勢丹グループ講演会　高松
2017/06/08　　横浜市西区医師会　学術講演会
2017/06/02　　第 17 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 6
2017/05/28　　三越伊勢丹グループ講演会　新潟
2017/05/26　　ifiaJAPAN2017 / HFE JAPAN2017　セミナー　講演
2017/04/27　　口腔アンチエイジングセミナー　講演
2017/04/12　　蕨戸田市医師会　学術講演会
2017/01/15　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/01/11　　事業構想大学院大学　セミナー講演
2016/11/16　　大田区口腔機能向上講習会
2016/11/13　　日本口腔粘膜機構設立記念講演会
2016/10/23　　平成 28 年度杉並区よい歯ファミリーフェスティバル講演会
2016/10/21　　平成 28 年度渋川市介護予防講演会
2016/10/16　　第 6 回電子免疫治療研究会カンファレンス　特別講演
2016/09/27　　NPO 法人健康食品フォーラム第 35 回健康食品セミナー
2016/09/18　　第 4 回日本ドライシンドローム学会 シンポジウム 1
2016/09/09　　第 25 回シェーグレン症候群学会学術集会　ランチョンセミナー 2
2016/07/20　　中部国際空港　スタッフ向けセミナー
2016/07/16　　2016 近畿大学アンチエイジングセンター第 16 回市民公開講座
2016/07/09　　国公私立大合同進学ガイダンス夢ナビライブ 2016　講演
2016/06/28　　品川シルバー大学　講演
2016/06/28　　座間市介護予防事業講演会
2016/05/21　　第 3 回北関東医療・健康イノベーションフォーラム　講演
2016/02/14　　第 9 回丸山記念総合病院歯科口腔外科病診連携講演会
2015/12/14　　練馬区光が丘保健相談所　歯科講演会
2015/12/10　　松本歯科大学総合歯科医学研究所セミナー
2015/12/07　　山梨口腔外科集談会　特別講演
2015/11/13　　佐倉市在宅歯科講演会
2015/10/18　　秦野の会　講演
2015/10/17　　松本歯科大学校友会山梨県支部　学術講演会
2015/10/02　　練馬区関保健相談所　口腔機能向上講演会
2015/09/27　　和歌山県歯科医師会学術大会　講演
2015/09/04　　乾燥症状連携ミーティング　特別講演
2015/07/12　　平成 27 年度福島県歯科衛生士会研修会
2015/06/24　　荒川区口腔保健講演会
2015/05/29　　第 15 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 5
2015/03/14　　第 4 回兵庫・大阪シェーグレンフォーラム　特別公演
2015/03/05　　一般社団法人日本音楽健康協会設立記念シンポジウム
2015/01/30　　昭島市歯科講演会
2015/01/26　　エコールドロイヤル公開講座
2015/01/11　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/11/25　　キッセイ薬品工業株式会社　社内研修会
2014/11/15　　日本歯科人間ドック学会第 17 回学術大会　特別講演
2014/11/09　　鶴見大学歯学部同窓会栃木支部　学術講演会
2014/10/29　　伊勢丹立川店　セミナー
2014/10/23　　東京都小金井歯科医師会　市民公開講座
2014/10/15　　東京都中央区京橋歯科医師会　学術講演会
2014/10/12　　秦野ヨガの会　講演
2014/10/04　　第 48 回日本口腔科学会関東地方部会　教育講演
2014/09/19　　第 19 回膠原病臨床病理研究会
2014/03/07　　足立区スマイルアップ講習会
2014/03/05　　株式会社第一興商　エルダー事業推進会議
2014/02/20　　IMEC2014　第 10 回統合医療展アンチエイジングフォーラム
2014/02/06　　事業構想大学院大学　ドライマウスセミナー
2014/02/01　　足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会
2014/01/26　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/01/19　　第 3 回日本ドライシンドローム学会　シンポジウム１
2013/12/14　　第 144 回盛岡おおどおり健康教室
2013/11/23　　日本健康医療学会総会第 6 回学術大会　特別講演
2013/11/11　　新宿区四谷保健センター　ドライマウス専門相談
2013/10/27　　第 12 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2013/10/20　　平成 25 年世田谷区歯科医師会　区民向け講演会
2013/10/12　　第 58 回日本口腔外科学会総会・学術大会 口腔三学会合同シンポジウム
2013/10/06　　平成 25 年度東京都歯科医師会生涯研修セミナー　ランチョンセミナー
2013/10/01-07（株）三越伊勢丹ホールディングス　『笑顔』トレーニングセミナー
2013/09/15　　第 6 回日本口腔検査学会総会・学術大会　
              　　　　ランチョンセミナー、共催シンポジウム１
2013/09/12　　第 72 回一般社団法人日本栄養評議会　勉強会
2013/09/10　　9 月 10 日スペシャルセミナー
2013/07/18　　第 2 回ドライシンドローム診療連携会　特別講演
2013/07/14　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/07/14　　更年期と加齢のヘルスケア第 4 回カウンセラー・アドバイザー研修会
2013/06/29　　平成 25 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　教育講演 3
2013/06/28　　第 13 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 3
2013/05/26　　日本臨床形成美容外科医会・研修会
2013/05/26　　第 9 回世界歯内療法会議　シンポジウム 7
2013/04/05　　第 117 回日本眼科学会総会　シンポジウム 09
2013/03/10　　姫路市歯科医師会第７回市民公開講座
2013/03/03　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/01/20　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/11/14　　東京都大田区大森歯科医師会 第 3 回学術講演会
2012/11/09　　小樽市歯科医師会　学術講演会
2012/11/08　　株式会社三越伊勢丹　社内研修　講演
2012/11/04　　第 11 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2012/10/28　　第 51 回広島県歯科医学会併催第 96 回広島大学歯学会　特別講演
2012/10/25　　第 65 回日本自律神経学会総会　シンポジウム 3　

2012/10/12　　ＧＳ世代研究会 第 3 回勉強会
2012/10/10　　日本統合医療普及推進協会 2012 年度第 1 回勉強会
2012/10/01　　千代田区千代田保健所 口元からアンチエイジング教室　講演
2012/09/08　　第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム
2012/07/30　　社団法人日本私立歯科大学協会　第 3 回歯科プレスセミナー
2012/07/08　　更年期と加齢のヘルスケア学会　第 4 回カウンセラー研修会
2012/07/01　　日本訪問歯科協会　実践！訪問歯科アドバンストコース　講演
2012/06/24　　第 12 回日本抗加齢医学会総会　市民公開講座　
2012/06/11　　歯科再生医療産学連携会議　第 13 回産学連携フォーラム
2012/05/29　　日本抗加齢医学会・日本白内障屈折矯正手術学会　
　　　　　　　合同エデュケーショナルセミナー
2012/05/20　　全国膠原病友の会　神奈川県支部主催　医療講演会
2012/05/19　　日本口腔感染症学会セミナー＆認定制度講習会　
              　　　　スプリングカンファレンス in Tokyo 2012　教育講演
2012/05/17　　第 12 回奈良抗加齢研究会　特別講演
2012/05/13　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線　講演
2012/04/15　　埼玉県病院歯科連絡協議会総会学術講演会
2012/03/25　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/03/18　　第 8 回日本歯科産業学会　春季大会
2012/03/04　　日本ドライシンドローム学会発足記念講演会
2012/03/02　　まごごろ館四街道開設記念セミナー
2012/02/10　　スマイルアップあだちちゅうりっぷ体操完成記念講演会
2012/02/07　　株式会社第一興商ブロック長会議　特別講演
2011/12/10　　第 9 回日本機能性食品医用学会・総会　教育講演
2011/12/03　　アンチエイジングフェスタ 2011　抗加齢医学の実践　シンポジウム 3　
2011/11/27　　第 6 回日本美容抗加齢医学会　パネル 2 
2011/11/04　　鶴見大学「先制医療研究センター」設立記念シンポジウム　
　　　　　　　 先制医療の最前線
2011/11/02　　新宿区牛込保健センター歯科講演会
2011/10/23　　第 1 回抗酸化歯科研究会学術講演会　講演
2011/10/22　　戸塚泉栄 3 支部合同学術講演会
2011/10/07　　日本香粧品学会　第 36 回教育セミナー　講演
2011/09/10　　上越・柏崎地区学会　講演
2011/09/03　　5th SFRR-ASIA 8th ASMRM 11th J-mit CoQ Session
2011/07/17　　第 26 回日本歯科心身医学会総会・学術大会　特別講演Ⅰ
2011/07/09-10  富士見会研修会
2011/07/03　　第 27 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2011/06/11　　第 29 回日本顎咬合学会学術大会・総会　
　　　　　　　テーブルクリニック　セッション 1　
2011/06/02　　神奈川県保険医協会歯科部会　2011 年 6 月度　歯科臨床研究会
2011/05/27　　第 11 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　教育講演 1、
　　　　　　　アフタヌーンセミナー 4
2011/02/27　　静岡県保険医協会市民公開講座
2011/02/20　　平成 22 年度東京都町田市歯科医師会市民公開講座
2011/02/15　　日本抗加齢医学会エデュケーショナルセミナー
2011/02/06　　平塚歯科医師会第 4 回市民公開講座
2011/01/30　　松本歯科大学校友会神奈川支部学術講演会
2011/01/22　　太田新田歯科医師会第 11 回市民公開講座
2011/01/16　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2010/11/29　　寺尾地区・寺尾第二地区合同研修会
2010/11/28　　東京歯科保険医協会第 6 回「歯と健康」フォーラム
2010/11/28　　第 8 回国際顎頭蓋機能学会日本部会学術大会　教育講演
2010/11/27　　西宮市歯科医師会秋の学術講演会
2010/11/25　　鎌ヶ谷市 平成 22 年度いい歯の日講演会
2010/11/20　　よこはま大学開港塾 2010
2010/11/12　　新宿区牛込保健センター　口腔乾燥症（ドライマウス）講演会
2010/11/11　　第 64 回日本臨床眼科学会内専門別研究会　
　　　　　　　オキュラーサーフェス研究会　第 30 回ドライアイ研究会
2010/11/06　　昭島市市民公開講座 第 14 回歯の保健衛生講習会
2010/11/06　　第 4 回見た目のアンチエイジング研究会講習会
2010/11/01　　千代田保健所　平成 22 年度　口元からアンチエイジング教室　講演　
2010/10/30　　福山地区歯科衛生連絡協議会　平成 22 年度中高年歯科保健講演会
2010/10/22　　Molecular Jungle 2010　特別講演
2010/10/16　　特定非営利活動法人口腔医科学会　平成 22 年度　第 14 回学術大会　
　　　　　　　招待講演
2010/10/02　　佐世保臨床歯学研究会
2010/09/29　　藤沢歯科臨床懇話会　講演
2010/09/28　　Asia Innovation Forum　サテライトプログラム（スピーカー）
2010/09/21　　第 52 回歯科基礎医学会　学術大会・総会　メインシンポジウム１
2010/09/17　　第 3 回ナノバイオメディカル学会大会　特別講演
2010/09/09　　第 19 回日本シェーグレン症候群学会　シンポジウム１　
2010/09/06　　近畿バイオインダストリー振興会議 
　　　　　　　第 2 回 生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会
2010/09/04　　西日本新聞社主催　市民公開講座　
2010/08/07　　河北新報社主催　市民公開講座　
2010/07/31　　第 20 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　ランチョンセミナー　
2010/06/27　　北海道新聞社主催　市民公開講座
2010/06/26　　三原市歯科医師会学術講演会
2010/06/20　　茨城県保険医協会講演会
2010/06/13　　第 10 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 17
2010/06/06　　第 44 回愛歯のつどい　講演
2010/05/30　　静岡新聞社・静岡放送主催　市民フォーラム
2010/04/18　　日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校同窓会　講演
2010/03/28　　世田谷区民向け講演会
2010/03/14　　鹿沼ロータリークラブ 50 周年記念式典・祝賀会記念講演
2010/02/24　　東京都三鷹市歯科医師会学術講演会
2010/02/22　　龍門グループパートナー会賀詞交換会講演会

2010/02/18　　新潟ドライマウス学術講演会　特別講演
2010/02/06　　伊勢丹セミナーエイジングケアスペシャル対談
2010/01/22　　第 43 回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会　特別講演
2009/12/20　　歯髄細胞バンク第 1 回ワークショップ
2009/12/13　　口腔感染症フォーラム 2009
2009/12/11　　東京都牛込歯科医師会　スタディ会
2009/11/21　　広島市民向けフォーラム　口腔ケアとアンチエイジング　講演
2009/11/20　　第 6 回日本口腔ケア学会総会・学術大会　シンポジウムⅡ
2009/11/19　　第 20 回　ゼルコバの会　学術講演会
2009/11/18　　第 584 回　東京松風歯科クラブ例会
2009/11/08　　板橋区・東京都板橋区歯科医師会主催講演会
2009/11/07　　第 9 回平成 21 年度都民向け講演会
2009/10/31　　福島県保険医協会歯科学術研究会
2009/10/28　　東京都世田谷区歯科医師会学術講演会
2009/10/24-25  伊勢丹セミナー
2009/10/03　　日本咀嚼学会第 20 回記念大会　シンポジウムⅠ　
2009/09/21　　抗加齢医学の実際 2009　Lecture3
2009/09/13　　09 丹青会セミナー
2009/08/30　　東京形成歯科研究会認定講習会
2009/08/20　　国立長寿医療センター平成 21 年度口腔ケア研修会
2009/08/07　　金沢膠原病フォーラム
2009/07/05　　大阪府歯科衛生士会研修会
2009/07/02　　第 2 回神奈川アンチエイジング研究会
2009/06/13　　置賜地区歯科医師連合会学術講演会
2009/06/05　　第 19 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　シンポジウム 1
2009/06/04　　品川シルバー大学　
2009/05/31　　日本全身咬合学会第 15 回認定研修セミナー
2009/05/30　　第 1 回泌尿器抗加齢医学研究会講演
2009/05/29　　第 9 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　シンポジウム 11
2009/05/08　　第 8 回多摩川フォーラム特別講演
2009/05/07　　東京南ロータリークラブ例会
2009/04/26　　株式会社伊勢丹セミナー
2009/04/18　　第 4 回相模原市・大和市整形外科医会学術研修会
2009/03/27　　株式会社ロッテ中央研究所　講演会
2009/03/12　　統合医療展 2009 医療実践セミナー
2009/02/14-15  大阪大学歯学部同窓会第 6 回歯科臨床セミナー
2009/01/30　　第 6 回日本コエンザイムＱ協会研究会　特別講演
2009/01/25　　上都賀歯科医師会　学術・公衆衛生 合同研修会
2008/12/06　　東京都滝野川歯科医師会学術研修会
2008/11/30　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2008/11/22　　第 4 回日本抗加齢医学会北海道研究会講習会
2008/11/19　　東京都調布市歯科医師会学術講演会
2008/11/16　　第 12 回上小「いい歯の日」フェスタ　特別講演
2008/11/16　　板橋区・板橋区歯科医師会平成 20 年度歯科講演会
2008/11/15　　第 21 回日本歯科医学会総会サテライトシンポジウム 2
2008/11/14　　第 27 回中村いやしの会　特別講演
2008/11/09　　愛知県歯科医師会平成 20 年度学術講演会
2008/11/05　　東京都小金井市歯科医師会　市民公開講座
2008/10/25　　日本大学松戸歯学部公開講座
2008/10/19　　第 60 回近畿北陸地区歯科医学大会　特別講演
2008/10/09　　リカルデントプレスセミナー
2008/10/04　　岩手医科大学平成 20 年度　ハイテクリサーチプロジェクト研究成果発表会
　　　　　　　特別講演
2008/10/02　　横浜市鶴見区介護予防週間講演会
2008/09/04　　山武郡市歯科医師会学術講習会
2008/08/23　　第１回日本口腔検査学会総会・学術大会　特別講演
2008/07/11　　東京医科歯科大学歯学部附属病院看護部教育委員会　特別講演
2008/06/19　　第 19 回日本老年歯科医学会総会・学術大会内　
　　　　　　　日本老年医学会・日本学術会議合同　公開シンポジウム
2008/06/18　　第 5 回泌尿器領域の医療とケア研究会
2008/06/01　　相模原市歯科医師会　歯の衛生週間事業　講演
2008/05/31　　平成 20 年度十日町口腔科学アカデミー学術講演会
2008/05/21　　国立市歯科医師会学術講演会
2008/04/26　　第 51 回日本歯科理工学会学術講演会　公開シンポジウム
2008/04/17　　第 62 回日本口腔科学会学術集会
2008/04/16　　SUPPLY EXPO JAPAN 健食原料・素材・OEM 展 2008
2008/03/22　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食機能療法と栄養管理セミナー
2008/03/18　　統合医療展 2008 医療実践セミナー
2008/03/04　　アドバイザリーミーティング
2008/02/24　　香川県歯科医師会・香川県　平成 19 年度 8020 県民公開講座
2008/02/22　　横浜市鶴見区認知症予防講演会
2008/02/09　　サラジェン効能追加記念全国講演会　基調講演
2008/02/03　　富山三二会クリニカルカンファレンス新年講演会
2008/01/29　　日本大学大学院松戸歯学研究科大学院特別講義・セミナー
2008/01/26　　The Joint Meeting of the 3rd Symposium on "Oral Health Science" and 
             　　　　 the 3rd symposium on "Dental and Craniofacial Morphogenesis and 
             　　　　 Tissue Regeneration"
2007/12/09　　第 7 回長崎口腔科学フォーラム
2007/12/08　　第 52 回日本唾液腺学会　特別講演
2007/12/01　　鶴見大学歯学部同窓会山形県支部学術講演会
2007/11/29　　第 35 回薬物活性シンポジウム市民公開セミナ－
2007/10/29　　株式会社コーチ・トゥエンティワン社内講演会
2007/10/16　　日本民間放送連盟・東京支社長会月例会
2007/10/13　　名古屋市守山区・東区・北区歯科医師会３区合同学術講演会
2007/09/30　　第 20 回柏市口腔衛生大会記念市民公開講座
2007/09/29　　第 52 回日本口腔外科学会総会・学術大会　シンポジウム
2007/09/28　　オーラルケアセミナー

2007/09/23　　第 5 回日本再生歯科医学会　特別講演
2007/09/17　　抗加齢医学の実際 2007
2007/09/13　　渋谷区歯科医師会第 1 回学術講演会
2007/08/31　　第 49 回歯科基礎医学会 シンポジウム 4
2007/08/26　　松風歯科クラブ臨床講座
2007/07/14　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食・機能療法と栄養管理セミナー 2007
2007/07/05　　第 17 回日本口腔粘膜学会総会　シンポジウム
2007/06/29　　北海道医療大学個体差健康科学研究所セミナー
2007/06/10　　福島県歯科医師会第 1 回「口腔と全身疾患の関係」学会
2007/05/12　　日本アンチエイジング歯科学会第 2 回学術大会　基調講演
2007/04/22　　福井県歯科医師会学術講演会
2007/04/07　　第 27 回日本医学会総会
2007/04/01　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2007/03/30　　健康博覧会 2007 記念セミナー
2007/03/22　　Anti-Aging Medicine in Asia from Middle East to Japan
2007/03/20　　株式会社なとり社内講習会
2007/03/14　　東京都中央区京橋歯科医師会学術講演会　
2007/02/25　　兵庫県保険医協会歯科定例研究会
2007/02/22　　第 246 回宮城県保険医協会研究会
2007/02/04　　日本大学松戸歯学部大学院セミナー
2007/01/27　　飯田下伊那臨床研究懇談会学術懇談会
2007/01/24　　東京大学大学院医学系研究科コカ・コーラ抗加齢医学講座
              　　　　第五回加齢医学セミナー
2006/12/10　　銚子市歯科医師会学術講演会
2006/12/07　　群馬県歯科保健大会県民講座講演
2006/12/02　　平成 18 年度東京都歯科医師会都民向け講演会
2006/12/01　　第 16 回食と健康研究会
2006/11/27　　東京都台東区浅草歯科医師会第 2 回学術講演会
2006/11/20　　東京医科歯科大学第 12 回大学院医歯学総合研究科大学院セミナー
2006/11/17　　城東歯科医師会学術講演会
2006/11/14　　東京インプラントアソシエーション第 97 回勉強会
2006/11/12　　千葉県歯科医師会デンタルスタッフセミナー
2006/11/09　　船橋市歯科医師会市民公開講座
2006/11/05　　第 59 回栃木県歯科医学会　特別講演
2006/11/01　　横浜市神奈川区歯科医師会学術講演会
2006/10/28　　鶴見大学歯学部同窓会九州支部学術講演会
2006/10/25　　瀬谷歯科医師会学術講演会
2006/10/24　　東京都立心身障害者口腔保健センター歯科衛生士集団研修会
2006/10/15　　鶴見大学歯学部同窓会茨城県支部学術講演会
2006/10/14　　第 5 回日本国際歯科大会’ 06 歯科衛生士シンポジウム
2006/10/02　　新宿区四谷保健センター講演会
2006/09/13　　神戸市垂水区歯科医師会垂水会　講演会
2006/09/10　　平成 18 年度稲沢市歯科医師会学術講習会
2006/08/25　　足立区歯科医師会歯科医療研究部 ADE 会
2006/08/20　　明海大学歯学部同窓会学術研修会
2006/08/19　　第 59 回北海道歯科学術大会　特別講演
2006/08/18　　第 17 回日本口腔病理学会総会・学術大会　セミナー
2006/07/28　　国立長寿医療センター NILS セミナー
2006/07/23　　東京医科歯科大学歯科同窓会学術部講演会
2006/07/09　　第 4 回フリーラジカルセミナー
2006/07/02　　東京アンチエイジングレビュー 2006　
2006/06/18　　日本大学歯学部同窓会生涯教育研修セミナー
2006/06/03　　第５回九州シェーグレン症候群研究会　特別講演
2006/05/28　　ＵＣＬＡインプラントアソシエーションジャパン第 2 回講演会　
2006/05/14　　第 8 回山口摂食嚥下技術セミナー　
2006/05/11　　前橋市歯科医師会学術講演会
2006/03/23　　宮城ドライマウス講演会　特別講演
2006/03/18　　大阪大学歯学部同窓会第 357 回臨床談話会
2006/03/03　　APPI ANTI AGING CLUB 2006　
2006/02/19　　小石川・文京区歯科医師会区民と歯科医師会のつどい
2006/02/19　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2006/02/16　　日本食品機械研究会オーラルケア研究の最前線と食品開発　
2006/01/24　　平成 17 年度福井ライフ・アカデミー現代的課題講座１　
2006/01/21　　平成 17 年度長崎県歯科医師会学術研修会　
2006/01/15　　第 3 回介護予防勉強会～口腔機能向上～　
2006/01/08　　第 307 回総合医療開発研究会特別講座　
2005/11/20　　第 23 回日本歯科東洋医学会学術大会　特別講演
2005/11/19　　東京都深川歯科医師会学術講演会
2005/11/13　　第 44 回広島県歯科医学会・第 89 回広島大学歯学会　特別講演
2005/11/12　　AEP 日本歯内歯周管理学会発足 25 周年記念大会　特別講演
2005/10/30　　西さっぽろ予防歯科ネットワーク・PHD 研究会主催ドライマウス講習会
2005/10/29　　札幌歯科医師会平成 17 年度第 3 回学術講演会　
2005/10/28　　professionalcare 8000 コクラン再評価記念講演会
2005/10/15　　第 22 回日本障害者歯科学会ランチョンセミナー
2005/09/18　　東京医科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校同窓会公開講座
2005/09/02　　第 8 回日本組織工学会総会　ランチョンセミナー 3
2005/07/24　　茨城県三大学学術講演会
2005/07/23　　富士市歯科医師会学術講演会
2005/07/14　　伊勢崎佐波歯科医師会　学術講演会
2005/06/29　　東京都江戸川区歯科医師会在宅訪問委員会講習会
2005/06/25　　日本解剖学会関東支部第 15 回懇話会（シンポジウム）特別講演
2005/06/23　　埼玉県歯科医師会女性歯科医会　講演会
2005/06/04　　第 18 回シェーグレン症候群患者会総会「シェーグレンの会」
2005/05/21　　特定非営利活動法人フューチャー　講演会
2005/04/24　　第 7 回山口摂食嚥下技術セミナー
2005/04/23　　シェーグレン症候群セミナー教育講演
2005/04/21　　日本口腔科学会総会シンポジウム

2005/04/14　　第 94 回日本病理学会総会ワークショップ
2005/03/11　　平成 16 年度歯科用医薬品情報担当者講義　特別講義
2005/03/06　　徳島県歯科衛生士会生涯研修専門研修Ⅰ研修会
2005/02/24　　東京都日本歯科大学校友会第２回学術講演会
2005/02/19　　日本歯科大学校友会浦和支部学術講演会
2005/02/18　　財団法人横浜産業振興公社第 88 回産学交流サロン　
2005/02/06　　松本歯科大学千葉県校友会講演会
2005/01/29　　広島市歯科医師会学術研修会
2005/01/26　　葛飾区歯科医師会地域医療講演会
2005/01/16　　岡山県保険医協会第 179 回プライマリケア懇話会
                               第 67 回歯科ポストグラデュエートコース
2004/12/16　　ウエルテック講演（バイオエクストラ発表会）
2004/12/02　　船橋歯科医師会特殊歯科学術講演会
2004/11/28　　第 4 回昭和大学歯学部同窓会ポストグラデュエートセミナー
2004/11/27　　東京都町田市歯科医師会平成 16 年度第 2 回学術講演会
2004/11/23　　香川保険医協会医科歯科合同セミナー
2004/11/13　　秋田市歯科医師会　平成 16 年度第 2 回学術研修会
2004/11/11　　第 2 回北九州ドライマウス研究会　特別講演
2004/10/30　　大阪デンタルショー
2004/10/16　　日本ヘルスケア歯科研究会第 8 回ヘルスケアシンポジウム
2004/10/03　　学校法人総持学園創立 80 周年記念
             　　　　 鶴見大学同窓会第 59 回ポストグラデュエートコース
2004/09/12　　岡崎歯科医師会学術講演会
2004/09/10　　第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 
　　　　　　　ランチョンセミナー 1
2004/08/22　　日本歯科先端技術研究所関東甲信越地区勉強会外来講師講演会
2004/07/11　　松本歯科大学校友会東京都支部総会講演会
2004/07/03　　鶴見大学歯学部千葉県支部同窓会学術講演会
2004/06/20　　西東京歯科衛生士専門学校講演会
2004/06/13　　第 21 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2004/06/12　　第 22 回日本顎咬合学会学術大会　テーブルクリニック
2004/05/30　　第 35 回青梅市民健康の集い
2004/05/20　　社団法人日本綜合歯科協会研修講演会
2004/04/04　　シロクス学ぶ会特別講演会　
2004/03/19　　渋谷区歯科医師会第 4 回学術講演会
2004/03/18　　第 6 回神奈川県シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/03/14　　文京区・小石川歯科医師会　区民と歯科医師会の集い
2004/03/09　　有楽町講演会
2004/02/26　　第 3 回埼玉シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/02/22　　和歌山県保険医協会 学術講演会
2004/02/08　　松本歯科大学校友会 2003 卒後セミナー
2004/02/05　　常滑市歯科保健研修会
2004/01/29　　横浜市歯科医師会病院連携に伴う研修会
2004/01/24　　デンタルセミナー 462 回例会
2004/01/18　　愛媛県歯科医師会学術講演会
2003/12/04　　川崎市耳鼻咽喉科セミナー
2003/11/30　　上田小県歯科医師会　講演
2003/11/09　　歯の健康フォーラム 21　第 3 回シンポジウム
2003/09/17　　品川歯科医師会　講演
2003/08/31　　鶴見大学歯学部同窓会兵庫県支部学術講演会
2003/08/02　　松本歯科大学大阪支部講演会
2003/07/23　　青梅保健所　講演
2003/07/19　　横浜市青葉区歯科医師会学術講演会
2003/07/13　　鶴見大学歯学部同窓会愛知県支部学術講演会
2003/05/23　　東京都牛込歯科医師会
2003/01/30　　東京都西多摩歯科医師会第 3 回学術講演会
2002/11/13　　神奈川歯科大学研究懇話会
2002/06/19　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所　講演
2002/06/18　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所特別講演

■テレビ・ラジオ
2020/11/09　「あさイチ『オーラルフレイルを食い止めろ！』」（NHK 総合）
2020/10/10　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/10/09　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/07/21　「ドクターサロン『ドライマウス』」（ラジオ NIKKEI）
2020/06/15　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」 （NHK BS プレミアム）
2020/06/11　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」（NHK BS プレミアム）
2020/10/08　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『カラオケパワーで肺も血管も美しく』
　　　　　　（NHK BS プレミアム）
2019/02/04　「あさイチ『年とともに忍び寄る “歯” のトラブル』」（NHK 総合）
2018/08/11　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/07/04　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/04/13　「てっぺん！『死に至る！？口のトラブル最前線』」（テレビ静岡）
2018/02/18　「健康カプセル！ゲンキの時間『鼻づまり』」（TBS テレビ）
2018/02/14　「１周回って知らない話　『出川＆直美 最新技術で肉体検証SP』」（日本テレビ）
2017/09/11　「おはよう日本：おはようビタミン『カラオケ新時代』」（NHK）
2017/06/06　「笑顔とガムでハッピーに？」（TBS ラジオ）
2016/11/01　「この差って何ですか？ 2 時間スペシャル『唇が「乾燥しやすい人」と
　　　　　　「乾燥しにくい人」の差』」（TBS）
2016/09/24　「教えて！坂上クリニック『ドライマウス』（フジテレビ）
2016/06/03,17,27,  07/01

　　　　　　 「ラジオ深夜便『わたし終いの極意：口腔ケアで心も身体も健やか』」
        　　　      （NHK ラジオ）
2016/04/16    「ぷらちなライフ - 人生楽笑」『「有備無患」ドライマウスに注意！唾液の意　
　　　　　     外な役割とは？』」（東京 MXTV）
2016/02/12　「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2016/02/07    「健康カプセル！ゲンキの時間『「内」と「外」から対策せよ！実は恐ろしい
　　　　　　 冬の乾燥』」（TBS テレビ）
2016/01/25    「スッキリ！！『週間からだニュース　ドライマウス』」（日本テレビ）
2015/12/26    「華大の知りたい！サタデー『カラオケで若返る！？』歌うことで唾液の量が
　　　　　　 増え健康増進ストレスが減り免疫力改善　筋肉増強で誤嚥防止にも」（BS フジ）
2015/12/19     「華大の知りたい！サタデー『風邪をひく原因は『ドライマウス』！？免疫
　　　　　　 力の最前線、粘膜を乾燥から守れ』」（BS フジ）
2015/11/17    「L4YOU!」（テレビ東京）
2015/10/23    「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2015/06/30    「垣花正　あなたとハッピー『名医が登場　有楽町ハッピークリニック 
　　　　　　 ―歌って老化を食い止めよう！』（ニッポン放送）
2015/03/10    「日経　朝とく『ドライマウスの予防と改善法』」（BS ジャパン）
2015/02/02    「あさイチ『万病のもと　ドライマウス』」（NHK 総合）
2015/01/22    「森本毅郎スタンバイ」（TBS ラジオ）
2014/12/06    「週刊 ニュース深読み」（NHK 総合）
2014/12/01    「スーパー J チャンネル」（テレビ朝日）
2014/11/09    「駆け込みドクター！運命を変える健康診断」（TBS テレビ）
2014/05/23    「団塊スタイル」テーマ「老化防止は口と歯から」（NHK　E テレ）
2014/01/08    「ためしてガッテン『風邪インフルよさらば　体の中から改造！計画』」
　　　　　　（NHK 総合テレビ）
2013/11/09    「未来へのおくりもの」（BS-TBS テレビ）
2013/11/05    「おはよう日本『ケンコン！』コーナー” 健康寿命を延ばそう！
　　　　　 　口から始めるアンチエイジング”」（NHK 総合テレビ）
2013/10/13    「健康カプセル！ゲンキの時間　『テーマ「睡眠障害」』」（TBS テレビ）
2013/06/26    「ためしてガッテン『まさか！危険すぎる二重あご』」（NHK 総合テレビ）
2013/04/14    「最新人体ミステリー シンドローム X」（TBS テレビ）
2013/02/07    「はなまるマーケット『特集「口元のアンチエイジング　～歯周病・ドライマ
　　　　　　 ウス～」』」（TBS テレビ）
2012/10/21    「健康カプセル！ゲンキの時間　＃29 ～臭うほどに要注意！～　
　　　　　　 意外と怖い” 歯周病” の真実」（TBS テレビ）
2012/01/16 ～ 20
                           「生島ヒロシのおはよう定食『健康のひろば』“現代病ドライマウスを治す”」
                           （TBS ラジオ）　　　　
2011/09/22     「情報プレゼンター　とくダネ！　『新常識　ニッポンの医療』」（フジテレビ）
2010/12/16     「スパモク！！常識逆転バラエティ！運命の選択！！『若返り力』」　（TBSテレビ）
2010/11/19     「ラジオ深夜便　明日へのことば『噛むことの再発見』」（ＮＨＫラジオ第 1）
2010/07/08     「私も一言！夕方ニュース「ドライマウス・知っていますか？」」（NHKラジオ第1）
2010/06/08    「つながるラジオ「ラジオ井戸端会議」『若さを保つ秘訣はなんですか？　老
　　　　　　 化は口に現れる？』」（NHK ラジオ第 1）　　
2010/05/29     「世界一受けたい授業「だ液と寿命の新事実！？　口からはじめるアンチエ
　　　　　　 イ ジング！」」（日本テレビ）
2009/11/26     「スーパーモーニング「スパモニ家庭の医学　ドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/11/25     「やじうまプラス「なるほど” 知りたい白書”」」（テレビ朝日）
2008/10/16　「スーパー J チャンネル「木曜特集：口の渇きは病です！
　　　　　　 もしやアナタもドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/05/20　「たけしの本当は怖い家庭の医学「テーマ（１）本当は怖い飲み込みにくさ～
　　　　　　 ひび割れの器～ /（２）知られざる唾液の働きに注目」( テレビ朝日系列 )
2008/05/16    「解体新ショー『酸っぱいものでだ液が出ちゃうのはなぜ？』」（NHK 総合テレビ）
2007/07/10    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウス “」（ラジオ NIKKEI）
2007/02/06    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウスの診断と対処 “」
　　　　　　（ラジオ NIKKEI）
2006/07/12     「スーパーＪチャンネル「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2006/06/05     「生活ほっとモーニング「気になる口臭解消法」」（ＮＨＫ総合テレビ）
2006/01/21　「報道特捜プロジェクト「みんなの悩み　口臭」」（日本テレビ）
2005/11/29　「ズームイン！！ＳＵＰＥＲ「暮らしの素。 ドライマウス」」（日本テレビ）
2005/09/19　「スーパーモーニング　「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2005/08/07　「発掘！あるある大辞典Ⅱ「あなたの身体は損だらけ、毒抜きで体質改善」」（フ
　　　　　　 ジテレビ）
2003/12/11　「はなまるマーケット『 今日の目玉「だ液を増やして万病予防！」』」（TBS テレビ )
2002/11/30　「カウントダウンコネクションズ『ドライマウス』」（FM 東京）
2002/10/30　「首都圏ネットワーク」（NHK 総合テレビ）
2002/10/23　「薬学の時間『ドライマウス』」（ラジオたんぱ）
2002/08/12　「ビートたけしのＴＶタックル『口腔乾燥症』」（テレビ朝日）
2002/08/03　「スーパーニュース ウィークエンド得情報『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）
2002/07/29　「情報プレゼンター とくダネ !『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）

■新聞・記事・WEB掲載
2020/07/15　「音健協 News 鼎談　新しい生活様式における『うたと音楽』を考える」（音
　　　　　　 健協通信、2020 年夏号）
2020/06/30　「『うたと音楽』で笑顔を取り戻そう！心をつなぐ新たな日常がここに」（毎日
　　　　　　 新聞）
2019/06/30　「人生 100 年時代の健康寿命延伸　自然の恵みを活かし健康経営実現目指す」
　　　　　　（西日本新聞）
2019/06/17　「乳酸菌サプリに悪玉菌抑制効果　かねろく製薬　口腔内ケアに期待」
　　　　　　（中部経済新聞）
2019/06/13　「口腔内カンジダ菌抑制　乳酸菌サプリ鶴見大と臨床試験」（日刊工業新聞）
2019/06/11　「乳酸菌サプリでカンジダ菌抑制　鶴見大学が臨床試験」（日本歯科新聞）
2019/05/13　「老化防止に口の健康大切」（新潟日報）
2019/03/29　「患者を生きる　ドライマウス 5」（朝日新聞）
2019/02/22　「アンチエイジングは歯から、口から、笑顔から」（WEB　エイジングスタイル)、

　　　　　　 ＠niftyニュース、Ameba News、ｄメニュー、gooニュース、livedoorニュース、
　　　　　　 緑の goo)
2019/01/26　「見た目も口の中もアンチエイジング【第 3 回日本抗加齢医学会メディアセ
　　　　　　 ミナー】」（WEB　エイジングスタイル )
2019/01/25　「日本抗加齢医学会　2018 年度　第 3 回メディアセミナー」
　　　　　　（JMS/JAPAN MEDICAL SOCIETY、JMS、February 2019)
2018/10/20　「カラダづくり　口の渇き　ドライマウス？」（日本経済新聞、NIKKEI プラス 1）
2018/07/31　「カラオケ療法　歯学部が実証　嚥下力をアップし、ストレスを抑える」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2018/03/  「明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法～乳酸菌 EF-2001 免疫機能と腸内
　　　　　　フローラへのアプローチ　薬学・歯学・医学の 3 博士が語る乳酸菌最新事情」
　　　　　　（かねろく製薬かわら版、２０１８年 1 月 21 日開催セミナーレポート）
2017/11/14　「健活手帖『放置してはいけないドライマウス』」（夕刊フジ特別版）
2017/09/07　「大声出してストレス発散！認知症予防や免疫力 UP も　歌わにゃ損！
　　　　　　 SONG♪」（サンケイスポーツ）
2017/07/11　「専門家が解説。笑顔が幸せを引き寄せる！その理由とは？」
　　　　　　（WEB A-Beauty by @cosme）
2017/06/16　「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』でストレス低減」（WEB たべぷろ）
2017/06/09　 「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』ストレスを低減　鶴見大学、三越伊勢
　　　　　　丹 G、ロッテが発表」（日本食糧新聞電子版）
2017/06/02　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼の
　　　　　　組み合わせでストレス低減効果を発表」（Best Times、クレア ウェブ、とれま
　　　　　　がニュース、Kurashinista、東洋経済オンライン、おたくま経済新聞、産経ア
　　　　　　プリスタ、フレッシュアイ、美容経済新聞セレクト、SEOTOOLS ニュース、　
　　　　　　President、Online、現代ビジネス、Straight Press、産経ニュース、ジョルダ
　　　　　　ンニュース !、OKGuide、MarkeZine、オリコンスタイル、Joshi+、時事ドッ
　　　　　　トコム、Eltha、Biglobe ニュース、朝日新聞、Mapion、PR TIMES、プレスリリー
　　　　　　ス - Infoseek ニュース、Cube ニュース - CubeSoft、財経新聞、日本ビジネス
　　　　　　プレス、ダイヤモンド・オンライン（Diamond Online）、エキサイト）
2017/06/02 　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼
　　　　　　の組み合わせでストレス低減効果を発表」（PRESIDENT Online）
2017/04/18　「がん・心臓病・脳疾患　街で評判の名医 50 人『健活手帖』　
　　　　　　9 歯周病と高血圧のただならぬ関係」（夕刊フジ　特別版）
2017/03/09　「滑舌をよくするには口のまわりの筋肉鍛える」（読売新聞）
2016/08/16　「歌って老化を予防する」（産経新聞）
2016/04/26　「（ひらけ！進路・新路・針路）老化を「治療」　老いの加速に待った！」
　　　　　　（朝日新聞）
2016/01/27　「1 日 1 曲歌って長寿　ストレス発散、心と体を健康に」（産経新聞）
2016/01/27　「口がネバつく人はインフルエンザの危険大　ドライマウス対策が重要」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2016/01/15　「抗加齢歯科医学研究会　ゲストに大場久美子氏　『うたと音楽』の可能性語
　　　　　　る」（音健協会通信、2016 年新年号）
2015/12/08　「抗加齢歯科医学研究会設立 10 周年　カラオケで口腔環境改善」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2015/11/04    「連載：男こそアンチエイジング！　カラオケは『口の中』から若返れる？」
　　　　　　（WEB 日経トレンディネット）
2015/11/04    「カラオケで介護予防」（読売新聞）
2015/10/15    「インタビュー　検証　歌唱による口腔機能改善」（音健協通信、2015 年秋号）
2015/10/09    「口が乾くドライマウス、目が乾くドライアイが続いたら、シェーグレン症候
　　　　　　群の可能性も」（WEB QLife 医療のニュース・特集）
2015/09/27    「日曜に考える医療　薬の飲み過ぎ・ストレス・・・『口の渇き』高齢者に増
　　　　　　える専門外来生活習慣の改善指導」（日経新聞）
2015/07/15    「歌唱からはじめる口腔機能の維持と心身の健康　日本抗加齢医学会総 会で 
　　　　　　セミナー」（音健協通信、2015 年夏号）
2015/04/15    「『うたと音楽』で健康増進　音健協主催シンポに約 500 人参加　
　　　　　　鶴見大の斎藤教授が特別講演」（音健協通信、2015 年春号）
2015/03/30   「日本音楽健康協会設立記念シンポ　いきいき生きる超高齢社会を目指して 
　　　　　　うたと音楽で元気よく」（毎日新聞）
2015/02/18　「玉ねぎ成分で唾液分泌　ドライマウス治療に期待」（高齢者住宅新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す」（WEB 日本歯科新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す　ドライマウス治療に期待」（日本歯科 新聞）
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞 /TOKYO Web)
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞）
2015/01/31　「鶴見大、玉ねぎに含まれるケルセチンが口の乾燥防止に効果的である こと
　　　　　　を明らかに」（WEB 財経新聞）
2015/01/30　「中高年に多いドライマウス　玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』で改 善 - 
　　　　　　鶴見大学」（WEB ケアマネジメントオンライン）
2015/01/30　「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大」（WEB
　　　　　　わかる介護）
2015/01/30「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大
　　　　　　（WEB 歯との健康と美容のニュ－ス）
2015/01/29 「鶴見大、玉ねぎ等に含まれるケルセチンの唾液分泌促進効果を解明」
　　　　　　（日本経済新聞電子版）
2015/01/18　「シェーグレン症候群」（聖教新聞）
2015/01/17　「【時鐘】乾燥と戦う」（山形新聞）
2015/01/16　「侮れないドライマウス　痛みや口臭感染症のリスク増加」（髙地新聞）
2015/01/15　「ドライマウス軽視禁物　感染症のリスク増も」（茨城新聞）
2015/01/14　「侮れない　ドライマウス」（北海道新聞）
2015/01/13　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（YAHOO! ニュース）
2015/01/13　「侮れない　ドライマウス」（産経新聞）
2015/01/13　「ケルセチンの唾液分泌効果　タマネギ成分で唾液量が増加」（日本経済新聞朝刊）
2015/01/13　「健康医療　ドライマウス侮るな　老化、ストレス…原因多様」（佐賀新聞）
2015/01/13　「ドライマウスに注意　ストレスや薬副作用　重症化で感染症の恐れも」
　　　　　　（山陰新聞夕刊）
2015/01/13　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（中部経済新聞）
2015/01/13　「侮れないドライマウス」（東都新聞）
2015/01/12　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（日経新聞電子版）

2015/01/12　「ドライマウス軽視は禁物」（山梨日日新聞）
2015/01/09　「医療新世紀　ドライマウス軽視禁物」（四國新聞）
2015/01/09　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（岩手日報）
2015/01/06　「侮れないドライマウス」（下野新聞）
2014/12/31　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（埼玉新聞）
2014/12/30　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（南日本新聞）
2014/12/30　「ドライマウス　感染症リスクも」（琉球新報）
2014/12/28　「口腔乾燥症に注意」（徳島新聞）
2014/12/27　「侮れないドライマウス」（神戸新聞）
2014/12/26　「侮れない　ドライマウス」（信濃毎日新聞）
2014/12/24　「医療新世紀　侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（北國新聞）
2014/12/22　「医療新世紀　侮れないドライマウス」（山口新聞）
2014/12/22　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（福島民報）
2014/11/20　「なぜ自分のニオイは気付かない？」（WEB　web R25）
2014/10/02　「口臭がキツイ、ろれつが回らない、舌が痛い…
　　　　　 　潜在患者 3000 万人「ドライマウス」の正体 ‒ 鶴見大学歯学部・斎藤一郎教
　　　　　　 授に聞く」（WEB DIAMOND ONLINE）
2014/09/01　「美しい息と健康はケア次第！今日から始める口元のアンチエイジング」
　　　　　　 （hinami、September, 2014）
2014/07/03　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　12　食べた物を写真に撮ろう！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/26　 「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 11　アンチエイジング・キッチン始動？！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/19　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 10　飢餓時代だったらヒーローだったのに。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/12　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 9　われわれは、どこから来たんだろう？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/05　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 8　女性ってすごいのだなあ。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/29 　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 7　サプリメント？それともスムージー？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/22　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 6　フランス人、長寿の謎。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/15　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 5　箸置きとアンチエイジング。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/08　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 4　アンチエイジング外来へやってきた！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/20　「高齢者の健康に歌うことが有効　第一興商が共同研究」（日経 MJ《流通新聞》）
2014/06/06　「歌うのが嫌いでも口腔機能改善、ストレス減少　第一興商、鶴見大斎藤教授
　　　　　　と共同研究論文発表」（文化通信《速報》、15904 号）
2014/05/23　「働く女性に増える『ドライマウス』。悩み解消のカギを握るのは女子会！」
　　　　　　 （WEB マイナビウーマン　ー　ビューティニュース）
2014/01/07　「肥満もシワ・たるみも防ぐ。『よくかんで食べなさい』の本当の理由」 
　　　　　　（WEB COOKPAD ニュース）
2014/01/01　【監修】「かしこく延ばそう ! 健康寿命　口腔ケア　お口元気でいきいき生活」
　　　　　　（株式会社ライズファクトリ－）
2013/12/19　「歯周病ドライマウスで老化が加速する！？」（WEB　NIKKEY TRENDY NET）
2013/06/01　「唾液を増やし虫歯・歯周病を防ぐ」（健康のひろば）
2013/03/14　「名医の診療室　『口の渇き』は病気です」（東京スポーツ）
2012/09/09　「鶴見大学歯学部の斎藤一郎教授「口腔から全身のアンチエイジングを」
　　　　 　　 口腔から考える全身のアンチエイジングについて」
　　　　　　 第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム」（越後ジャーナル）
2012/09/08　「三条市歯科医師会第４回市民フォーラム「口腔から考える全身のアンチエ
　　　　　　イジング」-  『不老は口から～口から始める全身の抗加齢医学』鶴見大学歯学
　　　　　　部斎藤一郎教授が講演」（三條新聞）
2012/09/01　「口の乾き（ドライマウス）が歯周病胃の不調の原因にも　唾液分泌を促す
　　　　　　口元のトレーニング」（健保組合壁新聞「健康のひろば」）
2012/07/31　「唾液分泌障害　改善物質を発見　昭和大と鶴見大の教授」（日本歯科新聞）
2012/07/20　「涙や唾液の分泌不全　たんぱく質で回復　昭和大、鶴見大」（日経産業新聞）
2012/07/17　「Special Interview 鶴見大学歯学部病理学講座　斎藤一郎教授に聞く
 　　　　　　『アンチエイジング時代の新たなる幕開け』」（健康ジャーナル）
2012/07/17　「くらしナビ　生活　Lifestyle　歌詞の空欄埋めて若返り「歌の効用」高齢者
　　　　　　福祉で注目」（毎日新聞）
2012/07/01　「～歯科医学・歯科医療から国民生活を考える～第 3 回歯科プレスセミナー
　　　　　　 QOL 向上の鍵は口腔ケアにあり　進化・多様化する歯科医師の使命　講演 1
　　　　　　不老は口からーアンチエイジング医学の最前線̶口から始まる老化ドライマ
　　　　　　ウスに要注意」（日経ビジネス ONLINE）
2012/06/24　「長生きと健康に生きがいが大切　日野原さん講演」（神奈川新聞）
2012/05/20　「課題は抗加齢医療を生活の場に根付かせること」
　　　　　　（統合医療ジャーナル　Vol.4）
2012/05/15　「目・口が乾く自己免疫疾患　ダイオキシン類が誘発　鶴見大が解明」
　　　　　　（日経産業新聞）
2012/05/08　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学研究グループが報告」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2012/04/27　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学が知見　EB ウイルス
　　　　　　活性誘導」（化学工業日報）
2011/08/25    「支える　ドライマウス患者友の会」（夕刊読売新聞）
2011/08/19    「見聞録 2011　アンチエイジング２　自分を知って楽になる」（夕刊読売新聞）
2011/08/18    「見聞録 2011　アンチエイジング１　口と全身　老化度一致」（夕刊読売新聞）
2011/07/25    「歯髄バンクによる全身の再生医療への貢献」（信州歯報）
2011/06/17    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２０『自分の「老化度」を知る』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/10    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１９『食と運動で決まる健康寿命』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１８『カラフルなものを食卓に』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/27　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１７『好奇心と“ときめき”をもとう』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/13　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１６『「よくかむ」生活習慣を』」

　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/29　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１５『口の感覚を鍛える②』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/19　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１４『口の感覚を鍛える①』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/03/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１３『口の筋力を鍛えるトレーニン
　　　　　　 グ』」（聖教新聞）
2011/03/04 　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１２『有害金属を排出する』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/25　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１１『歯周病を軽くみない』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/19　「歯科医療から健康長寿学ぶ」（上毛新聞）
2011/02/18　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１０『血糖値を急激に上げない食　
　　　　　　 事』」（聖教新聞）
2011/02/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス９『カロリー制限の効果』」（聖教新聞）
2011/02/04　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス８『長寿の分かれ目は４０歳？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/28　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス７『ストレスとホルモン』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/21　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス６『DHEA と加齢』」（聖教新聞）
2011/01/07　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス５『長寿は遺伝するか』」（聖教新聞）
2011/01/01　「第６回『歯と健康』フォーラムを開催　若さのヒミツ？それは・・・
　　　　　　 『噛み合わせと笑い』にあり　̶  若さのヒミツは『笑って唾液量を増やすこと』
　　　　　　  斎藤一郎教授̶」（東京歯科保険医新聞　第 486 号）
2010/12/24　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス４『野菜の“さび”を取る』」（聖教新聞）
2010/12/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス３『老化の３大要因』とは」（聖教新聞）
2010/11/26　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２『老化のサインに気付く』」（聖教新聞）
2010/11/12　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１『125 歳まで生きられる！？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2010/10/15　「口の中が乾く痛む　ドライマウスの原因と対処」（聖教新聞）
2010/10/09　「市民公開講座『口腔ケアとエイジングケア』日々の健康は口腔ケアから」
　　　　　　（西日本新聞）
2010/08/15　「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」（茨城保険医新聞
　　　　　　〈第 385 号〉）
2010/06/27　「口腔ケアとアンチエイジング」（静岡新聞）
2010/02/26　「ドライマウス　生活変え改善」（毎日新聞）
2009/11/08　「クローズアップ　再生医療へ「細胞バンク」事業を始動」（医療タイムス）
2009/10/29　「歯髄細胞バンク事業 鶴見大が開始 再生医療進展へ」（科学新聞）
2009/10/28　「鶴見大と再生医療推進機構 歯髄細胞バンクで未来に備え」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2009/10/25　「大学情報　横浜市の鶴見大学が「歯髄細胞バンク事業」を始動」
　　　　　　（医療タイムズ）
2009/10/23　「ドライマウス　悩まず受診を」（神戸新聞）
2009/10/20　「歯髄細胞バンクが始動」（日本歯科新聞）
2009/10/18　「歯髄細胞バンク設立」（中部経済新聞）
2009/10/14　「歯髄細胞バンク事業を始動」（医理産業新聞）
2009/10/11　「歯髄細胞バンク着手」（日本経済新聞）
2009 夏号 　  「抗加齢医学からみた口腔の役割　̶更年期から元気に過ごすために̶」 
       　　　　   （更年期と加齢のヘルスケア学会 Vol.3/No.1）
2009/06/06　「元気のひけつ　ストレス押さえ口も清潔　かむ効果」（朝日新聞）
2009/05/10　「くらし健康　Q からだの質問箱 A　口が乾燥　歯茎などに痛み」（読売新聞）
2009/02/28　「見逃せない唾液不足　口の体操で回復を」（日本経済新聞）
2009/02/21　「だ液減少で異常な口の渇き　現代病のドライマウス」
　　　　　　（タウンわたらせ第 326 号）
2009/02/18　「口から若返る１０　老化防止に口のまわりの筋トレを」（釧路新聞）　
2009/02/11　「口から若返る９　味覚は生命維持につながる」（釧路新聞）　
2009/02/04　「口から若返る８　口の機能維持が全身の健康に」（釧路新聞）　
2009/01/28　「口から若返る７　歯周病は全身に影響」（釧路新聞）
2009/01/21　「口から若返る６　かむ行為で若さ保つ」（釧路新聞）　
2009/01/14　「口から若返る５　表情筋鍛え若さ保つ」（釧路新聞）
2009/01/08　「健康プラス　若さは口から【２】口輪筋鍛え「老け顔」防止」（読売新聞）
2009/01/08　「口から若返る　増えるドライマウス患者」（常陽新聞）
2009/01/07　「健康プラス　若さは口から【１】唾液分泌量　老いの指標」（読売新聞）
2009/01/07　「口から若返る４　増えるドライマウス患者」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る３　老化防止に重要な唾液の役割」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る　老化防止に重要な唾液の役割」（常陽新聞）
2008/12/27　「口から若返る　歯周病に生活習慣病リスク」（常陽新聞）
2008/12/24　「口から若返る２　歯周病に生活習慣病リスク」（釧路新聞）　
2008/12/22　「口から若返る　口から始めるアンチエイジング」（常陽新聞）
2008/12/17　「口から若返る１　口から始めるアンチエイジング」（釧路新聞）　
2008/11/08　「噛む ON!! 若さ＆健康」（サンケイスポーツ）
2008/11/02　「噛んで健康」（日本経済新聞）　　　　
2008/10/16　「カラダの不思議」（夕刊フジ）
2008/10/10　「紙上診察室　サリベート以外の口腔乾燥症対処法は」（東京新聞）
2008/09/22　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力④」（産経新聞）
2008/09/15　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力③」（産経新聞）
2008/09/08　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力②」（産経新聞）
2008/09/01　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力①」（産経新聞）
2008/08/26　「夕＆Eye　病を知る　口腔の健康④　ドライマウス」（日本経済新聞（夕刊））
2008/06/27　「口の中が渇く■舌や口の粘膜が痛む　現代病　ドライマウス」
　　　　　　 （全国農業新聞）
2008/04 　　  「知っておきたい！専門外来 Vol.3　鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専
　　　　　　 門外来」 （新聞クイント）
2008/03/30　「特集・８０２０県民公開講座　口の健康とアンチエイジング　さあ今から口
　　　　　　 のケアを」（四国新聞）
2008/03/30　「ドライマウス手軽な改善法　かむ力鍛え分泌増やす」（日本経済新聞）
2008/01/10　「アンチエイジング医学　外来・検査広がる　老化度知って生活習慣改善」
　　　　　　（朝日新聞）
2007/12　　  「シンポジウム　ドライマウスの最前線̶基礎から臨床̶」

 　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2007/11/23　「あなたの安心　お口のケア⑤　健康と若さのため唾液の分泌促す」（朝日新聞）
2007/10　　  「アンチエイジングの基礎　vol.4 口から始まるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/09　　  「アンチエイジングの基礎　vol.3 ホルモンと老化のメカニズム」
 　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/08　　  「アンチエイジングの基礎　vol.2 細胞の酸化と遺伝的要因」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07　　  「アンチエイジングの基礎　vol1. 歯科に求められるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07/01　「歯科医療におけるアンチエイジング医学の必要性」
　　　　　　（Medical Nutrition 第 100 号）
2007/06/05　「歯科定例研究会より　ドライマウスの原因と対処～求められる新たな診療
　　　　　　 分野～」（兵庫保険医新聞）
2007/06/02　「安全ステップアップ　ドライマウス対策」（日本経済新聞）
2007/06 　     「歯科からのアプローチ　実践アンチエイジング」（月刊デンタルパワー）
2007/04/20　「紙上診察室　̶　シェーグレン症候群で関節リウマチ」（東京新聞）
2007/04/11　「この病気にこの名医 PART3(64) ドライマウス④」（日刊スポーツ）
2007/04/10　「この病気にこの名医 PART3(63) ドライマウス③」（日刊スポーツ）
2007/04/09　「この病気にこの名医 PART3(62) ドライマウス②」（日刊スポーツ）
2007/04/08　「この病気にこの名医 PART3(61) ドライマウス①」（日刊スポーツ）
2007/03/30　「日本医学会総会特集　未来の医療夢いっぱい “アンチエイジング”」（朝日新聞）
2007/03/24　「Les dernières avancés en médecine anti-âge et les nouvelles techniques en 
　　　　　　médecine et chirurgie esthéique」（nice-matin MONACO-MATIN）
2007/02/26　「医療〈どうしました〉　ドライマウス」（朝日新聞）　
2007/02/21　「連載　アンチエイジングと健康産業の最前線　 第３回「口腔から実践する
　　　　　　 アンチエイジング医学とＣｏＱ１０」」（健康産業新聞第 1187 号）
2006/10  　　 「もっと知りたい Q&A　歯科・口腔外科 夜中に口が渇いて目が覚める」
　　　　　　（月刊新聞お達者で）
2006/08/10　「第４回フリーラジカルセミナー特集　Lesson10　酸化ストレスによるドラ
　　　　　　イマウスの診断ならびに対処の評価」（WISMERLL NEWS 7 月・8 月合併号）
2006/06/25　「口の中から健康管理」（日本経済新聞）
2006/06/03　「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/06  　　 「第９回「ドライマウス研究会主催の講習会」開催　ドライマウスの正しい理
　　　　　　 解と普及のために診断法や治療法を紹介」(DENTAL TRIBUNE)
2006/05/27    「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/04/17　「抗加齢治療に認定施設導入へ」（日本経済新聞）
2006/04/14　「歯周病口臭の元「ドライマウス」」（夕刊読売新聞）
2006/04/01　「料理にもアンチエイジングの波が来た　体の内側から若々しく」（朝日新聞）
2006/03/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -2-」（食品化学新聞）
2006/03  　　 「アンチエイジング医学に歯科医療の現場が果たす役割を問う　
　　　    　　 第一回抗加齢歯科医学研究会・研究報告」（DENTAL TRIBUNE)
2006/02/18　「アンチエイジングドックの現状⑥」（健康産業流通新聞）
2006/02/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -1-」（食品化学新聞）
2006/02/08　「健康　口の乾き 見逃すな！！　ドライマウス」（産経新聞大阪・奈良版）
2006/02 　　  「新時代の歯科医療を問う・第一回　医療制度の変革に伴う歯科医療の職域
　　　　　　 拡大について」 （DENTAL TRIBUNE）
2006/01   　   「今歯科領域における EBM とは＝コクラン再評価記念講演会＝」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/12 　　  「『第１回抗加齢歯科医学研究会』開催 ̶日本抗加齢医学会認定単位取得対象
　　　　　　 講座̶ 」（DENTAL TRIBUNE）
2005/12/01     「特集　Professional Care 8000 コクラン再評価記念講演会開催」
　　　　　　 （ブラウンオーラルＢニュース Vol.2）
2005/11/22　「ドライマウス　男性患者増える」（日経新聞）
2005/11 　　 「口の渇きは身体の異常を知らせるシグナル　新たな現代病『ドライマウス』」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/10/28　「健康に老いるためのアンチエイジングとは」（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/10　　   「アンチエイジング医学と口腔ケア―老化は口から始まる―」
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/09/09　「健康＊かかる前に　中高年を中心に急増　ドライマウス」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/09　　   「今この研究がおもしろい　ドライマウス研究会」（新聞クイント）
2005/09/01　「「老化」か「病気」かの判定ポイント」（日刊ゲンダイ）
2005/08  　　 「歯科医から口腔科医へ - 歯科医学におけるトランスレーショナルリサーチの
　　　　　　 実践̶」　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/07  　　 「年だからとあきらめないで！　ドライマウスの対処法」（月刊新聞お達者で）
2005/04 　　 「ドライマウスとアンチエイジングー新たな歯科診療の展開を求めてー」　　
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/04 　　 「歯科によるアンチエイジング・クリニックの展開̶重金属汚染検査から
　　　　　     体内除去最新治療法まで―」（DENTAL TRIBUNE）
2005/02/01　「唾液の働きを科学的に解明 ドライマウスの講演と製品説明会」
　　　　　　（DENTAL TODAY）
2006    　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22　「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09　「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病のQ&A̶重金属汚染̶」
　　　　　　（週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12  　　 「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
      　　　　    （医薬ジャーナル）
2005/12　　   「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12　　   「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法
　　　　　　 を応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
　　　　　　（デンタルハイジーン）
2005/11  　　 「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 
　　　　　　  筋機能療法を応用した ドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）

2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　 実現を～」　 （Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
        　　　　  （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10　　   「口の老化は心身の老化̶抗加齢歯科医学の実践̶」（アンチ・エイジング歯
　　　　　　  科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10　　   「①歯科衛生士の新たな職域̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10 　　  「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/09　　   「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/08 　　  「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」
　　　　　　（歯医者さんの待合室）
2005/08   　　「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07   　　「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30　「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春
　　　　　　第 31 号）
2005/06/30　「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29　「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29　「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28　「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27　「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケア Vol.11 No.3）
2005/06 　　  「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06 　　  「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケア vol.4）
2005/06 　　  「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌を　
　　　　　　 キープ！」  （マイファーマシー）
2005/06　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」 （50 代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」  （社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03　　   「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/02　　   「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」
　　　　　　 （コムスン通信 No.16）
2005/02　　   「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）

■雑誌
2020/07/31　「新型コロナウィルス感染症と共存するために　50 歳からの心と体の新習慣
　　　　　　 『口腔ケア　ドライマウス研究者・専門医 斎藤一郎先生に聞く　口まわりの
　　　　　　 『筋力トレーニング』と『よく噛むこと』で唾液分泌を促す』」（家庭画報、
　　　　　　  2020 年 9 月号）
2020/06/12　「2020 年版 『不定愁訴』に強くなる CASE.3 【口の中が乾く】」
　　　　　　 （HERS（ハーズ）、6,7 月合併号）
2020/05/15　「医学最前線！ 老後の後悔ナンバー 1 は、『歯を大事にしなかったこと』 なぜ、
　　　　　　 【パ】を1秒で6回言えないと危ないのか　健康を導く『唾液力』を高めよう！」
　　　　         （PRESIDENT( プレジデント）、2020.5.15 号）
2020/05/05　「NHK ガッテン！『口の乾き』がさまざまな不調を引き起こすことも！ 唾液
　　　　　　 パワーで口臭予防＆免疫力 UP ！」（女性自身、2020 年 5 月 5 日号）
2020/03/13 　「第 5 章 噛む力、食べる力を高めて健康長寿をめざす！ 31 ドライマウスと誤嚥
　　　　　　 性肺炎を防ぐ！口をふくらませる運動 /32 口が渇くドライマウスを防ぐリッ
　　　　　　 プトレーニング（NHKガッテン！4月号臨時増刊完全保存版Vol.17 健康プレミ  アム）
2020/02/15　「タマネギ　唾液が増えると実験で判明！タマネギでインフルエンザや誤嚥性肺
　　　　　　 炎を未然に退治」（壮快、2020.4 月号）
2019/11/01　「Interview 『現代病』ドライマウスをどうやって治す～うるおいある日常をめ
　　　　　　 ざす治療最前線～　斎藤一郎先生」（Frontiers In Dry Eye、2019 年秋号、　　
　　　　　　 VOL.14 NO.2)
2019/10/01     「第１章　健康長寿を大きく左右する急所は全て『歯』で、歯周病が進行す
　　　　　　 れば糖尿病・肺炎・心筋梗塞も招く / 歯の本数が減るほど脳の老化は進んで   
　　　　　　 認知症のリスクが上がり、筋力や聴力の低下も招く」（歯周病・虫歯・入れ歯・
　　　　　　 口臭・噛み合わせ重症でも「抜かない」「削らない」で歯のトラブルを治す！
　　　　　　 名医直伝 歯弱体質克服ケア大全）
2019/05/10　「老年症候群フレイルは口から忍び寄る」（週間朝日、5 月 3-10 日合併号）
2019/05/01　「高田塾長はいつも笑顔です」（第 62 回高田塾ご案内、アクアカレント高田
　　　　　　 塾事務局）
2019/04/30　「オーラルフレイル」が心身に及ぼす影響」
　　　　　　  （集中 /MedicalConfidential、2019 MAY)
2019/04　       「特集　口内トラブル　急増中 4 人に１人がドライマウス」
　　　　     　（ヘルス・グラフィックマガジン、Vol.33、2019 年 4 月号）
2019/03/06　「笑顔でストレスをなくす！」（My Age《マイエイジ》、2019 春号 Vol.17）
2019/03/01　「特集運と徳　笑う門には福来たる　幸運を呼ぶ笑顔の法則」
　　　　　　（致知、2019 年 4 月号）
2018/12/12　「笑う、美容①サイエンスで読み解く！” 笑う門には美が宿る”」
　　　　　　（GINZA、2019 年 1 月号）
2018/12　　  「スペシャルインタビュー　鶴見大学歯学部　教授　斎藤一郎　ドライマウス
　　　　　　 から考えるアンチエイジング。超高齢社会に求められる新たな歯科医療。」
　　　　　     （Dentalism、WINTER 2018 No.33）
2018/09/21　「ピンピン長寿の秘訣 40　笑う門には唾液きたる」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 10 月号）
2018/08/21　「ピンピン長寿のヒケツ 39　唾液、ちゃんと出ていますか？」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 9 月号）
2018/08/01　「全身の”若さ” は”口の中” から始まる『口腔ケア』で健康革命」
　　　　　　（家庭画報、2018 年 9 月号）
2017/10/01　「抗老化寺子屋　不老は口から　唾液の活性化で若返る」
           　　　  （Fole( フォーレ )10 月号、みずほ総合研究所株式会社）

2017/09/01　「特集 1　『ドライマウス』は老化のサイン！？」
           　　　  （えがお手帖 vol.12 保存版、集英社 MyAge/OurAge）
2017/08/21　「めざせ 8020　歯が元気なら体も元気　第 10 回　心身の健康づくりに口周
　　　　　　 り筋肉強化を」（ＮＨＫテキストきょうの健康、2017 年 9 月号）
2017/06/18　「老化防止最前線　健康寿命は『歯と口』で決まる！」
　　　　　　 （サンデー毎日、2017.6.18 号）
2017/06/01　「季節の養生知恵袋　味覚の変化は老化のサイン！？　若さの秘訣は” 唾液力”
　　　　　　 にあり」 （養命酒製造株式会社、養命酒だより、夏号 2017 年 6 月）
2017/03/13　 「健康寿命を延ばす呼吸法」（週刊朝日、3 月 24 日特大号）
2016/11/01　 「乾いた口に、恵みの唾液を。増やすが勝ち！唾液健康法」（長寿の里　「は
　　　　　　 な笑み」、VOL.18）
2016/08/01　「口の渇き　ネバネバ　口臭の原因にも！中高年に増えている” ドライマウス”
　　　　　　 とは？」  （ヘルシーメイツ SUMMER 2016 NO.140）
2016/06/01　「今月の聞きどころ　私の終いの極意　伝授者③斎藤一郎」
          　　　　（NHK ラジオ深夜便、2016 年 6 月号）
2016/06/01　「健康生活のための口腔ケア　お口から健康に！」
         　　　　 （スタイルアサヒ、第 81 号、2016 年 6 月号）
2015/09/16　「老化と病気は『歯口力』で防ぐ　歯口力の低下は「老化を促進」「命を脅かす」
          　　　　 専門医からの警告！」(NHK ためしてガッテン秋）
2015/06/02　「タマネギの成分は唾液量を増やし肺炎や感染症を招くドライマウスの改善
　　　　　　 に期待大」 （安心、2015 年 7 月号）
2015/05/21　「口の乾き・舌の痛み　ドライマウス」（NHK きょうの健康、2015 年 6 月号）
2015/04/16　「唾液量が増加！タマネギの成分は口臭や肺炎を招くドライマウスを撃退す
　　　　　　 る効果大」（壮快　2015 年 6 月号）
2015/03/11　「特集　超高齢社会におけるドライマウスへの対応　
           　　　   いま、ドライマウスにどう取り組むべきか」（日本歯科評論　No.869 Vol.75(3))
2015/03/01　「健康相談室 Q&A　ドライマウス」
　　　　　　（ヘルスアンドライフ 2015　3 月号　 第 364 号）
2015/03/01　「タマネギ成分が唾液量を増やす」（化学　MARCH2015 VOLUME70)
2014/11/24　「唾液の力でインフル予防」（アエラ　No.51）
2014/10/07　「Health Talk 適切なケアと好奇心で” 昨日より健やか” を実践中　
            　　　  風吹ジュンさん × 斎藤一郎さん」（NHK 団塊スタイル　これでストップ！　
　　　　　　 私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/07　「ドライマウスが全身の健康に影響する！？　
         　　　　 『歯と口の健康』が若々しさを保つこつでした」（NHK 団塊スタイル　これで
　　　　　　 ストップ！私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/06　「大人の笑顔は『歯』で決まる！　口の中のアンチエイジングが、全身の美＆
　　　　　　  元気を サポートしてくれる！　頼れるドクターの進化型医療」
　　　　　　（My Age《マイエイジ》、2014 Autumn Vol.3、2014.10.6）
2014/10/01　「ドライマウスから考える健康長寿　-「口」からはじめる全身の健康増進 -」
     　　　　     （青淵　第 787 号、2014 年 10 月号）
2014/09/20 　「DRY?WHY? もしかしたら” ドライシンドローム” ？」
       　　　　    （Harper's BAZAAR( ハーパーズ　バザー )、November2014 No.6、2014.9.20）
2014/07 　　  「再録　暮らし＆健康とっておき情報　団塊スタイル 5/23 日放送より
         　　　　 『老化防止は口と歯から』」（NHK ウィークリーステラ、7/19－7/25）
2014/06  　　 「第一章　国連本部での報告会　斎藤一郎　鶴見大学歯学部病理学講座教授
　　　　　　 《寄稿文》（P.19）」 （国連の友Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Activity Repot Vol.3）
2014/06/05　「”口腔” から全身の健康を考える」（人間会議、2014 年夏号）
2014/06 　　  「A PERFECT SMILE エイジレス美女は、口もとで決まる。」
　　　　　　 （VOGUE JAPANヴォーグジャパン）
2014/05/07　「【口】美と健康の秘薬「唾液」をたくさん出しましょう」（婦人公論）
2014/05  　　 「口臭・味覚障害の原因になるドライマウスにご用心！」
　　　　　　   （産経新聞社暮らしの百科）
2014/04 　　  「超高齢社会と “からだの乾き”」（月刊事業構想）
2014/02 　　  「 SELFCARE TREND　ドライシンドローム　口が乾くドライマウス」
        　　　　  （へるすあっぷ 21、2014. NO.352）
2013/10　　   「特集　未来の医療が始まる●PART2　予防、アンチエイジングへ向かう医療現場
 　　　　　　  大学病院から発信する新規事業　未来を担うアンチエイジング」（月刊事業構想）
2013/09/05　 「内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周病になると、 動脈硬
　　　　　　  化も促進される。」 （クロワッサン特別編集保存版内臓・血液と血管のアンチ
　　　　　　 エイジング、P.36-39）
2013/07/11 　「続・ぎん言　第 12 回『長生きしたけりゃ口を動かさんとね』」（女性セブン）
2013/07 　　  「多くの人が抱える現代病ドライマウス」（別冊セルフドクター）
2013/05/17　 「死ぬまで寝たきりにならない総集編　介護いらずの体をつくる 30 の究極の
　　　　　　  法則　目・耳・口」（週間朝日）
2013/04/05　 「死ぬまで寝たきりにならない新シリーズ第 6 弾　名医直伝　若さを保つた
　　　　　　  めの目・耳・口のケア 15　噛む力の衰えは認知症一直線　歯のケアと口ま  
　　　　　　  わりの筋肉強化を」 （週間朝日　増大号）
2013/04　　   「歯のグラつき・出血　痛みなどがある人　入れ歯で食事に困る人でも噛める歯に
　　　　　　　なる。 【革命的】自力ケアが続々見つかりボケまで退き寿命も延びる！」（夢21）
2013/03  　　 「教えて　サイトウ先生！リョウ先生！　カルテ＃3　もっと動こうキレイに
　　　　　　 なろう！」 （ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012     　　　「ドクター Q&A　多くの人が抱える現代病　ドライマウス」
         　　　　 （ゆをみ 大正製薬ダイレクトコミュニケーションブック）vol.14）
2012/12/01　 「特集　体の中から健康チャージ　口から始めるエイジングケア」
      　　　        ( 季刊セルフドクター、2012 年冬号　vol.063 )
2012/11/30　 「知って得する！新名医の最新治療　Vol.256 唾液を増やす方法を幾つか組み
　　　　　　  合わせて治療　ドライマウス」（週刊朝日、2012/11/30 日号）
2012/11　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先生！
　　　　　　  カルテ＃2　うるおいのある毎日は素敵だ！」（ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012/09/22　「特集 / 読めば若返る！　歯・口　口内の健康はすべての健康につながる。
           　　　　唾液減少にも要注意   「加齢で進むドライマウス体の健康にも重大な影響」
 　　　　         （週刊東洋経済、2012　9/22 号）
2012/09/10　「元気アップ講座　口が乾いてネバネバ不快なドライマウスの予防・改善に、
            　　　  コエンザイム Q10 のサプリメントが役立つ」（パトス Vol.77）
2012/09 　　  （監修）「Mouth Care & Clean up! 口腔ケアを実践してお口だけじゃないカラ
　　　　　　 ダも 健康アップ！」（株式会社ライズファクトリー（パンフレット））
2012/09　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先
　　　　　　  生！カルテ＃１均質な老化を　目指そう。」（ISETAN MITSUKOSHI「PLAISIR」）

2012/09 　　  「口の乾き（ドライマウス）が歯周病、胃の不調の原因にも　唾液分泌を促
　　　　　　 す口元のトレーニング」（旬刊健康管理情報「健康のひろば」、第 1798 号）
2012/08/25　 「Women’ s clinic　舌痛症」（レタスクラブ、　Vol.755）
2012/07　　   「”不老長美” の土台づくり　あなたのその部分、何歳ですか？　第 14 回『舌』」　
　　　　　　  （HERS 7）
2012/06/28　「ときめきはアンチエイジングに効くんです」（女性セブン）
2012/06  　　 「ヘルシー & ビューティーの立役者　あなどるなかれ『だ液』のチカラ」
          　　　    （太陽笑顔 fufufu.. 9 号）
2012/05/25　「40 歳から始める、内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周
　　　　　  病になると、動脈硬化も促進される」（クロワッサン）
2012/05 　  「特別インタビュー　美しい体を維持するためには
　　　　　  「口の健康を維持し『全身の均質な老化』に心がける」」
       　　　   （HBR ヘルス＆ビューティー・レビュー　vol.26）
2012/05 　  「口から考える全身の抗加齢医学」（特別養護老人ホームまごころ館四街道　パ
　　　　　 ンフレット）
2012/04  　 「関係各科におけるシェーグレン症候群の現状と課題」(P.18-25)
         　　　 （Frontiers in Dry Eye- 涙液から見たオキュラーサーフェス　Vol.7 No.1 2012. 春号）
2012/04 　  「抗加齢専門医・指導士認定試験のための Q&A」(P.118-120)
       　　　   （アンチエイジング医学 - 日本抗加齢医学会雑誌　Vol.8/No.2）
2012/03  　 「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊ドクターズアイ、2012年春号vol.24)
2012/03 　  「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊セルフドクター、2012年春号vol.060)
2012/03  　 「口腔と周辺領域まで臨床にたすべき診療の目　ドライマウスが危ない！」
        　　　  （ザ・クインテッセンス　2012 vol.31 no.3）
2012/02   　「歯と健康ラボラトリー　口から始めるアンチエイジング」
        　　　  （朝昼晩、日本歯科医師会デンタルマガジン　No.29、）　
2012/01/31「口腔から考える全身の抗加齢（アンチエイジング）医学」
         　　　  （公益財団法人 8020 推進財団会誌（はち・まる・にい・まる）　No.11）
2012/01/15「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論別冊）
2012/01        「新春特集　歯科医療、次は何だ？　Part5 新たな時代の歯科外来を知る　
                        鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専門外来」（ザ・クインテッセンス　2012 　
　　　　　　vol.31 no.1）
2011/12/15「セミナー・イベントレポート　ロッテがビタミン B 群入りガムの顔貌に対する
　　　　　   効果を発表」 （食品工業）　
2011/10/27「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における全身検査」
     　　　　  (DHstyle　07、2011.October、Vol.5 No.63)
2011/10/27 「顔のしわ、あごのたるみも解消　歯科医が指導　１日数分のマウス体操で口
　　　　　　から全身の老化を防ぐ」( 女性セブン )
2011/10  　 「鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来におけるアンチエイジング医
　　　　　　療について」 （ANTI-AGING MEDICINE）
2011/10 　  「読む総合病院　なんでも相談室　舌がピリピリ痛みます」（ＮＨＫきょうの健康 10）
2011/08  　 「口腔乾燥症（ドライマウス）とコエンザイム Q10」（NHK きょうの健康 8）
2011/07  　 「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における口腔ケンサ」
　　　　　  (DHstyle　07、Vol.5 No.59)
2011/06　   「生活いきいき辞典　『口の力』を鍛えよう　- よく噛んで健康長寿に」（倫風）
2011/02 　  「明日へのことば　噛むことの再発見」（ラジオ深夜便）　　
2011/02 　  「口のふしぎと歯のふしぎ14　今さら誰にも聞けないのですが…、唾液の働きっ
　　　　　  て何ですか？」（DHstyle　Vol.5 No.54）
2011/01　   「口腔から全身の老化を防ぐ」（CLINICIAN（エーザイ株式会社発行）
　　　　　　No.594 Vol.58）　
2010/11/22「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論、NO.1310）
2010/11 　   「唾液はアンチエイジングの生命線・口の運動と笑顔で若さを保とう」　
         　　　  （HBR ヘルス＆ビューティーレビュー　vol.09）
2010/11 　  「噛む力を育てる…口からはじめるアンチエイジング　唾液は健康のバロメー　
　　　　　   ター。たくさん唾液を分泌する人は元気です！」（百楽）
2010/11　   「あんしん診療室　ドライマウス（口腔乾燥症）」（あんしん Life　Vol.461）
2010/10 　  「医療界が参戦するエイジング市場最前線　06 歯科大学初！アンチエイジング
　　　　　  外来新設の 新しい波」(re-quest/OJ)
2010/09/18「Review 03　『食べる力』」を鍛えてピンピン元気」（週間東洋経済）　
2010/09 　   「小さな不調 Q&A　放っておいても大丈夫？　口の中が乾く」（HERS）
2010/08 　   「健康長寿の秘訣とその実践法「カロリー制限」が寿命を延ばす」（たのやく　vol.79）
2010/05  　  「軽く見てはいけない『口の渇き』」（毎日が発見、No.76 ）
2010/02　    （監修）「かむかむダイエットでスッキリやせ！！」（FYTTE　No.249 ）　
2010/02  　  「不快なドライアイ＆ドライマウスと上手に付き合う　ドライマウス」
　　　　　　（日経ヘルスプルミエ）
2010/01  　  「顔たるみも解消　噛み噛みダイエット」（からだにいいこと）
2009/12  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング最終回」（nico）
2009/11/29   歯髄細胞バンク（週間朝日　増刊号　新「名医」の最新治療 2010）
2009/11 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１１」（nico）　
2009/10/15「『老化』は口の中にも。気がかりなドライマウス、自分でできるケア法は？」
          　　 　（クロワッサン特別編集）
2009/10  　  「不老は口から（都民向け講演会詳録より）」（東京都歯科医師会雑誌　第57巻第10号）
2009/10  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１０」（nico）　　
2009/09   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング９」（nico）　　　
2009/09  　  「正しく噛んで健康的に美しく！　噛む噛むパワーでアンチエイジング」（ボディプラス＋）
2009/08   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング８」（nico）
2009/07  　  「歯とお口からはじめるアンチエイジング」（財団法人 8020 推進財団発行）
2009/07  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング７」（nico）
2009/06  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング６」（nico）
2009/05/25「ドライマウス」（WEEKLYプレイボーイNO.25）
2009/05/21「不老は口から－口から考える抗加齢医学」
         　　　  （東京南ロータリークラブ週報　No.2926）　
2009/05 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング５」（nico）
2009/04  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング４」（nico）
2009/04 　   「高齢者のためのーアンチエイジング　口からはじめるアンチエイジング」
         　　　  （Health&Life 2009 Spring）
2009/04  　 「唾液の分泌を促しドライマウスを予防しましょう」（致知）
2009 春号　「６０歳からの健康法　急増するドライマウス～ストレスや薬の副作用が原因に
　　　　　  ～」（いきいき　Vol.33）
2009 春号　 「口臭の原因！おクチ乾いてない？口臭・ドライマウス対策」（健康情報）

2009/03　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング３」（nico）
2009/03  　 「新常識！「噛む」だけで笑顔も小顔も自在！」（bea’ s UP（ビーズアップ））
2009/02  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング２」（nico）
2009/02 　  「時計の針を戻す！アンチエイジング最先端哲学　最後の欲望、食欲を満たす口
　　　　　  を維持せよ」（addictam opera［アディクタム【オペラ】］、No.28）
2009/02  　 「あなたの健康相談室　ドライマウス」（月刊清流）
2009/01  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング」（nico）
2008/12  　   「特集　重金属・環境汚染物質から身を守る　歯科領域における有害金属の
            　　     全身ならびに口腔への影響」 ( アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑
　　　　　    誌、Vol.4 No.6)
2008/12  　   「アンチエイジングクリニック訪問　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジン
　　　　　　グ外来」  （アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑誌、Vol.4 No.6）
2008/11 　    「カラダの渇きを防ぐ　●唾液が減るとおこる　ドライマウス」
　　　　　　（へるすあっぷ 21）
2008/10/09   「健康　日本人 3000 万人以上が患っている！？　口の現代病ドライマウス　
　　　　　　キミは大丈夫？」  （R25、No.211）　　　
2008/10  　   「特集　新・カラダのふしぎをのぞく［2］ドライマウス　
            　　　 なぜ緊張すると口がカラカラになるのだろう？」( 健康ライフ、2　Vol.43)
2008/10    　 「歯磨きを十分に行っても虫歯や歯周病を繰り返す人は唾液不足が原因で対策
　　　　　　NO.1 は大学病院も行う舌鳴らし」（わかさ）
2008/08 　    「健康最前線　健やか life　ドライシンドローム “年だから” とあきらめない
　　　　　　乾燥改善は部位別対策で」（月刊ことぶき）　　　
2008/07 　    「注目の医療・介護増健施設　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来　
　　　　　　日本国内、歯学部では初のアンチエイジング専門外来」（暮らしと健康）
2008/07 　    「食事で行う歯周病＆虫歯予防　食べる物で、食べ方でお口を変える！！」（日経ヘルス）
2008/06   　  「“report “　抗加齢医学の重要性を強調！第２回指導士育成セミナーおよび
           　　　 第６回講習会開催される」(DHstyle、2008.June、Vol.2 No.19)
2008/06 　    「歯周病の予防が全身のアンチエイジングに！」（日経ヘルスプルミエ、創刊 2 号）
2008/06/01   「口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いてない？」（日経ヘルス
　　　　　　特別付録）
2008 冬号　 「快口一番　ガムを噛んでる？抗酸化物質を配合の『噛む』サプリメントへの夢」（ゆたか）
2007/12　     「女性のお悩み解決手帳 24 口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いて
　　　　　　いない？」  （日経ヘルス）
2007/11 　    「健康づくり　Q&A」（健康づくり、No.355）
2007/10 　    「加齢とともに増える「口臭＋歯周病」４０代から始める口腔ケア」
       　　　     （日経ヘルスプルミエ）
2007/09    　 「口腔から実践する抗加齢医学　－新たな歯科医療の展開を求めて－」
       　　　     （栃木県歯科医学会誌　第 59 卷）
2007/09　     「いきいきマイライフ　第 33 回　若さと健康のもと「唾液」が減少するドラ
　　　　　　イマウス」 （まいんど、vol.19）
2007/07　     「名医に聞く治療の最前線　ドライマウス（口腔乾燥症）」（毎日らいふ）
2007/07    　 「ドライシンドローム撃退キャンペーン第１回　ドライマウス」
　　　　　　（からだにいいこと）
2007/07   　  「歯周病やドライマウスは老化のサイン『口から始めるアンチエイジング』」
　　　　　　（SUNTORY 美感遊創、第 58 号）
2007/07  　   「虫歯も歯周病も一気に防ぐ最新テクニック　お口の健康はよくかむことから！
            　　　 唾液が口を洗浄、殺菌」（日経ヘルス）
2007 夏号      「快口一番　ちゃんと噛んでる？若返りの秘訣　噛んで唾液を出す」（ゆたか）
2007 夏号      「健康相談 Q&A 口が乾いて話しもできにくい。。。。。。」（けんぽニュース
　　　　　　（健康保健組合））
2007/06/29  ドライマウスと虫歯の怖い関係」（こっこクラブ No.129）
2007/06/29   「ドライマウスと歯周病で高まる誤嚥性肺炎の危機　中高年のための口腔ケア」
    　　　        （健康第一、 Vol.5）
2007/06/15   「基調講演特別レポート『口腔から実践する全身のアンチエイジング医学』
　　　　　　骨子」 (tiːθ、vol.8)
2007/06 　　「噛めば噛むほど唾液の分泌がよくなる」（へるすあっぷ２１，2007.NO.272）
2007/05 　　「口腔乾燥症を診る」（DENTAL DIAMOND、2007 MAY Vol.32 No.457）
2007/04  　   「サクセスフル・エイジングへの道〈第７回〉　マウスサインを見逃さないで！」
           　　　 （ロフィシャルジャポン、 No.016、April 2007）
2007 春号　   「快口一番　口臭大丈夫？増えているドライマウス」（ゆたか）
2007/03/10    「ドライマウス」（日本歯科医師会雑誌、3/10 号［第 59 卷第 12 号］）
2007/01/31    「ドライマウス（口腔乾燥症）の原因と対処法」
          　　　　（日本大学歯学部同窓会雑誌、第 51 卷第 5 号別冊学術特集号 No.22）
2007/01  　    「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（３）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2007Winter）
2006/12  　　 「▼特集▼オーラルケア研究の最前線と食品開発　ドライマウス
　　　　　　（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（食品加工技術、Vol.26 No.4）
2006/12 　    「更年期から始まる７　口の乾きが気になったら、ドライマウスを疑ってみる。」  
　　　　　　（クロワッサン特大号、12/10）
2006/10/15    「アンチエイジング８　歯科からのアンチエイジング」（食品工業）
2006/10          「口腔は健康の窓口②　ドライマウスの症状と原因」（THE Neighbor、VOL.392）
2006/10          「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　  「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（２）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2006Autumn）
2006/09  　　 「口腔は健康の窓口①　口腔の仕組み」（THE Neighbor、VOL.391）
2006/08/10　「話題のアンチエイジングクリニックを体験　人間ドックではわからない、
           　　　 あなたのカラダ年齢。」( クロワッサン、8/10 号）
2006/08/10　「第２回抗加齢歯科医学研究会が開催さる」（日本歯科評論 No.766 Vol.66(8)）
2006/08  　   「１年で１歳若返るアンチエイジング大研究　口の渇きは危険信号！気づかな
　　　　　　いと怖い  「ドライマウス」の危険から身を守る」 （百楽）
2006/08 　    「口腔から全身を考えるアンチエイジング医学の実践」（ＺＯＯＭ　ＵＰ、No.123）
2006/08  　   「連載　口からはじめるアンチエイジング　ドライマウスは老化の兆候」
　　　　　　  （アンチ・エイジング医学、Vol.2 No.3）
2006/08 　    「口の中にも「老化」はあります、いまから始めるケア法。」
　　　　　　（クロワッサン、8/10 号）
2006/07/28    「あなたを癒す第 27 回　医心伝身」（週刊ポスト）
2006/07/14    「名医の最新治療 75　女性の病気７　シェーグレン症候群」（週刊朝日）
2006/07/10    「新連載　更年期から始まる２　女性ホルモンが減り始めたら歯周病予防は欠

　　　　　　かせません。」  （クロワッサン）
2006/07　     「アンチエイジングは口元から。健康と美容に、いいことばかりの歯のリフォー
　　　　　　ム大作戦」   （クロワッサン Premium）
2006/07  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　 　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（１）」
　　　　　　 （Home Care MEDICINE、2006Summer）
2006 夏号　　「不老への挑戦　口腔から全身医療へ」（Medi Café、Vol.1 No.2）
2006/06/28　「連載　科学的運動のすすめ⑤　口腔筋機能療法による顎顔面周囲筋のトレー
　　　　　　  ニング」（アンチエイジング医学 Vol.2 No.2）
2006/06/28　「更年期からの女性はとくにご用心。あなたに乾燥注意報！」（いきいき）
2006/06/28　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス）
2006/06/25　「ドライマウスについて知ろう」（わくわくからだ探検　第１集）
2006/06/08　「女のカラダ SOS　第３１回　口臭」（女性セブン）
2006/06/01　「百科繚乱̶特別外来めぐり　カラダの危険信号「ドライマウス外来」」（週刊新潮）
2006/05/5-12「医療シリーズ　中高年を中心に急増する現代病　ドライマウス特集」（週刊朝日）
2006/05 　　  「動き出した抗加齢歯科医学の現状」（DENTAL DIAMOND、Vol.31 No.441）
2006/05 　　  「特色のある“専門ドック“̶大学病院でフルチェック！アンチエイジング外来̶」（美的）
2006/05　　   「行ってきました、専門外来　第０５回ドライマウス外来̶鶴見大学歯学部附
　　　　　　 属病院」 （Nursing Today）
2006/04/10     「現代・口腔外科治療のクライテリア　口腔乾燥症（ドライマウス）の診断と対処」
　　　　　 　（一般臨床家、口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル ‘０６）
2006/04  　　 「抗加齢医療 ̶診断と治療の最前線　歯科医からのアンチエイジング・アドバ
　　　　　　  イス」  （モダンフィジシャン、2006.4）
2006/04 　　  「特集アンチエイジング　口腔から考えるアンチエイジング」
        　　　　   （Medical Science Digest 4 月臨時増刊号、vol.32 No.5 2006 通巻 410 号）
2006/04  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　
　　　　　　      「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（２）（Home Care MEDICINE、2006Spring）
2006/03　　   「⑥ドライマウスは老化のサインー生活習慣病の兆候̶」（デンタルハイジーン）
2006/03  　　 「聞いてみよう　薬剤師の知りたいこと60　ドライマウス」（調剤と情報）
2006/03 　　  「口から始めるアンチエイジング歯科医学 6　ドライマウスは老化のサイン 
　　　　  　　 －生活習慣病の徴候－」（デンタルハイジーン）
2006/02/07　「女性の医学最前線　ドライマウス」（婦人公論）
2006/02  　　 「⑤アンチエイジングのための食事療法」（デンタルハイジーン）
2006/01/15　「ドライマウスについて」（シェーグレンの会会報）
2006/01 　　  「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　 
　　　　　　　「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（１）（Home Care MEDICINE、2006Winter）
2006/01　　   「④フェイシャルトレーニングの実際」（デンタルハイジーン）
2006/01  　　 「アンチエイジング医学と歯科医療」（歯界展望）
2006     　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22     「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09     「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病の Q&A ̶重金属汚染̶」　
　　　　　      （週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12　　   「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
       　　　　   （医薬ジャーナル）
2005/12 　　  「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12 　　  「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29     「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
        　　　　  （デンタルハイジーン）
2005/11   　　「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）
2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　  実現を～」　（Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学 ̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
　　　　  　　 （アンチ・エイジング歯科医学 ̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10  　　 「口の老化は心身の老化 ̶抗加齢歯科医学の実践̶」
　　　　　　   （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10 　　  「①歯科衛生士の新たな職域 ̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10　　   「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」（歯科衛生士）
2005/09           「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」（歯科衛生士）
2005/08           「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」（歯医者さんの待合室）
2005/08           「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07             「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30      「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30      「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春　第 31 号）
2005/06/30      「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29      「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29     「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　 「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28     「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27     「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケアVol.11 No.3）
2005/06           「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06           「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケアvol.4）
2005/06           「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌をキープ！」 
　　　　　　 （マイファーマシー）
2005/06 　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」（50代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」（社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03 　　  「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」
　　　　　　 （デンタルハイジーン）
2005/02 　　  「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」（コムスン通信No.16）
2005/02  　　 「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）



講演 / シンポジウム一覧
2020/10/20　     第 675 回松江赤十字病院集談会　特別講演
2020/10/6-7　   第 73 回日本酸化ストレス学会／第 20 回日本 NO 学会合同学術集会
　　　　　　　ランチョンセミナー 2
2020/02/02　　大垣歯科医師会　学術講演会
2020/01/29　　Care Show Japan 2020　統合医療展　セミナー
2020/01/22　　公益財団法人いきいき埼玉　彩の国いきがい大学伊奈学園　講演
2019/12/17　　サラジェン Web 講演会　講演
2019/12/16　　健康保険組合連合会神奈川連合会　健康増進講習会　講演
2019/11/14　　ME-BYO サミット神奈川 2019　分科会③　
2019/11/03　　第 9 回電子免疫治療研究会カンファレンス　教育講演
2019/10/04　　食品開発展 2019　講演
2019/08/21　　日本スキン・エステティック協会 JSA セミナー 2019　Vol.47　招聘講演　
2019/07/12　　株式会社第一物産グループ新事業年度総会　招聘講演
2019/07/10　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/07/08　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/06/09　　厚労省自己免疫疾患医療講演会　講演
2019/05/18　　第 15 回日本疲労学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 1
2019/02/28 　   第 11 回河田町歯科口腔外科懇話会
2019/02/16　　明石市歯科医師会主催介護予防研修会　講演
2019/01/25        健康博覧会 / FOOD DESIGN EXPO 2019
2019/01/23　　Care Show Japan 2019　統合医療展　セミナー
2019/01/21　　日本抗加齢医学会　第 3 回メディアセミナー
2018/10/05　　食品開発展 2018　講演
2018/09/22         NPO 法人くすり・たべもの・からだの協議会主催第 15 回講演会
2018/08/25　　第 29 回日本臨床口腔病理学会総会・第 11 回日本口腔検査学会総会共催
　　　　　　　学術大会 4 学会シンポジウム
2018/07/07　　第 5 回かねろくの会　講演
2018/06/22-24  国際 CoQ10 学会　講演
2018/06/08　　第 7 回江戸川ライン SS 研究会 　特別講演
2018/05/26　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 14
2018/05/25　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 4
2018/05/22　　品川シルバー大学　講演
2018/02/08　　第 2 回栃木県歯科病診連携の会　講演
2018/01/21　　明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法　講演
2018/01/14　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/11/23　　福岡県歯科医師会お口のサポート講習会
2017/11/17　　第 33 回食の文化を考えるミズホ学級　講演
2017/11/06　　新宿区歯科講演会
2017/10/10　　中野区医師会内科医会内分泌・膠原病グループ講演会　特別講演
2017/09/01　　練馬区口腔機能向上講演会
2017/08/05　　第 15 回亜鉛栄養治療研究会　特別講演
2017/07/26　　ウェルネスフードジャパン　セミナー
2017/06/29　　三越伊勢丹グループ講演会　札幌
2017/06/23　　三越伊勢丹グループ講演会　福岡

メディア・出版

2017/06/17　　三越伊勢丹グループ講演会　仙台
2017/06/14　　三越伊勢丹グループ講演会　高松
2017/06/08　　横浜市西区医師会　学術講演会
2017/06/02　　第 17 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 6
2017/05/28　　三越伊勢丹グループ講演会　新潟
2017/05/26　　ifiaJAPAN2017 / HFE JAPAN2017　セミナー　講演
2017/04/27　　口腔アンチエイジングセミナー　講演
2017/04/12　　蕨戸田市医師会　学術講演会
2017/01/15　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/01/11　　事業構想大学院大学　セミナー講演
2016/11/16　　大田区口腔機能向上講習会
2016/11/13　　日本口腔粘膜機構設立記念講演会
2016/10/23　　平成 28 年度杉並区よい歯ファミリーフェスティバル講演会
2016/10/21　　平成 28 年度渋川市介護予防講演会
2016/10/16　　第 6 回電子免疫治療研究会カンファレンス　特別講演
2016/09/27　　NPO 法人健康食品フォーラム第 35 回健康食品セミナー
2016/09/18　　第 4 回日本ドライシンドローム学会 シンポジウム 1
2016/09/09　　第 25 回シェーグレン症候群学会学術集会　ランチョンセミナー 2
2016/07/20　　中部国際空港　スタッフ向けセミナー
2016/07/16　　2016 近畿大学アンチエイジングセンター第 16 回市民公開講座
2016/07/09　　国公私立大合同進学ガイダンス夢ナビライブ 2016　講演
2016/06/28　　品川シルバー大学　講演
2016/06/28　　座間市介護予防事業講演会
2016/05/21　　第 3 回北関東医療・健康イノベーションフォーラム　講演
2016/02/14　　第 9 回丸山記念総合病院歯科口腔外科病診連携講演会
2015/12/14　　練馬区光が丘保健相談所　歯科講演会
2015/12/10　　松本歯科大学総合歯科医学研究所セミナー
2015/12/07　　山梨口腔外科集談会　特別講演
2015/11/13　　佐倉市在宅歯科講演会
2015/10/18　　秦野の会　講演
2015/10/17　　松本歯科大学校友会山梨県支部　学術講演会
2015/10/02　　練馬区関保健相談所　口腔機能向上講演会
2015/09/27　　和歌山県歯科医師会学術大会　講演
2015/09/04　　乾燥症状連携ミーティング　特別講演
2015/07/12　　平成 27 年度福島県歯科衛生士会研修会
2015/06/24　　荒川区口腔保健講演会
2015/05/29　　第 15 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 5
2015/03/14　　第 4 回兵庫・大阪シェーグレンフォーラム　特別公演
2015/03/05　　一般社団法人日本音楽健康協会設立記念シンポジウム
2015/01/30　　昭島市歯科講演会
2015/01/26　　エコールドロイヤル公開講座
2015/01/11　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/11/25　　キッセイ薬品工業株式会社　社内研修会
2014/11/15　　日本歯科人間ドック学会第 17 回学術大会　特別講演
2014/11/09　　鶴見大学歯学部同窓会栃木支部　学術講演会
2014/10/29　　伊勢丹立川店　セミナー
2014/10/23　　東京都小金井歯科医師会　市民公開講座
2014/10/15　　東京都中央区京橋歯科医師会　学術講演会
2014/10/12　　秦野ヨガの会　講演
2014/10/04　　第 48 回日本口腔科学会関東地方部会　教育講演
2014/09/19　　第 19 回膠原病臨床病理研究会
2014/03/07　　足立区スマイルアップ講習会
2014/03/05　　株式会社第一興商　エルダー事業推進会議
2014/02/20　　IMEC2014　第 10 回統合医療展アンチエイジングフォーラム
2014/02/06　　事業構想大学院大学　ドライマウスセミナー
2014/02/01　　足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会
2014/01/26　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/01/19　　第 3 回日本ドライシンドローム学会　シンポジウム１
2013/12/14　　第 144 回盛岡おおどおり健康教室
2013/11/23　　日本健康医療学会総会第 6 回学術大会　特別講演
2013/11/11　　新宿区四谷保健センター　ドライマウス専門相談
2013/10/27　　第 12 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2013/10/20　　平成 25 年世田谷区歯科医師会　区民向け講演会
2013/10/12　　第 58 回日本口腔外科学会総会・学術大会 口腔三学会合同シンポジウム
2013/10/06　　平成 25 年度東京都歯科医師会生涯研修セミナー　ランチョンセミナー
2013/10/01-07（株）三越伊勢丹ホールディングス　『笑顔』トレーニングセミナー
2013/09/15　　第 6 回日本口腔検査学会総会・学術大会　
              　　　　ランチョンセミナー、共催シンポジウム１
2013/09/12　　第 72 回一般社団法人日本栄養評議会　勉強会
2013/09/10　　9 月 10 日スペシャルセミナー
2013/07/18　　第 2 回ドライシンドローム診療連携会　特別講演
2013/07/14　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/07/14　　更年期と加齢のヘルスケア第 4 回カウンセラー・アドバイザー研修会
2013/06/29　　平成 25 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　教育講演 3
2013/06/28　　第 13 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 3
2013/05/26　　日本臨床形成美容外科医会・研修会
2013/05/26　　第 9 回世界歯内療法会議　シンポジウム 7
2013/04/05　　第 117 回日本眼科学会総会　シンポジウム 09
2013/03/10　　姫路市歯科医師会第７回市民公開講座
2013/03/03　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/01/20　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/11/14　　東京都大田区大森歯科医師会 第 3 回学術講演会
2012/11/09　　小樽市歯科医師会　学術講演会
2012/11/08　　株式会社三越伊勢丹　社内研修　講演
2012/11/04　　第 11 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2012/10/28　　第 51 回広島県歯科医学会併催第 96 回広島大学歯学会　特別講演
2012/10/25　　第 65 回日本自律神経学会総会　シンポジウム 3　

2012/10/12　　ＧＳ世代研究会 第 3 回勉強会
2012/10/10　　日本統合医療普及推進協会 2012 年度第 1 回勉強会
2012/10/01　　千代田区千代田保健所 口元からアンチエイジング教室　講演
2012/09/08　　第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム
2012/07/30　　社団法人日本私立歯科大学協会　第 3 回歯科プレスセミナー
2012/07/08　　更年期と加齢のヘルスケア学会　第 4 回カウンセラー研修会
2012/07/01　　日本訪問歯科協会　実践！訪問歯科アドバンストコース　講演
2012/06/24　　第 12 回日本抗加齢医学会総会　市民公開講座　
2012/06/11　　歯科再生医療産学連携会議　第 13 回産学連携フォーラム
2012/05/29　　日本抗加齢医学会・日本白内障屈折矯正手術学会　
　　　　　　　合同エデュケーショナルセミナー
2012/05/20　　全国膠原病友の会　神奈川県支部主催　医療講演会
2012/05/19　　日本口腔感染症学会セミナー＆認定制度講習会　
              　　　　スプリングカンファレンス in Tokyo 2012　教育講演
2012/05/17　　第 12 回奈良抗加齢研究会　特別講演
2012/05/13　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線　講演
2012/04/15　　埼玉県病院歯科連絡協議会総会学術講演会
2012/03/25　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/03/18　　第 8 回日本歯科産業学会　春季大会
2012/03/04　　日本ドライシンドローム学会発足記念講演会
2012/03/02　　まごごろ館四街道開設記念セミナー
2012/02/10　　スマイルアップあだちちゅうりっぷ体操完成記念講演会
2012/02/07　　株式会社第一興商ブロック長会議　特別講演
2011/12/10　　第 9 回日本機能性食品医用学会・総会　教育講演
2011/12/03　　アンチエイジングフェスタ 2011　抗加齢医学の実践　シンポジウム 3　
2011/11/27　　第 6 回日本美容抗加齢医学会　パネル 2 
2011/11/04　　鶴見大学「先制医療研究センター」設立記念シンポジウム　
　　　　　　　 先制医療の最前線
2011/11/02　　新宿区牛込保健センター歯科講演会
2011/10/23　　第 1 回抗酸化歯科研究会学術講演会　講演
2011/10/22　　戸塚泉栄 3 支部合同学術講演会
2011/10/07　　日本香粧品学会　第 36 回教育セミナー　講演
2011/09/10　　上越・柏崎地区学会　講演
2011/09/03　　5th SFRR-ASIA 8th ASMRM 11th J-mit CoQ Session
2011/07/17　　第 26 回日本歯科心身医学会総会・学術大会　特別講演Ⅰ
2011/07/09-10  富士見会研修会
2011/07/03　　第 27 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2011/06/11　　第 29 回日本顎咬合学会学術大会・総会　
　　　　　　　テーブルクリニック　セッション 1　
2011/06/02　　神奈川県保険医協会歯科部会　2011 年 6 月度　歯科臨床研究会
2011/05/27　　第 11 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　教育講演 1、
　　　　　　　アフタヌーンセミナー 4
2011/02/27　　静岡県保険医協会市民公開講座
2011/02/20　　平成 22 年度東京都町田市歯科医師会市民公開講座
2011/02/15　　日本抗加齢医学会エデュケーショナルセミナー
2011/02/06　　平塚歯科医師会第 4 回市民公開講座
2011/01/30　　松本歯科大学校友会神奈川支部学術講演会
2011/01/22　　太田新田歯科医師会第 11 回市民公開講座
2011/01/16　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2010/11/29　　寺尾地区・寺尾第二地区合同研修会
2010/11/28　　東京歯科保険医協会第 6 回「歯と健康」フォーラム
2010/11/28　　第 8 回国際顎頭蓋機能学会日本部会学術大会　教育講演
2010/11/27　　西宮市歯科医師会秋の学術講演会
2010/11/25　　鎌ヶ谷市 平成 22 年度いい歯の日講演会
2010/11/20　　よこはま大学開港塾 2010
2010/11/12　　新宿区牛込保健センター　口腔乾燥症（ドライマウス）講演会
2010/11/11　　第 64 回日本臨床眼科学会内専門別研究会　
　　　　　　　オキュラーサーフェス研究会　第 30 回ドライアイ研究会
2010/11/06　　昭島市市民公開講座 第 14 回歯の保健衛生講習会
2010/11/06　　第 4 回見た目のアンチエイジング研究会講習会
2010/11/01　　千代田保健所　平成 22 年度　口元からアンチエイジング教室　講演　
2010/10/30　　福山地区歯科衛生連絡協議会　平成 22 年度中高年歯科保健講演会
2010/10/22　　Molecular Jungle 2010　特別講演
2010/10/16　　特定非営利活動法人口腔医科学会　平成 22 年度　第 14 回学術大会　
　　　　　　　招待講演
2010/10/02　　佐世保臨床歯学研究会
2010/09/29　　藤沢歯科臨床懇話会　講演
2010/09/28　　Asia Innovation Forum　サテライトプログラム（スピーカー）
2010/09/21　　第 52 回歯科基礎医学会　学術大会・総会　メインシンポジウム１
2010/09/17　　第 3 回ナノバイオメディカル学会大会　特別講演
2010/09/09　　第 19 回日本シェーグレン症候群学会　シンポジウム１　
2010/09/06　　近畿バイオインダストリー振興会議 
　　　　　　　第 2 回 生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会
2010/09/04　　西日本新聞社主催　市民公開講座　
2010/08/07　　河北新報社主催　市民公開講座　
2010/07/31　　第 20 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　ランチョンセミナー　
2010/06/27　　北海道新聞社主催　市民公開講座
2010/06/26　　三原市歯科医師会学術講演会
2010/06/20　　茨城県保険医協会講演会
2010/06/13　　第 10 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 17
2010/06/06　　第 44 回愛歯のつどい　講演
2010/05/30　　静岡新聞社・静岡放送主催　市民フォーラム
2010/04/18　　日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校同窓会　講演
2010/03/28　　世田谷区民向け講演会
2010/03/14　　鹿沼ロータリークラブ 50 周年記念式典・祝賀会記念講演
2010/02/24　　東京都三鷹市歯科医師会学術講演会
2010/02/22　　龍門グループパートナー会賀詞交換会講演会

2010/02/18　　新潟ドライマウス学術講演会　特別講演
2010/02/06　　伊勢丹セミナーエイジングケアスペシャル対談
2010/01/22　　第 43 回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会　特別講演
2009/12/20　　歯髄細胞バンク第 1 回ワークショップ
2009/12/13　　口腔感染症フォーラム 2009
2009/12/11　　東京都牛込歯科医師会　スタディ会
2009/11/21　　広島市民向けフォーラム　口腔ケアとアンチエイジング　講演
2009/11/20　　第 6 回日本口腔ケア学会総会・学術大会　シンポジウムⅡ
2009/11/19　　第 20 回　ゼルコバの会　学術講演会
2009/11/18　　第 584 回　東京松風歯科クラブ例会
2009/11/08　　板橋区・東京都板橋区歯科医師会主催講演会
2009/11/07　　第 9 回平成 21 年度都民向け講演会
2009/10/31　　福島県保険医協会歯科学術研究会
2009/10/28　　東京都世田谷区歯科医師会学術講演会
2009/10/24-25  伊勢丹セミナー
2009/10/03　　日本咀嚼学会第 20 回記念大会　シンポジウムⅠ　
2009/09/21　　抗加齢医学の実際 2009　Lecture3
2009/09/13　　09 丹青会セミナー
2009/08/30　　東京形成歯科研究会認定講習会
2009/08/20　　国立長寿医療センター平成 21 年度口腔ケア研修会
2009/08/07　　金沢膠原病フォーラム
2009/07/05　　大阪府歯科衛生士会研修会
2009/07/02　　第 2 回神奈川アンチエイジング研究会
2009/06/13　　置賜地区歯科医師連合会学術講演会
2009/06/05　　第 19 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　シンポジウム 1
2009/06/04　　品川シルバー大学　
2009/05/31　　日本全身咬合学会第 15 回認定研修セミナー
2009/05/30　　第 1 回泌尿器抗加齢医学研究会講演
2009/05/29　　第 9 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　シンポジウム 11
2009/05/08　　第 8 回多摩川フォーラム特別講演
2009/05/07　　東京南ロータリークラブ例会
2009/04/26　　株式会社伊勢丹セミナー
2009/04/18　　第 4 回相模原市・大和市整形外科医会学術研修会
2009/03/27　　株式会社ロッテ中央研究所　講演会
2009/03/12　　統合医療展 2009 医療実践セミナー
2009/02/14-15  大阪大学歯学部同窓会第 6 回歯科臨床セミナー
2009/01/30　　第 6 回日本コエンザイムＱ協会研究会　特別講演
2009/01/25　　上都賀歯科医師会　学術・公衆衛生 合同研修会
2008/12/06　　東京都滝野川歯科医師会学術研修会
2008/11/30　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2008/11/22　　第 4 回日本抗加齢医学会北海道研究会講習会
2008/11/19　　東京都調布市歯科医師会学術講演会
2008/11/16　　第 12 回上小「いい歯の日」フェスタ　特別講演
2008/11/16　　板橋区・板橋区歯科医師会平成 20 年度歯科講演会
2008/11/15　　第 21 回日本歯科医学会総会サテライトシンポジウム 2
2008/11/14　　第 27 回中村いやしの会　特別講演
2008/11/09　　愛知県歯科医師会平成 20 年度学術講演会
2008/11/05　　東京都小金井市歯科医師会　市民公開講座
2008/10/25　　日本大学松戸歯学部公開講座
2008/10/19　　第 60 回近畿北陸地区歯科医学大会　特別講演
2008/10/09　　リカルデントプレスセミナー
2008/10/04　　岩手医科大学平成 20 年度　ハイテクリサーチプロジェクト研究成果発表会
　　　　　　　特別講演
2008/10/02　　横浜市鶴見区介護予防週間講演会
2008/09/04　　山武郡市歯科医師会学術講習会
2008/08/23　　第１回日本口腔検査学会総会・学術大会　特別講演
2008/07/11　　東京医科歯科大学歯学部附属病院看護部教育委員会　特別講演
2008/06/19　　第 19 回日本老年歯科医学会総会・学術大会内　
　　　　　　　日本老年医学会・日本学術会議合同　公開シンポジウム
2008/06/18　　第 5 回泌尿器領域の医療とケア研究会
2008/06/01　　相模原市歯科医師会　歯の衛生週間事業　講演
2008/05/31　　平成 20 年度十日町口腔科学アカデミー学術講演会
2008/05/21　　国立市歯科医師会学術講演会
2008/04/26　　第 51 回日本歯科理工学会学術講演会　公開シンポジウム
2008/04/17　　第 62 回日本口腔科学会学術集会
2008/04/16　　SUPPLY EXPO JAPAN 健食原料・素材・OEM 展 2008
2008/03/22　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食機能療法と栄養管理セミナー
2008/03/18　　統合医療展 2008 医療実践セミナー
2008/03/04　　アドバイザリーミーティング
2008/02/24　　香川県歯科医師会・香川県　平成 19 年度 8020 県民公開講座
2008/02/22　　横浜市鶴見区認知症予防講演会
2008/02/09　　サラジェン効能追加記念全国講演会　基調講演
2008/02/03　　富山三二会クリニカルカンファレンス新年講演会
2008/01/29　　日本大学大学院松戸歯学研究科大学院特別講義・セミナー
2008/01/26　　The Joint Meeting of the 3rd Symposium on "Oral Health Science" and 
             　　　　 the 3rd symposium on "Dental and Craniofacial Morphogenesis and 
             　　　　 Tissue Regeneration"
2007/12/09　　第 7 回長崎口腔科学フォーラム
2007/12/08　　第 52 回日本唾液腺学会　特別講演
2007/12/01　　鶴見大学歯学部同窓会山形県支部学術講演会
2007/11/29　　第 35 回薬物活性シンポジウム市民公開セミナ－
2007/10/29　　株式会社コーチ・トゥエンティワン社内講演会
2007/10/16　　日本民間放送連盟・東京支社長会月例会
2007/10/13　　名古屋市守山区・東区・北区歯科医師会３区合同学術講演会
2007/09/30　　第 20 回柏市口腔衛生大会記念市民公開講座
2007/09/29　　第 52 回日本口腔外科学会総会・学術大会　シンポジウム
2007/09/28　　オーラルケアセミナー

2007/09/23　　第 5 回日本再生歯科医学会　特別講演
2007/09/17　　抗加齢医学の実際 2007
2007/09/13　　渋谷区歯科医師会第 1 回学術講演会
2007/08/31　　第 49 回歯科基礎医学会 シンポジウム 4
2007/08/26　　松風歯科クラブ臨床講座
2007/07/14　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食・機能療法と栄養管理セミナー 2007
2007/07/05　　第 17 回日本口腔粘膜学会総会　シンポジウム
2007/06/29　　北海道医療大学個体差健康科学研究所セミナー
2007/06/10　　福島県歯科医師会第 1 回「口腔と全身疾患の関係」学会
2007/05/12　　日本アンチエイジング歯科学会第 2 回学術大会　基調講演
2007/04/22　　福井県歯科医師会学術講演会
2007/04/07　　第 27 回日本医学会総会
2007/04/01　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2007/03/30　　健康博覧会 2007 記念セミナー
2007/03/22　　Anti-Aging Medicine in Asia from Middle East to Japan
2007/03/20　　株式会社なとり社内講習会
2007/03/14　　東京都中央区京橋歯科医師会学術講演会　
2007/02/25　　兵庫県保険医協会歯科定例研究会
2007/02/22　　第 246 回宮城県保険医協会研究会
2007/02/04　　日本大学松戸歯学部大学院セミナー
2007/01/27　　飯田下伊那臨床研究懇談会学術懇談会
2007/01/24　　東京大学大学院医学系研究科コカ・コーラ抗加齢医学講座
              　　　　第五回加齢医学セミナー
2006/12/10　　銚子市歯科医師会学術講演会
2006/12/07　　群馬県歯科保健大会県民講座講演
2006/12/02　　平成 18 年度東京都歯科医師会都民向け講演会
2006/12/01　　第 16 回食と健康研究会
2006/11/27　　東京都台東区浅草歯科医師会第 2 回学術講演会
2006/11/20　　東京医科歯科大学第 12 回大学院医歯学総合研究科大学院セミナー
2006/11/17　　城東歯科医師会学術講演会
2006/11/14　　東京インプラントアソシエーション第 97 回勉強会
2006/11/12　　千葉県歯科医師会デンタルスタッフセミナー
2006/11/09　　船橋市歯科医師会市民公開講座
2006/11/05　　第 59 回栃木県歯科医学会　特別講演
2006/11/01　　横浜市神奈川区歯科医師会学術講演会
2006/10/28　　鶴見大学歯学部同窓会九州支部学術講演会
2006/10/25　　瀬谷歯科医師会学術講演会
2006/10/24　　東京都立心身障害者口腔保健センター歯科衛生士集団研修会
2006/10/15　　鶴見大学歯学部同窓会茨城県支部学術講演会
2006/10/14　　第 5 回日本国際歯科大会’ 06 歯科衛生士シンポジウム
2006/10/02　　新宿区四谷保健センター講演会
2006/09/13　　神戸市垂水区歯科医師会垂水会　講演会
2006/09/10　　平成 18 年度稲沢市歯科医師会学術講習会
2006/08/25　　足立区歯科医師会歯科医療研究部 ADE 会
2006/08/20　　明海大学歯学部同窓会学術研修会
2006/08/19　　第 59 回北海道歯科学術大会　特別講演
2006/08/18　　第 17 回日本口腔病理学会総会・学術大会　セミナー
2006/07/28　　国立長寿医療センター NILS セミナー
2006/07/23　　東京医科歯科大学歯科同窓会学術部講演会
2006/07/09　　第 4 回フリーラジカルセミナー
2006/07/02　　東京アンチエイジングレビュー 2006　
2006/06/18　　日本大学歯学部同窓会生涯教育研修セミナー
2006/06/03　　第５回九州シェーグレン症候群研究会　特別講演
2006/05/28　　ＵＣＬＡインプラントアソシエーションジャパン第 2 回講演会　
2006/05/14　　第 8 回山口摂食嚥下技術セミナー　
2006/05/11　　前橋市歯科医師会学術講演会
2006/03/23　　宮城ドライマウス講演会　特別講演
2006/03/18　　大阪大学歯学部同窓会第 357 回臨床談話会
2006/03/03　　APPI ANTI AGING CLUB 2006　
2006/02/19　　小石川・文京区歯科医師会区民と歯科医師会のつどい
2006/02/19　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2006/02/16　　日本食品機械研究会オーラルケア研究の最前線と食品開発　
2006/01/24　　平成 17 年度福井ライフ・アカデミー現代的課題講座１　
2006/01/21　　平成 17 年度長崎県歯科医師会学術研修会　
2006/01/15　　第 3 回介護予防勉強会～口腔機能向上～　
2006/01/08　　第 307 回総合医療開発研究会特別講座　
2005/11/20　　第 23 回日本歯科東洋医学会学術大会　特別講演
2005/11/19　　東京都深川歯科医師会学術講演会
2005/11/13　　第 44 回広島県歯科医学会・第 89 回広島大学歯学会　特別講演
2005/11/12　　AEP 日本歯内歯周管理学会発足 25 周年記念大会　特別講演
2005/10/30　　西さっぽろ予防歯科ネットワーク・PHD 研究会主催ドライマウス講習会
2005/10/29　　札幌歯科医師会平成 17 年度第 3 回学術講演会　
2005/10/28　　professionalcare 8000 コクラン再評価記念講演会
2005/10/15　　第 22 回日本障害者歯科学会ランチョンセミナー
2005/09/18　　東京医科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校同窓会公開講座
2005/09/02　　第 8 回日本組織工学会総会　ランチョンセミナー 3
2005/07/24　　茨城県三大学学術講演会
2005/07/23　　富士市歯科医師会学術講演会
2005/07/14　　伊勢崎佐波歯科医師会　学術講演会
2005/06/29　　東京都江戸川区歯科医師会在宅訪問委員会講習会
2005/06/25　　日本解剖学会関東支部第 15 回懇話会（シンポジウム）特別講演
2005/06/23　　埼玉県歯科医師会女性歯科医会　講演会
2005/06/04　　第 18 回シェーグレン症候群患者会総会「シェーグレンの会」
2005/05/21　　特定非営利活動法人フューチャー　講演会
2005/04/24　　第 7 回山口摂食嚥下技術セミナー
2005/04/23　　シェーグレン症候群セミナー教育講演
2005/04/21　　日本口腔科学会総会シンポジウム
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Achievements

2005/04/14　　第 94 回日本病理学会総会ワークショップ
2005/03/11　　平成 16 年度歯科用医薬品情報担当者講義　特別講義
2005/03/06　　徳島県歯科衛生士会生涯研修専門研修Ⅰ研修会
2005/02/24　　東京都日本歯科大学校友会第２回学術講演会
2005/02/19　　日本歯科大学校友会浦和支部学術講演会
2005/02/18　　財団法人横浜産業振興公社第 88 回産学交流サロン　
2005/02/06　　松本歯科大学千葉県校友会講演会
2005/01/29　　広島市歯科医師会学術研修会
2005/01/26　　葛飾区歯科医師会地域医療講演会
2005/01/16　　岡山県保険医協会第 179 回プライマリケア懇話会
                               第 67 回歯科ポストグラデュエートコース
2004/12/16　　ウエルテック講演（バイオエクストラ発表会）
2004/12/02　　船橋歯科医師会特殊歯科学術講演会
2004/11/28　　第 4 回昭和大学歯学部同窓会ポストグラデュエートセミナー
2004/11/27　　東京都町田市歯科医師会平成 16 年度第 2 回学術講演会
2004/11/23　　香川保険医協会医科歯科合同セミナー
2004/11/13　　秋田市歯科医師会　平成 16 年度第 2 回学術研修会
2004/11/11　　第 2 回北九州ドライマウス研究会　特別講演
2004/10/30　　大阪デンタルショー
2004/10/16　　日本ヘルスケア歯科研究会第 8 回ヘルスケアシンポジウム
2004/10/03　　学校法人総持学園創立 80 周年記念
             　　　　 鶴見大学同窓会第 59 回ポストグラデュエートコース
2004/09/12　　岡崎歯科医師会学術講演会
2004/09/10　　第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 
　　　　　　　ランチョンセミナー 1
2004/08/22　　日本歯科先端技術研究所関東甲信越地区勉強会外来講師講演会
2004/07/11　　松本歯科大学校友会東京都支部総会講演会
2004/07/03　　鶴見大学歯学部千葉県支部同窓会学術講演会
2004/06/20　　西東京歯科衛生士専門学校講演会
2004/06/13　　第 21 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2004/06/12　　第 22 回日本顎咬合学会学術大会　テーブルクリニック
2004/05/30　　第 35 回青梅市民健康の集い
2004/05/20　　社団法人日本綜合歯科協会研修講演会
2004/04/04　　シロクス学ぶ会特別講演会　
2004/03/19　　渋谷区歯科医師会第 4 回学術講演会
2004/03/18　　第 6 回神奈川県シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/03/14　　文京区・小石川歯科医師会　区民と歯科医師会の集い
2004/03/09　　有楽町講演会
2004/02/26　　第 3 回埼玉シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/02/22　　和歌山県保険医協会 学術講演会
2004/02/08　　松本歯科大学校友会 2003 卒後セミナー
2004/02/05　　常滑市歯科保健研修会
2004/01/29　　横浜市歯科医師会病院連携に伴う研修会
2004/01/24　　デンタルセミナー 462 回例会
2004/01/18　　愛媛県歯科医師会学術講演会
2003/12/04　　川崎市耳鼻咽喉科セミナー
2003/11/30　　上田小県歯科医師会　講演
2003/11/09　　歯の健康フォーラム 21　第 3 回シンポジウム
2003/09/17　　品川歯科医師会　講演
2003/08/31　　鶴見大学歯学部同窓会兵庫県支部学術講演会
2003/08/02　　松本歯科大学大阪支部講演会
2003/07/23　　青梅保健所　講演
2003/07/19　　横浜市青葉区歯科医師会学術講演会
2003/07/13　　鶴見大学歯学部同窓会愛知県支部学術講演会
2003/05/23　　東京都牛込歯科医師会
2003/01/30　　東京都西多摩歯科医師会第 3 回学術講演会
2002/11/13　　神奈川歯科大学研究懇話会
2002/06/19　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所　講演
2002/06/18　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所特別講演

■テレビ・ラジオ
2020/11/09　「あさイチ『オーラルフレイルを食い止めろ！』」（NHK 総合）
2020/10/10　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/10/09　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/07/21　「ドクターサロン『ドライマウス』」（ラジオ NIKKEI）
2020/06/15　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」 （NHK BS プレミアム）
2020/06/11　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」（NHK BS プレミアム）
2020/10/08　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『カラオケパワーで肺も血管も美しく』
　　　　　　（NHK BS プレミアム）
2019/02/04　「あさイチ『年とともに忍び寄る “歯” のトラブル』」（NHK 総合）
2018/08/11　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/07/04　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/04/13　「てっぺん！『死に至る！？口のトラブル最前線』」（テレビ静岡）
2018/02/18　「健康カプセル！ゲンキの時間『鼻づまり』」（TBS テレビ）
2018/02/14　「１周回って知らない話　『出川＆直美 最新技術で肉体検証SP』」（日本テレビ）
2017/09/11　「おはよう日本：おはようビタミン『カラオケ新時代』」（NHK）
2017/06/06　「笑顔とガムでハッピーに？」（TBS ラジオ）
2016/11/01　「この差って何ですか？ 2 時間スペシャル『唇が「乾燥しやすい人」と
　　　　　　「乾燥しにくい人」の差』」（TBS）
2016/09/24　「教えて！坂上クリニック『ドライマウス』（フジテレビ）
2016/06/03,17,27,  07/01

　　　　　　 「ラジオ深夜便『わたし終いの極意：口腔ケアで心も身体も健やか』」
        　　　      （NHK ラジオ）
2016/04/16    「ぷらちなライフ - 人生楽笑」『「有備無患」ドライマウスに注意！唾液の意　
　　　　　     外な役割とは？』」（東京 MXTV）
2016/02/12　「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2016/02/07    「健康カプセル！ゲンキの時間『「内」と「外」から対策せよ！実は恐ろしい
　　　　　　 冬の乾燥』」（TBS テレビ）
2016/01/25    「スッキリ！！『週間からだニュース　ドライマウス』」（日本テレビ）
2015/12/26    「華大の知りたい！サタデー『カラオケで若返る！？』歌うことで唾液の量が
　　　　　　 増え健康増進ストレスが減り免疫力改善　筋肉増強で誤嚥防止にも」（BS フジ）
2015/12/19     「華大の知りたい！サタデー『風邪をひく原因は『ドライマウス』！？免疫
　　　　　　 力の最前線、粘膜を乾燥から守れ』」（BS フジ）
2015/11/17    「L4YOU!」（テレビ東京）
2015/10/23    「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2015/06/30    「垣花正　あなたとハッピー『名医が登場　有楽町ハッピークリニック 
　　　　　　 ―歌って老化を食い止めよう！』（ニッポン放送）
2015/03/10    「日経　朝とく『ドライマウスの予防と改善法』」（BS ジャパン）
2015/02/02    「あさイチ『万病のもと　ドライマウス』」（NHK 総合）
2015/01/22    「森本毅郎スタンバイ」（TBS ラジオ）
2014/12/06    「週刊 ニュース深読み」（NHK 総合）
2014/12/01    「スーパー J チャンネル」（テレビ朝日）
2014/11/09    「駆け込みドクター！運命を変える健康診断」（TBS テレビ）
2014/05/23    「団塊スタイル」テーマ「老化防止は口と歯から」（NHK　E テレ）
2014/01/08    「ためしてガッテン『風邪インフルよさらば　体の中から改造！計画』」
　　　　　　（NHK 総合テレビ）
2013/11/09    「未来へのおくりもの」（BS-TBS テレビ）
2013/11/05    「おはよう日本『ケンコン！』コーナー” 健康寿命を延ばそう！
　　　　　 　口から始めるアンチエイジング”」（NHK 総合テレビ）
2013/10/13    「健康カプセル！ゲンキの時間　『テーマ「睡眠障害」』」（TBS テレビ）
2013/06/26    「ためしてガッテン『まさか！危険すぎる二重あご』」（NHK 総合テレビ）
2013/04/14    「最新人体ミステリー シンドローム X」（TBS テレビ）
2013/02/07    「はなまるマーケット『特集「口元のアンチエイジング　～歯周病・ドライマ
　　　　　　 ウス～」』」（TBS テレビ）
2012/10/21    「健康カプセル！ゲンキの時間　＃29 ～臭うほどに要注意！～　
　　　　　　 意外と怖い” 歯周病” の真実」（TBS テレビ）
2012/01/16 ～ 20
                           「生島ヒロシのおはよう定食『健康のひろば』“現代病ドライマウスを治す”」
                           （TBS ラジオ）　　　　
2011/09/22     「情報プレゼンター　とくダネ！　『新常識　ニッポンの医療』」（フジテレビ）
2010/12/16     「スパモク！！常識逆転バラエティ！運命の選択！！『若返り力』」　（TBSテレビ）
2010/11/19     「ラジオ深夜便　明日へのことば『噛むことの再発見』」（ＮＨＫラジオ第 1）
2010/07/08     「私も一言！夕方ニュース「ドライマウス・知っていますか？」」（NHKラジオ第1）
2010/06/08    「つながるラジオ「ラジオ井戸端会議」『若さを保つ秘訣はなんですか？　老
　　　　　　 化は口に現れる？』」（NHK ラジオ第 1）　　
2010/05/29     「世界一受けたい授業「だ液と寿命の新事実！？　口からはじめるアンチエ
　　　　　　 イ ジング！」」（日本テレビ）
2009/11/26     「スーパーモーニング「スパモニ家庭の医学　ドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/11/25     「やじうまプラス「なるほど” 知りたい白書”」」（テレビ朝日）
2008/10/16　「スーパー J チャンネル「木曜特集：口の渇きは病です！
　　　　　　 もしやアナタもドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/05/20　「たけしの本当は怖い家庭の医学「テーマ（１）本当は怖い飲み込みにくさ～
　　　　　　 ひび割れの器～ /（２）知られざる唾液の働きに注目」( テレビ朝日系列 )
2008/05/16    「解体新ショー『酸っぱいものでだ液が出ちゃうのはなぜ？』」（NHK 総合テレビ）
2007/07/10    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウス “」（ラジオ NIKKEI）
2007/02/06    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウスの診断と対処 “」
　　　　　　（ラジオ NIKKEI）
2006/07/12     「スーパーＪチャンネル「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2006/06/05     「生活ほっとモーニング「気になる口臭解消法」」（ＮＨＫ総合テレビ）
2006/01/21　「報道特捜プロジェクト「みんなの悩み　口臭」」（日本テレビ）
2005/11/29　「ズームイン！！ＳＵＰＥＲ「暮らしの素。 ドライマウス」」（日本テレビ）
2005/09/19　「スーパーモーニング　「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2005/08/07　「発掘！あるある大辞典Ⅱ「あなたの身体は損だらけ、毒抜きで体質改善」」（フ
　　　　　　 ジテレビ）
2003/12/11　「はなまるマーケット『 今日の目玉「だ液を増やして万病予防！」』」（TBS テレビ )
2002/11/30　「カウントダウンコネクションズ『ドライマウス』」（FM 東京）
2002/10/30　「首都圏ネットワーク」（NHK 総合テレビ）
2002/10/23　「薬学の時間『ドライマウス』」（ラジオたんぱ）
2002/08/12　「ビートたけしのＴＶタックル『口腔乾燥症』」（テレビ朝日）
2002/08/03　「スーパーニュース ウィークエンド得情報『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）
2002/07/29　「情報プレゼンター とくダネ !『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）

■新聞・記事・WEB掲載
2020/07/15　「音健協 News 鼎談　新しい生活様式における『うたと音楽』を考える」（音
　　　　　　 健協通信、2020 年夏号）
2020/06/30　「『うたと音楽』で笑顔を取り戻そう！心をつなぐ新たな日常がここに」（毎日
　　　　　　 新聞）
2019/06/30　「人生 100 年時代の健康寿命延伸　自然の恵みを活かし健康経営実現目指す」
　　　　　　（西日本新聞）
2019/06/17　「乳酸菌サプリに悪玉菌抑制効果　かねろく製薬　口腔内ケアに期待」
　　　　　　（中部経済新聞）
2019/06/13　「口腔内カンジダ菌抑制　乳酸菌サプリ鶴見大と臨床試験」（日刊工業新聞）
2019/06/11　「乳酸菌サプリでカンジダ菌抑制　鶴見大学が臨床試験」（日本歯科新聞）
2019/05/13　「老化防止に口の健康大切」（新潟日報）
2019/03/29　「患者を生きる　ドライマウス 5」（朝日新聞）
2019/02/22　「アンチエイジングは歯から、口から、笑顔から」（WEB　エイジングスタイル)、

　　　　　　 ＠niftyニュース、Ameba News、ｄメニュー、gooニュース、livedoorニュース、
　　　　　　 緑の goo)
2019/01/26　「見た目も口の中もアンチエイジング【第 3 回日本抗加齢医学会メディアセ
　　　　　　 ミナー】」（WEB　エイジングスタイル )
2019/01/25　「日本抗加齢医学会　2018 年度　第 3 回メディアセミナー」
　　　　　　（JMS/JAPAN MEDICAL SOCIETY、JMS、February 2019)
2018/10/20　「カラダづくり　口の渇き　ドライマウス？」（日本経済新聞、NIKKEI プラス 1）
2018/07/31　「カラオケ療法　歯学部が実証　嚥下力をアップし、ストレスを抑える」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2018/03/  「明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法～乳酸菌 EF-2001 免疫機能と腸内
　　　　　　フローラへのアプローチ　薬学・歯学・医学の 3 博士が語る乳酸菌最新事情」
　　　　　　（かねろく製薬かわら版、２０１８年 1 月 21 日開催セミナーレポート）
2017/11/14　「健活手帖『放置してはいけないドライマウス』」（夕刊フジ特別版）
2017/09/07　「大声出してストレス発散！認知症予防や免疫力 UP も　歌わにゃ損！
　　　　　　 SONG♪」（サンケイスポーツ）
2017/07/11　「専門家が解説。笑顔が幸せを引き寄せる！その理由とは？」
　　　　　　（WEB A-Beauty by @cosme）
2017/06/16　「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』でストレス低減」（WEB たべぷろ）
2017/06/09　 「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』ストレスを低減　鶴見大学、三越伊勢
　　　　　　丹 G、ロッテが発表」（日本食糧新聞電子版）
2017/06/02　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼の
　　　　　　組み合わせでストレス低減効果を発表」（Best Times、クレア ウェブ、とれま
　　　　　　がニュース、Kurashinista、東洋経済オンライン、おたくま経済新聞、産経ア
　　　　　　プリスタ、フレッシュアイ、美容経済新聞セレクト、SEOTOOLS ニュース、　
　　　　　　President、Online、現代ビジネス、Straight Press、産経ニュース、ジョルダ
　　　　　　ンニュース !、OKGuide、MarkeZine、オリコンスタイル、Joshi+、時事ドッ
　　　　　　トコム、Eltha、Biglobe ニュース、朝日新聞、Mapion、PR TIMES、プレスリリー
　　　　　　ス - Infoseek ニュース、Cube ニュース - CubeSoft、財経新聞、日本ビジネス
　　　　　　プレス、ダイヤモンド・オンライン（Diamond Online）、エキサイト）
2017/06/02 　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼
　　　　　　の組み合わせでストレス低減効果を発表」（PRESIDENT Online）
2017/04/18　「がん・心臓病・脳疾患　街で評判の名医 50 人『健活手帖』　
　　　　　　9 歯周病と高血圧のただならぬ関係」（夕刊フジ　特別版）
2017/03/09　「滑舌をよくするには口のまわりの筋肉鍛える」（読売新聞）
2016/08/16　「歌って老化を予防する」（産経新聞）
2016/04/26　「（ひらけ！進路・新路・針路）老化を「治療」　老いの加速に待った！」
　　　　　　（朝日新聞）
2016/01/27　「1 日 1 曲歌って長寿　ストレス発散、心と体を健康に」（産経新聞）
2016/01/27　「口がネバつく人はインフルエンザの危険大　ドライマウス対策が重要」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2016/01/15　「抗加齢歯科医学研究会　ゲストに大場久美子氏　『うたと音楽』の可能性語
　　　　　　る」（音健協会通信、2016 年新年号）
2015/12/08　「抗加齢歯科医学研究会設立 10 周年　カラオケで口腔環境改善」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2015/11/04    「連載：男こそアンチエイジング！　カラオケは『口の中』から若返れる？」
　　　　　　（WEB 日経トレンディネット）
2015/11/04    「カラオケで介護予防」（読売新聞）
2015/10/15    「インタビュー　検証　歌唱による口腔機能改善」（音健協通信、2015 年秋号）
2015/10/09    「口が乾くドライマウス、目が乾くドライアイが続いたら、シェーグレン症候
　　　　　　群の可能性も」（WEB QLife 医療のニュース・特集）
2015/09/27    「日曜に考える医療　薬の飲み過ぎ・ストレス・・・『口の渇き』高齢者に増
　　　　　　える専門外来生活習慣の改善指導」（日経新聞）
2015/07/15    「歌唱からはじめる口腔機能の維持と心身の健康　日本抗加齢医学会総 会で 
　　　　　　セミナー」（音健協通信、2015 年夏号）
2015/04/15    「『うたと音楽』で健康増進　音健協主催シンポに約 500 人参加　
　　　　　　鶴見大の斎藤教授が特別講演」（音健協通信、2015 年春号）
2015/03/30   「日本音楽健康協会設立記念シンポ　いきいき生きる超高齢社会を目指して 
　　　　　　うたと音楽で元気よく」（毎日新聞）
2015/02/18　「玉ねぎ成分で唾液分泌　ドライマウス治療に期待」（高齢者住宅新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す」（WEB 日本歯科新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す　ドライマウス治療に期待」（日本歯科 新聞）
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞 /TOKYO Web)
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞）
2015/01/31　「鶴見大、玉ねぎに含まれるケルセチンが口の乾燥防止に効果的である こと
　　　　　　を明らかに」（WEB 財経新聞）
2015/01/30　「中高年に多いドライマウス　玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』で改 善 - 
　　　　　　鶴見大学」（WEB ケアマネジメントオンライン）
2015/01/30　「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大」（WEB
　　　　　　わかる介護）
2015/01/30「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大
　　　　　　（WEB 歯との健康と美容のニュ－ス）
2015/01/29 「鶴見大、玉ねぎ等に含まれるケルセチンの唾液分泌促進効果を解明」
　　　　　　（日本経済新聞電子版）
2015/01/18　「シェーグレン症候群」（聖教新聞）
2015/01/17　「【時鐘】乾燥と戦う」（山形新聞）
2015/01/16　「侮れないドライマウス　痛みや口臭感染症のリスク増加」（髙地新聞）
2015/01/15　「ドライマウス軽視禁物　感染症のリスク増も」（茨城新聞）
2015/01/14　「侮れない　ドライマウス」（北海道新聞）
2015/01/13　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（YAHOO! ニュース）
2015/01/13　「侮れない　ドライマウス」（産経新聞）
2015/01/13　「ケルセチンの唾液分泌効果　タマネギ成分で唾液量が増加」（日本経済新聞朝刊）
2015/01/13　「健康医療　ドライマウス侮るな　老化、ストレス…原因多様」（佐賀新聞）
2015/01/13　「ドライマウスに注意　ストレスや薬副作用　重症化で感染症の恐れも」
　　　　　　（山陰新聞夕刊）
2015/01/13　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（中部経済新聞）
2015/01/13　「侮れないドライマウス」（東都新聞）
2015/01/12　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（日経新聞電子版）

2015/01/12　「ドライマウス軽視は禁物」（山梨日日新聞）
2015/01/09　「医療新世紀　ドライマウス軽視禁物」（四國新聞）
2015/01/09　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（岩手日報）
2015/01/06　「侮れないドライマウス」（下野新聞）
2014/12/31　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（埼玉新聞）
2014/12/30　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（南日本新聞）
2014/12/30　「ドライマウス　感染症リスクも」（琉球新報）
2014/12/28　「口腔乾燥症に注意」（徳島新聞）
2014/12/27　「侮れないドライマウス」（神戸新聞）
2014/12/26　「侮れない　ドライマウス」（信濃毎日新聞）
2014/12/24　「医療新世紀　侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（北國新聞）
2014/12/22　「医療新世紀　侮れないドライマウス」（山口新聞）
2014/12/22　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（福島民報）
2014/11/20　「なぜ自分のニオイは気付かない？」（WEB　web R25）
2014/10/02　「口臭がキツイ、ろれつが回らない、舌が痛い…
　　　　　 　潜在患者 3000 万人「ドライマウス」の正体 ‒ 鶴見大学歯学部・斎藤一郎教
　　　　　　 授に聞く」（WEB DIAMOND ONLINE）
2014/09/01　「美しい息と健康はケア次第！今日から始める口元のアンチエイジング」
　　　　　　 （hinami、September, 2014）
2014/07/03　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　12　食べた物を写真に撮ろう！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/26　 「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 11　アンチエイジング・キッチン始動？！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/19　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 10　飢餓時代だったらヒーローだったのに。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/12　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 9　われわれは、どこから来たんだろう？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/05　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 8　女性ってすごいのだなあ。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/29 　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 7　サプリメント？それともスムージー？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/22　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 6　フランス人、長寿の謎。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/15　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 5　箸置きとアンチエイジング。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/08　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 4　アンチエイジング外来へやってきた！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/20　「高齢者の健康に歌うことが有効　第一興商が共同研究」（日経 MJ《流通新聞》）
2014/06/06　「歌うのが嫌いでも口腔機能改善、ストレス減少　第一興商、鶴見大斎藤教授
　　　　　　と共同研究論文発表」（文化通信《速報》、15904 号）
2014/05/23　「働く女性に増える『ドライマウス』。悩み解消のカギを握るのは女子会！」
　　　　　　 （WEB マイナビウーマン　ー　ビューティニュース）
2014/01/07　「肥満もシワ・たるみも防ぐ。『よくかんで食べなさい』の本当の理由」 
　　　　　　（WEB COOKPAD ニュース）
2014/01/01　【監修】「かしこく延ばそう ! 健康寿命　口腔ケア　お口元気でいきいき生活」
　　　　　　（株式会社ライズファクトリ－）
2013/12/19　「歯周病ドライマウスで老化が加速する！？」（WEB　NIKKEY TRENDY NET）
2013/06/01　「唾液を増やし虫歯・歯周病を防ぐ」（健康のひろば）
2013/03/14　「名医の診療室　『口の渇き』は病気です」（東京スポーツ）
2012/09/09　「鶴見大学歯学部の斎藤一郎教授「口腔から全身のアンチエイジングを」
　　　　 　　 口腔から考える全身のアンチエイジングについて」
　　　　　　 第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム」（越後ジャーナル）
2012/09/08　「三条市歯科医師会第４回市民フォーラム「口腔から考える全身のアンチエ
　　　　　　イジング」-  『不老は口から～口から始める全身の抗加齢医学』鶴見大学歯学
　　　　　　部斎藤一郎教授が講演」（三條新聞）
2012/09/01　「口の乾き（ドライマウス）が歯周病胃の不調の原因にも　唾液分泌を促す
　　　　　　口元のトレーニング」（健保組合壁新聞「健康のひろば」）
2012/07/31　「唾液分泌障害　改善物質を発見　昭和大と鶴見大の教授」（日本歯科新聞）
2012/07/20　「涙や唾液の分泌不全　たんぱく質で回復　昭和大、鶴見大」（日経産業新聞）
2012/07/17　「Special Interview 鶴見大学歯学部病理学講座　斎藤一郎教授に聞く
 　　　　　　『アンチエイジング時代の新たなる幕開け』」（健康ジャーナル）
2012/07/17　「くらしナビ　生活　Lifestyle　歌詞の空欄埋めて若返り「歌の効用」高齢者
　　　　　　福祉で注目」（毎日新聞）
2012/07/01　「～歯科医学・歯科医療から国民生活を考える～第 3 回歯科プレスセミナー
　　　　　　 QOL 向上の鍵は口腔ケアにあり　進化・多様化する歯科医師の使命　講演 1
　　　　　　不老は口からーアンチエイジング医学の最前線̶口から始まる老化ドライマ
　　　　　　ウスに要注意」（日経ビジネス ONLINE）
2012/06/24　「長生きと健康に生きがいが大切　日野原さん講演」（神奈川新聞）
2012/05/20　「課題は抗加齢医療を生活の場に根付かせること」
　　　　　　（統合医療ジャーナル　Vol.4）
2012/05/15　「目・口が乾く自己免疫疾患　ダイオキシン類が誘発　鶴見大が解明」
　　　　　　（日経産業新聞）
2012/05/08　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学研究グループが報告」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2012/04/27　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学が知見　EB ウイルス
　　　　　　活性誘導」（化学工業日報）
2011/08/25    「支える　ドライマウス患者友の会」（夕刊読売新聞）
2011/08/19    「見聞録 2011　アンチエイジング２　自分を知って楽になる」（夕刊読売新聞）
2011/08/18    「見聞録 2011　アンチエイジング１　口と全身　老化度一致」（夕刊読売新聞）
2011/07/25    「歯髄バンクによる全身の再生医療への貢献」（信州歯報）
2011/06/17    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２０『自分の「老化度」を知る』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/10    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１９『食と運動で決まる健康寿命』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１８『カラフルなものを食卓に』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/27　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１７『好奇心と“ときめき”をもとう』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/13　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１６『「よくかむ」生活習慣を』」

　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/29　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１５『口の感覚を鍛える②』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/19　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１４『口の感覚を鍛える①』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/03/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１３『口の筋力を鍛えるトレーニン
　　　　　　 グ』」（聖教新聞）
2011/03/04 　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１２『有害金属を排出する』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/25　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１１『歯周病を軽くみない』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/19　「歯科医療から健康長寿学ぶ」（上毛新聞）
2011/02/18　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１０『血糖値を急激に上げない食　
　　　　　　 事』」（聖教新聞）
2011/02/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス９『カロリー制限の効果』」（聖教新聞）
2011/02/04　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス８『長寿の分かれ目は４０歳？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/28　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス７『ストレスとホルモン』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/21　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス６『DHEA と加齢』」（聖教新聞）
2011/01/07　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス５『長寿は遺伝するか』」（聖教新聞）
2011/01/01　「第６回『歯と健康』フォーラムを開催　若さのヒミツ？それは・・・
　　　　　　 『噛み合わせと笑い』にあり　̶  若さのヒミツは『笑って唾液量を増やすこと』
　　　　　　  斎藤一郎教授̶」（東京歯科保険医新聞　第 486 号）
2010/12/24　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス４『野菜の“さび”を取る』」（聖教新聞）
2010/12/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス３『老化の３大要因』とは」（聖教新聞）
2010/11/26　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２『老化のサインに気付く』」（聖教新聞）
2010/11/12　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１『125 歳まで生きられる！？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2010/10/15　「口の中が乾く痛む　ドライマウスの原因と対処」（聖教新聞）
2010/10/09　「市民公開講座『口腔ケアとエイジングケア』日々の健康は口腔ケアから」
　　　　　　（西日本新聞）
2010/08/15　「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」（茨城保険医新聞
　　　　　　〈第 385 号〉）
2010/06/27　「口腔ケアとアンチエイジング」（静岡新聞）
2010/02/26　「ドライマウス　生活変え改善」（毎日新聞）
2009/11/08　「クローズアップ　再生医療へ「細胞バンク」事業を始動」（医療タイムス）
2009/10/29　「歯髄細胞バンク事業 鶴見大が開始 再生医療進展へ」（科学新聞）
2009/10/28　「鶴見大と再生医療推進機構 歯髄細胞バンクで未来に備え」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2009/10/25　「大学情報　横浜市の鶴見大学が「歯髄細胞バンク事業」を始動」
　　　　　　（医療タイムズ）
2009/10/23　「ドライマウス　悩まず受診を」（神戸新聞）
2009/10/20　「歯髄細胞バンクが始動」（日本歯科新聞）
2009/10/18　「歯髄細胞バンク設立」（中部経済新聞）
2009/10/14　「歯髄細胞バンク事業を始動」（医理産業新聞）
2009/10/11　「歯髄細胞バンク着手」（日本経済新聞）
2009 夏号 　  「抗加齢医学からみた口腔の役割　̶更年期から元気に過ごすために̶」 
       　　　　   （更年期と加齢のヘルスケア学会 Vol.3/No.1）
2009/06/06　「元気のひけつ　ストレス押さえ口も清潔　かむ効果」（朝日新聞）
2009/05/10　「くらし健康　Q からだの質問箱 A　口が乾燥　歯茎などに痛み」（読売新聞）
2009/02/28　「見逃せない唾液不足　口の体操で回復を」（日本経済新聞）
2009/02/21　「だ液減少で異常な口の渇き　現代病のドライマウス」
　　　　　　（タウンわたらせ第 326 号）
2009/02/18　「口から若返る１０　老化防止に口のまわりの筋トレを」（釧路新聞）　
2009/02/11　「口から若返る９　味覚は生命維持につながる」（釧路新聞）　
2009/02/04　「口から若返る８　口の機能維持が全身の健康に」（釧路新聞）　
2009/01/28　「口から若返る７　歯周病は全身に影響」（釧路新聞）
2009/01/21　「口から若返る６　かむ行為で若さ保つ」（釧路新聞）　
2009/01/14　「口から若返る５　表情筋鍛え若さ保つ」（釧路新聞）
2009/01/08　「健康プラス　若さは口から【２】口輪筋鍛え「老け顔」防止」（読売新聞）
2009/01/08　「口から若返る　増えるドライマウス患者」（常陽新聞）
2009/01/07　「健康プラス　若さは口から【１】唾液分泌量　老いの指標」（読売新聞）
2009/01/07　「口から若返る４　増えるドライマウス患者」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る３　老化防止に重要な唾液の役割」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る　老化防止に重要な唾液の役割」（常陽新聞）
2008/12/27　「口から若返る　歯周病に生活習慣病リスク」（常陽新聞）
2008/12/24　「口から若返る２　歯周病に生活習慣病リスク」（釧路新聞）　
2008/12/22　「口から若返る　口から始めるアンチエイジング」（常陽新聞）
2008/12/17　「口から若返る１　口から始めるアンチエイジング」（釧路新聞）　
2008/11/08　「噛む ON!! 若さ＆健康」（サンケイスポーツ）
2008/11/02　「噛んで健康」（日本経済新聞）　　　　
2008/10/16　「カラダの不思議」（夕刊フジ）
2008/10/10　「紙上診察室　サリベート以外の口腔乾燥症対処法は」（東京新聞）
2008/09/22　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力④」（産経新聞）
2008/09/15　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力③」（産経新聞）
2008/09/08　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力②」（産経新聞）
2008/09/01　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力①」（産経新聞）
2008/08/26　「夕＆Eye　病を知る　口腔の健康④　ドライマウス」（日本経済新聞（夕刊））
2008/06/27　「口の中が渇く■舌や口の粘膜が痛む　現代病　ドライマウス」
　　　　　　 （全国農業新聞）
2008/04 　　  「知っておきたい！専門外来 Vol.3　鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専
　　　　　　 門外来」 （新聞クイント）
2008/03/30　「特集・８０２０県民公開講座　口の健康とアンチエイジング　さあ今から口
　　　　　　 のケアを」（四国新聞）
2008/03/30　「ドライマウス手軽な改善法　かむ力鍛え分泌増やす」（日本経済新聞）
2008/01/10　「アンチエイジング医学　外来・検査広がる　老化度知って生活習慣改善」
　　　　　　（朝日新聞）
2007/12　　  「シンポジウム　ドライマウスの最前線̶基礎から臨床̶」

 　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2007/11/23　「あなたの安心　お口のケア⑤　健康と若さのため唾液の分泌促す」（朝日新聞）
2007/10　　  「アンチエイジングの基礎　vol.4 口から始まるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/09　　  「アンチエイジングの基礎　vol.3 ホルモンと老化のメカニズム」
 　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/08　　  「アンチエイジングの基礎　vol.2 細胞の酸化と遺伝的要因」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07　　  「アンチエイジングの基礎　vol1. 歯科に求められるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07/01　「歯科医療におけるアンチエイジング医学の必要性」
　　　　　　（Medical Nutrition 第 100 号）
2007/06/05　「歯科定例研究会より　ドライマウスの原因と対処～求められる新たな診療
　　　　　　 分野～」（兵庫保険医新聞）
2007/06/02　「安全ステップアップ　ドライマウス対策」（日本経済新聞）
2007/06 　     「歯科からのアプローチ　実践アンチエイジング」（月刊デンタルパワー）
2007/04/20　「紙上診察室　̶　シェーグレン症候群で関節リウマチ」（東京新聞）
2007/04/11　「この病気にこの名医 PART3(64) ドライマウス④」（日刊スポーツ）
2007/04/10　「この病気にこの名医 PART3(63) ドライマウス③」（日刊スポーツ）
2007/04/09　「この病気にこの名医 PART3(62) ドライマウス②」（日刊スポーツ）
2007/04/08　「この病気にこの名医 PART3(61) ドライマウス①」（日刊スポーツ）
2007/03/30　「日本医学会総会特集　未来の医療夢いっぱい “アンチエイジング”」（朝日新聞）
2007/03/24　「Les dernières avancés en médecine anti-âge et les nouvelles techniques en 
　　　　　　médecine et chirurgie esthéique」（nice-matin MONACO-MATIN）
2007/02/26　「医療〈どうしました〉　ドライマウス」（朝日新聞）　
2007/02/21　「連載　アンチエイジングと健康産業の最前線　 第３回「口腔から実践する
　　　　　　 アンチエイジング医学とＣｏＱ１０」」（健康産業新聞第 1187 号）
2006/10  　　 「もっと知りたい Q&A　歯科・口腔外科 夜中に口が渇いて目が覚める」
　　　　　　（月刊新聞お達者で）
2006/08/10　「第４回フリーラジカルセミナー特集　Lesson10　酸化ストレスによるドラ
　　　　　　イマウスの診断ならびに対処の評価」（WISMERLL NEWS 7 月・8 月合併号）
2006/06/25　「口の中から健康管理」（日本経済新聞）
2006/06/03　「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/06  　　 「第９回「ドライマウス研究会主催の講習会」開催　ドライマウスの正しい理
　　　　　　 解と普及のために診断法や治療法を紹介」(DENTAL TRIBUNE)
2006/05/27    「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/04/17　「抗加齢治療に認定施設導入へ」（日本経済新聞）
2006/04/14　「歯周病口臭の元「ドライマウス」」（夕刊読売新聞）
2006/04/01　「料理にもアンチエイジングの波が来た　体の内側から若々しく」（朝日新聞）
2006/03/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -2-」（食品化学新聞）
2006/03  　　 「アンチエイジング医学に歯科医療の現場が果たす役割を問う　
　　　    　　 第一回抗加齢歯科医学研究会・研究報告」（DENTAL TRIBUNE)
2006/02/18　「アンチエイジングドックの現状⑥」（健康産業流通新聞）
2006/02/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -1-」（食品化学新聞）
2006/02/08　「健康　口の乾き 見逃すな！！　ドライマウス」（産経新聞大阪・奈良版）
2006/02 　　  「新時代の歯科医療を問う・第一回　医療制度の変革に伴う歯科医療の職域
　　　　　　 拡大について」 （DENTAL TRIBUNE）
2006/01   　   「今歯科領域における EBM とは＝コクラン再評価記念講演会＝」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/12 　　  「『第１回抗加齢歯科医学研究会』開催 ̶日本抗加齢医学会認定単位取得対象
　　　　　　 講座̶ 」（DENTAL TRIBUNE）
2005/12/01     「特集　Professional Care 8000 コクラン再評価記念講演会開催」
　　　　　　 （ブラウンオーラルＢニュース Vol.2）
2005/11/22　「ドライマウス　男性患者増える」（日経新聞）
2005/11 　　 「口の渇きは身体の異常を知らせるシグナル　新たな現代病『ドライマウス』」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/10/28　「健康に老いるためのアンチエイジングとは」（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/10　　   「アンチエイジング医学と口腔ケア―老化は口から始まる―」
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/09/09　「健康＊かかる前に　中高年を中心に急増　ドライマウス」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/09　　   「今この研究がおもしろい　ドライマウス研究会」（新聞クイント）
2005/09/01　「「老化」か「病気」かの判定ポイント」（日刊ゲンダイ）
2005/08  　　 「歯科医から口腔科医へ - 歯科医学におけるトランスレーショナルリサーチの
　　　　　　 実践̶」　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/07  　　 「年だからとあきらめないで！　ドライマウスの対処法」（月刊新聞お達者で）
2005/04 　　 「ドライマウスとアンチエイジングー新たな歯科診療の展開を求めてー」　　
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/04 　　 「歯科によるアンチエイジング・クリニックの展開̶重金属汚染検査から
　　　　　     体内除去最新治療法まで―」（DENTAL TRIBUNE）
2005/02/01　「唾液の働きを科学的に解明 ドライマウスの講演と製品説明会」
　　　　　　（DENTAL TODAY）
2006    　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22　「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09　「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病のQ&A̶重金属汚染̶」
　　　　　　（週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12  　　 「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
      　　　　    （医薬ジャーナル）
2005/12　　   「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12　　   「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法
　　　　　　 を応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
　　　　　　（デンタルハイジーン）
2005/11  　　 「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 
　　　　　　  筋機能療法を応用した ドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）

2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　 実現を～」　 （Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
        　　　　  （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10　　   「口の老化は心身の老化̶抗加齢歯科医学の実践̶」（アンチ・エイジング歯
　　　　　　  科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10　　   「①歯科衛生士の新たな職域̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10 　　  「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/09　　   「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/08 　　  「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」
　　　　　　（歯医者さんの待合室）
2005/08   　　「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07   　　「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30　「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春
　　　　　　第 31 号）
2005/06/30　「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29　「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29　「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28　「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27　「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケア Vol.11 No.3）
2005/06 　　  「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06 　　  「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケア vol.4）
2005/06 　　  「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌を　
　　　　　　 キープ！」  （マイファーマシー）
2005/06　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」 （50 代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」  （社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03　　   「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/02　　   「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」
　　　　　　 （コムスン通信 No.16）
2005/02　　   「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）

■雑誌
2020/07/31　「新型コロナウィルス感染症と共存するために　50 歳からの心と体の新習慣
　　　　　　 『口腔ケア　ドライマウス研究者・専門医 斎藤一郎先生に聞く　口まわりの
　　　　　　 『筋力トレーニング』と『よく噛むこと』で唾液分泌を促す』」（家庭画報、
　　　　　　  2020 年 9 月号）
2020/06/12　「2020 年版 『不定愁訴』に強くなる CASE.3 【口の中が乾く】」
　　　　　　 （HERS（ハーズ）、6,7 月合併号）
2020/05/15　「医学最前線！ 老後の後悔ナンバー 1 は、『歯を大事にしなかったこと』 なぜ、
　　　　　　 【パ】を1秒で6回言えないと危ないのか　健康を導く『唾液力』を高めよう！」
　　　　         （PRESIDENT( プレジデント）、2020.5.15 号）
2020/05/05　「NHK ガッテン！『口の乾き』がさまざまな不調を引き起こすことも！ 唾液
　　　　　　 パワーで口臭予防＆免疫力 UP ！」（女性自身、2020 年 5 月 5 日号）
2020/03/13 　「第 5 章 噛む力、食べる力を高めて健康長寿をめざす！ 31 ドライマウスと誤嚥
　　　　　　 性肺炎を防ぐ！口をふくらませる運動 /32 口が渇くドライマウスを防ぐリッ
　　　　　　 プトレーニング（NHKガッテン！4月号臨時増刊完全保存版Vol.17 健康プレミ  アム）
2020/02/15　「タマネギ　唾液が増えると実験で判明！タマネギでインフルエンザや誤嚥性肺
　　　　　　 炎を未然に退治」（壮快、2020.4 月号）
2019/11/01　「Interview 『現代病』ドライマウスをどうやって治す～うるおいある日常をめ
　　　　　　 ざす治療最前線～　斎藤一郎先生」（Frontiers In Dry Eye、2019 年秋号、　　
　　　　　　 VOL.14 NO.2)
2019/10/01     「第１章　健康長寿を大きく左右する急所は全て『歯』で、歯周病が進行す
　　　　　　 れば糖尿病・肺炎・心筋梗塞も招く / 歯の本数が減るほど脳の老化は進んで   
　　　　　　 認知症のリスクが上がり、筋力や聴力の低下も招く」（歯周病・虫歯・入れ歯・
　　　　　　 口臭・噛み合わせ重症でも「抜かない」「削らない」で歯のトラブルを治す！
　　　　　　 名医直伝 歯弱体質克服ケア大全）
2019/05/10　「老年症候群フレイルは口から忍び寄る」（週間朝日、5 月 3-10 日合併号）
2019/05/01　「高田塾長はいつも笑顔です」（第 62 回高田塾ご案内、アクアカレント高田
　　　　　　 塾事務局）
2019/04/30　「オーラルフレイル」が心身に及ぼす影響」
　　　　　　  （集中 /MedicalConfidential、2019 MAY)
2019/04　       「特集　口内トラブル　急増中 4 人に１人がドライマウス」
　　　　     　（ヘルス・グラフィックマガジン、Vol.33、2019 年 4 月号）
2019/03/06　「笑顔でストレスをなくす！」（My Age《マイエイジ》、2019 春号 Vol.17）
2019/03/01　「特集運と徳　笑う門には福来たる　幸運を呼ぶ笑顔の法則」
　　　　　　（致知、2019 年 4 月号）
2018/12/12　「笑う、美容①サイエンスで読み解く！” 笑う門には美が宿る”」
　　　　　　（GINZA、2019 年 1 月号）
2018/12　　  「スペシャルインタビュー　鶴見大学歯学部　教授　斎藤一郎　ドライマウス
　　　　　　 から考えるアンチエイジング。超高齢社会に求められる新たな歯科医療。」
　　　　　     （Dentalism、WINTER 2018 No.33）
2018/09/21　「ピンピン長寿の秘訣 40　笑う門には唾液きたる」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 10 月号）
2018/08/21　「ピンピン長寿のヒケツ 39　唾液、ちゃんと出ていますか？」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 9 月号）
2018/08/01　「全身の”若さ” は”口の中” から始まる『口腔ケア』で健康革命」
　　　　　　（家庭画報、2018 年 9 月号）
2017/10/01　「抗老化寺子屋　不老は口から　唾液の活性化で若返る」
           　　　  （Fole( フォーレ )10 月号、みずほ総合研究所株式会社）

2017/09/01　「特集 1　『ドライマウス』は老化のサイン！？」
           　　　  （えがお手帖 vol.12 保存版、集英社 MyAge/OurAge）
2017/08/21　「めざせ 8020　歯が元気なら体も元気　第 10 回　心身の健康づくりに口周
　　　　　　 り筋肉強化を」（ＮＨＫテキストきょうの健康、2017 年 9 月号）
2017/06/18　「老化防止最前線　健康寿命は『歯と口』で決まる！」
　　　　　　 （サンデー毎日、2017.6.18 号）
2017/06/01　「季節の養生知恵袋　味覚の変化は老化のサイン！？　若さの秘訣は” 唾液力”
　　　　　　 にあり」 （養命酒製造株式会社、養命酒だより、夏号 2017 年 6 月）
2017/03/13　 「健康寿命を延ばす呼吸法」（週刊朝日、3 月 24 日特大号）
2016/11/01　 「乾いた口に、恵みの唾液を。増やすが勝ち！唾液健康法」（長寿の里　「は
　　　　　　 な笑み」、VOL.18）
2016/08/01　「口の渇き　ネバネバ　口臭の原因にも！中高年に増えている” ドライマウス”
　　　　　　 とは？」  （ヘルシーメイツ SUMMER 2016 NO.140）
2016/06/01　「今月の聞きどころ　私の終いの極意　伝授者③斎藤一郎」
          　　　　（NHK ラジオ深夜便、2016 年 6 月号）
2016/06/01　「健康生活のための口腔ケア　お口から健康に！」
         　　　　 （スタイルアサヒ、第 81 号、2016 年 6 月号）
2015/09/16　「老化と病気は『歯口力』で防ぐ　歯口力の低下は「老化を促進」「命を脅かす」
          　　　　 専門医からの警告！」(NHK ためしてガッテン秋）
2015/06/02　「タマネギの成分は唾液量を増やし肺炎や感染症を招くドライマウスの改善
　　　　　　 に期待大」 （安心、2015 年 7 月号）
2015/05/21　「口の乾き・舌の痛み　ドライマウス」（NHK きょうの健康、2015 年 6 月号）
2015/04/16　「唾液量が増加！タマネギの成分は口臭や肺炎を招くドライマウスを撃退す
　　　　　　 る効果大」（壮快　2015 年 6 月号）
2015/03/11　「特集　超高齢社会におけるドライマウスへの対応　
           　　　   いま、ドライマウスにどう取り組むべきか」（日本歯科評論　No.869 Vol.75(3))
2015/03/01　「健康相談室 Q&A　ドライマウス」
　　　　　　（ヘルスアンドライフ 2015　3 月号　 第 364 号）
2015/03/01　「タマネギ成分が唾液量を増やす」（化学　MARCH2015 VOLUME70)
2014/11/24　「唾液の力でインフル予防」（アエラ　No.51）
2014/10/07　「Health Talk 適切なケアと好奇心で” 昨日より健やか” を実践中　
            　　　  風吹ジュンさん × 斎藤一郎さん」（NHK 団塊スタイル　これでストップ！　
　　　　　　 私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/07　「ドライマウスが全身の健康に影響する！？　
         　　　　 『歯と口の健康』が若々しさを保つこつでした」（NHK 団塊スタイル　これで
　　　　　　 ストップ！私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/06　「大人の笑顔は『歯』で決まる！　口の中のアンチエイジングが、全身の美＆
　　　　　　  元気を サポートしてくれる！　頼れるドクターの進化型医療」
　　　　　　（My Age《マイエイジ》、2014 Autumn Vol.3、2014.10.6）
2014/10/01　「ドライマウスから考える健康長寿　-「口」からはじめる全身の健康増進 -」
     　　　　     （青淵　第 787 号、2014 年 10 月号）
2014/09/20 　「DRY?WHY? もしかしたら” ドライシンドローム” ？」
       　　　　    （Harper's BAZAAR( ハーパーズ　バザー )、November2014 No.6、2014.9.20）
2014/07 　　  「再録　暮らし＆健康とっておき情報　団塊スタイル 5/23 日放送より
         　　　　 『老化防止は口と歯から』」（NHK ウィークリーステラ、7/19－7/25）
2014/06  　　 「第一章　国連本部での報告会　斎藤一郎　鶴見大学歯学部病理学講座教授
　　　　　　 《寄稿文》（P.19）」 （国連の友Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Activity Repot Vol.3）
2014/06/05　「”口腔” から全身の健康を考える」（人間会議、2014 年夏号）
2014/06 　　  「A PERFECT SMILE エイジレス美女は、口もとで決まる。」
　　　　　　 （VOGUE JAPANヴォーグジャパン）
2014/05/07　「【口】美と健康の秘薬「唾液」をたくさん出しましょう」（婦人公論）
2014/05  　　 「口臭・味覚障害の原因になるドライマウスにご用心！」
　　　　　　   （産経新聞社暮らしの百科）
2014/04 　　  「超高齢社会と “からだの乾き”」（月刊事業構想）
2014/02 　　  「 SELFCARE TREND　ドライシンドローム　口が乾くドライマウス」
        　　　　  （へるすあっぷ 21、2014. NO.352）
2013/10　　   「特集　未来の医療が始まる●PART2　予防、アンチエイジングへ向かう医療現場
 　　　　　　  大学病院から発信する新規事業　未来を担うアンチエイジング」（月刊事業構想）
2013/09/05　 「内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周病になると、 動脈硬
　　　　　　  化も促進される。」 （クロワッサン特別編集保存版内臓・血液と血管のアンチ
　　　　　　 エイジング、P.36-39）
2013/07/11 　「続・ぎん言　第 12 回『長生きしたけりゃ口を動かさんとね』」（女性セブン）
2013/07 　　  「多くの人が抱える現代病ドライマウス」（別冊セルフドクター）
2013/05/17　 「死ぬまで寝たきりにならない総集編　介護いらずの体をつくる 30 の究極の
　　　　　　  法則　目・耳・口」（週間朝日）
2013/04/05　 「死ぬまで寝たきりにならない新シリーズ第 6 弾　名医直伝　若さを保つた
　　　　　　  めの目・耳・口のケア 15　噛む力の衰えは認知症一直線　歯のケアと口ま  
　　　　　　  わりの筋肉強化を」 （週間朝日　増大号）
2013/04　　   「歯のグラつき・出血　痛みなどがある人　入れ歯で食事に困る人でも噛める歯に
　　　　　　　なる。 【革命的】自力ケアが続々見つかりボケまで退き寿命も延びる！」（夢21）
2013/03  　　 「教えて　サイトウ先生！リョウ先生！　カルテ＃3　もっと動こうキレイに
　　　　　　 なろう！」 （ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012     　　　「ドクター Q&A　多くの人が抱える現代病　ドライマウス」
         　　　　 （ゆをみ 大正製薬ダイレクトコミュニケーションブック）vol.14）
2012/12/01　 「特集　体の中から健康チャージ　口から始めるエイジングケア」
      　　　        ( 季刊セルフドクター、2012 年冬号　vol.063 )
2012/11/30　 「知って得する！新名医の最新治療　Vol.256 唾液を増やす方法を幾つか組み
　　　　　　  合わせて治療　ドライマウス」（週刊朝日、2012/11/30 日号）
2012/11　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先生！
　　　　　　  カルテ＃2　うるおいのある毎日は素敵だ！」（ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012/09/22　「特集 / 読めば若返る！　歯・口　口内の健康はすべての健康につながる。
           　　　　唾液減少にも要注意   「加齢で進むドライマウス体の健康にも重大な影響」
 　　　　         （週刊東洋経済、2012　9/22 号）
2012/09/10　「元気アップ講座　口が乾いてネバネバ不快なドライマウスの予防・改善に、
            　　　  コエンザイム Q10 のサプリメントが役立つ」（パトス Vol.77）
2012/09 　　  （監修）「Mouth Care & Clean up! 口腔ケアを実践してお口だけじゃないカラ
　　　　　　 ダも 健康アップ！」（株式会社ライズファクトリー（パンフレット））
2012/09　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先
　　　　　　  生！カルテ＃１均質な老化を　目指そう。」（ISETAN MITSUKOSHI「PLAISIR」）

2012/09 　　  「口の乾き（ドライマウス）が歯周病、胃の不調の原因にも　唾液分泌を促
　　　　　　 す口元のトレーニング」（旬刊健康管理情報「健康のひろば」、第 1798 号）
2012/08/25　 「Women’ s clinic　舌痛症」（レタスクラブ、　Vol.755）
2012/07　　   「”不老長美” の土台づくり　あなたのその部分、何歳ですか？　第 14 回『舌』」　
　　　　　　  （HERS 7）
2012/06/28　「ときめきはアンチエイジングに効くんです」（女性セブン）
2012/06  　　 「ヘルシー & ビューティーの立役者　あなどるなかれ『だ液』のチカラ」
          　　　    （太陽笑顔 fufufu.. 9 号）
2012/05/25　「40 歳から始める、内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周
　　　　　  病になると、動脈硬化も促進される」（クロワッサン）
2012/05 　  「特別インタビュー　美しい体を維持するためには
　　　　　  「口の健康を維持し『全身の均質な老化』に心がける」」
       　　　   （HBR ヘルス＆ビューティー・レビュー　vol.26）
2012/05 　  「口から考える全身の抗加齢医学」（特別養護老人ホームまごころ館四街道　パ
　　　　　 ンフレット）
2012/04  　 「関係各科におけるシェーグレン症候群の現状と課題」(P.18-25)
         　　　 （Frontiers in Dry Eye- 涙液から見たオキュラーサーフェス　Vol.7 No.1 2012. 春号）
2012/04 　  「抗加齢専門医・指導士認定試験のための Q&A」(P.118-120)
       　　　   （アンチエイジング医学 - 日本抗加齢医学会雑誌　Vol.8/No.2）
2012/03  　 「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊ドクターズアイ、2012年春号vol.24)
2012/03 　  「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊セルフドクター、2012年春号vol.060)
2012/03  　 「口腔と周辺領域まで臨床にたすべき診療の目　ドライマウスが危ない！」
        　　　  （ザ・クインテッセンス　2012 vol.31 no.3）
2012/02   　「歯と健康ラボラトリー　口から始めるアンチエイジング」
        　　　  （朝昼晩、日本歯科医師会デンタルマガジン　No.29、）　
2012/01/31「口腔から考える全身の抗加齢（アンチエイジング）医学」
         　　　  （公益財団法人 8020 推進財団会誌（はち・まる・にい・まる）　No.11）
2012/01/15「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論別冊）
2012/01        「新春特集　歯科医療、次は何だ？　Part5 新たな時代の歯科外来を知る　
                        鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専門外来」（ザ・クインテッセンス　2012 　
　　　　　　vol.31 no.1）
2011/12/15「セミナー・イベントレポート　ロッテがビタミン B 群入りガムの顔貌に対する
　　　　　   効果を発表」 （食品工業）　
2011/10/27「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における全身検査」
     　　　　  (DHstyle　07、2011.October、Vol.5 No.63)
2011/10/27 「顔のしわ、あごのたるみも解消　歯科医が指導　１日数分のマウス体操で口
　　　　　　から全身の老化を防ぐ」( 女性セブン )
2011/10  　 「鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来におけるアンチエイジング医
　　　　　　療について」 （ANTI-AGING MEDICINE）
2011/10 　  「読む総合病院　なんでも相談室　舌がピリピリ痛みます」（ＮＨＫきょうの健康 10）
2011/08  　 「口腔乾燥症（ドライマウス）とコエンザイム Q10」（NHK きょうの健康 8）
2011/07  　 「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における口腔ケンサ」
　　　　　  (DHstyle　07、Vol.5 No.59)
2011/06　   「生活いきいき辞典　『口の力』を鍛えよう　- よく噛んで健康長寿に」（倫風）
2011/02 　  「明日へのことば　噛むことの再発見」（ラジオ深夜便）　　
2011/02 　  「口のふしぎと歯のふしぎ14　今さら誰にも聞けないのですが…、唾液の働きっ
　　　　　  て何ですか？」（DHstyle　Vol.5 No.54）
2011/01　   「口腔から全身の老化を防ぐ」（CLINICIAN（エーザイ株式会社発行）
　　　　　　No.594 Vol.58）　
2010/11/22「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論、NO.1310）
2010/11 　   「唾液はアンチエイジングの生命線・口の運動と笑顔で若さを保とう」　
         　　　  （HBR ヘルス＆ビューティーレビュー　vol.09）
2010/11 　  「噛む力を育てる…口からはじめるアンチエイジング　唾液は健康のバロメー　
　　　　　   ター。たくさん唾液を分泌する人は元気です！」（百楽）
2010/11　   「あんしん診療室　ドライマウス（口腔乾燥症）」（あんしん Life　Vol.461）
2010/10 　  「医療界が参戦するエイジング市場最前線　06 歯科大学初！アンチエイジング
　　　　　  外来新設の 新しい波」(re-quest/OJ)
2010/09/18「Review 03　『食べる力』」を鍛えてピンピン元気」（週間東洋経済）　
2010/09 　   「小さな不調 Q&A　放っておいても大丈夫？　口の中が乾く」（HERS）
2010/08 　   「健康長寿の秘訣とその実践法「カロリー制限」が寿命を延ばす」（たのやく　vol.79）
2010/05  　  「軽く見てはいけない『口の渇き』」（毎日が発見、No.76 ）
2010/02　    （監修）「かむかむダイエットでスッキリやせ！！」（FYTTE　No.249 ）　
2010/02  　  「不快なドライアイ＆ドライマウスと上手に付き合う　ドライマウス」
　　　　　　（日経ヘルスプルミエ）
2010/01  　  「顔たるみも解消　噛み噛みダイエット」（からだにいいこと）
2009/12  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング最終回」（nico）
2009/11/29   歯髄細胞バンク（週間朝日　増刊号　新「名医」の最新治療 2010）
2009/11 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１１」（nico）　
2009/10/15「『老化』は口の中にも。気がかりなドライマウス、自分でできるケア法は？」
          　　 　（クロワッサン特別編集）
2009/10  　  「不老は口から（都民向け講演会詳録より）」（東京都歯科医師会雑誌　第57巻第10号）
2009/10  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１０」（nico）　　
2009/09   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング９」（nico）　　　
2009/09  　  「正しく噛んで健康的に美しく！　噛む噛むパワーでアンチエイジング」（ボディプラス＋）
2009/08   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング８」（nico）
2009/07  　  「歯とお口からはじめるアンチエイジング」（財団法人 8020 推進財団発行）
2009/07  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング７」（nico）
2009/06  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング６」（nico）
2009/05/25「ドライマウス」（WEEKLYプレイボーイNO.25）
2009/05/21「不老は口から－口から考える抗加齢医学」
         　　　  （東京南ロータリークラブ週報　No.2926）　
2009/05 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング５」（nico）
2009/04  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング４」（nico）
2009/04 　   「高齢者のためのーアンチエイジング　口からはじめるアンチエイジング」
         　　　  （Health&Life 2009 Spring）
2009/04  　 「唾液の分泌を促しドライマウスを予防しましょう」（致知）
2009 春号　「６０歳からの健康法　急増するドライマウス～ストレスや薬の副作用が原因に
　　　　　  ～」（いきいき　Vol.33）
2009 春号　 「口臭の原因！おクチ乾いてない？口臭・ドライマウス対策」（健康情報）

2009/03　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング３」（nico）
2009/03  　 「新常識！「噛む」だけで笑顔も小顔も自在！」（bea’ s UP（ビーズアップ））
2009/02  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング２」（nico）
2009/02 　  「時計の針を戻す！アンチエイジング最先端哲学　最後の欲望、食欲を満たす口
　　　　　  を維持せよ」（addictam opera［アディクタム【オペラ】］、No.28）
2009/02  　 「あなたの健康相談室　ドライマウス」（月刊清流）
2009/01  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング」（nico）
2008/12  　   「特集　重金属・環境汚染物質から身を守る　歯科領域における有害金属の
            　　     全身ならびに口腔への影響」 ( アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑
　　　　　    誌、Vol.4 No.6)
2008/12  　   「アンチエイジングクリニック訪問　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジン
　　　　　　グ外来」  （アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑誌、Vol.4 No.6）
2008/11 　    「カラダの渇きを防ぐ　●唾液が減るとおこる　ドライマウス」
　　　　　　（へるすあっぷ 21）
2008/10/09   「健康　日本人 3000 万人以上が患っている！？　口の現代病ドライマウス　
　　　　　　キミは大丈夫？」  （R25、No.211）　　　
2008/10  　   「特集　新・カラダのふしぎをのぞく［2］ドライマウス　
            　　　 なぜ緊張すると口がカラカラになるのだろう？」( 健康ライフ、2　Vol.43)
2008/10    　 「歯磨きを十分に行っても虫歯や歯周病を繰り返す人は唾液不足が原因で対策
　　　　　　NO.1 は大学病院も行う舌鳴らし」（わかさ）
2008/08 　    「健康最前線　健やか life　ドライシンドローム “年だから” とあきらめない
　　　　　　乾燥改善は部位別対策で」（月刊ことぶき）　　　
2008/07 　    「注目の医療・介護増健施設　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来　
　　　　　　日本国内、歯学部では初のアンチエイジング専門外来」（暮らしと健康）
2008/07 　    「食事で行う歯周病＆虫歯予防　食べる物で、食べ方でお口を変える！！」（日経ヘルス）
2008/06   　  「“report “　抗加齢医学の重要性を強調！第２回指導士育成セミナーおよび
           　　　 第６回講習会開催される」(DHstyle、2008.June、Vol.2 No.19)
2008/06 　    「歯周病の予防が全身のアンチエイジングに！」（日経ヘルスプルミエ、創刊 2 号）
2008/06/01   「口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いてない？」（日経ヘルス
　　　　　　特別付録）
2008 冬号　 「快口一番　ガムを噛んでる？抗酸化物質を配合の『噛む』サプリメントへの夢」（ゆたか）
2007/12　     「女性のお悩み解決手帳 24 口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いて
　　　　　　いない？」  （日経ヘルス）
2007/11 　    「健康づくり　Q&A」（健康づくり、No.355）
2007/10 　    「加齢とともに増える「口臭＋歯周病」４０代から始める口腔ケア」
       　　　     （日経ヘルスプルミエ）
2007/09    　 「口腔から実践する抗加齢医学　－新たな歯科医療の展開を求めて－」
       　　　     （栃木県歯科医学会誌　第 59 卷）
2007/09　     「いきいきマイライフ　第 33 回　若さと健康のもと「唾液」が減少するドラ
　　　　　　イマウス」 （まいんど、vol.19）
2007/07　     「名医に聞く治療の最前線　ドライマウス（口腔乾燥症）」（毎日らいふ）
2007/07    　 「ドライシンドローム撃退キャンペーン第１回　ドライマウス」
　　　　　　（からだにいいこと）
2007/07   　  「歯周病やドライマウスは老化のサイン『口から始めるアンチエイジング』」
　　　　　　（SUNTORY 美感遊創、第 58 号）
2007/07  　   「虫歯も歯周病も一気に防ぐ最新テクニック　お口の健康はよくかむことから！
            　　　 唾液が口を洗浄、殺菌」（日経ヘルス）
2007 夏号      「快口一番　ちゃんと噛んでる？若返りの秘訣　噛んで唾液を出す」（ゆたか）
2007 夏号      「健康相談 Q&A 口が乾いて話しもできにくい。。。。。。」（けんぽニュース
　　　　　　（健康保健組合））
2007/06/29  ドライマウスと虫歯の怖い関係」（こっこクラブ No.129）
2007/06/29   「ドライマウスと歯周病で高まる誤嚥性肺炎の危機　中高年のための口腔ケア」
    　　　        （健康第一、 Vol.5）
2007/06/15   「基調講演特別レポート『口腔から実践する全身のアンチエイジング医学』
　　　　　　骨子」 (tiːθ、vol.8)
2007/06 　　「噛めば噛むほど唾液の分泌がよくなる」（へるすあっぷ２１，2007.NO.272）
2007/05 　　「口腔乾燥症を診る」（DENTAL DIAMOND、2007 MAY Vol.32 No.457）
2007/04  　   「サクセスフル・エイジングへの道〈第７回〉　マウスサインを見逃さないで！」
           　　　 （ロフィシャルジャポン、 No.016、April 2007）
2007 春号　   「快口一番　口臭大丈夫？増えているドライマウス」（ゆたか）
2007/03/10    「ドライマウス」（日本歯科医師会雑誌、3/10 号［第 59 卷第 12 号］）
2007/01/31    「ドライマウス（口腔乾燥症）の原因と対処法」
          　　　　（日本大学歯学部同窓会雑誌、第 51 卷第 5 号別冊学術特集号 No.22）
2007/01  　    「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（３）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2007Winter）
2006/12  　　 「▼特集▼オーラルケア研究の最前線と食品開発　ドライマウス
　　　　　　（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（食品加工技術、Vol.26 No.4）
2006/12 　    「更年期から始まる７　口の乾きが気になったら、ドライマウスを疑ってみる。」  
　　　　　　（クロワッサン特大号、12/10）
2006/10/15    「アンチエイジング８　歯科からのアンチエイジング」（食品工業）
2006/10          「口腔は健康の窓口②　ドライマウスの症状と原因」（THE Neighbor、VOL.392）
2006/10          「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　  「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（２）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2006Autumn）
2006/09  　　 「口腔は健康の窓口①　口腔の仕組み」（THE Neighbor、VOL.391）
2006/08/10　「話題のアンチエイジングクリニックを体験　人間ドックではわからない、
           　　　 あなたのカラダ年齢。」( クロワッサン、8/10 号）
2006/08/10　「第２回抗加齢歯科医学研究会が開催さる」（日本歯科評論 No.766 Vol.66(8)）
2006/08  　   「１年で１歳若返るアンチエイジング大研究　口の渇きは危険信号！気づかな
　　　　　　いと怖い  「ドライマウス」の危険から身を守る」 （百楽）
2006/08 　    「口腔から全身を考えるアンチエイジング医学の実践」（ＺＯＯＭ　ＵＰ、No.123）
2006/08  　   「連載　口からはじめるアンチエイジング　ドライマウスは老化の兆候」
　　　　　　  （アンチ・エイジング医学、Vol.2 No.3）
2006/08 　    「口の中にも「老化」はあります、いまから始めるケア法。」
　　　　　　（クロワッサン、8/10 号）
2006/07/28    「あなたを癒す第 27 回　医心伝身」（週刊ポスト）
2006/07/14    「名医の最新治療 75　女性の病気７　シェーグレン症候群」（週刊朝日）
2006/07/10    「新連載　更年期から始まる２　女性ホルモンが減り始めたら歯周病予防は欠

　　　　　　かせません。」  （クロワッサン）
2006/07　     「アンチエイジングは口元から。健康と美容に、いいことばかりの歯のリフォー
　　　　　　ム大作戦」   （クロワッサン Premium）
2006/07  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　 　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（１）」
　　　　　　 （Home Care MEDICINE、2006Summer）
2006 夏号　　「不老への挑戦　口腔から全身医療へ」（Medi Café、Vol.1 No.2）
2006/06/28　「連載　科学的運動のすすめ⑤　口腔筋機能療法による顎顔面周囲筋のトレー
　　　　　　  ニング」（アンチエイジング医学 Vol.2 No.2）
2006/06/28　「更年期からの女性はとくにご用心。あなたに乾燥注意報！」（いきいき）
2006/06/28　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス）
2006/06/25　「ドライマウスについて知ろう」（わくわくからだ探検　第１集）
2006/06/08　「女のカラダ SOS　第３１回　口臭」（女性セブン）
2006/06/01　「百科繚乱̶特別外来めぐり　カラダの危険信号「ドライマウス外来」」（週刊新潮）
2006/05/5-12「医療シリーズ　中高年を中心に急増する現代病　ドライマウス特集」（週刊朝日）
2006/05 　　  「動き出した抗加齢歯科医学の現状」（DENTAL DIAMOND、Vol.31 No.441）
2006/05 　　  「特色のある“専門ドック“̶大学病院でフルチェック！アンチエイジング外来̶」（美的）
2006/05　　   「行ってきました、専門外来　第０５回ドライマウス外来̶鶴見大学歯学部附
　　　　　　 属病院」 （Nursing Today）
2006/04/10     「現代・口腔外科治療のクライテリア　口腔乾燥症（ドライマウス）の診断と対処」
　　　　　 　（一般臨床家、口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル ‘０６）
2006/04  　　 「抗加齢医療 ̶診断と治療の最前線　歯科医からのアンチエイジング・アドバ
　　　　　　  イス」  （モダンフィジシャン、2006.4）
2006/04 　　  「特集アンチエイジング　口腔から考えるアンチエイジング」
        　　　　   （Medical Science Digest 4 月臨時増刊号、vol.32 No.5 2006 通巻 410 号）
2006/04  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　
　　　　　　      「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（２）（Home Care MEDICINE、2006Spring）
2006/03　　   「⑥ドライマウスは老化のサインー生活習慣病の兆候̶」（デンタルハイジーン）
2006/03  　　 「聞いてみよう　薬剤師の知りたいこと60　ドライマウス」（調剤と情報）
2006/03 　　  「口から始めるアンチエイジング歯科医学 6　ドライマウスは老化のサイン 
　　　　  　　 －生活習慣病の徴候－」（デンタルハイジーン）
2006/02/07　「女性の医学最前線　ドライマウス」（婦人公論）
2006/02  　　 「⑤アンチエイジングのための食事療法」（デンタルハイジーン）
2006/01/15　「ドライマウスについて」（シェーグレンの会会報）
2006/01 　　  「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　 
　　　　　　　「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（１）（Home Care MEDICINE、2006Winter）
2006/01　　   「④フェイシャルトレーニングの実際」（デンタルハイジーン）
2006/01  　　 「アンチエイジング医学と歯科医療」（歯界展望）
2006     　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22     「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09     「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病の Q&A ̶重金属汚染̶」　
　　　　　      （週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12　　   「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
       　　　　   （医薬ジャーナル）
2005/12 　　  「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12 　　  「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29     「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
        　　　　  （デンタルハイジーン）
2005/11   　　「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）
2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　  実現を～」　（Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学 ̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
　　　　  　　 （アンチ・エイジング歯科医学 ̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10  　　 「口の老化は心身の老化 ̶抗加齢歯科医学の実践̶」
　　　　　　   （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10 　　  「①歯科衛生士の新たな職域 ̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10　　   「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」（歯科衛生士）
2005/09           「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」（歯科衛生士）
2005/08           「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」（歯医者さんの待合室）
2005/08           「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07             「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30      「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30      「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春　第 31 号）
2005/06/30      「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29      「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29     「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　 「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28     「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27     「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケアVol.11 No.3）
2005/06           「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06           「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケアvol.4）
2005/06           「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌をキープ！」 
　　　　　　 （マイファーマシー）
2005/06 　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」（50代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」（社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03 　　  「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」
　　　　　　 （デンタルハイジーン）
2005/02 　　  「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」（コムスン通信No.16）
2005/02  　　 「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）



講演 / シンポジウム一覧
2020/10/20　     第 675 回松江赤十字病院集談会　特別講演
2020/10/6-7　   第 73 回日本酸化ストレス学会／第 20 回日本 NO 学会合同学術集会
　　　　　　　ランチョンセミナー 2
2020/02/02　　大垣歯科医師会　学術講演会
2020/01/29　　Care Show Japan 2020　統合医療展　セミナー
2020/01/22　　公益財団法人いきいき埼玉　彩の国いきがい大学伊奈学園　講演
2019/12/17　　サラジェン Web 講演会　講演
2019/12/16　　健康保険組合連合会神奈川連合会　健康増進講習会　講演
2019/11/14　　ME-BYO サミット神奈川 2019　分科会③　
2019/11/03　　第 9 回電子免疫治療研究会カンファレンス　教育講演
2019/10/04　　食品開発展 2019　講演
2019/08/21　　日本スキン・エステティック協会 JSA セミナー 2019　Vol.47　招聘講演　
2019/07/12　　株式会社第一物産グループ新事業年度総会　招聘講演
2019/07/10　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/07/08　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/06/09　　厚労省自己免疫疾患医療講演会　講演
2019/05/18　　第 15 回日本疲労学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 1
2019/02/28 　   第 11 回河田町歯科口腔外科懇話会
2019/02/16　　明石市歯科医師会主催介護予防研修会　講演
2019/01/25        健康博覧会 / FOOD DESIGN EXPO 2019
2019/01/23　　Care Show Japan 2019　統合医療展　セミナー
2019/01/21　　日本抗加齢医学会　第 3 回メディアセミナー
2018/10/05　　食品開発展 2018　講演
2018/09/22         NPO 法人くすり・たべもの・からだの協議会主催第 15 回講演会
2018/08/25　　第 29 回日本臨床口腔病理学会総会・第 11 回日本口腔検査学会総会共催
　　　　　　　学術大会 4 学会シンポジウム
2018/07/07　　第 5 回かねろくの会　講演
2018/06/22-24  国際 CoQ10 学会　講演
2018/06/08　　第 7 回江戸川ライン SS 研究会 　特別講演
2018/05/26　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 14
2018/05/25　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 4
2018/05/22　　品川シルバー大学　講演
2018/02/08　　第 2 回栃木県歯科病診連携の会　講演
2018/01/21　　明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法　講演
2018/01/14　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/11/23　　福岡県歯科医師会お口のサポート講習会
2017/11/17　　第 33 回食の文化を考えるミズホ学級　講演
2017/11/06　　新宿区歯科講演会
2017/10/10　　中野区医師会内科医会内分泌・膠原病グループ講演会　特別講演
2017/09/01　　練馬区口腔機能向上講演会
2017/08/05　　第 15 回亜鉛栄養治療研究会　特別講演
2017/07/26　　ウェルネスフードジャパン　セミナー
2017/06/29　　三越伊勢丹グループ講演会　札幌
2017/06/23　　三越伊勢丹グループ講演会　福岡

2017/06/17　　三越伊勢丹グループ講演会　仙台
2017/06/14　　三越伊勢丹グループ講演会　高松
2017/06/08　　横浜市西区医師会　学術講演会
2017/06/02　　第 17 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 6
2017/05/28　　三越伊勢丹グループ講演会　新潟
2017/05/26　　ifiaJAPAN2017 / HFE JAPAN2017　セミナー　講演
2017/04/27　　口腔アンチエイジングセミナー　講演
2017/04/12　　蕨戸田市医師会　学術講演会
2017/01/15　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/01/11　　事業構想大学院大学　セミナー講演
2016/11/16　　大田区口腔機能向上講習会
2016/11/13　　日本口腔粘膜機構設立記念講演会
2016/10/23　　平成 28 年度杉並区よい歯ファミリーフェスティバル講演会
2016/10/21　　平成 28 年度渋川市介護予防講演会
2016/10/16　　第 6 回電子免疫治療研究会カンファレンス　特別講演
2016/09/27　　NPO 法人健康食品フォーラム第 35 回健康食品セミナー
2016/09/18　　第 4 回日本ドライシンドローム学会 シンポジウム 1
2016/09/09　　第 25 回シェーグレン症候群学会学術集会　ランチョンセミナー 2
2016/07/20　　中部国際空港　スタッフ向けセミナー
2016/07/16　　2016 近畿大学アンチエイジングセンター第 16 回市民公開講座
2016/07/09　　国公私立大合同進学ガイダンス夢ナビライブ 2016　講演
2016/06/28　　品川シルバー大学　講演
2016/06/28　　座間市介護予防事業講演会
2016/05/21　　第 3 回北関東医療・健康イノベーションフォーラム　講演
2016/02/14　　第 9 回丸山記念総合病院歯科口腔外科病診連携講演会
2015/12/14　　練馬区光が丘保健相談所　歯科講演会
2015/12/10　　松本歯科大学総合歯科医学研究所セミナー
2015/12/07　　山梨口腔外科集談会　特別講演
2015/11/13　　佐倉市在宅歯科講演会
2015/10/18　　秦野の会　講演
2015/10/17　　松本歯科大学校友会山梨県支部　学術講演会
2015/10/02　　練馬区関保健相談所　口腔機能向上講演会
2015/09/27　　和歌山県歯科医師会学術大会　講演
2015/09/04　　乾燥症状連携ミーティング　特別講演
2015/07/12　　平成 27 年度福島県歯科衛生士会研修会
2015/06/24　　荒川区口腔保健講演会
2015/05/29　　第 15 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 5
2015/03/14　　第 4 回兵庫・大阪シェーグレンフォーラム　特別公演
2015/03/05　　一般社団法人日本音楽健康協会設立記念シンポジウム
2015/01/30　　昭島市歯科講演会
2015/01/26　　エコールドロイヤル公開講座
2015/01/11　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/11/25　　キッセイ薬品工業株式会社　社内研修会
2014/11/15　　日本歯科人間ドック学会第 17 回学術大会　特別講演
2014/11/09　　鶴見大学歯学部同窓会栃木支部　学術講演会
2014/10/29　　伊勢丹立川店　セミナー
2014/10/23　　東京都小金井歯科医師会　市民公開講座
2014/10/15　　東京都中央区京橋歯科医師会　学術講演会
2014/10/12　　秦野ヨガの会　講演
2014/10/04　　第 48 回日本口腔科学会関東地方部会　教育講演
2014/09/19　　第 19 回膠原病臨床病理研究会
2014/03/07　　足立区スマイルアップ講習会
2014/03/05　　株式会社第一興商　エルダー事業推進会議
2014/02/20　　IMEC2014　第 10 回統合医療展アンチエイジングフォーラム
2014/02/06　　事業構想大学院大学　ドライマウスセミナー
2014/02/01　　足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会
2014/01/26　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/01/19　　第 3 回日本ドライシンドローム学会　シンポジウム１
2013/12/14　　第 144 回盛岡おおどおり健康教室
2013/11/23　　日本健康医療学会総会第 6 回学術大会　特別講演
2013/11/11　　新宿区四谷保健センター　ドライマウス専門相談
2013/10/27　　第 12 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2013/10/20　　平成 25 年世田谷区歯科医師会　区民向け講演会
2013/10/12　　第 58 回日本口腔外科学会総会・学術大会 口腔三学会合同シンポジウム
2013/10/06　　平成 25 年度東京都歯科医師会生涯研修セミナー　ランチョンセミナー
2013/10/01-07（株）三越伊勢丹ホールディングス　『笑顔』トレーニングセミナー
2013/09/15　　第 6 回日本口腔検査学会総会・学術大会　
              　　　　ランチョンセミナー、共催シンポジウム１
2013/09/12　　第 72 回一般社団法人日本栄養評議会　勉強会
2013/09/10　　9 月 10 日スペシャルセミナー
2013/07/18　　第 2 回ドライシンドローム診療連携会　特別講演
2013/07/14　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/07/14　　更年期と加齢のヘルスケア第 4 回カウンセラー・アドバイザー研修会
2013/06/29　　平成 25 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　教育講演 3
2013/06/28　　第 13 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 3
2013/05/26　　日本臨床形成美容外科医会・研修会
2013/05/26　　第 9 回世界歯内療法会議　シンポジウム 7
2013/04/05　　第 117 回日本眼科学会総会　シンポジウム 09
2013/03/10　　姫路市歯科医師会第７回市民公開講座
2013/03/03　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/01/20　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/11/14　　東京都大田区大森歯科医師会 第 3 回学術講演会
2012/11/09　　小樽市歯科医師会　学術講演会
2012/11/08　　株式会社三越伊勢丹　社内研修　講演
2012/11/04　　第 11 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2012/10/28　　第 51 回広島県歯科医学会併催第 96 回広島大学歯学会　特別講演
2012/10/25　　第 65 回日本自律神経学会総会　シンポジウム 3　

2012/10/12　　ＧＳ世代研究会 第 3 回勉強会
2012/10/10　　日本統合医療普及推進協会 2012 年度第 1 回勉強会
2012/10/01　　千代田区千代田保健所 口元からアンチエイジング教室　講演
2012/09/08　　第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム
2012/07/30　　社団法人日本私立歯科大学協会　第 3 回歯科プレスセミナー
2012/07/08　　更年期と加齢のヘルスケア学会　第 4 回カウンセラー研修会
2012/07/01　　日本訪問歯科協会　実践！訪問歯科アドバンストコース　講演
2012/06/24　　第 12 回日本抗加齢医学会総会　市民公開講座　
2012/06/11　　歯科再生医療産学連携会議　第 13 回産学連携フォーラム
2012/05/29　　日本抗加齢医学会・日本白内障屈折矯正手術学会　
　　　　　　　合同エデュケーショナルセミナー
2012/05/20　　全国膠原病友の会　神奈川県支部主催　医療講演会
2012/05/19　　日本口腔感染症学会セミナー＆認定制度講習会　
              　　　　スプリングカンファレンス in Tokyo 2012　教育講演
2012/05/17　　第 12 回奈良抗加齢研究会　特別講演
2012/05/13　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線　講演
2012/04/15　　埼玉県病院歯科連絡協議会総会学術講演会
2012/03/25　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/03/18　　第 8 回日本歯科産業学会　春季大会
2012/03/04　　日本ドライシンドローム学会発足記念講演会
2012/03/02　　まごごろ館四街道開設記念セミナー
2012/02/10　　スマイルアップあだちちゅうりっぷ体操完成記念講演会
2012/02/07　　株式会社第一興商ブロック長会議　特別講演
2011/12/10　　第 9 回日本機能性食品医用学会・総会　教育講演
2011/12/03　　アンチエイジングフェスタ 2011　抗加齢医学の実践　シンポジウム 3　
2011/11/27　　第 6 回日本美容抗加齢医学会　パネル 2 
2011/11/04　　鶴見大学「先制医療研究センター」設立記念シンポジウム　
　　　　　　　 先制医療の最前線
2011/11/02　　新宿区牛込保健センター歯科講演会
2011/10/23　　第 1 回抗酸化歯科研究会学術講演会　講演
2011/10/22　　戸塚泉栄 3 支部合同学術講演会
2011/10/07　　日本香粧品学会　第 36 回教育セミナー　講演
2011/09/10　　上越・柏崎地区学会　講演
2011/09/03　　5th SFRR-ASIA 8th ASMRM 11th J-mit CoQ Session
2011/07/17　　第 26 回日本歯科心身医学会総会・学術大会　特別講演Ⅰ
2011/07/09-10  富士見会研修会
2011/07/03　　第 27 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2011/06/11　　第 29 回日本顎咬合学会学術大会・総会　
　　　　　　　テーブルクリニック　セッション 1　
2011/06/02　　神奈川県保険医協会歯科部会　2011 年 6 月度　歯科臨床研究会
2011/05/27　　第 11 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　教育講演 1、
　　　　　　　アフタヌーンセミナー 4
2011/02/27　　静岡県保険医協会市民公開講座
2011/02/20　　平成 22 年度東京都町田市歯科医師会市民公開講座
2011/02/15　　日本抗加齢医学会エデュケーショナルセミナー
2011/02/06　　平塚歯科医師会第 4 回市民公開講座
2011/01/30　　松本歯科大学校友会神奈川支部学術講演会
2011/01/22　　太田新田歯科医師会第 11 回市民公開講座
2011/01/16　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2010/11/29　　寺尾地区・寺尾第二地区合同研修会
2010/11/28　　東京歯科保険医協会第 6 回「歯と健康」フォーラム
2010/11/28　　第 8 回国際顎頭蓋機能学会日本部会学術大会　教育講演
2010/11/27　　西宮市歯科医師会秋の学術講演会
2010/11/25　　鎌ヶ谷市 平成 22 年度いい歯の日講演会
2010/11/20　　よこはま大学開港塾 2010
2010/11/12　　新宿区牛込保健センター　口腔乾燥症（ドライマウス）講演会
2010/11/11　　第 64 回日本臨床眼科学会内専門別研究会　
　　　　　　　オキュラーサーフェス研究会　第 30 回ドライアイ研究会
2010/11/06　　昭島市市民公開講座 第 14 回歯の保健衛生講習会
2010/11/06　　第 4 回見た目のアンチエイジング研究会講習会
2010/11/01　　千代田保健所　平成 22 年度　口元からアンチエイジング教室　講演　
2010/10/30　　福山地区歯科衛生連絡協議会　平成 22 年度中高年歯科保健講演会
2010/10/22　　Molecular Jungle 2010　特別講演
2010/10/16　　特定非営利活動法人口腔医科学会　平成 22 年度　第 14 回学術大会　
　　　　　　　招待講演
2010/10/02　　佐世保臨床歯学研究会
2010/09/29　　藤沢歯科臨床懇話会　講演
2010/09/28　　Asia Innovation Forum　サテライトプログラム（スピーカー）
2010/09/21　　第 52 回歯科基礎医学会　学術大会・総会　メインシンポジウム１
2010/09/17　　第 3 回ナノバイオメディカル学会大会　特別講演
2010/09/09　　第 19 回日本シェーグレン症候群学会　シンポジウム１　
2010/09/06　　近畿バイオインダストリー振興会議 
　　　　　　　第 2 回 生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会
2010/09/04　　西日本新聞社主催　市民公開講座　
2010/08/07　　河北新報社主催　市民公開講座　
2010/07/31　　第 20 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　ランチョンセミナー　
2010/06/27　　北海道新聞社主催　市民公開講座
2010/06/26　　三原市歯科医師会学術講演会
2010/06/20　　茨城県保険医協会講演会
2010/06/13　　第 10 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 17
2010/06/06　　第 44 回愛歯のつどい　講演
2010/05/30　　静岡新聞社・静岡放送主催　市民フォーラム
2010/04/18　　日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校同窓会　講演
2010/03/28　　世田谷区民向け講演会
2010/03/14　　鹿沼ロータリークラブ 50 周年記念式典・祝賀会記念講演
2010/02/24　　東京都三鷹市歯科医師会学術講演会
2010/02/22　　龍門グループパートナー会賀詞交換会講演会

2010/02/18　　新潟ドライマウス学術講演会　特別講演
2010/02/06　　伊勢丹セミナーエイジングケアスペシャル対談
2010/01/22　　第 43 回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会　特別講演
2009/12/20　　歯髄細胞バンク第 1 回ワークショップ
2009/12/13　　口腔感染症フォーラム 2009
2009/12/11　　東京都牛込歯科医師会　スタディ会
2009/11/21　　広島市民向けフォーラム　口腔ケアとアンチエイジング　講演
2009/11/20　　第 6 回日本口腔ケア学会総会・学術大会　シンポジウムⅡ
2009/11/19　　第 20 回　ゼルコバの会　学術講演会
2009/11/18　　第 584 回　東京松風歯科クラブ例会
2009/11/08　　板橋区・東京都板橋区歯科医師会主催講演会
2009/11/07　　第 9 回平成 21 年度都民向け講演会
2009/10/31　　福島県保険医協会歯科学術研究会
2009/10/28　　東京都世田谷区歯科医師会学術講演会
2009/10/24-25  伊勢丹セミナー
2009/10/03　　日本咀嚼学会第 20 回記念大会　シンポジウムⅠ　
2009/09/21　　抗加齢医学の実際 2009　Lecture3
2009/09/13　　09 丹青会セミナー
2009/08/30　　東京形成歯科研究会認定講習会
2009/08/20　　国立長寿医療センター平成 21 年度口腔ケア研修会
2009/08/07　　金沢膠原病フォーラム
2009/07/05　　大阪府歯科衛生士会研修会
2009/07/02　　第 2 回神奈川アンチエイジング研究会
2009/06/13　　置賜地区歯科医師連合会学術講演会
2009/06/05　　第 19 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　シンポジウム 1
2009/06/04　　品川シルバー大学　
2009/05/31　　日本全身咬合学会第 15 回認定研修セミナー
2009/05/30　　第 1 回泌尿器抗加齢医学研究会講演
2009/05/29　　第 9 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　シンポジウム 11
2009/05/08　　第 8 回多摩川フォーラム特別講演
2009/05/07　　東京南ロータリークラブ例会
2009/04/26　　株式会社伊勢丹セミナー
2009/04/18　　第 4 回相模原市・大和市整形外科医会学術研修会
2009/03/27　　株式会社ロッテ中央研究所　講演会
2009/03/12　　統合医療展 2009 医療実践セミナー
2009/02/14-15  大阪大学歯学部同窓会第 6 回歯科臨床セミナー
2009/01/30　　第 6 回日本コエンザイムＱ協会研究会　特別講演
2009/01/25　　上都賀歯科医師会　学術・公衆衛生 合同研修会
2008/12/06　　東京都滝野川歯科医師会学術研修会
2008/11/30　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2008/11/22　　第 4 回日本抗加齢医学会北海道研究会講習会
2008/11/19　　東京都調布市歯科医師会学術講演会
2008/11/16　　第 12 回上小「いい歯の日」フェスタ　特別講演
2008/11/16　　板橋区・板橋区歯科医師会平成 20 年度歯科講演会
2008/11/15　　第 21 回日本歯科医学会総会サテライトシンポジウム 2
2008/11/14　　第 27 回中村いやしの会　特別講演
2008/11/09　　愛知県歯科医師会平成 20 年度学術講演会
2008/11/05　　東京都小金井市歯科医師会　市民公開講座
2008/10/25　　日本大学松戸歯学部公開講座
2008/10/19　　第 60 回近畿北陸地区歯科医学大会　特別講演
2008/10/09　　リカルデントプレスセミナー
2008/10/04　　岩手医科大学平成 20 年度　ハイテクリサーチプロジェクト研究成果発表会
　　　　　　　特別講演
2008/10/02　　横浜市鶴見区介護予防週間講演会
2008/09/04　　山武郡市歯科医師会学術講習会
2008/08/23　　第１回日本口腔検査学会総会・学術大会　特別講演
2008/07/11　　東京医科歯科大学歯学部附属病院看護部教育委員会　特別講演
2008/06/19　　第 19 回日本老年歯科医学会総会・学術大会内　
　　　　　　　日本老年医学会・日本学術会議合同　公開シンポジウム
2008/06/18　　第 5 回泌尿器領域の医療とケア研究会
2008/06/01　　相模原市歯科医師会　歯の衛生週間事業　講演
2008/05/31　　平成 20 年度十日町口腔科学アカデミー学術講演会
2008/05/21　　国立市歯科医師会学術講演会
2008/04/26　　第 51 回日本歯科理工学会学術講演会　公開シンポジウム
2008/04/17　　第 62 回日本口腔科学会学術集会
2008/04/16　　SUPPLY EXPO JAPAN 健食原料・素材・OEM 展 2008
2008/03/22　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食機能療法と栄養管理セミナー
2008/03/18　　統合医療展 2008 医療実践セミナー
2008/03/04　　アドバイザリーミーティング
2008/02/24　　香川県歯科医師会・香川県　平成 19 年度 8020 県民公開講座
2008/02/22　　横浜市鶴見区認知症予防講演会
2008/02/09　　サラジェン効能追加記念全国講演会　基調講演
2008/02/03　　富山三二会クリニカルカンファレンス新年講演会
2008/01/29　　日本大学大学院松戸歯学研究科大学院特別講義・セミナー
2008/01/26　　The Joint Meeting of the 3rd Symposium on "Oral Health Science" and 
             　　　　 the 3rd symposium on "Dental and Craniofacial Morphogenesis and 
             　　　　 Tissue Regeneration"
2007/12/09　　第 7 回長崎口腔科学フォーラム
2007/12/08　　第 52 回日本唾液腺学会　特別講演
2007/12/01　　鶴見大学歯学部同窓会山形県支部学術講演会
2007/11/29　　第 35 回薬物活性シンポジウム市民公開セミナ－
2007/10/29　　株式会社コーチ・トゥエンティワン社内講演会
2007/10/16　　日本民間放送連盟・東京支社長会月例会
2007/10/13　　名古屋市守山区・東区・北区歯科医師会３区合同学術講演会
2007/09/30　　第 20 回柏市口腔衛生大会記念市民公開講座
2007/09/29　　第 52 回日本口腔外科学会総会・学術大会　シンポジウム
2007/09/28　　オーラルケアセミナー

2007/09/23　　第 5 回日本再生歯科医学会　特別講演
2007/09/17　　抗加齢医学の実際 2007
2007/09/13　　渋谷区歯科医師会第 1 回学術講演会
2007/08/31　　第 49 回歯科基礎医学会 シンポジウム 4
2007/08/26　　松風歯科クラブ臨床講座
2007/07/14　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食・機能療法と栄養管理セミナー 2007
2007/07/05　　第 17 回日本口腔粘膜学会総会　シンポジウム
2007/06/29　　北海道医療大学個体差健康科学研究所セミナー
2007/06/10　　福島県歯科医師会第 1 回「口腔と全身疾患の関係」学会
2007/05/12　　日本アンチエイジング歯科学会第 2 回学術大会　基調講演
2007/04/22　　福井県歯科医師会学術講演会
2007/04/07　　第 27 回日本医学会総会
2007/04/01　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2007/03/30　　健康博覧会 2007 記念セミナー
2007/03/22　　Anti-Aging Medicine in Asia from Middle East to Japan
2007/03/20　　株式会社なとり社内講習会
2007/03/14　　東京都中央区京橋歯科医師会学術講演会　
2007/02/25　　兵庫県保険医協会歯科定例研究会
2007/02/22　　第 246 回宮城県保険医協会研究会
2007/02/04　　日本大学松戸歯学部大学院セミナー
2007/01/27　　飯田下伊那臨床研究懇談会学術懇談会
2007/01/24　　東京大学大学院医学系研究科コカ・コーラ抗加齢医学講座
              　　　　第五回加齢医学セミナー
2006/12/10　　銚子市歯科医師会学術講演会
2006/12/07　　群馬県歯科保健大会県民講座講演
2006/12/02　　平成 18 年度東京都歯科医師会都民向け講演会
2006/12/01　　第 16 回食と健康研究会
2006/11/27　　東京都台東区浅草歯科医師会第 2 回学術講演会
2006/11/20　　東京医科歯科大学第 12 回大学院医歯学総合研究科大学院セミナー
2006/11/17　　城東歯科医師会学術講演会
2006/11/14　　東京インプラントアソシエーション第 97 回勉強会
2006/11/12　　千葉県歯科医師会デンタルスタッフセミナー
2006/11/09　　船橋市歯科医師会市民公開講座
2006/11/05　　第 59 回栃木県歯科医学会　特別講演
2006/11/01　　横浜市神奈川区歯科医師会学術講演会
2006/10/28　　鶴見大学歯学部同窓会九州支部学術講演会
2006/10/25　　瀬谷歯科医師会学術講演会
2006/10/24　　東京都立心身障害者口腔保健センター歯科衛生士集団研修会
2006/10/15　　鶴見大学歯学部同窓会茨城県支部学術講演会
2006/10/14　　第 5 回日本国際歯科大会’ 06 歯科衛生士シンポジウム
2006/10/02　　新宿区四谷保健センター講演会
2006/09/13　　神戸市垂水区歯科医師会垂水会　講演会
2006/09/10　　平成 18 年度稲沢市歯科医師会学術講習会
2006/08/25　　足立区歯科医師会歯科医療研究部 ADE 会
2006/08/20　　明海大学歯学部同窓会学術研修会
2006/08/19　　第 59 回北海道歯科学術大会　特別講演
2006/08/18　　第 17 回日本口腔病理学会総会・学術大会　セミナー
2006/07/28　　国立長寿医療センター NILS セミナー
2006/07/23　　東京医科歯科大学歯科同窓会学術部講演会
2006/07/09　　第 4 回フリーラジカルセミナー
2006/07/02　　東京アンチエイジングレビュー 2006　
2006/06/18　　日本大学歯学部同窓会生涯教育研修セミナー
2006/06/03　　第５回九州シェーグレン症候群研究会　特別講演
2006/05/28　　ＵＣＬＡインプラントアソシエーションジャパン第 2 回講演会　
2006/05/14　　第 8 回山口摂食嚥下技術セミナー　
2006/05/11　　前橋市歯科医師会学術講演会
2006/03/23　　宮城ドライマウス講演会　特別講演
2006/03/18　　大阪大学歯学部同窓会第 357 回臨床談話会
2006/03/03　　APPI ANTI AGING CLUB 2006　
2006/02/19　　小石川・文京区歯科医師会区民と歯科医師会のつどい
2006/02/19　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2006/02/16　　日本食品機械研究会オーラルケア研究の最前線と食品開発　
2006/01/24　　平成 17 年度福井ライフ・アカデミー現代的課題講座１　
2006/01/21　　平成 17 年度長崎県歯科医師会学術研修会　
2006/01/15　　第 3 回介護予防勉強会～口腔機能向上～　
2006/01/08　　第 307 回総合医療開発研究会特別講座　
2005/11/20　　第 23 回日本歯科東洋医学会学術大会　特別講演
2005/11/19　　東京都深川歯科医師会学術講演会
2005/11/13　　第 44 回広島県歯科医学会・第 89 回広島大学歯学会　特別講演
2005/11/12　　AEP 日本歯内歯周管理学会発足 25 周年記念大会　特別講演
2005/10/30　　西さっぽろ予防歯科ネットワーク・PHD 研究会主催ドライマウス講習会
2005/10/29　　札幌歯科医師会平成 17 年度第 3 回学術講演会　
2005/10/28　　professionalcare 8000 コクラン再評価記念講演会
2005/10/15　　第 22 回日本障害者歯科学会ランチョンセミナー
2005/09/18　　東京医科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校同窓会公開講座
2005/09/02　　第 8 回日本組織工学会総会　ランチョンセミナー 3
2005/07/24　　茨城県三大学学術講演会
2005/07/23　　富士市歯科医師会学術講演会
2005/07/14　　伊勢崎佐波歯科医師会　学術講演会
2005/06/29　　東京都江戸川区歯科医師会在宅訪問委員会講習会
2005/06/25　　日本解剖学会関東支部第 15 回懇話会（シンポジウム）特別講演
2005/06/23　　埼玉県歯科医師会女性歯科医会　講演会
2005/06/04　　第 18 回シェーグレン症候群患者会総会「シェーグレンの会」
2005/05/21　　特定非営利活動法人フューチャー　講演会
2005/04/24　　第 7 回山口摂食嚥下技術セミナー
2005/04/23　　シェーグレン症候群セミナー教育講演
2005/04/21　　日本口腔科学会総会シンポジウム

2005/04/14　　第 94 回日本病理学会総会ワークショップ
2005/03/11　　平成 16 年度歯科用医薬品情報担当者講義　特別講義
2005/03/06　　徳島県歯科衛生士会生涯研修専門研修Ⅰ研修会
2005/02/24　　東京都日本歯科大学校友会第２回学術講演会
2005/02/19　　日本歯科大学校友会浦和支部学術講演会
2005/02/18　　財団法人横浜産業振興公社第 88 回産学交流サロン　
2005/02/06　　松本歯科大学千葉県校友会講演会
2005/01/29　　広島市歯科医師会学術研修会
2005/01/26　　葛飾区歯科医師会地域医療講演会
2005/01/16　　岡山県保険医協会第 179 回プライマリケア懇話会
                               第 67 回歯科ポストグラデュエートコース
2004/12/16　　ウエルテック講演（バイオエクストラ発表会）
2004/12/02　　船橋歯科医師会特殊歯科学術講演会
2004/11/28　　第 4 回昭和大学歯学部同窓会ポストグラデュエートセミナー
2004/11/27　　東京都町田市歯科医師会平成 16 年度第 2 回学術講演会
2004/11/23　　香川保険医協会医科歯科合同セミナー
2004/11/13　　秋田市歯科医師会　平成 16 年度第 2 回学術研修会
2004/11/11　　第 2 回北九州ドライマウス研究会　特別講演
2004/10/30　　大阪デンタルショー
2004/10/16　　日本ヘルスケア歯科研究会第 8 回ヘルスケアシンポジウム
2004/10/03　　学校法人総持学園創立 80 周年記念
             　　　　 鶴見大学同窓会第 59 回ポストグラデュエートコース
2004/09/12　　岡崎歯科医師会学術講演会
2004/09/10　　第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 
　　　　　　　ランチョンセミナー 1
2004/08/22　　日本歯科先端技術研究所関東甲信越地区勉強会外来講師講演会
2004/07/11　　松本歯科大学校友会東京都支部総会講演会
2004/07/03　　鶴見大学歯学部千葉県支部同窓会学術講演会
2004/06/20　　西東京歯科衛生士専門学校講演会
2004/06/13　　第 21 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2004/06/12　　第 22 回日本顎咬合学会学術大会　テーブルクリニック
2004/05/30　　第 35 回青梅市民健康の集い
2004/05/20　　社団法人日本綜合歯科協会研修講演会
2004/04/04　　シロクス学ぶ会特別講演会　
2004/03/19　　渋谷区歯科医師会第 4 回学術講演会
2004/03/18　　第 6 回神奈川県シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/03/14　　文京区・小石川歯科医師会　区民と歯科医師会の集い
2004/03/09　　有楽町講演会
2004/02/26　　第 3 回埼玉シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/02/22　　和歌山県保険医協会 学術講演会
2004/02/08　　松本歯科大学校友会 2003 卒後セミナー
2004/02/05　　常滑市歯科保健研修会
2004/01/29　　横浜市歯科医師会病院連携に伴う研修会
2004/01/24　　デンタルセミナー 462 回例会
2004/01/18　　愛媛県歯科医師会学術講演会
2003/12/04　　川崎市耳鼻咽喉科セミナー
2003/11/30　　上田小県歯科医師会　講演
2003/11/09　　歯の健康フォーラム 21　第 3 回シンポジウム
2003/09/17　　品川歯科医師会　講演
2003/08/31　　鶴見大学歯学部同窓会兵庫県支部学術講演会
2003/08/02　　松本歯科大学大阪支部講演会
2003/07/23　　青梅保健所　講演
2003/07/19　　横浜市青葉区歯科医師会学術講演会
2003/07/13　　鶴見大学歯学部同窓会愛知県支部学術講演会
2003/05/23　　東京都牛込歯科医師会
2003/01/30　　東京都西多摩歯科医師会第 3 回学術講演会
2002/11/13　　神奈川歯科大学研究懇話会
2002/06/19　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所　講演
2002/06/18　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所特別講演

■テレビ・ラジオ
2020/11/09　「あさイチ『オーラルフレイルを食い止めろ！』」（NHK 総合）
2020/10/10　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/10/09　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/07/21　「ドクターサロン『ドライマウス』」（ラジオ NIKKEI）
2020/06/15　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」 （NHK BS プレミアム）
2020/06/11　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」（NHK BS プレミアム）
2020/10/08　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『カラオケパワーで肺も血管も美しく』
　　　　　　（NHK BS プレミアム）
2019/02/04　「あさイチ『年とともに忍び寄る “歯” のトラブル』」（NHK 総合）
2018/08/11　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/07/04　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/04/13　「てっぺん！『死に至る！？口のトラブル最前線』」（テレビ静岡）
2018/02/18　「健康カプセル！ゲンキの時間『鼻づまり』」（TBS テレビ）
2018/02/14　「１周回って知らない話　『出川＆直美 最新技術で肉体検証SP』」（日本テレビ）
2017/09/11　「おはよう日本：おはようビタミン『カラオケ新時代』」（NHK）
2017/06/06　「笑顔とガムでハッピーに？」（TBS ラジオ）
2016/11/01　「この差って何ですか？ 2 時間スペシャル『唇が「乾燥しやすい人」と
　　　　　　「乾燥しにくい人」の差』」（TBS）
2016/09/24　「教えて！坂上クリニック『ドライマウス』（フジテレビ）
2016/06/03,17,27,  07/01

　　　　　　 「ラジオ深夜便『わたし終いの極意：口腔ケアで心も身体も健やか』」
        　　　      （NHK ラジオ）
2016/04/16    「ぷらちなライフ - 人生楽笑」『「有備無患」ドライマウスに注意！唾液の意　
　　　　　     外な役割とは？』」（東京 MXTV）
2016/02/12　「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2016/02/07    「健康カプセル！ゲンキの時間『「内」と「外」から対策せよ！実は恐ろしい
　　　　　　 冬の乾燥』」（TBS テレビ）
2016/01/25    「スッキリ！！『週間からだニュース　ドライマウス』」（日本テレビ）
2015/12/26    「華大の知りたい！サタデー『カラオケで若返る！？』歌うことで唾液の量が
　　　　　　 増え健康増進ストレスが減り免疫力改善　筋肉増強で誤嚥防止にも」（BS フジ）
2015/12/19     「華大の知りたい！サタデー『風邪をひく原因は『ドライマウス』！？免疫
　　　　　　 力の最前線、粘膜を乾燥から守れ』」（BS フジ）
2015/11/17    「L4YOU!」（テレビ東京）
2015/10/23    「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2015/06/30    「垣花正　あなたとハッピー『名医が登場　有楽町ハッピークリニック 
　　　　　　 ―歌って老化を食い止めよう！』（ニッポン放送）
2015/03/10    「日経　朝とく『ドライマウスの予防と改善法』」（BS ジャパン）
2015/02/02    「あさイチ『万病のもと　ドライマウス』」（NHK 総合）
2015/01/22    「森本毅郎スタンバイ」（TBS ラジオ）
2014/12/06    「週刊 ニュース深読み」（NHK 総合）
2014/12/01    「スーパー J チャンネル」（テレビ朝日）
2014/11/09    「駆け込みドクター！運命を変える健康診断」（TBS テレビ）
2014/05/23    「団塊スタイル」テーマ「老化防止は口と歯から」（NHK　E テレ）
2014/01/08    「ためしてガッテン『風邪インフルよさらば　体の中から改造！計画』」
　　　　　　（NHK 総合テレビ）
2013/11/09    「未来へのおくりもの」（BS-TBS テレビ）
2013/11/05    「おはよう日本『ケンコン！』コーナー” 健康寿命を延ばそう！
　　　　　 　口から始めるアンチエイジング”」（NHK 総合テレビ）
2013/10/13    「健康カプセル！ゲンキの時間　『テーマ「睡眠障害」』」（TBS テレビ）
2013/06/26    「ためしてガッテン『まさか！危険すぎる二重あご』」（NHK 総合テレビ）
2013/04/14    「最新人体ミステリー シンドローム X」（TBS テレビ）
2013/02/07    「はなまるマーケット『特集「口元のアンチエイジング　～歯周病・ドライマ
　　　　　　 ウス～」』」（TBS テレビ）
2012/10/21    「健康カプセル！ゲンキの時間　＃29 ～臭うほどに要注意！～　
　　　　　　 意外と怖い” 歯周病” の真実」（TBS テレビ）
2012/01/16 ～ 20
                           「生島ヒロシのおはよう定食『健康のひろば』“現代病ドライマウスを治す”」
                           （TBS ラジオ）　　　　
2011/09/22     「情報プレゼンター　とくダネ！　『新常識　ニッポンの医療』」（フジテレビ）
2010/12/16     「スパモク！！常識逆転バラエティ！運命の選択！！『若返り力』」　（TBSテレビ）
2010/11/19     「ラジオ深夜便　明日へのことば『噛むことの再発見』」（ＮＨＫラジオ第 1）
2010/07/08     「私も一言！夕方ニュース「ドライマウス・知っていますか？」」（NHKラジオ第1）
2010/06/08    「つながるラジオ「ラジオ井戸端会議」『若さを保つ秘訣はなんですか？　老
　　　　　　 化は口に現れる？』」（NHK ラジオ第 1）　　
2010/05/29     「世界一受けたい授業「だ液と寿命の新事実！？　口からはじめるアンチエ
　　　　　　 イ ジング！」」（日本テレビ）
2009/11/26     「スーパーモーニング「スパモニ家庭の医学　ドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/11/25     「やじうまプラス「なるほど” 知りたい白書”」」（テレビ朝日）
2008/10/16　「スーパー J チャンネル「木曜特集：口の渇きは病です！
　　　　　　 もしやアナタもドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/05/20　「たけしの本当は怖い家庭の医学「テーマ（１）本当は怖い飲み込みにくさ～
　　　　　　 ひび割れの器～ /（２）知られざる唾液の働きに注目」( テレビ朝日系列 )
2008/05/16    「解体新ショー『酸っぱいものでだ液が出ちゃうのはなぜ？』」（NHK 総合テレビ）
2007/07/10    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウス “」（ラジオ NIKKEI）
2007/02/06    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウスの診断と対処 “」
　　　　　　（ラジオ NIKKEI）
2006/07/12     「スーパーＪチャンネル「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2006/06/05     「生活ほっとモーニング「気になる口臭解消法」」（ＮＨＫ総合テレビ）
2006/01/21　「報道特捜プロジェクト「みんなの悩み　口臭」」（日本テレビ）
2005/11/29　「ズームイン！！ＳＵＰＥＲ「暮らしの素。 ドライマウス」」（日本テレビ）
2005/09/19　「スーパーモーニング　「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2005/08/07　「発掘！あるある大辞典Ⅱ「あなたの身体は損だらけ、毒抜きで体質改善」」（フ
　　　　　　 ジテレビ）
2003/12/11　「はなまるマーケット『 今日の目玉「だ液を増やして万病予防！」』」（TBS テレビ )
2002/11/30　「カウントダウンコネクションズ『ドライマウス』」（FM 東京）
2002/10/30　「首都圏ネットワーク」（NHK 総合テレビ）
2002/10/23　「薬学の時間『ドライマウス』」（ラジオたんぱ）
2002/08/12　「ビートたけしのＴＶタックル『口腔乾燥症』」（テレビ朝日）
2002/08/03　「スーパーニュース ウィークエンド得情報『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）
2002/07/29　「情報プレゼンター とくダネ !『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）

■新聞・記事・WEB掲載
2020/07/15　「音健協 News 鼎談　新しい生活様式における『うたと音楽』を考える」（音
　　　　　　 健協通信、2020 年夏号）
2020/06/30　「『うたと音楽』で笑顔を取り戻そう！心をつなぐ新たな日常がここに」（毎日
　　　　　　 新聞）
2019/06/30　「人生 100 年時代の健康寿命延伸　自然の恵みを活かし健康経営実現目指す」
　　　　　　（西日本新聞）
2019/06/17　「乳酸菌サプリに悪玉菌抑制効果　かねろく製薬　口腔内ケアに期待」
　　　　　　（中部経済新聞）
2019/06/13　「口腔内カンジダ菌抑制　乳酸菌サプリ鶴見大と臨床試験」（日刊工業新聞）
2019/06/11　「乳酸菌サプリでカンジダ菌抑制　鶴見大学が臨床試験」（日本歯科新聞）
2019/05/13　「老化防止に口の健康大切」（新潟日報）
2019/03/29　「患者を生きる　ドライマウス 5」（朝日新聞）
2019/02/22　「アンチエイジングは歯から、口から、笑顔から」（WEB　エイジングスタイル)、

　　　　　　 ＠niftyニュース、Ameba News、ｄメニュー、gooニュース、livedoorニュース、
　　　　　　 緑の goo)
2019/01/26　「見た目も口の中もアンチエイジング【第 3 回日本抗加齢医学会メディアセ
　　　　　　 ミナー】」（WEB　エイジングスタイル )
2019/01/25　「日本抗加齢医学会　2018 年度　第 3 回メディアセミナー」
　　　　　　（JMS/JAPAN MEDICAL SOCIETY、JMS、February 2019)
2018/10/20　「カラダづくり　口の渇き　ドライマウス？」（日本経済新聞、NIKKEI プラス 1）
2018/07/31　「カラオケ療法　歯学部が実証　嚥下力をアップし、ストレスを抑える」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2018/03/  「明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法～乳酸菌 EF-2001 免疫機能と腸内
　　　　　　フローラへのアプローチ　薬学・歯学・医学の 3 博士が語る乳酸菌最新事情」
　　　　　　（かねろく製薬かわら版、２０１８年 1 月 21 日開催セミナーレポート）
2017/11/14　「健活手帖『放置してはいけないドライマウス』」（夕刊フジ特別版）
2017/09/07　「大声出してストレス発散！認知症予防や免疫力 UP も　歌わにゃ損！
　　　　　　 SONG♪」（サンケイスポーツ）
2017/07/11　「専門家が解説。笑顔が幸せを引き寄せる！その理由とは？」
　　　　　　（WEB A-Beauty by @cosme）
2017/06/16　「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』でストレス低減」（WEB たべぷろ）
2017/06/09　 「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』ストレスを低減　鶴見大学、三越伊勢
　　　　　　丹 G、ロッテが発表」（日本食糧新聞電子版）
2017/06/02　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼の
　　　　　　組み合わせでストレス低減効果を発表」（Best Times、クレア ウェブ、とれま
　　　　　　がニュース、Kurashinista、東洋経済オンライン、おたくま経済新聞、産経ア
　　　　　　プリスタ、フレッシュアイ、美容経済新聞セレクト、SEOTOOLS ニュース、　
　　　　　　President、Online、現代ビジネス、Straight Press、産経ニュース、ジョルダ
　　　　　　ンニュース !、OKGuide、MarkeZine、オリコンスタイル、Joshi+、時事ドッ
　　　　　　トコム、Eltha、Biglobe ニュース、朝日新聞、Mapion、PR TIMES、プレスリリー
　　　　　　ス - Infoseek ニュース、Cube ニュース - CubeSoft、財経新聞、日本ビジネス
　　　　　　プレス、ダイヤモンド・オンライン（Diamond Online）、エキサイト）
2017/06/02 　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼
　　　　　　の組み合わせでストレス低減効果を発表」（PRESIDENT Online）
2017/04/18　「がん・心臓病・脳疾患　街で評判の名医 50 人『健活手帖』　
　　　　　　9 歯周病と高血圧のただならぬ関係」（夕刊フジ　特別版）
2017/03/09　「滑舌をよくするには口のまわりの筋肉鍛える」（読売新聞）
2016/08/16　「歌って老化を予防する」（産経新聞）
2016/04/26　「（ひらけ！進路・新路・針路）老化を「治療」　老いの加速に待った！」
　　　　　　（朝日新聞）
2016/01/27　「1 日 1 曲歌って長寿　ストレス発散、心と体を健康に」（産経新聞）
2016/01/27　「口がネバつく人はインフルエンザの危険大　ドライマウス対策が重要」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2016/01/15　「抗加齢歯科医学研究会　ゲストに大場久美子氏　『うたと音楽』の可能性語
　　　　　　る」（音健協会通信、2016 年新年号）
2015/12/08　「抗加齢歯科医学研究会設立 10 周年　カラオケで口腔環境改善」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2015/11/04    「連載：男こそアンチエイジング！　カラオケは『口の中』から若返れる？」
　　　　　　（WEB 日経トレンディネット）
2015/11/04    「カラオケで介護予防」（読売新聞）
2015/10/15    「インタビュー　検証　歌唱による口腔機能改善」（音健協通信、2015 年秋号）
2015/10/09    「口が乾くドライマウス、目が乾くドライアイが続いたら、シェーグレン症候
　　　　　　群の可能性も」（WEB QLife 医療のニュース・特集）
2015/09/27    「日曜に考える医療　薬の飲み過ぎ・ストレス・・・『口の渇き』高齢者に増
　　　　　　える専門外来生活習慣の改善指導」（日経新聞）
2015/07/15    「歌唱からはじめる口腔機能の維持と心身の健康　日本抗加齢医学会総 会で 
　　　　　　セミナー」（音健協通信、2015 年夏号）
2015/04/15    「『うたと音楽』で健康増進　音健協主催シンポに約 500 人参加　
　　　　　　鶴見大の斎藤教授が特別講演」（音健協通信、2015 年春号）
2015/03/30   「日本音楽健康協会設立記念シンポ　いきいき生きる超高齢社会を目指して 
　　　　　　うたと音楽で元気よく」（毎日新聞）
2015/02/18　「玉ねぎ成分で唾液分泌　ドライマウス治療に期待」（高齢者住宅新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す」（WEB 日本歯科新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す　ドライマウス治療に期待」（日本歯科 新聞）
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞 /TOKYO Web)
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞）
2015/01/31　「鶴見大、玉ねぎに含まれるケルセチンが口の乾燥防止に効果的である こと
　　　　　　を明らかに」（WEB 財経新聞）
2015/01/30　「中高年に多いドライマウス　玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』で改 善 - 
　　　　　　鶴見大学」（WEB ケアマネジメントオンライン）
2015/01/30　「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大」（WEB
　　　　　　わかる介護）
2015/01/30「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大
　　　　　　（WEB 歯との健康と美容のニュ－ス）
2015/01/29 「鶴見大、玉ねぎ等に含まれるケルセチンの唾液分泌促進効果を解明」
　　　　　　（日本経済新聞電子版）
2015/01/18　「シェーグレン症候群」（聖教新聞）
2015/01/17　「【時鐘】乾燥と戦う」（山形新聞）
2015/01/16　「侮れないドライマウス　痛みや口臭感染症のリスク増加」（髙地新聞）
2015/01/15　「ドライマウス軽視禁物　感染症のリスク増も」（茨城新聞）
2015/01/14　「侮れない　ドライマウス」（北海道新聞）
2015/01/13　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（YAHOO! ニュース）
2015/01/13　「侮れない　ドライマウス」（産経新聞）
2015/01/13　「ケルセチンの唾液分泌効果　タマネギ成分で唾液量が増加」（日本経済新聞朝刊）
2015/01/13　「健康医療　ドライマウス侮るな　老化、ストレス…原因多様」（佐賀新聞）
2015/01/13　「ドライマウスに注意　ストレスや薬副作用　重症化で感染症の恐れも」
　　　　　　（山陰新聞夕刊）
2015/01/13　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（中部経済新聞）
2015/01/13　「侮れないドライマウス」（東都新聞）
2015/01/12　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（日経新聞電子版）

2015/01/12　「ドライマウス軽視は禁物」（山梨日日新聞）
2015/01/09　「医療新世紀　ドライマウス軽視禁物」（四國新聞）
2015/01/09　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（岩手日報）
2015/01/06　「侮れないドライマウス」（下野新聞）
2014/12/31　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（埼玉新聞）
2014/12/30　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（南日本新聞）
2014/12/30　「ドライマウス　感染症リスクも」（琉球新報）
2014/12/28　「口腔乾燥症に注意」（徳島新聞）
2014/12/27　「侮れないドライマウス」（神戸新聞）
2014/12/26　「侮れない　ドライマウス」（信濃毎日新聞）
2014/12/24　「医療新世紀　侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（北國新聞）
2014/12/22　「医療新世紀　侮れないドライマウス」（山口新聞）
2014/12/22　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（福島民報）
2014/11/20　「なぜ自分のニオイは気付かない？」（WEB　web R25）
2014/10/02　「口臭がキツイ、ろれつが回らない、舌が痛い…
　　　　　 　潜在患者 3000 万人「ドライマウス」の正体 ‒ 鶴見大学歯学部・斎藤一郎教
　　　　　　 授に聞く」（WEB DIAMOND ONLINE）
2014/09/01　「美しい息と健康はケア次第！今日から始める口元のアンチエイジング」
　　　　　　 （hinami、September, 2014）
2014/07/03　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　12　食べた物を写真に撮ろう！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/26　 「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 11　アンチエイジング・キッチン始動？！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/19　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 10　飢餓時代だったらヒーローだったのに。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/12　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 9　われわれは、どこから来たんだろう？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/05　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 8　女性ってすごいのだなあ。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/29 　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 7　サプリメント？それともスムージー？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/22　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 6　フランス人、長寿の謎。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/15　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 5　箸置きとアンチエイジング。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/08　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 4　アンチエイジング外来へやってきた！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/20　「高齢者の健康に歌うことが有効　第一興商が共同研究」（日経 MJ《流通新聞》）
2014/06/06　「歌うのが嫌いでも口腔機能改善、ストレス減少　第一興商、鶴見大斎藤教授
　　　　　　と共同研究論文発表」（文化通信《速報》、15904 号）
2014/05/23　「働く女性に増える『ドライマウス』。悩み解消のカギを握るのは女子会！」
　　　　　　 （WEB マイナビウーマン　ー　ビューティニュース）
2014/01/07　「肥満もシワ・たるみも防ぐ。『よくかんで食べなさい』の本当の理由」 
　　　　　　（WEB COOKPAD ニュース）
2014/01/01　【監修】「かしこく延ばそう ! 健康寿命　口腔ケア　お口元気でいきいき生活」
　　　　　　（株式会社ライズファクトリ－）
2013/12/19　「歯周病ドライマウスで老化が加速する！？」（WEB　NIKKEY TRENDY NET）
2013/06/01　「唾液を増やし虫歯・歯周病を防ぐ」（健康のひろば）
2013/03/14　「名医の診療室　『口の渇き』は病気です」（東京スポーツ）
2012/09/09　「鶴見大学歯学部の斎藤一郎教授「口腔から全身のアンチエイジングを」
　　　　 　　 口腔から考える全身のアンチエイジングについて」
　　　　　　 第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム」（越後ジャーナル）
2012/09/08　「三条市歯科医師会第４回市民フォーラム「口腔から考える全身のアンチエ
　　　　　　イジング」-  『不老は口から～口から始める全身の抗加齢医学』鶴見大学歯学
　　　　　　部斎藤一郎教授が講演」（三條新聞）
2012/09/01　「口の乾き（ドライマウス）が歯周病胃の不調の原因にも　唾液分泌を促す
　　　　　　口元のトレーニング」（健保組合壁新聞「健康のひろば」）
2012/07/31　「唾液分泌障害　改善物質を発見　昭和大と鶴見大の教授」（日本歯科新聞）
2012/07/20　「涙や唾液の分泌不全　たんぱく質で回復　昭和大、鶴見大」（日経産業新聞）
2012/07/17　「Special Interview 鶴見大学歯学部病理学講座　斎藤一郎教授に聞く
 　　　　　　『アンチエイジング時代の新たなる幕開け』」（健康ジャーナル）
2012/07/17　「くらしナビ　生活　Lifestyle　歌詞の空欄埋めて若返り「歌の効用」高齢者
　　　　　　福祉で注目」（毎日新聞）
2012/07/01　「～歯科医学・歯科医療から国民生活を考える～第 3 回歯科プレスセミナー
　　　　　　 QOL 向上の鍵は口腔ケアにあり　進化・多様化する歯科医師の使命　講演 1
　　　　　　不老は口からーアンチエイジング医学の最前線̶口から始まる老化ドライマ
　　　　　　ウスに要注意」（日経ビジネス ONLINE）
2012/06/24　「長生きと健康に生きがいが大切　日野原さん講演」（神奈川新聞）
2012/05/20　「課題は抗加齢医療を生活の場に根付かせること」
　　　　　　（統合医療ジャーナル　Vol.4）
2012/05/15　「目・口が乾く自己免疫疾患　ダイオキシン類が誘発　鶴見大が解明」
　　　　　　（日経産業新聞）
2012/05/08　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学研究グループが報告」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2012/04/27　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学が知見　EB ウイルス
　　　　　　活性誘導」（化学工業日報）
2011/08/25    「支える　ドライマウス患者友の会」（夕刊読売新聞）
2011/08/19    「見聞録 2011　アンチエイジング２　自分を知って楽になる」（夕刊読売新聞）
2011/08/18    「見聞録 2011　アンチエイジング１　口と全身　老化度一致」（夕刊読売新聞）
2011/07/25    「歯髄バンクによる全身の再生医療への貢献」（信州歯報）
2011/06/17    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２０『自分の「老化度」を知る』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/10    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１９『食と運動で決まる健康寿命』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１８『カラフルなものを食卓に』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/27　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１７『好奇心と“ときめき”をもとう』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/13　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１６『「よくかむ」生活習慣を』」
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　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/29　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１５『口の感覚を鍛える②』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/19　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１４『口の感覚を鍛える①』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/03/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１３『口の筋力を鍛えるトレーニン
　　　　　　 グ』」（聖教新聞）
2011/03/04 　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１２『有害金属を排出する』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/25　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１１『歯周病を軽くみない』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/19　「歯科医療から健康長寿学ぶ」（上毛新聞）
2011/02/18　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１０『血糖値を急激に上げない食　
　　　　　　 事』」（聖教新聞）
2011/02/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス９『カロリー制限の効果』」（聖教新聞）
2011/02/04　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス８『長寿の分かれ目は４０歳？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/28　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス７『ストレスとホルモン』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/21　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス６『DHEA と加齢』」（聖教新聞）
2011/01/07　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス５『長寿は遺伝するか』」（聖教新聞）
2011/01/01　「第６回『歯と健康』フォーラムを開催　若さのヒミツ？それは・・・
　　　　　　 『噛み合わせと笑い』にあり　̶  若さのヒミツは『笑って唾液量を増やすこと』
　　　　　　  斎藤一郎教授̶」（東京歯科保険医新聞　第 486 号）
2010/12/24　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス４『野菜の“さび”を取る』」（聖教新聞）
2010/12/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス３『老化の３大要因』とは」（聖教新聞）
2010/11/26　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２『老化のサインに気付く』」（聖教新聞）
2010/11/12　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１『125 歳まで生きられる！？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2010/10/15　「口の中が乾く痛む　ドライマウスの原因と対処」（聖教新聞）
2010/10/09　「市民公開講座『口腔ケアとエイジングケア』日々の健康は口腔ケアから」
　　　　　　（西日本新聞）
2010/08/15　「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」（茨城保険医新聞
　　　　　　〈第 385 号〉）
2010/06/27　「口腔ケアとアンチエイジング」（静岡新聞）
2010/02/26　「ドライマウス　生活変え改善」（毎日新聞）
2009/11/08　「クローズアップ　再生医療へ「細胞バンク」事業を始動」（医療タイムス）
2009/10/29　「歯髄細胞バンク事業 鶴見大が開始 再生医療進展へ」（科学新聞）
2009/10/28　「鶴見大と再生医療推進機構 歯髄細胞バンクで未来に備え」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2009/10/25　「大学情報　横浜市の鶴見大学が「歯髄細胞バンク事業」を始動」
　　　　　　（医療タイムズ）
2009/10/23　「ドライマウス　悩まず受診を」（神戸新聞）
2009/10/20　「歯髄細胞バンクが始動」（日本歯科新聞）
2009/10/18　「歯髄細胞バンク設立」（中部経済新聞）
2009/10/14　「歯髄細胞バンク事業を始動」（医理産業新聞）
2009/10/11　「歯髄細胞バンク着手」（日本経済新聞）
2009 夏号 　  「抗加齢医学からみた口腔の役割　̶更年期から元気に過ごすために̶」 
       　　　　   （更年期と加齢のヘルスケア学会 Vol.3/No.1）
2009/06/06　「元気のひけつ　ストレス押さえ口も清潔　かむ効果」（朝日新聞）
2009/05/10　「くらし健康　Q からだの質問箱 A　口が乾燥　歯茎などに痛み」（読売新聞）
2009/02/28　「見逃せない唾液不足　口の体操で回復を」（日本経済新聞）
2009/02/21　「だ液減少で異常な口の渇き　現代病のドライマウス」
　　　　　　（タウンわたらせ第 326 号）
2009/02/18　「口から若返る１０　老化防止に口のまわりの筋トレを」（釧路新聞）　
2009/02/11　「口から若返る９　味覚は生命維持につながる」（釧路新聞）　
2009/02/04　「口から若返る８　口の機能維持が全身の健康に」（釧路新聞）　
2009/01/28　「口から若返る７　歯周病は全身に影響」（釧路新聞）
2009/01/21　「口から若返る６　かむ行為で若さ保つ」（釧路新聞）　
2009/01/14　「口から若返る５　表情筋鍛え若さ保つ」（釧路新聞）
2009/01/08　「健康プラス　若さは口から【２】口輪筋鍛え「老け顔」防止」（読売新聞）
2009/01/08　「口から若返る　増えるドライマウス患者」（常陽新聞）
2009/01/07　「健康プラス　若さは口から【１】唾液分泌量　老いの指標」（読売新聞）
2009/01/07　「口から若返る４　増えるドライマウス患者」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る３　老化防止に重要な唾液の役割」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る　老化防止に重要な唾液の役割」（常陽新聞）
2008/12/27　「口から若返る　歯周病に生活習慣病リスク」（常陽新聞）
2008/12/24　「口から若返る２　歯周病に生活習慣病リスク」（釧路新聞）　
2008/12/22　「口から若返る　口から始めるアンチエイジング」（常陽新聞）
2008/12/17　「口から若返る１　口から始めるアンチエイジング」（釧路新聞）　
2008/11/08　「噛む ON!! 若さ＆健康」（サンケイスポーツ）
2008/11/02　「噛んで健康」（日本経済新聞）　　　　
2008/10/16　「カラダの不思議」（夕刊フジ）
2008/10/10　「紙上診察室　サリベート以外の口腔乾燥症対処法は」（東京新聞）
2008/09/22　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力④」（産経新聞）
2008/09/15　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力③」（産経新聞）
2008/09/08　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力②」（産経新聞）
2008/09/01　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力①」（産経新聞）
2008/08/26　「夕＆Eye　病を知る　口腔の健康④　ドライマウス」（日本経済新聞（夕刊））
2008/06/27　「口の中が渇く■舌や口の粘膜が痛む　現代病　ドライマウス」
　　　　　　 （全国農業新聞）
2008/04 　　  「知っておきたい！専門外来 Vol.3　鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専
　　　　　　 門外来」 （新聞クイント）
2008/03/30　「特集・８０２０県民公開講座　口の健康とアンチエイジング　さあ今から口
　　　　　　 のケアを」（四国新聞）
2008/03/30　「ドライマウス手軽な改善法　かむ力鍛え分泌増やす」（日本経済新聞）
2008/01/10　「アンチエイジング医学　外来・検査広がる　老化度知って生活習慣改善」
　　　　　　（朝日新聞）
2007/12　　  「シンポジウム　ドライマウスの最前線̶基礎から臨床̶」

 　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2007/11/23　「あなたの安心　お口のケア⑤　健康と若さのため唾液の分泌促す」（朝日新聞）
2007/10　　  「アンチエイジングの基礎　vol.4 口から始まるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/09　　  「アンチエイジングの基礎　vol.3 ホルモンと老化のメカニズム」
 　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/08　　  「アンチエイジングの基礎　vol.2 細胞の酸化と遺伝的要因」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07　　  「アンチエイジングの基礎　vol1. 歯科に求められるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07/01　「歯科医療におけるアンチエイジング医学の必要性」
　　　　　　（Medical Nutrition 第 100 号）
2007/06/05　「歯科定例研究会より　ドライマウスの原因と対処～求められる新たな診療
　　　　　　 分野～」（兵庫保険医新聞）
2007/06/02　「安全ステップアップ　ドライマウス対策」（日本経済新聞）
2007/06 　     「歯科からのアプローチ　実践アンチエイジング」（月刊デンタルパワー）
2007/04/20　「紙上診察室　̶　シェーグレン症候群で関節リウマチ」（東京新聞）
2007/04/11　「この病気にこの名医 PART3(64) ドライマウス④」（日刊スポーツ）
2007/04/10　「この病気にこの名医 PART3(63) ドライマウス③」（日刊スポーツ）
2007/04/09　「この病気にこの名医 PART3(62) ドライマウス②」（日刊スポーツ）
2007/04/08　「この病気にこの名医 PART3(61) ドライマウス①」（日刊スポーツ）
2007/03/30　「日本医学会総会特集　未来の医療夢いっぱい “アンチエイジング”」（朝日新聞）
2007/03/24　「Les dernières avancés en médecine anti-âge et les nouvelles techniques en 
　　　　　　médecine et chirurgie esthéique」（nice-matin MONACO-MATIN）
2007/02/26　「医療〈どうしました〉　ドライマウス」（朝日新聞）　
2007/02/21　「連載　アンチエイジングと健康産業の最前線　 第３回「口腔から実践する
　　　　　　 アンチエイジング医学とＣｏＱ１０」」（健康産業新聞第 1187 号）
2006/10  　　 「もっと知りたい Q&A　歯科・口腔外科 夜中に口が渇いて目が覚める」
　　　　　　（月刊新聞お達者で）
2006/08/10　「第４回フリーラジカルセミナー特集　Lesson10　酸化ストレスによるドラ
　　　　　　イマウスの診断ならびに対処の評価」（WISMERLL NEWS 7 月・8 月合併号）
2006/06/25　「口の中から健康管理」（日本経済新聞）
2006/06/03　「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/06  　　 「第９回「ドライマウス研究会主催の講習会」開催　ドライマウスの正しい理
　　　　　　 解と普及のために診断法や治療法を紹介」(DENTAL TRIBUNE)
2006/05/27    「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/04/17　「抗加齢治療に認定施設導入へ」（日本経済新聞）
2006/04/14　「歯周病口臭の元「ドライマウス」」（夕刊読売新聞）
2006/04/01　「料理にもアンチエイジングの波が来た　体の内側から若々しく」（朝日新聞）
2006/03/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -2-」（食品化学新聞）
2006/03  　　 「アンチエイジング医学に歯科医療の現場が果たす役割を問う　
　　　    　　 第一回抗加齢歯科医学研究会・研究報告」（DENTAL TRIBUNE)
2006/02/18　「アンチエイジングドックの現状⑥」（健康産業流通新聞）
2006/02/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -1-」（食品化学新聞）
2006/02/08　「健康　口の乾き 見逃すな！！　ドライマウス」（産経新聞大阪・奈良版）
2006/02 　　  「新時代の歯科医療を問う・第一回　医療制度の変革に伴う歯科医療の職域
　　　　　　 拡大について」 （DENTAL TRIBUNE）
2006/01   　   「今歯科領域における EBM とは＝コクラン再評価記念講演会＝」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/12 　　  「『第１回抗加齢歯科医学研究会』開催 ̶日本抗加齢医学会認定単位取得対象
　　　　　　 講座̶ 」（DENTAL TRIBUNE）
2005/12/01     「特集　Professional Care 8000 コクラン再評価記念講演会開催」
　　　　　　 （ブラウンオーラルＢニュース Vol.2）
2005/11/22　「ドライマウス　男性患者増える」（日経新聞）
2005/11 　　 「口の渇きは身体の異常を知らせるシグナル　新たな現代病『ドライマウス』」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/10/28　「健康に老いるためのアンチエイジングとは」（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/10　　   「アンチエイジング医学と口腔ケア―老化は口から始まる―」
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/09/09　「健康＊かかる前に　中高年を中心に急増　ドライマウス」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/09　　   「今この研究がおもしろい　ドライマウス研究会」（新聞クイント）
2005/09/01　「「老化」か「病気」かの判定ポイント」（日刊ゲンダイ）
2005/08  　　 「歯科医から口腔科医へ - 歯科医学におけるトランスレーショナルリサーチの
　　　　　　 実践̶」　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/07  　　 「年だからとあきらめないで！　ドライマウスの対処法」（月刊新聞お達者で）
2005/04 　　 「ドライマウスとアンチエイジングー新たな歯科診療の展開を求めてー」　　
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/04 　　 「歯科によるアンチエイジング・クリニックの展開̶重金属汚染検査から
　　　　　     体内除去最新治療法まで―」（DENTAL TRIBUNE）
2005/02/01　「唾液の働きを科学的に解明 ドライマウスの講演と製品説明会」
　　　　　　（DENTAL TODAY）
2006    　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22　「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09　「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病のQ&A̶重金属汚染̶」
　　　　　　（週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12  　　 「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
      　　　　    （医薬ジャーナル）
2005/12　　   「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12　　   「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法
　　　　　　 を応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
　　　　　　（デンタルハイジーン）
2005/11  　　 「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 
　　　　　　  筋機能療法を応用した ドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）

2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　 実現を～」　 （Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
        　　　　  （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10　　   「口の老化は心身の老化̶抗加齢歯科医学の実践̶」（アンチ・エイジング歯
　　　　　　  科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10　　   「①歯科衛生士の新たな職域̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10 　　  「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/09　　   「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/08 　　  「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」
　　　　　　（歯医者さんの待合室）
2005/08   　　「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07   　　「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30　「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春
　　　　　　第 31 号）
2005/06/30　「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29　「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29　「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28　「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27　「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケア Vol.11 No.3）
2005/06 　　  「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06 　　  「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケア vol.4）
2005/06 　　  「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌を　
　　　　　　 キープ！」  （マイファーマシー）
2005/06　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」 （50 代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」  （社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03　　   「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/02　　   「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」
　　　　　　 （コムスン通信 No.16）
2005/02　　   「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）

■雑誌
2020/07/31　「新型コロナウィルス感染症と共存するために　50 歳からの心と体の新習慣
　　　　　　 『口腔ケア　ドライマウス研究者・専門医 斎藤一郎先生に聞く　口まわりの
　　　　　　 『筋力トレーニング』と『よく噛むこと』で唾液分泌を促す』」（家庭画報、
　　　　　　  2020 年 9 月号）
2020/06/12　「2020 年版 『不定愁訴』に強くなる CASE.3 【口の中が乾く】」
　　　　　　 （HERS（ハーズ）、6,7 月合併号）
2020/05/15　「医学最前線！ 老後の後悔ナンバー 1 は、『歯を大事にしなかったこと』 なぜ、
　　　　　　 【パ】を1秒で6回言えないと危ないのか　健康を導く『唾液力』を高めよう！」
　　　　         （PRESIDENT( プレジデント）、2020.5.15 号）
2020/05/05　「NHK ガッテン！『口の乾き』がさまざまな不調を引き起こすことも！ 唾液
　　　　　　 パワーで口臭予防＆免疫力 UP ！」（女性自身、2020 年 5 月 5 日号）
2020/03/13 　「第 5 章 噛む力、食べる力を高めて健康長寿をめざす！ 31 ドライマウスと誤嚥
　　　　　　 性肺炎を防ぐ！口をふくらませる運動 /32 口が渇くドライマウスを防ぐリッ
　　　　　　 プトレーニング（NHKガッテン！4月号臨時増刊完全保存版Vol.17 健康プレミ  アム）
2020/02/15　「タマネギ　唾液が増えると実験で判明！タマネギでインフルエンザや誤嚥性肺
　　　　　　 炎を未然に退治」（壮快、2020.4 月号）
2019/11/01　「Interview 『現代病』ドライマウスをどうやって治す～うるおいある日常をめ
　　　　　　 ざす治療最前線～　斎藤一郎先生」（Frontiers In Dry Eye、2019 年秋号、　　
　　　　　　 VOL.14 NO.2)
2019/10/01     「第１章　健康長寿を大きく左右する急所は全て『歯』で、歯周病が進行す
　　　　　　 れば糖尿病・肺炎・心筋梗塞も招く / 歯の本数が減るほど脳の老化は進んで   
　　　　　　 認知症のリスクが上がり、筋力や聴力の低下も招く」（歯周病・虫歯・入れ歯・
　　　　　　 口臭・噛み合わせ重症でも「抜かない」「削らない」で歯のトラブルを治す！
　　　　　　 名医直伝 歯弱体質克服ケア大全）
2019/05/10　「老年症候群フレイルは口から忍び寄る」（週間朝日、5 月 3-10 日合併号）
2019/05/01　「高田塾長はいつも笑顔です」（第 62 回高田塾ご案内、アクアカレント高田
　　　　　　 塾事務局）
2019/04/30　「オーラルフレイル」が心身に及ぼす影響」
　　　　　　  （集中 /MedicalConfidential、2019 MAY)
2019/04　       「特集　口内トラブル　急増中 4 人に１人がドライマウス」
　　　　     　（ヘルス・グラフィックマガジン、Vol.33、2019 年 4 月号）
2019/03/06　「笑顔でストレスをなくす！」（My Age《マイエイジ》、2019 春号 Vol.17）
2019/03/01　「特集運と徳　笑う門には福来たる　幸運を呼ぶ笑顔の法則」
　　　　　　（致知、2019 年 4 月号）
2018/12/12　「笑う、美容①サイエンスで読み解く！” 笑う門には美が宿る”」
　　　　　　（GINZA、2019 年 1 月号）
2018/12　　  「スペシャルインタビュー　鶴見大学歯学部　教授　斎藤一郎　ドライマウス
　　　　　　 から考えるアンチエイジング。超高齢社会に求められる新たな歯科医療。」
　　　　　     （Dentalism、WINTER 2018 No.33）
2018/09/21　「ピンピン長寿の秘訣 40　笑う門には唾液きたる」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 10 月号）
2018/08/21　「ピンピン長寿のヒケツ 39　唾液、ちゃんと出ていますか？」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 9 月号）
2018/08/01　「全身の”若さ” は”口の中” から始まる『口腔ケア』で健康革命」
　　　　　　（家庭画報、2018 年 9 月号）
2017/10/01　「抗老化寺子屋　不老は口から　唾液の活性化で若返る」
           　　　  （Fole( フォーレ )10 月号、みずほ総合研究所株式会社）

2017/09/01　「特集 1　『ドライマウス』は老化のサイン！？」
           　　　  （えがお手帖 vol.12 保存版、集英社 MyAge/OurAge）
2017/08/21　「めざせ 8020　歯が元気なら体も元気　第 10 回　心身の健康づくりに口周
　　　　　　 り筋肉強化を」（ＮＨＫテキストきょうの健康、2017 年 9 月号）
2017/06/18　「老化防止最前線　健康寿命は『歯と口』で決まる！」
　　　　　　 （サンデー毎日、2017.6.18 号）
2017/06/01　「季節の養生知恵袋　味覚の変化は老化のサイン！？　若さの秘訣は” 唾液力”
　　　　　　 にあり」 （養命酒製造株式会社、養命酒だより、夏号 2017 年 6 月）
2017/03/13　 「健康寿命を延ばす呼吸法」（週刊朝日、3 月 24 日特大号）
2016/11/01　 「乾いた口に、恵みの唾液を。増やすが勝ち！唾液健康法」（長寿の里　「は
　　　　　　 な笑み」、VOL.18）
2016/08/01　「口の渇き　ネバネバ　口臭の原因にも！中高年に増えている” ドライマウス”
　　　　　　 とは？」  （ヘルシーメイツ SUMMER 2016 NO.140）
2016/06/01　「今月の聞きどころ　私の終いの極意　伝授者③斎藤一郎」
          　　　　（NHK ラジオ深夜便、2016 年 6 月号）
2016/06/01　「健康生活のための口腔ケア　お口から健康に！」
         　　　　 （スタイルアサヒ、第 81 号、2016 年 6 月号）
2015/09/16　「老化と病気は『歯口力』で防ぐ　歯口力の低下は「老化を促進」「命を脅かす」
          　　　　 専門医からの警告！」(NHK ためしてガッテン秋）
2015/06/02　「タマネギの成分は唾液量を増やし肺炎や感染症を招くドライマウスの改善
　　　　　　 に期待大」 （安心、2015 年 7 月号）
2015/05/21　「口の乾き・舌の痛み　ドライマウス」（NHK きょうの健康、2015 年 6 月号）
2015/04/16　「唾液量が増加！タマネギの成分は口臭や肺炎を招くドライマウスを撃退す
　　　　　　 る効果大」（壮快　2015 年 6 月号）
2015/03/11　「特集　超高齢社会におけるドライマウスへの対応　
           　　　   いま、ドライマウスにどう取り組むべきか」（日本歯科評論　No.869 Vol.75(3))
2015/03/01　「健康相談室 Q&A　ドライマウス」
　　　　　　（ヘルスアンドライフ 2015　3 月号　 第 364 号）
2015/03/01　「タマネギ成分が唾液量を増やす」（化学　MARCH2015 VOLUME70)
2014/11/24　「唾液の力でインフル予防」（アエラ　No.51）
2014/10/07　「Health Talk 適切なケアと好奇心で” 昨日より健やか” を実践中　
            　　　  風吹ジュンさん × 斎藤一郎さん」（NHK 団塊スタイル　これでストップ！　
　　　　　　 私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/07　「ドライマウスが全身の健康に影響する！？　
         　　　　 『歯と口の健康』が若々しさを保つこつでした」（NHK 団塊スタイル　これで
　　　　　　 ストップ！私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/06　「大人の笑顔は『歯』で決まる！　口の中のアンチエイジングが、全身の美＆
　　　　　　  元気を サポートしてくれる！　頼れるドクターの進化型医療」
　　　　　　（My Age《マイエイジ》、2014 Autumn Vol.3、2014.10.6）
2014/10/01　「ドライマウスから考える健康長寿　-「口」からはじめる全身の健康増進 -」
     　　　　     （青淵　第 787 号、2014 年 10 月号）
2014/09/20 　「DRY?WHY? もしかしたら” ドライシンドローム” ？」
       　　　　    （Harper's BAZAAR( ハーパーズ　バザー )、November2014 No.6、2014.9.20）
2014/07 　　  「再録　暮らし＆健康とっておき情報　団塊スタイル 5/23 日放送より
         　　　　 『老化防止は口と歯から』」（NHK ウィークリーステラ、7/19－7/25）
2014/06  　　 「第一章　国連本部での報告会　斎藤一郎　鶴見大学歯学部病理学講座教授
　　　　　　 《寄稿文》（P.19）」 （国連の友Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Activity Repot Vol.3）
2014/06/05　「”口腔” から全身の健康を考える」（人間会議、2014 年夏号）
2014/06 　　  「A PERFECT SMILE エイジレス美女は、口もとで決まる。」
　　　　　　 （VOGUE JAPANヴォーグジャパン）
2014/05/07　「【口】美と健康の秘薬「唾液」をたくさん出しましょう」（婦人公論）
2014/05  　　 「口臭・味覚障害の原因になるドライマウスにご用心！」
　　　　　　   （産経新聞社暮らしの百科）
2014/04 　　  「超高齢社会と “からだの乾き”」（月刊事業構想）
2014/02 　　  「 SELFCARE TREND　ドライシンドローム　口が乾くドライマウス」
        　　　　  （へるすあっぷ 21、2014. NO.352）
2013/10　　   「特集　未来の医療が始まる●PART2　予防、アンチエイジングへ向かう医療現場
 　　　　　　  大学病院から発信する新規事業　未来を担うアンチエイジング」（月刊事業構想）
2013/09/05　 「内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周病になると、 動脈硬
　　　　　　  化も促進される。」 （クロワッサン特別編集保存版内臓・血液と血管のアンチ
　　　　　　 エイジング、P.36-39）
2013/07/11 　「続・ぎん言　第 12 回『長生きしたけりゃ口を動かさんとね』」（女性セブン）
2013/07 　　  「多くの人が抱える現代病ドライマウス」（別冊セルフドクター）
2013/05/17　 「死ぬまで寝たきりにならない総集編　介護いらずの体をつくる 30 の究極の
　　　　　　  法則　目・耳・口」（週間朝日）
2013/04/05　 「死ぬまで寝たきりにならない新シリーズ第 6 弾　名医直伝　若さを保つた
　　　　　　  めの目・耳・口のケア 15　噛む力の衰えは認知症一直線　歯のケアと口ま  
　　　　　　  わりの筋肉強化を」 （週間朝日　増大号）
2013/04　　   「歯のグラつき・出血　痛みなどがある人　入れ歯で食事に困る人でも噛める歯に
　　　　　　　なる。 【革命的】自力ケアが続々見つかりボケまで退き寿命も延びる！」（夢21）
2013/03  　　 「教えて　サイトウ先生！リョウ先生！　カルテ＃3　もっと動こうキレイに
　　　　　　 なろう！」 （ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012     　　　「ドクター Q&A　多くの人が抱える現代病　ドライマウス」
         　　　　 （ゆをみ 大正製薬ダイレクトコミュニケーションブック）vol.14）
2012/12/01　 「特集　体の中から健康チャージ　口から始めるエイジングケア」
      　　　        ( 季刊セルフドクター、2012 年冬号　vol.063 )
2012/11/30　 「知って得する！新名医の最新治療　Vol.256 唾液を増やす方法を幾つか組み
　　　　　　  合わせて治療　ドライマウス」（週刊朝日、2012/11/30 日号）
2012/11　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先生！
　　　　　　  カルテ＃2　うるおいのある毎日は素敵だ！」（ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012/09/22　「特集 / 読めば若返る！　歯・口　口内の健康はすべての健康につながる。
           　　　　唾液減少にも要注意   「加齢で進むドライマウス体の健康にも重大な影響」
 　　　　         （週刊東洋経済、2012　9/22 号）
2012/09/10　「元気アップ講座　口が乾いてネバネバ不快なドライマウスの予防・改善に、
            　　　  コエンザイム Q10 のサプリメントが役立つ」（パトス Vol.77）
2012/09 　　  （監修）「Mouth Care & Clean up! 口腔ケアを実践してお口だけじゃないカラ
　　　　　　 ダも 健康アップ！」（株式会社ライズファクトリー（パンフレット））
2012/09　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先
　　　　　　  生！カルテ＃１均質な老化を　目指そう。」（ISETAN MITSUKOSHI「PLAISIR」）

2012/09 　　  「口の乾き（ドライマウス）が歯周病、胃の不調の原因にも　唾液分泌を促
　　　　　　 す口元のトレーニング」（旬刊健康管理情報「健康のひろば」、第 1798 号）
2012/08/25　 「Women’ s clinic　舌痛症」（レタスクラブ、　Vol.755）
2012/07　　   「”不老長美” の土台づくり　あなたのその部分、何歳ですか？　第 14 回『舌』」　
　　　　　　  （HERS 7）
2012/06/28　「ときめきはアンチエイジングに効くんです」（女性セブン）
2012/06  　　 「ヘルシー & ビューティーの立役者　あなどるなかれ『だ液』のチカラ」
          　　　    （太陽笑顔 fufufu.. 9 号）
2012/05/25　「40 歳から始める、内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周
　　　　　  病になると、動脈硬化も促進される」（クロワッサン）
2012/05 　  「特別インタビュー　美しい体を維持するためには
　　　　　  「口の健康を維持し『全身の均質な老化』に心がける」」
       　　　   （HBR ヘルス＆ビューティー・レビュー　vol.26）
2012/05 　  「口から考える全身の抗加齢医学」（特別養護老人ホームまごころ館四街道　パ
　　　　　 ンフレット）
2012/04  　 「関係各科におけるシェーグレン症候群の現状と課題」(P.18-25)
         　　　 （Frontiers in Dry Eye- 涙液から見たオキュラーサーフェス　Vol.7 No.1 2012. 春号）
2012/04 　  「抗加齢専門医・指導士認定試験のための Q&A」(P.118-120)
       　　　   （アンチエイジング医学 - 日本抗加齢医学会雑誌　Vol.8/No.2）
2012/03  　 「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊ドクターズアイ、2012年春号vol.24)
2012/03 　  「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊セルフドクター、2012年春号vol.060)
2012/03  　 「口腔と周辺領域まで臨床にたすべき診療の目　ドライマウスが危ない！」
        　　　  （ザ・クインテッセンス　2012 vol.31 no.3）
2012/02   　「歯と健康ラボラトリー　口から始めるアンチエイジング」
        　　　  （朝昼晩、日本歯科医師会デンタルマガジン　No.29、）　
2012/01/31「口腔から考える全身の抗加齢（アンチエイジング）医学」
         　　　  （公益財団法人 8020 推進財団会誌（はち・まる・にい・まる）　No.11）
2012/01/15「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論別冊）
2012/01        「新春特集　歯科医療、次は何だ？　Part5 新たな時代の歯科外来を知る　
                        鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専門外来」（ザ・クインテッセンス　2012 　
　　　　　　vol.31 no.1）
2011/12/15「セミナー・イベントレポート　ロッテがビタミン B 群入りガムの顔貌に対する
　　　　　   効果を発表」 （食品工業）　
2011/10/27「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における全身検査」
     　　　　  (DHstyle　07、2011.October、Vol.5 No.63)
2011/10/27 「顔のしわ、あごのたるみも解消　歯科医が指導　１日数分のマウス体操で口
　　　　　　から全身の老化を防ぐ」( 女性セブン )
2011/10  　 「鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来におけるアンチエイジング医
　　　　　　療について」 （ANTI-AGING MEDICINE）
2011/10 　  「読む総合病院　なんでも相談室　舌がピリピリ痛みます」（ＮＨＫきょうの健康 10）
2011/08  　 「口腔乾燥症（ドライマウス）とコエンザイム Q10」（NHK きょうの健康 8）
2011/07  　 「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における口腔ケンサ」
　　　　　  (DHstyle　07、Vol.5 No.59)
2011/06　   「生活いきいき辞典　『口の力』を鍛えよう　- よく噛んで健康長寿に」（倫風）
2011/02 　  「明日へのことば　噛むことの再発見」（ラジオ深夜便）　　
2011/02 　  「口のふしぎと歯のふしぎ14　今さら誰にも聞けないのですが…、唾液の働きっ
　　　　　  て何ですか？」（DHstyle　Vol.5 No.54）
2011/01　   「口腔から全身の老化を防ぐ」（CLINICIAN（エーザイ株式会社発行）
　　　　　　No.594 Vol.58）　
2010/11/22「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論、NO.1310）
2010/11 　   「唾液はアンチエイジングの生命線・口の運動と笑顔で若さを保とう」　
         　　　  （HBR ヘルス＆ビューティーレビュー　vol.09）
2010/11 　  「噛む力を育てる…口からはじめるアンチエイジング　唾液は健康のバロメー　
　　　　　   ター。たくさん唾液を分泌する人は元気です！」（百楽）
2010/11　   「あんしん診療室　ドライマウス（口腔乾燥症）」（あんしん Life　Vol.461）
2010/10 　  「医療界が参戦するエイジング市場最前線　06 歯科大学初！アンチエイジング
　　　　　  外来新設の 新しい波」(re-quest/OJ)
2010/09/18「Review 03　『食べる力』」を鍛えてピンピン元気」（週間東洋経済）　
2010/09 　   「小さな不調 Q&A　放っておいても大丈夫？　口の中が乾く」（HERS）
2010/08 　   「健康長寿の秘訣とその実践法「カロリー制限」が寿命を延ばす」（たのやく　vol.79）
2010/05  　  「軽く見てはいけない『口の渇き』」（毎日が発見、No.76 ）
2010/02　    （監修）「かむかむダイエットでスッキリやせ！！」（FYTTE　No.249 ）　
2010/02  　  「不快なドライアイ＆ドライマウスと上手に付き合う　ドライマウス」
　　　　　　（日経ヘルスプルミエ）
2010/01  　  「顔たるみも解消　噛み噛みダイエット」（からだにいいこと）
2009/12  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング最終回」（nico）
2009/11/29   歯髄細胞バンク（週間朝日　増刊号　新「名医」の最新治療 2010）
2009/11 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１１」（nico）　
2009/10/15「『老化』は口の中にも。気がかりなドライマウス、自分でできるケア法は？」
          　　 　（クロワッサン特別編集）
2009/10  　  「不老は口から（都民向け講演会詳録より）」（東京都歯科医師会雑誌　第57巻第10号）
2009/10  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１０」（nico）　　
2009/09   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング９」（nico）　　　
2009/09  　  「正しく噛んで健康的に美しく！　噛む噛むパワーでアンチエイジング」（ボディプラス＋）
2009/08   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング８」（nico）
2009/07  　  「歯とお口からはじめるアンチエイジング」（財団法人 8020 推進財団発行）
2009/07  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング７」（nico）
2009/06  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング６」（nico）
2009/05/25「ドライマウス」（WEEKLYプレイボーイNO.25）
2009/05/21「不老は口から－口から考える抗加齢医学」
         　　　  （東京南ロータリークラブ週報　No.2926）　
2009/05 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング５」（nico）
2009/04  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング４」（nico）
2009/04 　   「高齢者のためのーアンチエイジング　口からはじめるアンチエイジング」
         　　　  （Health&Life 2009 Spring）
2009/04  　 「唾液の分泌を促しドライマウスを予防しましょう」（致知）
2009 春号　「６０歳からの健康法　急増するドライマウス～ストレスや薬の副作用が原因に
　　　　　  ～」（いきいき　Vol.33）
2009 春号　 「口臭の原因！おクチ乾いてない？口臭・ドライマウス対策」（健康情報）

2009/03　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング３」（nico）
2009/03  　 「新常識！「噛む」だけで笑顔も小顔も自在！」（bea’ s UP（ビーズアップ））
2009/02  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング２」（nico）
2009/02 　  「時計の針を戻す！アンチエイジング最先端哲学　最後の欲望、食欲を満たす口
　　　　　  を維持せよ」（addictam opera［アディクタム【オペラ】］、No.28）
2009/02  　 「あなたの健康相談室　ドライマウス」（月刊清流）
2009/01  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング」（nico）
2008/12  　   「特集　重金属・環境汚染物質から身を守る　歯科領域における有害金属の
            　　     全身ならびに口腔への影響」 ( アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑
　　　　　    誌、Vol.4 No.6)
2008/12  　   「アンチエイジングクリニック訪問　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジン
　　　　　　グ外来」  （アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑誌、Vol.4 No.6）
2008/11 　    「カラダの渇きを防ぐ　●唾液が減るとおこる　ドライマウス」
　　　　　　（へるすあっぷ 21）
2008/10/09   「健康　日本人 3000 万人以上が患っている！？　口の現代病ドライマウス　
　　　　　　キミは大丈夫？」  （R25、No.211）　　　
2008/10  　   「特集　新・カラダのふしぎをのぞく［2］ドライマウス　
            　　　 なぜ緊張すると口がカラカラになるのだろう？」( 健康ライフ、2　Vol.43)
2008/10    　 「歯磨きを十分に行っても虫歯や歯周病を繰り返す人は唾液不足が原因で対策
　　　　　　NO.1 は大学病院も行う舌鳴らし」（わかさ）
2008/08 　    「健康最前線　健やか life　ドライシンドローム “年だから” とあきらめない
　　　　　　乾燥改善は部位別対策で」（月刊ことぶき）　　　
2008/07 　    「注目の医療・介護増健施設　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来　
　　　　　　日本国内、歯学部では初のアンチエイジング専門外来」（暮らしと健康）
2008/07 　    「食事で行う歯周病＆虫歯予防　食べる物で、食べ方でお口を変える！！」（日経ヘルス）
2008/06   　  「“report “　抗加齢医学の重要性を強調！第２回指導士育成セミナーおよび
           　　　 第６回講習会開催される」(DHstyle、2008.June、Vol.2 No.19)
2008/06 　    「歯周病の予防が全身のアンチエイジングに！」（日経ヘルスプルミエ、創刊 2 号）
2008/06/01   「口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いてない？」（日経ヘルス
　　　　　　特別付録）
2008 冬号　 「快口一番　ガムを噛んでる？抗酸化物質を配合の『噛む』サプリメントへの夢」（ゆたか）
2007/12　     「女性のお悩み解決手帳 24 口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いて
　　　　　　いない？」  （日経ヘルス）
2007/11 　    「健康づくり　Q&A」（健康づくり、No.355）
2007/10 　    「加齢とともに増える「口臭＋歯周病」４０代から始める口腔ケア」
       　　　     （日経ヘルスプルミエ）
2007/09    　 「口腔から実践する抗加齢医学　－新たな歯科医療の展開を求めて－」
       　　　     （栃木県歯科医学会誌　第 59 卷）
2007/09　     「いきいきマイライフ　第 33 回　若さと健康のもと「唾液」が減少するドラ
　　　　　　イマウス」 （まいんど、vol.19）
2007/07　     「名医に聞く治療の最前線　ドライマウス（口腔乾燥症）」（毎日らいふ）
2007/07    　 「ドライシンドローム撃退キャンペーン第１回　ドライマウス」
　　　　　　（からだにいいこと）
2007/07   　  「歯周病やドライマウスは老化のサイン『口から始めるアンチエイジング』」
　　　　　　（SUNTORY 美感遊創、第 58 号）
2007/07  　   「虫歯も歯周病も一気に防ぐ最新テクニック　お口の健康はよくかむことから！
            　　　 唾液が口を洗浄、殺菌」（日経ヘルス）
2007 夏号      「快口一番　ちゃんと噛んでる？若返りの秘訣　噛んで唾液を出す」（ゆたか）
2007 夏号      「健康相談 Q&A 口が乾いて話しもできにくい。。。。。。」（けんぽニュース
　　　　　　（健康保健組合））
2007/06/29  ドライマウスと虫歯の怖い関係」（こっこクラブ No.129）
2007/06/29   「ドライマウスと歯周病で高まる誤嚥性肺炎の危機　中高年のための口腔ケア」
    　　　        （健康第一、 Vol.5）
2007/06/15   「基調講演特別レポート『口腔から実践する全身のアンチエイジング医学』
　　　　　　骨子」 (tiːθ、vol.8)
2007/06 　　「噛めば噛むほど唾液の分泌がよくなる」（へるすあっぷ２１，2007.NO.272）
2007/05 　　「口腔乾燥症を診る」（DENTAL DIAMOND、2007 MAY Vol.32 No.457）
2007/04  　   「サクセスフル・エイジングへの道〈第７回〉　マウスサインを見逃さないで！」
           　　　 （ロフィシャルジャポン、 No.016、April 2007）
2007 春号　   「快口一番　口臭大丈夫？増えているドライマウス」（ゆたか）
2007/03/10    「ドライマウス」（日本歯科医師会雑誌、3/10 号［第 59 卷第 12 号］）
2007/01/31    「ドライマウス（口腔乾燥症）の原因と対処法」
          　　　　（日本大学歯学部同窓会雑誌、第 51 卷第 5 号別冊学術特集号 No.22）
2007/01  　    「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（３）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2007Winter）
2006/12  　　 「▼特集▼オーラルケア研究の最前線と食品開発　ドライマウス
　　　　　　（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（食品加工技術、Vol.26 No.4）
2006/12 　    「更年期から始まる７　口の乾きが気になったら、ドライマウスを疑ってみる。」  
　　　　　　（クロワッサン特大号、12/10）
2006/10/15    「アンチエイジング８　歯科からのアンチエイジング」（食品工業）
2006/10          「口腔は健康の窓口②　ドライマウスの症状と原因」（THE Neighbor、VOL.392）
2006/10          「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　  「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（２）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2006Autumn）
2006/09  　　 「口腔は健康の窓口①　口腔の仕組み」（THE Neighbor、VOL.391）
2006/08/10　「話題のアンチエイジングクリニックを体験　人間ドックではわからない、
           　　　 あなたのカラダ年齢。」( クロワッサン、8/10 号）
2006/08/10　「第２回抗加齢歯科医学研究会が開催さる」（日本歯科評論 No.766 Vol.66(8)）
2006/08  　   「１年で１歳若返るアンチエイジング大研究　口の渇きは危険信号！気づかな
　　　　　　いと怖い  「ドライマウス」の危険から身を守る」 （百楽）
2006/08 　    「口腔から全身を考えるアンチエイジング医学の実践」（ＺＯＯＭ　ＵＰ、No.123）
2006/08  　   「連載　口からはじめるアンチエイジング　ドライマウスは老化の兆候」
　　　　　　  （アンチ・エイジング医学、Vol.2 No.3）
2006/08 　    「口の中にも「老化」はあります、いまから始めるケア法。」
　　　　　　（クロワッサン、8/10 号）
2006/07/28    「あなたを癒す第 27 回　医心伝身」（週刊ポスト）
2006/07/14    「名医の最新治療 75　女性の病気７　シェーグレン症候群」（週刊朝日）
2006/07/10    「新連載　更年期から始まる２　女性ホルモンが減り始めたら歯周病予防は欠

　　　　　　かせません。」  （クロワッサン）
2006/07　     「アンチエイジングは口元から。健康と美容に、いいことばかりの歯のリフォー
　　　　　　ム大作戦」   （クロワッサン Premium）
2006/07  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　 　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（１）」
　　　　　　 （Home Care MEDICINE、2006Summer）
2006 夏号　　「不老への挑戦　口腔から全身医療へ」（Medi Café、Vol.1 No.2）
2006/06/28　「連載　科学的運動のすすめ⑤　口腔筋機能療法による顎顔面周囲筋のトレー
　　　　　　  ニング」（アンチエイジング医学 Vol.2 No.2）
2006/06/28　「更年期からの女性はとくにご用心。あなたに乾燥注意報！」（いきいき）
2006/06/28　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス）
2006/06/25　「ドライマウスについて知ろう」（わくわくからだ探検　第１集）
2006/06/08　「女のカラダ SOS　第３１回　口臭」（女性セブン）
2006/06/01　「百科繚乱̶特別外来めぐり　カラダの危険信号「ドライマウス外来」」（週刊新潮）
2006/05/5-12「医療シリーズ　中高年を中心に急増する現代病　ドライマウス特集」（週刊朝日）
2006/05 　　  「動き出した抗加齢歯科医学の現状」（DENTAL DIAMOND、Vol.31 No.441）
2006/05 　　  「特色のある“専門ドック“̶大学病院でフルチェック！アンチエイジング外来̶」（美的）
2006/05　　   「行ってきました、専門外来　第０５回ドライマウス外来̶鶴見大学歯学部附
　　　　　　 属病院」 （Nursing Today）
2006/04/10     「現代・口腔外科治療のクライテリア　口腔乾燥症（ドライマウス）の診断と対処」
　　　　　 　（一般臨床家、口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル ‘０６）
2006/04  　　 「抗加齢医療 ̶診断と治療の最前線　歯科医からのアンチエイジング・アドバ
　　　　　　  イス」  （モダンフィジシャン、2006.4）
2006/04 　　  「特集アンチエイジング　口腔から考えるアンチエイジング」
        　　　　   （Medical Science Digest 4 月臨時増刊号、vol.32 No.5 2006 通巻 410 号）
2006/04  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　
　　　　　　      「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（２）（Home Care MEDICINE、2006Spring）
2006/03　　   「⑥ドライマウスは老化のサインー生活習慣病の兆候̶」（デンタルハイジーン）
2006/03  　　 「聞いてみよう　薬剤師の知りたいこと60　ドライマウス」（調剤と情報）
2006/03 　　  「口から始めるアンチエイジング歯科医学 6　ドライマウスは老化のサイン 
　　　　  　　 －生活習慣病の徴候－」（デンタルハイジーン）
2006/02/07　「女性の医学最前線　ドライマウス」（婦人公論）
2006/02  　　 「⑤アンチエイジングのための食事療法」（デンタルハイジーン）
2006/01/15　「ドライマウスについて」（シェーグレンの会会報）
2006/01 　　  「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　 
　　　　　　　「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（１）（Home Care MEDICINE、2006Winter）
2006/01　　   「④フェイシャルトレーニングの実際」（デンタルハイジーン）
2006/01  　　 「アンチエイジング医学と歯科医療」（歯界展望）
2006     　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22     「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09     「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病の Q&A ̶重金属汚染̶」　
　　　　　      （週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12　　   「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
       　　　　   （医薬ジャーナル）
2005/12 　　  「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12 　　  「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29     「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
        　　　　  （デンタルハイジーン）
2005/11   　　「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）
2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　  実現を～」　（Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学 ̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
　　　　  　　 （アンチ・エイジング歯科医学 ̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10  　　 「口の老化は心身の老化 ̶抗加齢歯科医学の実践̶」
　　　　　　   （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10 　　  「①歯科衛生士の新たな職域 ̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10　　   「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」（歯科衛生士）
2005/09           「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」（歯科衛生士）
2005/08           「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」（歯医者さんの待合室）
2005/08           「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07             「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30      「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30      「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春　第 31 号）
2005/06/30      「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29      「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29     「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　 「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28     「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27     「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケアVol.11 No.3）
2005/06           「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06           「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケアvol.4）
2005/06           「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌をキープ！」 
　　　　　　 （マイファーマシー）
2005/06 　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」（50代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」（社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03 　　  「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」
　　　　　　 （デンタルハイジーン）
2005/02 　　  「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」（コムスン通信No.16）
2005/02  　　 「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）



講演 / シンポジウム一覧
2020/10/20　     第 675 回松江赤十字病院集談会　特別講演
2020/10/6-7　   第 73 回日本酸化ストレス学会／第 20 回日本 NO 学会合同学術集会
　　　　　　　ランチョンセミナー 2
2020/02/02　　大垣歯科医師会　学術講演会
2020/01/29　　Care Show Japan 2020　統合医療展　セミナー
2020/01/22　　公益財団法人いきいき埼玉　彩の国いきがい大学伊奈学園　講演
2019/12/17　　サラジェン Web 講演会　講演
2019/12/16　　健康保険組合連合会神奈川連合会　健康増進講習会　講演
2019/11/14　　ME-BYO サミット神奈川 2019　分科会③　
2019/11/03　　第 9 回電子免疫治療研究会カンファレンス　教育講演
2019/10/04　　食品開発展 2019　講演
2019/08/21　　日本スキン・エステティック協会 JSA セミナー 2019　Vol.47　招聘講演　
2019/07/12　　株式会社第一物産グループ新事業年度総会　招聘講演
2019/07/10　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/07/08　　株式会社ホットアルバム炭酸泉タブレット　招聘講演
2019/06/09　　厚労省自己免疫疾患医療講演会　講演
2019/05/18　　第 15 回日本疲労学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 1
2019/02/28 　   第 11 回河田町歯科口腔外科懇話会
2019/02/16　　明石市歯科医師会主催介護予防研修会　講演
2019/01/25        健康博覧会 / FOOD DESIGN EXPO 2019
2019/01/23　　Care Show Japan 2019　統合医療展　セミナー
2019/01/21　　日本抗加齢医学会　第 3 回メディアセミナー
2018/10/05　　食品開発展 2018　講演
2018/09/22         NPO 法人くすり・たべもの・からだの協議会主催第 15 回講演会
2018/08/25　　第 29 回日本臨床口腔病理学会総会・第 11 回日本口腔検査学会総会共催
　　　　　　　学術大会 4 学会シンポジウム
2018/07/07　　第 5 回かねろくの会　講演
2018/06/22-24  国際 CoQ10 学会　講演
2018/06/08　　第 7 回江戸川ライン SS 研究会 　特別講演
2018/05/26　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 14
2018/05/25　　第 18 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 4
2018/05/22　　品川シルバー大学　講演
2018/02/08　　第 2 回栃木県歯科病診連携の会　講演
2018/01/21　　明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法　講演
2018/01/14　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/11/23　　福岡県歯科医師会お口のサポート講習会
2017/11/17　　第 33 回食の文化を考えるミズホ学級　講演
2017/11/06　　新宿区歯科講演会
2017/10/10　　中野区医師会内科医会内分泌・膠原病グループ講演会　特別講演
2017/09/01　　練馬区口腔機能向上講演会
2017/08/05　　第 15 回亜鉛栄養治療研究会　特別講演
2017/07/26　　ウェルネスフードジャパン　セミナー
2017/06/29　　三越伊勢丹グループ講演会　札幌
2017/06/23　　三越伊勢丹グループ講演会　福岡

2017/06/17　　三越伊勢丹グループ講演会　仙台
2017/06/14　　三越伊勢丹グループ講演会　高松
2017/06/08　　横浜市西区医師会　学術講演会
2017/06/02　　第 17 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 6
2017/05/28　　三越伊勢丹グループ講演会　新潟
2017/05/26　　ifiaJAPAN2017 / HFE JAPAN2017　セミナー　講演
2017/04/27　　口腔アンチエイジングセミナー　講演
2017/04/12　　蕨戸田市医師会　学術講演会
2017/01/15　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2017/01/11　　事業構想大学院大学　セミナー講演
2016/11/16　　大田区口腔機能向上講習会
2016/11/13　　日本口腔粘膜機構設立記念講演会
2016/10/23　　平成 28 年度杉並区よい歯ファミリーフェスティバル講演会
2016/10/21　　平成 28 年度渋川市介護予防講演会
2016/10/16　　第 6 回電子免疫治療研究会カンファレンス　特別講演
2016/09/27　　NPO 法人健康食品フォーラム第 35 回健康食品セミナー
2016/09/18　　第 4 回日本ドライシンドローム学会 シンポジウム 1
2016/09/09　　第 25 回シェーグレン症候群学会学術集会　ランチョンセミナー 2
2016/07/20　　中部国際空港　スタッフ向けセミナー
2016/07/16　　2016 近畿大学アンチエイジングセンター第 16 回市民公開講座
2016/07/09　　国公私立大合同進学ガイダンス夢ナビライブ 2016　講演
2016/06/28　　品川シルバー大学　講演
2016/06/28　　座間市介護予防事業講演会
2016/05/21　　第 3 回北関東医療・健康イノベーションフォーラム　講演
2016/02/14　　第 9 回丸山記念総合病院歯科口腔外科病診連携講演会
2015/12/14　　練馬区光が丘保健相談所　歯科講演会
2015/12/10　　松本歯科大学総合歯科医学研究所セミナー
2015/12/07　　山梨口腔外科集談会　特別講演
2015/11/13　　佐倉市在宅歯科講演会
2015/10/18　　秦野の会　講演
2015/10/17　　松本歯科大学校友会山梨県支部　学術講演会
2015/10/02　　練馬区関保健相談所　口腔機能向上講演会
2015/09/27　　和歌山県歯科医師会学術大会　講演
2015/09/04　　乾燥症状連携ミーティング　特別講演
2015/07/12　　平成 27 年度福島県歯科衛生士会研修会
2015/06/24　　荒川区口腔保健講演会
2015/05/29　　第 15 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 5
2015/03/14　　第 4 回兵庫・大阪シェーグレンフォーラム　特別公演
2015/03/05　　一般社団法人日本音楽健康協会設立記念シンポジウム
2015/01/30　　昭島市歯科講演会
2015/01/26　　エコールドロイヤル公開講座
2015/01/11　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/11/25　　キッセイ薬品工業株式会社　社内研修会
2014/11/15　　日本歯科人間ドック学会第 17 回学術大会　特別講演
2014/11/09　　鶴見大学歯学部同窓会栃木支部　学術講演会
2014/10/29　　伊勢丹立川店　セミナー
2014/10/23　　東京都小金井歯科医師会　市民公開講座
2014/10/15　　東京都中央区京橋歯科医師会　学術講演会
2014/10/12　　秦野ヨガの会　講演
2014/10/04　　第 48 回日本口腔科学会関東地方部会　教育講演
2014/09/19　　第 19 回膠原病臨床病理研究会
2014/03/07　　足立区スマイルアップ講習会
2014/03/05　　株式会社第一興商　エルダー事業推進会議
2014/02/20　　IMEC2014　第 10 回統合医療展アンチエイジングフォーラム
2014/02/06　　事業構想大学院大学　ドライマウスセミナー
2014/02/01　　足立区耳鼻咽喉科医会学術講演会
2014/01/26　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2014/01/19　　第 3 回日本ドライシンドローム学会　シンポジウム１
2013/12/14　　第 144 回盛岡おおどおり健康教室
2013/11/23　　日本健康医療学会総会第 6 回学術大会　特別講演
2013/11/11　　新宿区四谷保健センター　ドライマウス専門相談
2013/10/27　　第 12 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2013/10/20　　平成 25 年世田谷区歯科医師会　区民向け講演会
2013/10/12　　第 58 回日本口腔外科学会総会・学術大会 口腔三学会合同シンポジウム
2013/10/06　　平成 25 年度東京都歯科医師会生涯研修セミナー　ランチョンセミナー
2013/10/01-07（株）三越伊勢丹ホールディングス　『笑顔』トレーニングセミナー
2013/09/15　　第 6 回日本口腔検査学会総会・学術大会　
              　　　　ランチョンセミナー、共催シンポジウム１
2013/09/12　　第 72 回一般社団法人日本栄養評議会　勉強会
2013/09/10　　9 月 10 日スペシャルセミナー
2013/07/18　　第 2 回ドライシンドローム診療連携会　特別講演
2013/07/14　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/07/14　　更年期と加齢のヘルスケア第 4 回カウンセラー・アドバイザー研修会
2013/06/29　　平成 25 年度関東甲信越診療放射線技師学術大会　教育講演 3
2013/06/28　　第 13 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 3
2013/05/26　　日本臨床形成美容外科医会・研修会
2013/05/26　　第 9 回世界歯内療法会議　シンポジウム 7
2013/04/05　　第 117 回日本眼科学会総会　シンポジウム 09
2013/03/10　　姫路市歯科医師会第７回市民公開講座
2013/03/03　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線
2013/01/20　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/11/14　　東京都大田区大森歯科医師会 第 3 回学術講演会
2012/11/09　　小樽市歯科医師会　学術講演会
2012/11/08　　株式会社三越伊勢丹　社内研修　講演
2012/11/04　　第 11 回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会　シンポジウム
2012/10/28　　第 51 回広島県歯科医学会併催第 96 回広島大学歯学会　特別講演
2012/10/25　　第 65 回日本自律神経学会総会　シンポジウム 3　

2012/10/12　　ＧＳ世代研究会 第 3 回勉強会
2012/10/10　　日本統合医療普及推進協会 2012 年度第 1 回勉強会
2012/10/01　　千代田区千代田保健所 口元からアンチエイジング教室　講演
2012/09/08　　第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム
2012/07/30　　社団法人日本私立歯科大学協会　第 3 回歯科プレスセミナー
2012/07/08　　更年期と加齢のヘルスケア学会　第 4 回カウンセラー研修会
2012/07/01　　日本訪問歯科協会　実践！訪問歯科アドバンストコース　講演
2012/06/24　　第 12 回日本抗加齢医学会総会　市民公開講座　
2012/06/11　　歯科再生医療産学連携会議　第 13 回産学連携フォーラム
2012/05/29　　日本抗加齢医学会・日本白内障屈折矯正手術学会　
　　　　　　　合同エデュケーショナルセミナー
2012/05/20　　全国膠原病友の会　神奈川県支部主催　医療講演会
2012/05/19　　日本口腔感染症学会セミナー＆認定制度講習会　
              　　　　スプリングカンファレンス in Tokyo 2012　教育講演
2012/05/17　　第 12 回奈良抗加齢研究会　特別講演
2012/05/13　　ドライマウスとアンチエイジングの最前線　講演
2012/04/15　　埼玉県病院歯科連絡協議会総会学術講演会
2012/03/25　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2012/03/18　　第 8 回日本歯科産業学会　春季大会
2012/03/04　　日本ドライシンドローム学会発足記念講演会
2012/03/02　　まごごろ館四街道開設記念セミナー
2012/02/10　　スマイルアップあだちちゅうりっぷ体操完成記念講演会
2012/02/07　　株式会社第一興商ブロック長会議　特別講演
2011/12/10　　第 9 回日本機能性食品医用学会・総会　教育講演
2011/12/03　　アンチエイジングフェスタ 2011　抗加齢医学の実践　シンポジウム 3　
2011/11/27　　第 6 回日本美容抗加齢医学会　パネル 2 
2011/11/04　　鶴見大学「先制医療研究センター」設立記念シンポジウム　
　　　　　　　 先制医療の最前線
2011/11/02　　新宿区牛込保健センター歯科講演会
2011/10/23　　第 1 回抗酸化歯科研究会学術講演会　講演
2011/10/22　　戸塚泉栄 3 支部合同学術講演会
2011/10/07　　日本香粧品学会　第 36 回教育セミナー　講演
2011/09/10　　上越・柏崎地区学会　講演
2011/09/03　　5th SFRR-ASIA 8th ASMRM 11th J-mit CoQ Session
2011/07/17　　第 26 回日本歯科心身医学会総会・学術大会　特別講演Ⅰ
2011/07/09-10  富士見会研修会
2011/07/03　　第 27 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2011/06/11　　第 29 回日本顎咬合学会学術大会・総会　
　　　　　　　テーブルクリニック　セッション 1　
2011/06/02　　神奈川県保険医協会歯科部会　2011 年 6 月度　歯科臨床研究会
2011/05/27　　第 11 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　教育講演 1、
　　　　　　　アフタヌーンセミナー 4
2011/02/27　　静岡県保険医協会市民公開講座
2011/02/20　　平成 22 年度東京都町田市歯科医師会市民公開講座
2011/02/15　　日本抗加齢医学会エデュケーショナルセミナー
2011/02/06　　平塚歯科医師会第 4 回市民公開講座
2011/01/30　　松本歯科大学校友会神奈川支部学術講演会
2011/01/22　　太田新田歯科医師会第 11 回市民公開講座
2011/01/16　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2010/11/29　　寺尾地区・寺尾第二地区合同研修会
2010/11/28　　東京歯科保険医協会第 6 回「歯と健康」フォーラム
2010/11/28　　第 8 回国際顎頭蓋機能学会日本部会学術大会　教育講演
2010/11/27　　西宮市歯科医師会秋の学術講演会
2010/11/25　　鎌ヶ谷市 平成 22 年度いい歯の日講演会
2010/11/20　　よこはま大学開港塾 2010
2010/11/12　　新宿区牛込保健センター　口腔乾燥症（ドライマウス）講演会
2010/11/11　　第 64 回日本臨床眼科学会内専門別研究会　
　　　　　　　オキュラーサーフェス研究会　第 30 回ドライアイ研究会
2010/11/06　　昭島市市民公開講座 第 14 回歯の保健衛生講習会
2010/11/06　　第 4 回見た目のアンチエイジング研究会講習会
2010/11/01　　千代田保健所　平成 22 年度　口元からアンチエイジング教室　講演　
2010/10/30　　福山地区歯科衛生連絡協議会　平成 22 年度中高年歯科保健講演会
2010/10/22　　Molecular Jungle 2010　特別講演
2010/10/16　　特定非営利活動法人口腔医科学会　平成 22 年度　第 14 回学術大会　
　　　　　　　招待講演
2010/10/02　　佐世保臨床歯学研究会
2010/09/29　　藤沢歯科臨床懇話会　講演
2010/09/28　　Asia Innovation Forum　サテライトプログラム（スピーカー）
2010/09/21　　第 52 回歯科基礎医学会　学術大会・総会　メインシンポジウム１
2010/09/17　　第 3 回ナノバイオメディカル学会大会　特別講演
2010/09/09　　第 19 回日本シェーグレン症候群学会　シンポジウム１　
2010/09/06　　近畿バイオインダストリー振興会議 
　　　　　　　第 2 回 生活習慣病予防のための機能性食品開発に関する研究会
2010/09/04　　西日本新聞社主催　市民公開講座　
2010/08/07　　河北新報社主催　市民公開講座　
2010/07/31　　第 20 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　ランチョンセミナー　
2010/06/27　　北海道新聞社主催　市民公開講座
2010/06/26　　三原市歯科医師会学術講演会
2010/06/20　　茨城県保険医協会講演会
2010/06/13　　第 10 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　ランチョンセミナー 17
2010/06/06　　第 44 回愛歯のつどい　講演
2010/05/30　　静岡新聞社・静岡放送主催　市民フォーラム
2010/04/18　　日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校同窓会　講演
2010/03/28　　世田谷区民向け講演会
2010/03/14　　鹿沼ロータリークラブ 50 周年記念式典・祝賀会記念講演
2010/02/24　　東京都三鷹市歯科医師会学術講演会
2010/02/22　　龍門グループパートナー会賀詞交換会講演会

2010/02/18　　新潟ドライマウス学術講演会　特別講演
2010/02/06　　伊勢丹セミナーエイジングケアスペシャル対談
2010/01/22　　第 43 回日本無菌生物ノートバイオロジー学会総会　特別講演
2009/12/20　　歯髄細胞バンク第 1 回ワークショップ
2009/12/13　　口腔感染症フォーラム 2009
2009/12/11　　東京都牛込歯科医師会　スタディ会
2009/11/21　　広島市民向けフォーラム　口腔ケアとアンチエイジング　講演
2009/11/20　　第 6 回日本口腔ケア学会総会・学術大会　シンポジウムⅡ
2009/11/19　　第 20 回　ゼルコバの会　学術講演会
2009/11/18　　第 584 回　東京松風歯科クラブ例会
2009/11/08　　板橋区・東京都板橋区歯科医師会主催講演会
2009/11/07　　第 9 回平成 21 年度都民向け講演会
2009/10/31　　福島県保険医協会歯科学術研究会
2009/10/28　　東京都世田谷区歯科医師会学術講演会
2009/10/24-25  伊勢丹セミナー
2009/10/03　　日本咀嚼学会第 20 回記念大会　シンポジウムⅠ　
2009/09/21　　抗加齢医学の実際 2009　Lecture3
2009/09/13　　09 丹青会セミナー
2009/08/30　　東京形成歯科研究会認定講習会
2009/08/20　　国立長寿医療センター平成 21 年度口腔ケア研修会
2009/08/07　　金沢膠原病フォーラム
2009/07/05　　大阪府歯科衛生士会研修会
2009/07/02　　第 2 回神奈川アンチエイジング研究会
2009/06/13　　置賜地区歯科医師連合会学術講演会
2009/06/05　　第 19 回日本口腔粘膜学会総会・学術集会　シンポジウム 1
2009/06/04　　品川シルバー大学　
2009/05/31　　日本全身咬合学会第 15 回認定研修セミナー
2009/05/30　　第 1 回泌尿器抗加齢医学研究会講演
2009/05/29　　第 9 回日本抗加齢医学会総会・学術大会　シンポジウム 11
2009/05/08　　第 8 回多摩川フォーラム特別講演
2009/05/07　　東京南ロータリークラブ例会
2009/04/26　　株式会社伊勢丹セミナー
2009/04/18　　第 4 回相模原市・大和市整形外科医会学術研修会
2009/03/27　　株式会社ロッテ中央研究所　講演会
2009/03/12　　統合医療展 2009 医療実践セミナー
2009/02/14-15  大阪大学歯学部同窓会第 6 回歯科臨床セミナー
2009/01/30　　第 6 回日本コエンザイムＱ協会研究会　特別講演
2009/01/25　　上都賀歯科医師会　学術・公衆衛生 合同研修会
2008/12/06　　東京都滝野川歯科医師会学術研修会
2008/11/30　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2008/11/22　　第 4 回日本抗加齢医学会北海道研究会講習会
2008/11/19　　東京都調布市歯科医師会学術講演会
2008/11/16　　第 12 回上小「いい歯の日」フェスタ　特別講演
2008/11/16　　板橋区・板橋区歯科医師会平成 20 年度歯科講演会
2008/11/15　　第 21 回日本歯科医学会総会サテライトシンポジウム 2
2008/11/14　　第 27 回中村いやしの会　特別講演
2008/11/09　　愛知県歯科医師会平成 20 年度学術講演会
2008/11/05　　東京都小金井市歯科医師会　市民公開講座
2008/10/25　　日本大学松戸歯学部公開講座
2008/10/19　　第 60 回近畿北陸地区歯科医学大会　特別講演
2008/10/09　　リカルデントプレスセミナー
2008/10/04　　岩手医科大学平成 20 年度　ハイテクリサーチプロジェクト研究成果発表会
　　　　　　　特別講演
2008/10/02　　横浜市鶴見区介護予防週間講演会
2008/09/04　　山武郡市歯科医師会学術講習会
2008/08/23　　第１回日本口腔検査学会総会・学術大会　特別講演
2008/07/11　　東京医科歯科大学歯学部附属病院看護部教育委員会　特別講演
2008/06/19　　第 19 回日本老年歯科医学会総会・学術大会内　
　　　　　　　日本老年医学会・日本学術会議合同　公開シンポジウム
2008/06/18　　第 5 回泌尿器領域の医療とケア研究会
2008/06/01　　相模原市歯科医師会　歯の衛生週間事業　講演
2008/05/31　　平成 20 年度十日町口腔科学アカデミー学術講演会
2008/05/21　　国立市歯科医師会学術講演会
2008/04/26　　第 51 回日本歯科理工学会学術講演会　公開シンポジウム
2008/04/17　　第 62 回日本口腔科学会学術集会
2008/04/16　　SUPPLY EXPO JAPAN 健食原料・素材・OEM 展 2008
2008/03/22　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食機能療法と栄養管理セミナー
2008/03/18　　統合医療展 2008 医療実践セミナー
2008/03/04　　アドバイザリーミーティング
2008/02/24　　香川県歯科医師会・香川県　平成 19 年度 8020 県民公開講座
2008/02/22　　横浜市鶴見区認知症予防講演会
2008/02/09　　サラジェン効能追加記念全国講演会　基調講演
2008/02/03　　富山三二会クリニカルカンファレンス新年講演会
2008/01/29　　日本大学大学院松戸歯学研究科大学院特別講義・セミナー
2008/01/26　　The Joint Meeting of the 3rd Symposium on "Oral Health Science" and 
             　　　　 the 3rd symposium on "Dental and Craniofacial Morphogenesis and 
             　　　　 Tissue Regeneration"
2007/12/09　　第 7 回長崎口腔科学フォーラム
2007/12/08　　第 52 回日本唾液腺学会　特別講演
2007/12/01　　鶴見大学歯学部同窓会山形県支部学術講演会
2007/11/29　　第 35 回薬物活性シンポジウム市民公開セミナ－
2007/10/29　　株式会社コーチ・トゥエンティワン社内講演会
2007/10/16　　日本民間放送連盟・東京支社長会月例会
2007/10/13　　名古屋市守山区・東区・北区歯科医師会３区合同学術講演会
2007/09/30　　第 20 回柏市口腔衛生大会記念市民公開講座
2007/09/29　　第 52 回日本口腔外科学会総会・学術大会　シンポジウム
2007/09/28　　オーラルケアセミナー

2007/09/23　　第 5 回日本再生歯科医学会　特別講演
2007/09/17　　抗加齢医学の実際 2007
2007/09/13　　渋谷区歯科医師会第 1 回学術講演会
2007/08/31　　第 49 回歯科基礎医学会 シンポジウム 4
2007/08/26　　松風歯科クラブ臨床講座
2007/07/14　　群馬摂食・嚥下研究会　摂食・機能療法と栄養管理セミナー 2007
2007/07/05　　第 17 回日本口腔粘膜学会総会　シンポジウム
2007/06/29　　北海道医療大学個体差健康科学研究所セミナー
2007/06/10　　福島県歯科医師会第 1 回「口腔と全身疾患の関係」学会
2007/05/12　　日本アンチエイジング歯科学会第 2 回学術大会　基調講演
2007/04/22　　福井県歯科医師会学術講演会
2007/04/07　　第 27 回日本医学会総会
2007/04/01　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2007/03/30　　健康博覧会 2007 記念セミナー
2007/03/22　　Anti-Aging Medicine in Asia from Middle East to Japan
2007/03/20　　株式会社なとり社内講習会
2007/03/14　　東京都中央区京橋歯科医師会学術講演会　
2007/02/25　　兵庫県保険医協会歯科定例研究会
2007/02/22　　第 246 回宮城県保険医協会研究会
2007/02/04　　日本大学松戸歯学部大学院セミナー
2007/01/27　　飯田下伊那臨床研究懇談会学術懇談会
2007/01/24　　東京大学大学院医学系研究科コカ・コーラ抗加齢医学講座
              　　　　第五回加齢医学セミナー
2006/12/10　　銚子市歯科医師会学術講演会
2006/12/07　　群馬県歯科保健大会県民講座講演
2006/12/02　　平成 18 年度東京都歯科医師会都民向け講演会
2006/12/01　　第 16 回食と健康研究会
2006/11/27　　東京都台東区浅草歯科医師会第 2 回学術講演会
2006/11/20　　東京医科歯科大学第 12 回大学院医歯学総合研究科大学院セミナー
2006/11/17　　城東歯科医師会学術講演会
2006/11/14　　東京インプラントアソシエーション第 97 回勉強会
2006/11/12　　千葉県歯科医師会デンタルスタッフセミナー
2006/11/09　　船橋市歯科医師会市民公開講座
2006/11/05　　第 59 回栃木県歯科医学会　特別講演
2006/11/01　　横浜市神奈川区歯科医師会学術講演会
2006/10/28　　鶴見大学歯学部同窓会九州支部学術講演会
2006/10/25　　瀬谷歯科医師会学術講演会
2006/10/24　　東京都立心身障害者口腔保健センター歯科衛生士集団研修会
2006/10/15　　鶴見大学歯学部同窓会茨城県支部学術講演会
2006/10/14　　第 5 回日本国際歯科大会’ 06 歯科衛生士シンポジウム
2006/10/02　　新宿区四谷保健センター講演会
2006/09/13　　神戸市垂水区歯科医師会垂水会　講演会
2006/09/10　　平成 18 年度稲沢市歯科医師会学術講習会
2006/08/25　　足立区歯科医師会歯科医療研究部 ADE 会
2006/08/20　　明海大学歯学部同窓会学術研修会
2006/08/19　　第 59 回北海道歯科学術大会　特別講演
2006/08/18　　第 17 回日本口腔病理学会総会・学術大会　セミナー
2006/07/28　　国立長寿医療センター NILS セミナー
2006/07/23　　東京医科歯科大学歯科同窓会学術部講演会
2006/07/09　　第 4 回フリーラジカルセミナー
2006/07/02　　東京アンチエイジングレビュー 2006　
2006/06/18　　日本大学歯学部同窓会生涯教育研修セミナー
2006/06/03　　第５回九州シェーグレン症候群研究会　特別講演
2006/05/28　　ＵＣＬＡインプラントアソシエーションジャパン第 2 回講演会　
2006/05/14　　第 8 回山口摂食嚥下技術セミナー　
2006/05/11　　前橋市歯科医師会学術講演会
2006/03/23　　宮城ドライマウス講演会　特別講演
2006/03/18　　大阪大学歯学部同窓会第 357 回臨床談話会
2006/03/03　　APPI ANTI AGING CLUB 2006　
2006/02/19　　小石川・文京区歯科医師会区民と歯科医師会のつどい
2006/02/19　　日本抗加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会
2006/02/16　　日本食品機械研究会オーラルケア研究の最前線と食品開発　
2006/01/24　　平成 17 年度福井ライフ・アカデミー現代的課題講座１　
2006/01/21　　平成 17 年度長崎県歯科医師会学術研修会　
2006/01/15　　第 3 回介護予防勉強会～口腔機能向上～　
2006/01/08　　第 307 回総合医療開発研究会特別講座　
2005/11/20　　第 23 回日本歯科東洋医学会学術大会　特別講演
2005/11/19　　東京都深川歯科医師会学術講演会
2005/11/13　　第 44 回広島県歯科医学会・第 89 回広島大学歯学会　特別講演
2005/11/12　　AEP 日本歯内歯周管理学会発足 25 周年記念大会　特別講演
2005/10/30　　西さっぽろ予防歯科ネットワーク・PHD 研究会主催ドライマウス講習会
2005/10/29　　札幌歯科医師会平成 17 年度第 3 回学術講演会　
2005/10/28　　professionalcare 8000 コクラン再評価記念講演会
2005/10/15　　第 22 回日本障害者歯科学会ランチョンセミナー
2005/09/18　　東京医科歯科大学歯学部附属歯科衛生士学校同窓会公開講座
2005/09/02　　第 8 回日本組織工学会総会　ランチョンセミナー 3
2005/07/24　　茨城県三大学学術講演会
2005/07/23　　富士市歯科医師会学術講演会
2005/07/14　　伊勢崎佐波歯科医師会　学術講演会
2005/06/29　　東京都江戸川区歯科医師会在宅訪問委員会講習会
2005/06/25　　日本解剖学会関東支部第 15 回懇話会（シンポジウム）特別講演
2005/06/23　　埼玉県歯科医師会女性歯科医会　講演会
2005/06/04　　第 18 回シェーグレン症候群患者会総会「シェーグレンの会」
2005/05/21　　特定非営利活動法人フューチャー　講演会
2005/04/24　　第 7 回山口摂食嚥下技術セミナー
2005/04/23　　シェーグレン症候群セミナー教育講演
2005/04/21　　日本口腔科学会総会シンポジウム

2005/04/14　　第 94 回日本病理学会総会ワークショップ
2005/03/11　　平成 16 年度歯科用医薬品情報担当者講義　特別講義
2005/03/06　　徳島県歯科衛生士会生涯研修専門研修Ⅰ研修会
2005/02/24　　東京都日本歯科大学校友会第２回学術講演会
2005/02/19　　日本歯科大学校友会浦和支部学術講演会
2005/02/18　　財団法人横浜産業振興公社第 88 回産学交流サロン　
2005/02/06　　松本歯科大学千葉県校友会講演会
2005/01/29　　広島市歯科医師会学術研修会
2005/01/26　　葛飾区歯科医師会地域医療講演会
2005/01/16　　岡山県保険医協会第 179 回プライマリケア懇話会
                               第 67 回歯科ポストグラデュエートコース
2004/12/16　　ウエルテック講演（バイオエクストラ発表会）
2004/12/02　　船橋歯科医師会特殊歯科学術講演会
2004/11/28　　第 4 回昭和大学歯学部同窓会ポストグラデュエートセミナー
2004/11/27　　東京都町田市歯科医師会平成 16 年度第 2 回学術講演会
2004/11/23　　香川保険医協会医科歯科合同セミナー
2004/11/13　　秋田市歯科医師会　平成 16 年度第 2 回学術研修会
2004/11/11　　第 2 回北九州ドライマウス研究会　特別講演
2004/10/30　　大阪デンタルショー
2004/10/16　　日本ヘルスケア歯科研究会第 8 回ヘルスケアシンポジウム
2004/10/03　　学校法人総持学園創立 80 周年記念
             　　　　 鶴見大学同窓会第 59 回ポストグラデュエートコース
2004/09/12　　岡崎歯科医師会学術講演会
2004/09/10　　第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 
　　　　　　　ランチョンセミナー 1
2004/08/22　　日本歯科先端技術研究所関東甲信越地区勉強会外来講師講演会
2004/07/11　　松本歯科大学校友会東京都支部総会講演会
2004/07/03　　鶴見大学歯学部千葉県支部同窓会学術講演会
2004/06/20　　西東京歯科衛生士専門学校講演会
2004/06/13　　第 21 回兵庫県歯科医学大会　特別講演
2004/06/12　　第 22 回日本顎咬合学会学術大会　テーブルクリニック
2004/05/30　　第 35 回青梅市民健康の集い
2004/05/20　　社団法人日本綜合歯科協会研修講演会
2004/04/04　　シロクス学ぶ会特別講演会　
2004/03/19　　渋谷区歯科医師会第 4 回学術講演会
2004/03/18　　第 6 回神奈川県シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/03/14　　文京区・小石川歯科医師会　区民と歯科医師会の集い
2004/03/09　　有楽町講演会
2004/02/26　　第 3 回埼玉シェーグレン症候群研究会　特別講演
2004/02/22　　和歌山県保険医協会 学術講演会
2004/02/08　　松本歯科大学校友会 2003 卒後セミナー
2004/02/05　　常滑市歯科保健研修会
2004/01/29　　横浜市歯科医師会病院連携に伴う研修会
2004/01/24　　デンタルセミナー 462 回例会
2004/01/18　　愛媛県歯科医師会学術講演会
2003/12/04　　川崎市耳鼻咽喉科セミナー
2003/11/30　　上田小県歯科医師会　講演
2003/11/09　　歯の健康フォーラム 21　第 3 回シンポジウム
2003/09/17　　品川歯科医師会　講演
2003/08/31　　鶴見大学歯学部同窓会兵庫県支部学術講演会
2003/08/02　　松本歯科大学大阪支部講演会
2003/07/23　　青梅保健所　講演
2003/07/19　　横浜市青葉区歯科医師会学術講演会
2003/07/13　　鶴見大学歯学部同窓会愛知県支部学術講演会
2003/05/23　　東京都牛込歯科医師会
2003/01/30　　東京都西多摩歯科医師会第 3 回学術講演会
2002/11/13　　神奈川歯科大学研究懇話会
2002/06/19　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所　講演
2002/06/18　　第 14 回松本歯科大学総合歯科医学研究所特別講演

■テレビ・ラジオ
2020/11/09　「あさイチ『オーラルフレイルを食い止めろ！』」（NHK 総合）
2020/10/10　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/10/09　「チコちゃんに叱られる！」（NHK 総合）
2020/07/21　「ドクターサロン『ドライマウス』」（ラジオ NIKKEI）
2020/06/15　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」 （NHK BS プレミアム）
2020/06/11　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『ドライシンドロームを防げ！粘膜美人
　　　　　　の秘けつ』」（NHK BS プレミアム）
2020/10/08　「美と若さの新常識　カラダのヒミツ『カラオケパワーで肺も血管も美しく』
　　　　　　（NHK BS プレミアム）
2019/02/04　「あさイチ『年とともに忍び寄る “歯” のトラブル』」（NHK 総合）
2018/08/11　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/07/04　「ガッテン！『免疫力アップ＆口臭予防！唾液パワー全開ＳＰ』」（NHK総合テレビ）
2018/04/13　「てっぺん！『死に至る！？口のトラブル最前線』」（テレビ静岡）
2018/02/18　「健康カプセル！ゲンキの時間『鼻づまり』」（TBS テレビ）
2018/02/14　「１周回って知らない話　『出川＆直美 最新技術で肉体検証SP』」（日本テレビ）
2017/09/11　「おはよう日本：おはようビタミン『カラオケ新時代』」（NHK）
2017/06/06　「笑顔とガムでハッピーに？」（TBS ラジオ）
2016/11/01　「この差って何ですか？ 2 時間スペシャル『唇が「乾燥しやすい人」と
　　　　　　「乾燥しにくい人」の差』」（TBS）
2016/09/24　「教えて！坂上クリニック『ドライマウス』（フジテレビ）
2016/06/03,17,27,  07/01

　　　　　　 「ラジオ深夜便『わたし終いの極意：口腔ケアで心も身体も健やか』」
        　　　      （NHK ラジオ）
2016/04/16    「ぷらちなライフ - 人生楽笑」『「有備無患」ドライマウスに注意！唾液の意　
　　　　　     外な役割とは？』」（東京 MXTV）
2016/02/12　「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2016/02/07    「健康カプセル！ゲンキの時間『「内」と「外」から対策せよ！実は恐ろしい
　　　　　　 冬の乾燥』」（TBS テレビ）
2016/01/25    「スッキリ！！『週間からだニュース　ドライマウス』」（日本テレビ）
2015/12/26    「華大の知りたい！サタデー『カラオケで若返る！？』歌うことで唾液の量が
　　　　　　 増え健康増進ストレスが減り免疫力改善　筋肉増強で誤嚥防止にも」（BS フジ）
2015/12/19     「華大の知りたい！サタデー『風邪をひく原因は『ドライマウス』！？免疫
　　　　　　 力の最前線、粘膜を乾燥から守れ』」（BS フジ）
2015/11/17    「L4YOU!」（テレビ東京）
2015/10/23    「団塊スタイル『歌って心も体も若返る！』」（NHK E テレ）
2015/06/30    「垣花正　あなたとハッピー『名医が登場　有楽町ハッピークリニック 
　　　　　　 ―歌って老化を食い止めよう！』（ニッポン放送）
2015/03/10    「日経　朝とく『ドライマウスの予防と改善法』」（BS ジャパン）
2015/02/02    「あさイチ『万病のもと　ドライマウス』」（NHK 総合）
2015/01/22    「森本毅郎スタンバイ」（TBS ラジオ）
2014/12/06    「週刊 ニュース深読み」（NHK 総合）
2014/12/01    「スーパー J チャンネル」（テレビ朝日）
2014/11/09    「駆け込みドクター！運命を変える健康診断」（TBS テレビ）
2014/05/23    「団塊スタイル」テーマ「老化防止は口と歯から」（NHK　E テレ）
2014/01/08    「ためしてガッテン『風邪インフルよさらば　体の中から改造！計画』」
　　　　　　（NHK 総合テレビ）
2013/11/09    「未来へのおくりもの」（BS-TBS テレビ）
2013/11/05    「おはよう日本『ケンコン！』コーナー” 健康寿命を延ばそう！
　　　　　 　口から始めるアンチエイジング”」（NHK 総合テレビ）
2013/10/13    「健康カプセル！ゲンキの時間　『テーマ「睡眠障害」』」（TBS テレビ）
2013/06/26    「ためしてガッテン『まさか！危険すぎる二重あご』」（NHK 総合テレビ）
2013/04/14    「最新人体ミステリー シンドローム X」（TBS テレビ）
2013/02/07    「はなまるマーケット『特集「口元のアンチエイジング　～歯周病・ドライマ
　　　　　　 ウス～」』」（TBS テレビ）
2012/10/21    「健康カプセル！ゲンキの時間　＃29 ～臭うほどに要注意！～　
　　　　　　 意外と怖い” 歯周病” の真実」（TBS テレビ）
2012/01/16 ～ 20
                           「生島ヒロシのおはよう定食『健康のひろば』“現代病ドライマウスを治す”」
                           （TBS ラジオ）　　　　
2011/09/22     「情報プレゼンター　とくダネ！　『新常識　ニッポンの医療』」（フジテレビ）
2010/12/16     「スパモク！！常識逆転バラエティ！運命の選択！！『若返り力』」　（TBSテレビ）
2010/11/19     「ラジオ深夜便　明日へのことば『噛むことの再発見』」（ＮＨＫラジオ第 1）
2010/07/08     「私も一言！夕方ニュース「ドライマウス・知っていますか？」」（NHKラジオ第1）
2010/06/08    「つながるラジオ「ラジオ井戸端会議」『若さを保つ秘訣はなんですか？　老
　　　　　　 化は口に現れる？』」（NHK ラジオ第 1）　　
2010/05/29     「世界一受けたい授業「だ液と寿命の新事実！？　口からはじめるアンチエ
　　　　　　 イ ジング！」」（日本テレビ）
2009/11/26     「スーパーモーニング「スパモニ家庭の医学　ドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/11/25     「やじうまプラス「なるほど” 知りたい白書”」」（テレビ朝日）
2008/10/16　「スーパー J チャンネル「木曜特集：口の渇きは病です！
　　　　　　 もしやアナタもドライマウス」」（テレビ朝日）
2008/05/20　「たけしの本当は怖い家庭の医学「テーマ（１）本当は怖い飲み込みにくさ～
　　　　　　 ひび割れの器～ /（２）知られざる唾液の働きに注目」( テレビ朝日系列 )
2008/05/16    「解体新ショー『酸っぱいものでだ液が出ちゃうのはなぜ？』」（NHK 総合テレビ）
2007/07/10    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウス “」（ラジオ NIKKEI）
2007/02/06    「日本歯科医師会生涯研修番組『歯科医の時間』“ドライマウスの診断と対処 “」
　　　　　　（ラジオ NIKKEI）
2006/07/12     「スーパーＪチャンネル「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2006/06/05     「生活ほっとモーニング「気になる口臭解消法」」（ＮＨＫ総合テレビ）
2006/01/21　「報道特捜プロジェクト「みんなの悩み　口臭」」（日本テレビ）
2005/11/29　「ズームイン！！ＳＵＰＥＲ「暮らしの素。 ドライマウス」」（日本テレビ）
2005/09/19　「スーパーモーニング　「ドライマウス」」（テレビ朝日）
2005/08/07　「発掘！あるある大辞典Ⅱ「あなたの身体は損だらけ、毒抜きで体質改善」」（フ
　　　　　　 ジテレビ）
2003/12/11　「はなまるマーケット『 今日の目玉「だ液を増やして万病予防！」』」（TBS テレビ )
2002/11/30　「カウントダウンコネクションズ『ドライマウス』」（FM 東京）
2002/10/30　「首都圏ネットワーク」（NHK 総合テレビ）
2002/10/23　「薬学の時間『ドライマウス』」（ラジオたんぱ）
2002/08/12　「ビートたけしのＴＶタックル『口腔乾燥症』」（テレビ朝日）
2002/08/03　「スーパーニュース ウィークエンド得情報『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）
2002/07/29　「情報プレゼンター とくダネ !『口腔乾燥症について』」（フジテレビ）

■新聞・記事・WEB掲載
2020/07/15　「音健協 News 鼎談　新しい生活様式における『うたと音楽』を考える」（音
　　　　　　 健協通信、2020 年夏号）
2020/06/30　「『うたと音楽』で笑顔を取り戻そう！心をつなぐ新たな日常がここに」（毎日
　　　　　　 新聞）
2019/06/30　「人生 100 年時代の健康寿命延伸　自然の恵みを活かし健康経営実現目指す」
　　　　　　（西日本新聞）
2019/06/17　「乳酸菌サプリに悪玉菌抑制効果　かねろく製薬　口腔内ケアに期待」
　　　　　　（中部経済新聞）
2019/06/13　「口腔内カンジダ菌抑制　乳酸菌サプリ鶴見大と臨床試験」（日刊工業新聞）
2019/06/11　「乳酸菌サプリでカンジダ菌抑制　鶴見大学が臨床試験」（日本歯科新聞）
2019/05/13　「老化防止に口の健康大切」（新潟日報）
2019/03/29　「患者を生きる　ドライマウス 5」（朝日新聞）
2019/02/22　「アンチエイジングは歯から、口から、笑顔から」（WEB　エイジングスタイル)、

　　　　　　 ＠niftyニュース、Ameba News、ｄメニュー、gooニュース、livedoorニュース、
　　　　　　 緑の goo)
2019/01/26　「見た目も口の中もアンチエイジング【第 3 回日本抗加齢医学会メディアセ
　　　　　　 ミナー】」（WEB　エイジングスタイル )
2019/01/25　「日本抗加齢医学会　2018 年度　第 3 回メディアセミナー」
　　　　　　（JMS/JAPAN MEDICAL SOCIETY、JMS、February 2019)
2018/10/20　「カラダづくり　口の渇き　ドライマウス？」（日本経済新聞、NIKKEI プラス 1）
2018/07/31　「カラオケ療法　歯学部が実証　嚥下力をアップし、ストレスを抑える」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2018/03/  「明日からの臨床に役立つ乳酸菌の活用法～乳酸菌 EF-2001 免疫機能と腸内
　　　　　　フローラへのアプローチ　薬学・歯学・医学の 3 博士が語る乳酸菌最新事情」
　　　　　　（かねろく製薬かわら版、２０１８年 1 月 21 日開催セミナーレポート）
2017/11/14　「健活手帖『放置してはいけないドライマウス』」（夕刊フジ特別版）
2017/09/07　「大声出してストレス発散！認知症予防や免疫力 UP も　歌わにゃ損！
　　　　　　 SONG♪」（サンケイスポーツ）
2017/07/11　「専門家が解説。笑顔が幸せを引き寄せる！その理由とは？」
　　　　　　（WEB A-Beauty by @cosme）
2017/06/16　「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』でストレス低減」（WEB たべぷろ）
2017/06/09　 「『笑顔トレーニング』と『そしゃく』ストレスを低減　鶴見大学、三越伊勢
　　　　　　丹 G、ロッテが発表」（日本食糧新聞電子版）
2017/06/02　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼の
　　　　　　組み合わせでストレス低減効果を発表」（Best Times、クレア ウェブ、とれま
　　　　　　がニュース、Kurashinista、東洋経済オンライン、おたくま経済新聞、産経ア
　　　　　　プリスタ、フレッシュアイ、美容経済新聞セレクト、SEOTOOLS ニュース、　
　　　　　　President、Online、現代ビジネス、Straight Press、産経ニュース、ジョルダ
　　　　　　ンニュース !、OKGuide、MarkeZine、オリコンスタイル、Joshi+、時事ドッ
　　　　　　トコム、Eltha、Biglobe ニュース、朝日新聞、Mapion、PR TIMES、プレスリリー
　　　　　　ス - Infoseek ニュース、Cube ニュース - CubeSoft、財経新聞、日本ビジネス
　　　　　　プレス、ダイヤモンド・オンライン（Diamond Online）、エキサイト）
2017/06/02 　「鶴見大学・斎藤一郎教授と三越伊勢丹グループ、笑顔トレーニングと咀嚼
　　　　　　の組み合わせでストレス低減効果を発表」（PRESIDENT Online）
2017/04/18　「がん・心臓病・脳疾患　街で評判の名医 50 人『健活手帖』　
　　　　　　9 歯周病と高血圧のただならぬ関係」（夕刊フジ　特別版）
2017/03/09　「滑舌をよくするには口のまわりの筋肉鍛える」（読売新聞）
2016/08/16　「歌って老化を予防する」（産経新聞）
2016/04/26　「（ひらけ！進路・新路・針路）老化を「治療」　老いの加速に待った！」
　　　　　　（朝日新聞）
2016/01/27　「1 日 1 曲歌って長寿　ストレス発散、心と体を健康に」（産経新聞）
2016/01/27　「口がネバつく人はインフルエンザの危険大　ドライマウス対策が重要」
　　　　　　（日刊ゲンダイ）
2016/01/15　「抗加齢歯科医学研究会　ゲストに大場久美子氏　『うたと音楽』の可能性語
　　　　　　る」（音健協会通信、2016 年新年号）
2015/12/08　「抗加齢歯科医学研究会設立 10 周年　カラオケで口腔環境改善」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2015/11/04    「連載：男こそアンチエイジング！　カラオケは『口の中』から若返れる？」
　　　　　　（WEB 日経トレンディネット）
2015/11/04    「カラオケで介護予防」（読売新聞）
2015/10/15    「インタビュー　検証　歌唱による口腔機能改善」（音健協通信、2015 年秋号）
2015/10/09    「口が乾くドライマウス、目が乾くドライアイが続いたら、シェーグレン症候
　　　　　　群の可能性も」（WEB QLife 医療のニュース・特集）
2015/09/27    「日曜に考える医療　薬の飲み過ぎ・ストレス・・・『口の渇き』高齢者に増
　　　　　　える専門外来生活習慣の改善指導」（日経新聞）
2015/07/15    「歌唱からはじめる口腔機能の維持と心身の健康　日本抗加齢医学会総 会で 
　　　　　　セミナー」（音健協通信、2015 年夏号）
2015/04/15    「『うたと音楽』で健康増進　音健協主催シンポに約 500 人参加　
　　　　　　鶴見大の斎藤教授が特別講演」（音健協通信、2015 年春号）
2015/03/30   「日本音楽健康協会設立記念シンポ　いきいき生きる超高齢社会を目指して 
　　　　　　うたと音楽で元気よく」（毎日新聞）
2015/02/18　「玉ねぎ成分で唾液分泌　ドライマウス治療に期待」（高齢者住宅新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す」（WEB 日本歯科新聞）
2015/02/03　「『ケルセチン』が唾液分泌促す　ドライマウス治療に期待」（日本歯科 新聞）
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞 /TOKYO Web)
2015/02/03　「ドライマウス　軽視は禁物」（東京新聞）
2015/01/31　「鶴見大、玉ねぎに含まれるケルセチンが口の乾燥防止に効果的である こと
　　　　　　を明らかに」（WEB 財経新聞）
2015/01/30　「中高年に多いドライマウス　玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』で改 善 - 
　　　　　　鶴見大学」（WEB ケアマネジメントオンライン）
2015/01/30　「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大」（WEB
　　　　　　わかる介護）
2015/01/30「玉ねぎ等に含まれる『ケルセチン』でドライマウスを改善 - 鶴見大
　　　　　　（WEB 歯との健康と美容のニュ－ス）
2015/01/29 「鶴見大、玉ねぎ等に含まれるケルセチンの唾液分泌促進効果を解明」
　　　　　　（日本経済新聞電子版）
2015/01/18　「シェーグレン症候群」（聖教新聞）
2015/01/17　「【時鐘】乾燥と戦う」（山形新聞）
2015/01/16　「侮れないドライマウス　痛みや口臭感染症のリスク増加」（髙地新聞）
2015/01/15　「ドライマウス軽視禁物　感染症のリスク増も」（茨城新聞）
2015/01/14　「侮れない　ドライマウス」（北海道新聞）
2015/01/13　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（YAHOO! ニュース）
2015/01/13　「侮れない　ドライマウス」（産経新聞）
2015/01/13　「ケルセチンの唾液分泌効果　タマネギ成分で唾液量が増加」（日本経済新聞朝刊）
2015/01/13　「健康医療　ドライマウス侮るな　老化、ストレス…原因多様」（佐賀新聞）
2015/01/13　「ドライマウスに注意　ストレスや薬副作用　重症化で感染症の恐れも」
　　　　　　（山陰新聞夕刊）
2015/01/13　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（中部経済新聞）
2015/01/13　「侮れないドライマウス」（東都新聞）
2015/01/12　「鶴見大、唾液量が増加するタマネギ成分を解明」（日経新聞電子版）

2015/01/12　「ドライマウス軽視は禁物」（山梨日日新聞）
2015/01/09　「医療新世紀　ドライマウス軽視禁物」（四國新聞）
2015/01/09　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（岩手日報）
2015/01/06　「侮れないドライマウス」（下野新聞）
2014/12/31　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（埼玉新聞）
2014/12/30　「侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（南日本新聞）
2014/12/30　「ドライマウス　感染症リスクも」（琉球新報）
2014/12/28　「口腔乾燥症に注意」（徳島新聞）
2014/12/27　「侮れないドライマウス」（神戸新聞）
2014/12/26　「侮れない　ドライマウス」（信濃毎日新聞）
2014/12/24　「医療新世紀　侮れないドライマウス　感染症のリスク増加」（北國新聞）
2014/12/22　「医療新世紀　侮れないドライマウス」（山口新聞）
2014/12/22　「侮れないドライマウス　複合要因で唾液減少」（福島民報）
2014/11/20　「なぜ自分のニオイは気付かない？」（WEB　web R25）
2014/10/02　「口臭がキツイ、ろれつが回らない、舌が痛い…
　　　　　 　潜在患者 3000 万人「ドライマウス」の正体 ‒ 鶴見大学歯学部・斎藤一郎教
　　　　　　 授に聞く」（WEB DIAMOND ONLINE）
2014/09/01　「美しい息と健康はケア次第！今日から始める口元のアンチエイジング」
　　　　　　 （hinami、September, 2014）
2014/07/03　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　12　食べた物を写真に撮ろう！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/26　 「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 11　アンチエイジング・キッチン始動？！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/19　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 10　飢餓時代だったらヒーローだったのに。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/12　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 9　われわれは、どこから来たんだろう？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/05　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 8　女性ってすごいのだなあ。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/29 　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 7　サプリメント？それともスムージー？」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/22　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 6　フランス人、長寿の謎。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/15　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 5　箸置きとアンチエイジング。」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/05/08　「俺はたべて瘦せたいのだ。男たちのアンチエイジング。　
　　　　　　 4　アンチエイジング外来へやってきた！」（WEB ほぼ日刊イトイ新聞）
2014/06/20　「高齢者の健康に歌うことが有効　第一興商が共同研究」（日経 MJ《流通新聞》）
2014/06/06　「歌うのが嫌いでも口腔機能改善、ストレス減少　第一興商、鶴見大斎藤教授
　　　　　　と共同研究論文発表」（文化通信《速報》、15904 号）
2014/05/23　「働く女性に増える『ドライマウス』。悩み解消のカギを握るのは女子会！」
　　　　　　 （WEB マイナビウーマン　ー　ビューティニュース）
2014/01/07　「肥満もシワ・たるみも防ぐ。『よくかんで食べなさい』の本当の理由」 
　　　　　　（WEB COOKPAD ニュース）
2014/01/01　【監修】「かしこく延ばそう ! 健康寿命　口腔ケア　お口元気でいきいき生活」
　　　　　　（株式会社ライズファクトリ－）
2013/12/19　「歯周病ドライマウスで老化が加速する！？」（WEB　NIKKEY TRENDY NET）
2013/06/01　「唾液を増やし虫歯・歯周病を防ぐ」（健康のひろば）
2013/03/14　「名医の診療室　『口の渇き』は病気です」（東京スポーツ）
2012/09/09　「鶴見大学歯学部の斎藤一郎教授「口腔から全身のアンチエイジングを」
　　　　 　　 口腔から考える全身のアンチエイジングについて」
　　　　　　 第 4 回三条市歯科保健・市民フォーラム」（越後ジャーナル）
2012/09/08　「三条市歯科医師会第４回市民フォーラム「口腔から考える全身のアンチエ
　　　　　　イジング」-  『不老は口から～口から始める全身の抗加齢医学』鶴見大学歯学
　　　　　　部斎藤一郎教授が講演」（三條新聞）
2012/09/01　「口の乾き（ドライマウス）が歯周病胃の不調の原因にも　唾液分泌を促す
　　　　　　口元のトレーニング」（健保組合壁新聞「健康のひろば」）
2012/07/31　「唾液分泌障害　改善物質を発見　昭和大と鶴見大の教授」（日本歯科新聞）
2012/07/20　「涙や唾液の分泌不全　たんぱく質で回復　昭和大、鶴見大」（日経産業新聞）
2012/07/17　「Special Interview 鶴見大学歯学部病理学講座　斎藤一郎教授に聞く
 　　　　　　『アンチエイジング時代の新たなる幕開け』」（健康ジャーナル）
2012/07/17　「くらしナビ　生活　Lifestyle　歌詞の空欄埋めて若返り「歌の効用」高齢者
　　　　　　福祉で注目」（毎日新聞）
2012/07/01　「～歯科医学・歯科医療から国民生活を考える～第 3 回歯科プレスセミナー
　　　　　　 QOL 向上の鍵は口腔ケアにあり　進化・多様化する歯科医師の使命　講演 1
　　　　　　不老は口からーアンチエイジング医学の最前線̶口から始まる老化ドライマ
　　　　　　ウスに要注意」（日経ビジネス ONLINE）
2012/06/24　「長生きと健康に生きがいが大切　日野原さん講演」（神奈川新聞）
2012/05/20　「課題は抗加齢医療を生活の場に根付かせること」
　　　　　　（統合医療ジャーナル　Vol.4）
2012/05/15　「目・口が乾く自己免疫疾患　ダイオキシン類が誘発　鶴見大が解明」
　　　　　　（日経産業新聞）
2012/05/08　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学研究グループが報告」
　　　　　　（日本歯科新聞）
2012/04/27　「シェーグレン症候群　ダイオキシンが関与　鶴見大学が知見　EB ウイルス
　　　　　　活性誘導」（化学工業日報）
2011/08/25    「支える　ドライマウス患者友の会」（夕刊読売新聞）
2011/08/19    「見聞録 2011　アンチエイジング２　自分を知って楽になる」（夕刊読売新聞）
2011/08/18    「見聞録 2011　アンチエイジング１　口と全身　老化度一致」（夕刊読売新聞）
2011/07/25    「歯髄バンクによる全身の再生医療への貢献」（信州歯報）
2011/06/17    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２０『自分の「老化度」を知る』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/10    「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１９『食と運動で決まる健康寿命』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/06/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１８『カラフルなものを食卓に』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/27　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１７『好奇心と“ときめき”をもとう』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/05/13　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１６『「よくかむ」生活習慣を』」

　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/29　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１５『口の感覚を鍛える②』」
　　　　　　（聖教新聞）　
2011/04/19　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１４『口の感覚を鍛える①』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/03/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１３『口の筋力を鍛えるトレーニン
　　　　　　 グ』」（聖教新聞）
2011/03/04 　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１２『有害金属を排出する』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/25　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１１『歯周病を軽くみない』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/02/19　「歯科医療から健康長寿学ぶ」（上毛新聞）
2011/02/18　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１０『血糖値を急激に上げない食　
　　　　　　 事』」（聖教新聞）
2011/02/11　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス９『カロリー制限の効果』」（聖教新聞）
2011/02/04　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス８『長寿の分かれ目は４０歳？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/28　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス７『ストレスとホルモン』」
　　　　　　（聖教新聞）
2011/01/21　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス６『DHEA と加齢』」（聖教新聞）
2011/01/07　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス５『長寿は遺伝するか』」（聖教新聞）
2011/01/01　「第６回『歯と健康』フォーラムを開催　若さのヒミツ？それは・・・
　　　　　　 『噛み合わせと笑い』にあり　̶  若さのヒミツは『笑って唾液量を増やすこと』
　　　　　　  斎藤一郎教授̶」（東京歯科保険医新聞　第 486 号）
2010/12/24　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス４『野菜の“さび”を取る』」（聖教新聞）
2010/12/03　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス３『老化の３大要因』とは」（聖教新聞）
2010/11/26　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス２『老化のサインに気付く』」（聖教新聞）
2010/11/12　「若さを保つ　ワンポイント・アドバイス１『125 歳まで生きられる！？』」
　　　　　　（聖教新聞）
2010/10/15　「口の中が乾く痛む　ドライマウスの原因と対処」（聖教新聞）
2010/10/09　「市民公開講座『口腔ケアとエイジングケア』日々の健康は口腔ケアから」
　　　　　　（西日本新聞）
2010/08/15　「ドライマウスから考える全身のアンチエイジング医学」（茨城保険医新聞
　　　　　　〈第 385 号〉）
2010/06/27　「口腔ケアとアンチエイジング」（静岡新聞）
2010/02/26　「ドライマウス　生活変え改善」（毎日新聞）
2009/11/08　「クローズアップ　再生医療へ「細胞バンク」事業を始動」（医療タイムス）
2009/10/29　「歯髄細胞バンク事業 鶴見大が開始 再生医療進展へ」（科学新聞）
2009/10/28　「鶴見大と再生医療推進機構 歯髄細胞バンクで未来に備え」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2009/10/25　「大学情報　横浜市の鶴見大学が「歯髄細胞バンク事業」を始動」
　　　　　　（医療タイムズ）
2009/10/23　「ドライマウス　悩まず受診を」（神戸新聞）
2009/10/20　「歯髄細胞バンクが始動」（日本歯科新聞）
2009/10/18　「歯髄細胞バンク設立」（中部経済新聞）
2009/10/14　「歯髄細胞バンク事業を始動」（医理産業新聞）
2009/10/11　「歯髄細胞バンク着手」（日本経済新聞）
2009 夏号 　  「抗加齢医学からみた口腔の役割　̶更年期から元気に過ごすために̶」 
       　　　　   （更年期と加齢のヘルスケア学会 Vol.3/No.1）
2009/06/06　「元気のひけつ　ストレス押さえ口も清潔　かむ効果」（朝日新聞）
2009/05/10　「くらし健康　Q からだの質問箱 A　口が乾燥　歯茎などに痛み」（読売新聞）
2009/02/28　「見逃せない唾液不足　口の体操で回復を」（日本経済新聞）
2009/02/21　「だ液減少で異常な口の渇き　現代病のドライマウス」
　　　　　　（タウンわたらせ第 326 号）
2009/02/18　「口から若返る１０　老化防止に口のまわりの筋トレを」（釧路新聞）　
2009/02/11　「口から若返る９　味覚は生命維持につながる」（釧路新聞）　
2009/02/04　「口から若返る８　口の機能維持が全身の健康に」（釧路新聞）　
2009/01/28　「口から若返る７　歯周病は全身に影響」（釧路新聞）
2009/01/21　「口から若返る６　かむ行為で若さ保つ」（釧路新聞）　
2009/01/14　「口から若返る５　表情筋鍛え若さ保つ」（釧路新聞）
2009/01/08　「健康プラス　若さは口から【２】口輪筋鍛え「老け顔」防止」（読売新聞）
2009/01/08　「口から若返る　増えるドライマウス患者」（常陽新聞）
2009/01/07　「健康プラス　若さは口から【１】唾液分泌量　老いの指標」（読売新聞）
2009/01/07　「口から若返る４　増えるドライマウス患者」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る３　老化防止に重要な唾液の役割」（釧路新聞）
2008/12/31　「口から若返る　老化防止に重要な唾液の役割」（常陽新聞）
2008/12/27　「口から若返る　歯周病に生活習慣病リスク」（常陽新聞）
2008/12/24　「口から若返る２　歯周病に生活習慣病リスク」（釧路新聞）　
2008/12/22　「口から若返る　口から始めるアンチエイジング」（常陽新聞）
2008/12/17　「口から若返る１　口から始めるアンチエイジング」（釧路新聞）　
2008/11/08　「噛む ON!! 若さ＆健康」（サンケイスポーツ）
2008/11/02　「噛んで健康」（日本経済新聞）　　　　
2008/10/16　「カラダの不思議」（夕刊フジ）
2008/10/10　「紙上診察室　サリベート以外の口腔乾燥症対処法は」（東京新聞）
2008/09/22　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力④」（産経新聞）
2008/09/15　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力③」（産経新聞）
2008/09/08　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力②」（産経新聞）
2008/09/01　「生活いきいき　知ってる！？　●噛む力①」（産経新聞）
2008/08/26　「夕＆Eye　病を知る　口腔の健康④　ドライマウス」（日本経済新聞（夕刊））
2008/06/27　「口の中が渇く■舌や口の粘膜が痛む　現代病　ドライマウス」
　　　　　　 （全国農業新聞）
2008/04 　　  「知っておきたい！専門外来 Vol.3　鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専
　　　　　　 門外来」 （新聞クイント）
2008/03/30　「特集・８０２０県民公開講座　口の健康とアンチエイジング　さあ今から口
　　　　　　 のケアを」（四国新聞）
2008/03/30　「ドライマウス手軽な改善法　かむ力鍛え分泌増やす」（日本経済新聞）
2008/01/10　「アンチエイジング医学　外来・検査広がる　老化度知って生活習慣改善」
　　　　　　（朝日新聞）
2007/12　　  「シンポジウム　ドライマウスの最前線̶基礎から臨床̶」

 　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2007/11/23　「あなたの安心　お口のケア⑤　健康と若さのため唾液の分泌促す」（朝日新聞）
2007/10　　  「アンチエイジングの基礎　vol.4 口から始まるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/09　　  「アンチエイジングの基礎　vol.3 ホルモンと老化のメカニズム」
 　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/08　　  「アンチエイジングの基礎　vol.2 細胞の酸化と遺伝的要因」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07　　  「アンチエイジングの基礎　vol1. 歯科に求められるアンチエイジング」
　　　　　　（月刊デンタルパワー）
2007/07/01　「歯科医療におけるアンチエイジング医学の必要性」
　　　　　　（Medical Nutrition 第 100 号）
2007/06/05　「歯科定例研究会より　ドライマウスの原因と対処～求められる新たな診療
　　　　　　 分野～」（兵庫保険医新聞）
2007/06/02　「安全ステップアップ　ドライマウス対策」（日本経済新聞）
2007/06 　     「歯科からのアプローチ　実践アンチエイジング」（月刊デンタルパワー）
2007/04/20　「紙上診察室　̶　シェーグレン症候群で関節リウマチ」（東京新聞）
2007/04/11　「この病気にこの名医 PART3(64) ドライマウス④」（日刊スポーツ）
2007/04/10　「この病気にこの名医 PART3(63) ドライマウス③」（日刊スポーツ）
2007/04/09　「この病気にこの名医 PART3(62) ドライマウス②」（日刊スポーツ）
2007/04/08　「この病気にこの名医 PART3(61) ドライマウス①」（日刊スポーツ）
2007/03/30　「日本医学会総会特集　未来の医療夢いっぱい “アンチエイジング”」（朝日新聞）
2007/03/24　「Les dernières avancés en médecine anti-âge et les nouvelles techniques en 
　　　　　　médecine et chirurgie esthéique」（nice-matin MONACO-MATIN）
2007/02/26　「医療〈どうしました〉　ドライマウス」（朝日新聞）　
2007/02/21　「連載　アンチエイジングと健康産業の最前線　 第３回「口腔から実践する
　　　　　　 アンチエイジング医学とＣｏＱ１０」」（健康産業新聞第 1187 号）
2006/10  　　 「もっと知りたい Q&A　歯科・口腔外科 夜中に口が渇いて目が覚める」
　　　　　　（月刊新聞お達者で）
2006/08/10　「第４回フリーラジカルセミナー特集　Lesson10　酸化ストレスによるドラ
　　　　　　イマウスの診断ならびに対処の評価」（WISMERLL NEWS 7 月・8 月合併号）
2006/06/25　「口の中から健康管理」（日本経済新聞）
2006/06/03　「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/06  　　 「第９回「ドライマウス研究会主催の講習会」開催　ドライマウスの正しい理
　　　　　　 解と普及のために診断法や治療法を紹介」(DENTAL TRIBUNE)
2006/05/27    「５０歳からのアンチエイジング暮らし」（毎日新聞（夕刊））
2006/04/17　「抗加齢治療に認定施設導入へ」（日本経済新聞）
2006/04/14　「歯周病口臭の元「ドライマウス」」（夕刊読売新聞）
2006/04/01　「料理にもアンチエイジングの波が来た　体の内側から若々しく」（朝日新聞）
2006/03/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -2-」（食品化学新聞）
2006/03  　　 「アンチエイジング医学に歯科医療の現場が果たす役割を問う　
　　　    　　 第一回抗加齢歯科医学研究会・研究報告」（DENTAL TRIBUNE)
2006/02/18　「アンチエイジングドックの現状⑥」（健康産業流通新聞）
2006/02/16　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～ -1-」（食品化学新聞）
2006/02/08　「健康　口の乾き 見逃すな！！　ドライマウス」（産経新聞大阪・奈良版）
2006/02 　　  「新時代の歯科医療を問う・第一回　医療制度の変革に伴う歯科医療の職域
　　　　　　 拡大について」 （DENTAL TRIBUNE）
2006/01   　   「今歯科領域における EBM とは＝コクラン再評価記念講演会＝」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/12 　　  「『第１回抗加齢歯科医学研究会』開催 ̶日本抗加齢医学会認定単位取得対象
　　　　　　 講座̶ 」（DENTAL TRIBUNE）
2005/12/01     「特集　Professional Care 8000 コクラン再評価記念講演会開催」
　　　　　　 （ブラウンオーラルＢニュース Vol.2）
2005/11/22　「ドライマウス　男性患者増える」（日経新聞）
2005/11 　　 「口の渇きは身体の異常を知らせるシグナル　新たな現代病『ドライマウス』」
　　　　　　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/10/28　「健康に老いるためのアンチエイジングとは」（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/10　　   「アンチエイジング医学と口腔ケア―老化は口から始まる―」
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/09/09　「健康＊かかる前に　中高年を中心に急増　ドライマウス」
　　　　　　（フジサンケイ　ビジネスアイ）
2005/09　　   「今この研究がおもしろい　ドライマウス研究会」（新聞クイント）
2005/09/01　「「老化」か「病気」かの判定ポイント」（日刊ゲンダイ）
2005/08  　　 「歯科医から口腔科医へ - 歯科医学におけるトランスレーショナルリサーチの
　　　　　　 実践̶」　 （DENTAL TRIBUNE）
2005/07  　　 「年だからとあきらめないで！　ドライマウスの対処法」（月刊新聞お達者で）
2005/04 　　 「ドライマウスとアンチエイジングー新たな歯科診療の展開を求めてー」　　
　　　　　　（DENTAL TRIBUNE）
2005/04 　　 「歯科によるアンチエイジング・クリニックの展開̶重金属汚染検査から
　　　　　     体内除去最新治療法まで―」（DENTAL TRIBUNE）
2005/02/01　「唾液の働きを科学的に解明 ドライマウスの講演と製品説明会」
　　　　　　（DENTAL TODAY）
2006    　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22　「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09　「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病のQ&A̶重金属汚染̶」
　　　　　　（週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12  　　 「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
      　　　　    （医薬ジャーナル）
2005/12　　   「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12　　   「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法
　　　　　　 を応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29　「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
　　　　　　（デンタルハイジーン）
2005/11  　　 「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 
　　　　　　  筋機能療法を応用した ドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）

2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　 実現を～」　 （Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
        　　　　  （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10　　   「口の老化は心身の老化̶抗加齢歯科医学の実践̶」（アンチ・エイジング歯
　　　　　　  科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10　　   「①歯科衛生士の新たな職域̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10 　　  「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/09　　   「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」
　　　　　　（歯科衛生士）
2005/08 　　  「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」
　　　　　　（歯医者さんの待合室）
2005/08   　　「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07   　　「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30　「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春
　　　　　　第 31 号）
2005/06/30　「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29　「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29　「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28　「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27　「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケア Vol.11 No.3）
2005/06 　　  「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06 　　  「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケア vol.4）
2005/06 　　  「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌を　
　　　　　　 キープ！」  （マイファーマシー）
2005/06　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」 （50 代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」  （社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03　　   「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/02　　   「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」
　　　　　　 （コムスン通信 No.16）
2005/02　　   「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）

■雑誌
2020/07/31　「新型コロナウィルス感染症と共存するために　50 歳からの心と体の新習慣
　　　　　　 『口腔ケア　ドライマウス研究者・専門医 斎藤一郎先生に聞く　口まわりの
　　　　　　 『筋力トレーニング』と『よく噛むこと』で唾液分泌を促す』」（家庭画報、
　　　　　　  2020 年 9 月号）
2020/06/12　「2020 年版 『不定愁訴』に強くなる CASE.3 【口の中が乾く】」
　　　　　　 （HERS（ハーズ）、6,7 月合併号）
2020/05/15　「医学最前線！ 老後の後悔ナンバー 1 は、『歯を大事にしなかったこと』 なぜ、
　　　　　　 【パ】を1秒で6回言えないと危ないのか　健康を導く『唾液力』を高めよう！」
　　　　         （PRESIDENT( プレジデント）、2020.5.15 号）
2020/05/05　「NHK ガッテン！『口の乾き』がさまざまな不調を引き起こすことも！ 唾液
　　　　　　 パワーで口臭予防＆免疫力 UP ！」（女性自身、2020 年 5 月 5 日号）
2020/03/13 　「第 5 章 噛む力、食べる力を高めて健康長寿をめざす！ 31 ドライマウスと誤嚥
　　　　　　 性肺炎を防ぐ！口をふくらませる運動 /32 口が渇くドライマウスを防ぐリッ
　　　　　　 プトレーニング（NHKガッテン！4月号臨時増刊完全保存版Vol.17 健康プレミ  アム）
2020/02/15　「タマネギ　唾液が増えると実験で判明！タマネギでインフルエンザや誤嚥性肺
　　　　　　 炎を未然に退治」（壮快、2020.4 月号）
2019/11/01　「Interview 『現代病』ドライマウスをどうやって治す～うるおいある日常をめ
　　　　　　 ざす治療最前線～　斎藤一郎先生」（Frontiers In Dry Eye、2019 年秋号、　　
　　　　　　 VOL.14 NO.2)
2019/10/01     「第１章　健康長寿を大きく左右する急所は全て『歯』で、歯周病が進行す
　　　　　　 れば糖尿病・肺炎・心筋梗塞も招く / 歯の本数が減るほど脳の老化は進んで   
　　　　　　 認知症のリスクが上がり、筋力や聴力の低下も招く」（歯周病・虫歯・入れ歯・
　　　　　　 口臭・噛み合わせ重症でも「抜かない」「削らない」で歯のトラブルを治す！
　　　　　　 名医直伝 歯弱体質克服ケア大全）
2019/05/10　「老年症候群フレイルは口から忍び寄る」（週間朝日、5 月 3-10 日合併号）
2019/05/01　「高田塾長はいつも笑顔です」（第 62 回高田塾ご案内、アクアカレント高田
　　　　　　 塾事務局）
2019/04/30　「オーラルフレイル」が心身に及ぼす影響」
　　　　　　  （集中 /MedicalConfidential、2019 MAY)
2019/04　       「特集　口内トラブル　急増中 4 人に１人がドライマウス」
　　　　     　（ヘルス・グラフィックマガジン、Vol.33、2019 年 4 月号）
2019/03/06　「笑顔でストレスをなくす！」（My Age《マイエイジ》、2019 春号 Vol.17）
2019/03/01　「特集運と徳　笑う門には福来たる　幸運を呼ぶ笑顔の法則」
　　　　　　（致知、2019 年 4 月号）
2018/12/12　「笑う、美容①サイエンスで読み解く！” 笑う門には美が宿る”」
　　　　　　（GINZA、2019 年 1 月号）
2018/12　　  「スペシャルインタビュー　鶴見大学歯学部　教授　斎藤一郎　ドライマウス
　　　　　　 から考えるアンチエイジング。超高齢社会に求められる新たな歯科医療。」
　　　　　     （Dentalism、WINTER 2018 No.33）
2018/09/21　「ピンピン長寿の秘訣 40　笑う門には唾液きたる」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 10 月号）
2018/08/21　「ピンピン長寿のヒケツ 39　唾液、ちゃんと出ていますか？」
　　　　　　（NHK テキストきょうの健康、2018 年 9 月号）
2018/08/01　「全身の”若さ” は”口の中” から始まる『口腔ケア』で健康革命」
　　　　　　（家庭画報、2018 年 9 月号）
2017/10/01　「抗老化寺子屋　不老は口から　唾液の活性化で若返る」
           　　　  （Fole( フォーレ )10 月号、みずほ総合研究所株式会社）

2017/09/01　「特集 1　『ドライマウス』は老化のサイン！？」
           　　　  （えがお手帖 vol.12 保存版、集英社 MyAge/OurAge）
2017/08/21　「めざせ 8020　歯が元気なら体も元気　第 10 回　心身の健康づくりに口周
　　　　　　 り筋肉強化を」（ＮＨＫテキストきょうの健康、2017 年 9 月号）
2017/06/18　「老化防止最前線　健康寿命は『歯と口』で決まる！」
　　　　　　 （サンデー毎日、2017.6.18 号）
2017/06/01　「季節の養生知恵袋　味覚の変化は老化のサイン！？　若さの秘訣は” 唾液力”
　　　　　　 にあり」 （養命酒製造株式会社、養命酒だより、夏号 2017 年 6 月）
2017/03/13　 「健康寿命を延ばす呼吸法」（週刊朝日、3 月 24 日特大号）
2016/11/01　 「乾いた口に、恵みの唾液を。増やすが勝ち！唾液健康法」（長寿の里　「は
　　　　　　 な笑み」、VOL.18）
2016/08/01　「口の渇き　ネバネバ　口臭の原因にも！中高年に増えている” ドライマウス”
　　　　　　 とは？」  （ヘルシーメイツ SUMMER 2016 NO.140）
2016/06/01　「今月の聞きどころ　私の終いの極意　伝授者③斎藤一郎」
          　　　　（NHK ラジオ深夜便、2016 年 6 月号）
2016/06/01　「健康生活のための口腔ケア　お口から健康に！」
         　　　　 （スタイルアサヒ、第 81 号、2016 年 6 月号）
2015/09/16　「老化と病気は『歯口力』で防ぐ　歯口力の低下は「老化を促進」「命を脅かす」
          　　　　 専門医からの警告！」(NHK ためしてガッテン秋）
2015/06/02　「タマネギの成分は唾液量を増やし肺炎や感染症を招くドライマウスの改善
　　　　　　 に期待大」 （安心、2015 年 7 月号）
2015/05/21　「口の乾き・舌の痛み　ドライマウス」（NHK きょうの健康、2015 年 6 月号）
2015/04/16　「唾液量が増加！タマネギの成分は口臭や肺炎を招くドライマウスを撃退す
　　　　　　 る効果大」（壮快　2015 年 6 月号）
2015/03/11　「特集　超高齢社会におけるドライマウスへの対応　
           　　　   いま、ドライマウスにどう取り組むべきか」（日本歯科評論　No.869 Vol.75(3))
2015/03/01　「健康相談室 Q&A　ドライマウス」
　　　　　　（ヘルスアンドライフ 2015　3 月号　 第 364 号）
2015/03/01　「タマネギ成分が唾液量を増やす」（化学　MARCH2015 VOLUME70)
2014/11/24　「唾液の力でインフル予防」（アエラ　No.51）
2014/10/07　「Health Talk 適切なケアと好奇心で” 昨日より健やか” を実践中　
            　　　  風吹ジュンさん × 斎藤一郎さん」（NHK 団塊スタイル　これでストップ！　
　　　　　　 私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/07　「ドライマウスが全身の健康に影響する！？　
         　　　　 『歯と口の健康』が若々しさを保つこつでした」（NHK 団塊スタイル　これで
　　　　　　 ストップ！私の我慢　おとなスタイル、秋号、2014.10.7）
2014/10/06　「大人の笑顔は『歯』で決まる！　口の中のアンチエイジングが、全身の美＆
　　　　　　  元気を サポートしてくれる！　頼れるドクターの進化型医療」
　　　　　　（My Age《マイエイジ》、2014 Autumn Vol.3、2014.10.6）
2014/10/01　「ドライマウスから考える健康長寿　-「口」からはじめる全身の健康増進 -」
     　　　　     （青淵　第 787 号、2014 年 10 月号）
2014/09/20 　「DRY?WHY? もしかしたら” ドライシンドローム” ？」
       　　　　    （Harper's BAZAAR( ハーパーズ　バザー )、November2014 No.6、2014.9.20）
2014/07 　　  「再録　暮らし＆健康とっておき情報　団塊スタイル 5/23 日放送より
         　　　　 『老化防止は口と歯から』」（NHK ウィークリーステラ、7/19－7/25）
2014/06  　　 「第一章　国連本部での報告会　斎藤一郎　鶴見大学歯学部病理学講座教授
　　　　　　 《寄稿文》（P.19）」 （国連の友Ａｓｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ Activity Repot Vol.3）
2014/06/05　「”口腔” から全身の健康を考える」（人間会議、2014 年夏号）
2014/06 　　  「A PERFECT SMILE エイジレス美女は、口もとで決まる。」
　　　　　　 （VOGUE JAPANヴォーグジャパン）
2014/05/07　「【口】美と健康の秘薬「唾液」をたくさん出しましょう」（婦人公論）
2014/05  　　 「口臭・味覚障害の原因になるドライマウスにご用心！」
　　　　　　   （産経新聞社暮らしの百科）
2014/04 　　  「超高齢社会と “からだの乾き”」（月刊事業構想）
2014/02 　　  「 SELFCARE TREND　ドライシンドローム　口が乾くドライマウス」
        　　　　  （へるすあっぷ 21、2014. NO.352）
2013/10　　   「特集　未来の医療が始まる●PART2　予防、アンチエイジングへ向かう医療現場
 　　　　　　  大学病院から発信する新規事業　未来を担うアンチエイジング」（月刊事業構想）
2013/09/05　 「内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周病になると、 動脈硬
　　　　　　  化も促進される。」 （クロワッサン特別編集保存版内臓・血液と血管のアンチ
　　　　　　 エイジング、P.36-39）
2013/07/11 　「続・ぎん言　第 12 回『長生きしたけりゃ口を動かさんとね』」（女性セブン）
2013/07 　　  「多くの人が抱える現代病ドライマウス」（別冊セルフドクター）
2013/05/17　 「死ぬまで寝たきりにならない総集編　介護いらずの体をつくる 30 の究極の
　　　　　　  法則　目・耳・口」（週間朝日）
2013/04/05　 「死ぬまで寝たきりにならない新シリーズ第 6 弾　名医直伝　若さを保つた
　　　　　　  めの目・耳・口のケア 15　噛む力の衰えは認知症一直線　歯のケアと口ま  
　　　　　　  わりの筋肉強化を」 （週間朝日　増大号）
2013/04　　   「歯のグラつき・出血　痛みなどがある人　入れ歯で食事に困る人でも噛める歯に
　　　　　　　なる。 【革命的】自力ケアが続々見つかりボケまで退き寿命も延びる！」（夢21）
2013/03  　　 「教えて　サイトウ先生！リョウ先生！　カルテ＃3　もっと動こうキレイに
　　　　　　 なろう！」 （ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012     　　　「ドクター Q&A　多くの人が抱える現代病　ドライマウス」
         　　　　 （ゆをみ 大正製薬ダイレクトコミュニケーションブック）vol.14）
2012/12/01　 「特集　体の中から健康チャージ　口から始めるエイジングケア」
      　　　        ( 季刊セルフドクター、2012 年冬号　vol.063 )
2012/11/30　 「知って得する！新名医の最新治療　Vol.256 唾液を増やす方法を幾つか組み
　　　　　　  合わせて治療　ドライマウス」（週刊朝日、2012/11/30 日号）
2012/11　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先生！
　　　　　　  カルテ＃2　うるおいのある毎日は素敵だ！」（ISETAN MITSUKOSHI「プレジール」）
2012/09/22　「特集 / 読めば若返る！　歯・口　口内の健康はすべての健康につながる。
           　　　　唾液減少にも要注意   「加齢で進むドライマウス体の健康にも重大な影響」
 　　　　         （週刊東洋経済、2012　9/22 号）
2012/09/10　「元気アップ講座　口が乾いてネバネバ不快なドライマウスの予防・改善に、
            　　　  コエンザイム Q10 のサプリメントが役立つ」（パトス Vol.77）
2012/09 　　  （監修）「Mouth Care & Clean up! 口腔ケアを実践してお口だけじゃないカラ
　　　　　　 ダも 健康アップ！」（株式会社ライズファクトリー（パンフレット））
2012/09　　   「ココロとカラダのアンチエイジング塾　教えて　サイトウ先生！リョウ先
　　　　　　  生！カルテ＃１均質な老化を　目指そう。」（ISETAN MITSUKOSHI「PLAISIR」）
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Achievements
2012/09 　　  「口の乾き（ドライマウス）が歯周病、胃の不調の原因にも　唾液分泌を促
　　　　　　 す口元のトレーニング」（旬刊健康管理情報「健康のひろば」、第 1798 号）
2012/08/25　 「Women’ s clinic　舌痛症」（レタスクラブ、　Vol.755）
2012/07　　   「”不老長美” の土台づくり　あなたのその部分、何歳ですか？　第 14 回『舌』」　
　　　　　　  （HERS 7）
2012/06/28　「ときめきはアンチエイジングに効くんです」（女性セブン）
2012/06  　　 「ヘルシー & ビューティーの立役者　あなどるなかれ『だ液』のチカラ」
          　　　    （太陽笑顔 fufufu.. 9 号）
2012/05/25　「40 歳から始める、内蔵のアンチエイジング　口腔老化度検査を体験　歯周
　　　　　  病になると、動脈硬化も促進される」（クロワッサン）
2012/05 　  「特別インタビュー　美しい体を維持するためには
　　　　　  「口の健康を維持し『全身の均質な老化』に心がける」」
       　　　   （HBR ヘルス＆ビューティー・レビュー　vol.26）
2012/05 　  「口から考える全身の抗加齢医学」（特別養護老人ホームまごころ館四街道　パ
　　　　　 ンフレット）
2012/04  　 「関係各科におけるシェーグレン症候群の現状と課題」(P.18-25)
         　　　 （Frontiers in Dry Eye- 涙液から見たオキュラーサーフェス　Vol.7 No.1 2012. 春号）
2012/04 　  「抗加齢専門医・指導士認定試験のための Q&A」(P.118-120)
       　　　   （アンチエイジング医学 - 日本抗加齢医学会雑誌　Vol.8/No.2）
2012/03  　 「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊ドクターズアイ、2012年春号vol.24)
2012/03 　  「多くの人が抱える現代病　ドライマウス」(季刊セルフドクター、2012年春号vol.060)
2012/03  　 「口腔と周辺領域まで臨床にたすべき診療の目　ドライマウスが危ない！」
        　　　  （ザ・クインテッセンス　2012 vol.31 no.3）
2012/02   　「歯と健康ラボラトリー　口から始めるアンチエイジング」
        　　　  （朝昼晩、日本歯科医師会デンタルマガジン　No.29、）　
2012/01/31「口腔から考える全身の抗加齢（アンチエイジング）医学」
         　　　  （公益財団法人 8020 推進財団会誌（はち・まる・にい・まる）　No.11）
2012/01/15「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論別冊）
2012/01        「新春特集　歯科医療、次は何だ？　Part5 新たな時代の歯科外来を知る　
                        鶴見大学歯学部附属病院ドライマウス専門外来」（ザ・クインテッセンス　2012 　
　　　　　　vol.31 no.1）
2011/12/15「セミナー・イベントレポート　ロッテがビタミン B 群入りガムの顔貌に対する
　　　　　   効果を発表」 （食品工業）　
2011/10/27「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における全身検査」
     　　　　  (DHstyle　07、2011.October、Vol.5 No.63)
2011/10/27 「顔のしわ、あごのたるみも解消　歯科医が指導　１日数分のマウス体操で口
　　　　　　から全身の老化を防ぐ」( 女性セブン )
2011/10  　 「鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来におけるアンチエイジング医
　　　　　　療について」 （ANTI-AGING MEDICINE）
2011/10 　  「読む総合病院　なんでも相談室　舌がピリピリ痛みます」（ＮＨＫきょうの健康 10）
2011/08  　 「口腔乾燥症（ドライマウス）とコエンザイム Q10」（NHK きょうの健康 8）
2011/07  　 「DH のためのなるほどケンサ学　アンチエイジング医学における口腔ケンサ」
　　　　　  (DHstyle　07、Vol.5 No.59)
2011/06　   「生活いきいき辞典　『口の力』を鍛えよう　- よく噛んで健康長寿に」（倫風）
2011/02 　  「明日へのことば　噛むことの再発見」（ラジオ深夜便）　　
2011/02 　  「口のふしぎと歯のふしぎ14　今さら誰にも聞けないのですが…、唾液の働きっ
　　　　　  て何ですか？」（DHstyle　Vol.5 No.54）
2011/01　   「口腔から全身の老化を防ぐ」（CLINICIAN（エーザイ株式会社発行）
　　　　　　No.594 Vol.58）　
2010/11/22「あなたの粘膜、乾いていませんか？」（婦人公論、NO.1310）
2010/11 　   「唾液はアンチエイジングの生命線・口の運動と笑顔で若さを保とう」　
         　　　  （HBR ヘルス＆ビューティーレビュー　vol.09）
2010/11 　  「噛む力を育てる…口からはじめるアンチエイジング　唾液は健康のバロメー　
　　　　　   ター。たくさん唾液を分泌する人は元気です！」（百楽）
2010/11　   「あんしん診療室　ドライマウス（口腔乾燥症）」（あんしん Life　Vol.461）
2010/10 　  「医療界が参戦するエイジング市場最前線　06 歯科大学初！アンチエイジング
　　　　　  外来新設の 新しい波」(re-quest/OJ)
2010/09/18「Review 03　『食べる力』」を鍛えてピンピン元気」（週間東洋経済）　
2010/09 　   「小さな不調 Q&A　放っておいても大丈夫？　口の中が乾く」（HERS）
2010/08 　   「健康長寿の秘訣とその実践法「カロリー制限」が寿命を延ばす」（たのやく　vol.79）
2010/05  　  「軽く見てはいけない『口の渇き』」（毎日が発見、No.76 ）
2010/02　    （監修）「かむかむダイエットでスッキリやせ！！」（FYTTE　No.249 ）　
2010/02  　  「不快なドライアイ＆ドライマウスと上手に付き合う　ドライマウス」
　　　　　　（日経ヘルスプルミエ）
2010/01  　  「顔たるみも解消　噛み噛みダイエット」（からだにいいこと）
2009/12  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング最終回」（nico）
2009/11/29   歯髄細胞バンク（週間朝日　増刊号　新「名医」の最新治療 2010）
2009/11 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１１」（nico）　
2009/10/15「『老化』は口の中にも。気がかりなドライマウス、自分でできるケア法は？」
          　　 　（クロワッサン特別編集）
2009/10  　  「不老は口から（都民向け講演会詳録より）」（東京都歯科医師会雑誌　第57巻第10号）
2009/10  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング１０」（nico）　　
2009/09   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング９」（nico）　　　
2009/09  　  「正しく噛んで健康的に美しく！　噛む噛むパワーでアンチエイジング」（ボディプラス＋）
2009/08   　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング８」（nico）
2009/07  　  「歯とお口からはじめるアンチエイジング」（財団法人 8020 推進財団発行）
2009/07  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング７」（nico）
2009/06  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング６」（nico）
2009/05/25「ドライマウス」（WEEKLYプレイボーイNO.25）
2009/05/21「不老は口から－口から考える抗加齢医学」
         　　　  （東京南ロータリークラブ週報　No.2926）　
2009/05 　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング５」（nico）
2009/04  　  「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング４」（nico）
2009/04 　   「高齢者のためのーアンチエイジング　口からはじめるアンチエイジング」
         　　　  （Health&Life 2009 Spring）
2009/04  　 「唾液の分泌を促しドライマウスを予防しましょう」（致知）
2009 春号　「６０歳からの健康法　急増するドライマウス～ストレスや薬の副作用が原因に
　　　　　  ～」（いきいき　Vol.33）
2009 春号　 「口臭の原因！おクチ乾いてない？口臭・ドライマウス対策」（健康情報）

2009/03　   「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング３」（nico）
2009/03  　 「新常識！「噛む」だけで笑顔も小顔も自在！」（bea’ s UP（ビーズアップ））
2009/02  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング２」（nico）
2009/02 　  「時計の針を戻す！アンチエイジング最先端哲学　最後の欲望、食欲を満たす口
　　　　　  を維持せよ」（addictam opera［アディクタム【オペラ】］、No.28）
2009/02  　 「あなたの健康相談室　ドライマウス」（月刊清流）
2009/01  　 「年をとらない年のとり方　口からはじめるアンチエイジング」（nico）
2008/12  　   「特集　重金属・環境汚染物質から身を守る　歯科領域における有害金属の
            　　     全身ならびに口腔への影響」 ( アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑
　　　　　    誌、Vol.4 No.6)
2008/12  　   「アンチエイジングクリニック訪問　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジン
　　　　　　グ外来」  （アンチ・エイジング医学̶日本抗加齢医学会雑誌、Vol.4 No.6）
2008/11 　    「カラダの渇きを防ぐ　●唾液が減るとおこる　ドライマウス」
　　　　　　（へるすあっぷ 21）
2008/10/09   「健康　日本人 3000 万人以上が患っている！？　口の現代病ドライマウス　
　　　　　　キミは大丈夫？」  （R25、No.211）　　　
2008/10  　   「特集　新・カラダのふしぎをのぞく［2］ドライマウス　
            　　　 なぜ緊張すると口がカラカラになるのだろう？」( 健康ライフ、2　Vol.43)
2008/10    　 「歯磨きを十分に行っても虫歯や歯周病を繰り返す人は唾液不足が原因で対策
　　　　　　NO.1 は大学病院も行う舌鳴らし」（わかさ）
2008/08 　    「健康最前線　健やか life　ドライシンドローム “年だから” とあきらめない
　　　　　　乾燥改善は部位別対策で」（月刊ことぶき）　　　
2008/07 　    「注目の医療・介護増健施設　鶴見大学歯学部附属病院アンチエイジング外来　
　　　　　　日本国内、歯学部では初のアンチエイジング専門外来」（暮らしと健康）
2008/07 　    「食事で行う歯周病＆虫歯予防　食べる物で、食べ方でお口を変える！！」（日経ヘルス）
2008/06   　  「“report “　抗加齢医学の重要性を強調！第２回指導士育成セミナーおよび
           　　　 第６回講習会開催される」(DHstyle、2008.June、Vol.2 No.19)
2008/06 　    「歯周病の予防が全身のアンチエイジングに！」（日経ヘルスプルミエ、創刊 2 号）
2008/06/01   「口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いてない？」（日経ヘルス
　　　　　　特別付録）
2008 冬号　 「快口一番　ガムを噛んでる？抗酸化物質を配合の『噛む』サプリメントへの夢」（ゆたか）
2007/12　     「女性のお悩み解決手帳 24 口臭・ドライマウス対策　口臭の原因！おクチ乾いて
　　　　　　いない？」  （日経ヘルス）
2007/11 　    「健康づくり　Q&A」（健康づくり、No.355）
2007/10 　    「加齢とともに増える「口臭＋歯周病」４０代から始める口腔ケア」
       　　　     （日経ヘルスプルミエ）
2007/09    　 「口腔から実践する抗加齢医学　－新たな歯科医療の展開を求めて－」
       　　　     （栃木県歯科医学会誌　第 59 卷）
2007/09　     「いきいきマイライフ　第 33 回　若さと健康のもと「唾液」が減少するドラ
　　　　　　イマウス」 （まいんど、vol.19）
2007/07　     「名医に聞く治療の最前線　ドライマウス（口腔乾燥症）」（毎日らいふ）
2007/07    　 「ドライシンドローム撃退キャンペーン第１回　ドライマウス」
　　　　　　（からだにいいこと）
2007/07   　  「歯周病やドライマウスは老化のサイン『口から始めるアンチエイジング』」
　　　　　　（SUNTORY 美感遊創、第 58 号）
2007/07  　   「虫歯も歯周病も一気に防ぐ最新テクニック　お口の健康はよくかむことから！
            　　　 唾液が口を洗浄、殺菌」（日経ヘルス）
2007 夏号      「快口一番　ちゃんと噛んでる？若返りの秘訣　噛んで唾液を出す」（ゆたか）
2007 夏号      「健康相談 Q&A 口が乾いて話しもできにくい。。。。。。」（けんぽニュース
　　　　　　（健康保健組合））
2007/06/29  ドライマウスと虫歯の怖い関係」（こっこクラブ No.129）
2007/06/29   「ドライマウスと歯周病で高まる誤嚥性肺炎の危機　中高年のための口腔ケア」
    　　　        （健康第一、 Vol.5）
2007/06/15   「基調講演特別レポート『口腔から実践する全身のアンチエイジング医学』
　　　　　　骨子」 (tiːθ、vol.8)
2007/06 　　「噛めば噛むほど唾液の分泌がよくなる」（へるすあっぷ２１，2007.NO.272）
2007/05 　　「口腔乾燥症を診る」（DENTAL DIAMOND、2007 MAY Vol.32 No.457）
2007/04  　   「サクセスフル・エイジングへの道〈第７回〉　マウスサインを見逃さないで！」
           　　　 （ロフィシャルジャポン、 No.016、April 2007）
2007 春号　   「快口一番　口臭大丈夫？増えているドライマウス」（ゆたか）
2007/03/10    「ドライマウス」（日本歯科医師会雑誌、3/10 号［第 59 卷第 12 号］）
2007/01/31    「ドライマウス（口腔乾燥症）の原因と対処法」
          　　　　（日本大学歯学部同窓会雑誌、第 51 卷第 5 号別冊学術特集号 No.22）
2007/01  　    「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（３）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2007Winter）
2006/12  　　 「▼特集▼オーラルケア研究の最前線と食品開発　ドライマウス
　　　　　　（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（食品加工技術、Vol.26 No.4）
2006/12 　    「更年期から始まる７　口の乾きが気になったら、ドライマウスを疑ってみる。」  
　　　　　　（クロワッサン特大号、12/10）
2006/10/15    「アンチエイジング８　歯科からのアンチエイジング」（食品工業）
2006/10          「口腔は健康の窓口②　ドライマウスの症状と原因」（THE Neighbor、VOL.392）
2006/10          「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　　現を～　  「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（２）」
　　　　　　（Home Care MEDICINE、2006Autumn）
2006/09  　　 「口腔は健康の窓口①　口腔の仕組み」（THE Neighbor、VOL.391）
2006/08/10　「話題のアンチエイジングクリニックを体験　人間ドックではわからない、
           　　　 あなたのカラダ年齢。」( クロワッサン、8/10 号）
2006/08/10　「第２回抗加齢歯科医学研究会が開催さる」（日本歯科評論 No.766 Vol.66(8)）
2006/08  　   「１年で１歳若返るアンチエイジング大研究　口の渇きは危険信号！気づかな
　　　　　　いと怖い  「ドライマウス」の危険から身を守る」 （百楽）
2006/08 　    「口腔から全身を考えるアンチエイジング医学の実践」（ＺＯＯＭ　ＵＰ、No.123）
2006/08  　   「連載　口からはじめるアンチエイジング　ドライマウスは老化の兆候」
　　　　　　  （アンチ・エイジング医学、Vol.2 No.3）
2006/08 　    「口の中にも「老化」はあります、いまから始めるケア法。」
　　　　　　（クロワッサン、8/10 号）
2006/07/28    「あなたを癒す第 27 回　医心伝身」（週刊ポスト）
2006/07/14    「名医の最新治療 75　女性の病気７　シェーグレン症候群」（週刊朝日）
2006/07/10    「新連載　更年期から始まる２　女性ホルモンが減り始めたら歯周病予防は欠

　　　　　　かせません。」  （クロワッサン）
2006/07　     「アンチエイジングは口元から。健康と美容に、いいことばかりの歯のリフォー
　　　　　　ム大作戦」   （クロワッサン Premium）
2006/07  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実
　　　　　 　現を～　 「在宅療養高齢者のＱＯＬを高める食事の工夫」（１）」
　　　　　　 （Home Care MEDICINE、2006Summer）
2006 夏号　　「不老への挑戦　口腔から全身医療へ」（Medi Café、Vol.1 No.2）
2006/06/28　「連載　科学的運動のすすめ⑤　口腔筋機能療法による顎顔面周囲筋のトレー
　　　　　　  ニング」（アンチエイジング医学 Vol.2 No.2）
2006/06/28　「更年期からの女性はとくにご用心。あなたに乾燥注意報！」（いきいき）
2006/06/28　「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス）
2006/06/25　「ドライマウスについて知ろう」（わくわくからだ探検　第１集）
2006/06/08　「女のカラダ SOS　第３１回　口臭」（女性セブン）
2006/06/01　「百科繚乱̶特別外来めぐり　カラダの危険信号「ドライマウス外来」」（週刊新潮）
2006/05/5-12「医療シリーズ　中高年を中心に急増する現代病　ドライマウス特集」（週刊朝日）
2006/05 　　  「動き出した抗加齢歯科医学の現状」（DENTAL DIAMOND、Vol.31 No.441）
2006/05 　　  「特色のある“専門ドック“̶大学病院でフルチェック！アンチエイジング外来̶」（美的）
2006/05　　   「行ってきました、専門外来　第０５回ドライマウス外来̶鶴見大学歯学部附
　　　　　　 属病院」 （Nursing Today）
2006/04/10     「現代・口腔外科治療のクライテリア　口腔乾燥症（ドライマウス）の診断と対処」
　　　　　 　（一般臨床家、口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル ‘０６）
2006/04  　　 「抗加齢医療 ̶診断と治療の最前線　歯科医からのアンチエイジング・アドバ
　　　　　　  イス」  （モダンフィジシャン、2006.4）
2006/04 　　  「特集アンチエイジング　口腔から考えるアンチエイジング」
        　　　　   （Medical Science Digest 4 月臨時増刊号、vol.32 No.5 2006 通巻 410 号）
2006/04  　　 「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　
　　　　　　      「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（２）（Home Care MEDICINE、2006Spring）
2006/03　　   「⑥ドライマウスは老化のサインー生活習慣病の兆候̶」（デンタルハイジーン）
2006/03  　　 「聞いてみよう　薬剤師の知りたいこと60　ドライマウス」（調剤と情報）
2006/03 　　  「口から始めるアンチエイジング歯科医学 6　ドライマウスは老化のサイン 
　　　　  　　 －生活習慣病の徴候－」（デンタルハイジーン）
2006/02/07　「女性の医学最前線　ドライマウス」（婦人公論）
2006/02  　　 「⑤アンチエイジングのための食事療法」（デンタルハイジーン）
2006/01/15　「ドライマウスについて」（シェーグレンの会会報）
2006/01 　　  「いま見直すＱＯＬを重視した医療の役割～生活の質を重視した在宅医療の実現を～　 
　　　　　　　「高齢期のＱＯＬ維持における感覚器の役割」」（１）（Home Care MEDICINE、2006Winter）
2006/01　　   「④フェイシャルトレーニングの実際」（デンタルハイジーン）
2006/01  　　 「アンチエイジング医学と歯科医療」（歯界展望）
2006     　　    「７．免疫とアンチエイジング医学」（OPHTHALMIC FORESIGHT, Vol.11 No.4）
2005/12/22     「女のカラダ SOS　口内の乾き」（女性セブン）
2005/12/09     「名医が診断　人に言えない悩みも解決　気になる病の Q&A ̶重金属汚染̶」　
　　　　　      （週刊ポスト 12/9）
2005/12  　　 「③噛むことが若さを保つ」（デンタルハイジーン）
2005/12　　   「口腔乾燥から考えるシェーグレン症候群～膠原病内科・歯科の立場から～」
       　　　　   （医薬ジャーナル）
2005/12 　　  「旬なキーワード 20 連発　ドライマウス」（旬なテーマ）
2005/12 　　  「ドライマウス臨床講座　第６回　ドライマウス患者への対応　筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（2）」（歯科衛生士）
2005/11/29     「ドライマウス（口腔乾燥症）～唾液の重要性～」（kewpie news）
2005/11  　　 「②口の老化は心身の老化̶唾液はアンチエイジングに欠かせない！－」
        　　　　  （デンタルハイジーン）
2005/11   　　「ドライマウス臨床講座　第５回　ドライマウス患者への対応　 筋機能療法を
　　　　　　 応用したドライマウス改善の試み（1）」（歯科衛生士）
2005/11　　   「50 歳から気をつけたい病気　ドライマウス」（ＩＰＰＯ）
2005/10/22　 「アンチエイジングの答は口にあり」（婦人公論）
2005/10  　　 「いま見直す QOL を重視した医療の役割　～生活の質を重視した在宅医療の
　　　　　　  実現を～」　（Home Care MEDICINE、2005Autumn）
2005/10 　　  「口からはじめる抗加齢医学 ̶歯科衛生士の新たな役割̶」（歯科衛生士）
2005/10 　　  「重金属の害から身を守る - 歯科用金属との関連について -」
　　　　  　　 （アンチ・エイジング歯科医学 ̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.2）
2005/10  　　 「口の老化は心身の老化 ̶抗加齢歯科医学の実践̶」
　　　　　　   （アンチ・エイジング歯科医学̶ 日本抗加齢医学会雑誌、vol.1 No.1）
2005/10 　　  「①歯科衛生士の新たな職域 ̶アンチエイジング外来での取り組み―」（デン
　　　　　　 タルハイジーン）
2005/10　　   「ドライマウス臨床講座　第４回　ドライマウス患者への対応（2）原因療法」（歯科衛生士）
2005/09           「ドライマウス臨床講座　第３回　ドライマウス患者への対応（1）原因療法」（歯科衛生士）
2005/08           「唾液からはじまるアンチエイジング　ドライマウス対策教えます」（歯医者さんの待合室）
2005/08           「ドライマウス臨床講座　第２回　ドライマウスの診査・検査」（歯科衛生士）
2005/07             「ドライマウス臨床講座　第１回　ドライマウスの現状」（歯科衛生士）
2005/06/30      「噛むアンチエイジング」（香る生活 Vol.9.）
2005/06/30      「“口内環境”ＵＰ大作戦！！」（日経ヘルス 特別編集号「健康情報」2008 年春　第 31 号）
2005/06/30      「ドライマウスの原因と対処法」（月刊保団連 No.962）
2005/06/29      「ドライマウス」（TMDC MATE、 NO.245）
2005/06/29     「特集　口の中のトラブル」（月刊ベターホーム）
2005/06/29　 「水でキレイに！　水分不足で起きる「ドライマウス症候群」とは何？」（Hanako）
2005/06/28     「ドライマウス」（笑顔）
2005/06/27     「ドライマウスと口腔ケア」（難病と在宅ケアVol.11 No.3）
2005/06           「不老は口からってホント？」（スマイルライン創刊号）
2005/06           「ドライマウスの原因と対処法」（更年期と加齢のヘルスケアvol.4）
2005/06           「歯と口のアンチエイジング　ウー！イー！べー！で大切な唾液の分泌をキープ！」 
　　　　　　 （マイファーマシー）
2005/06 　　  「健康ノート　口腔乾燥症（ドライマウス）」（pumpkin）
2005/06 　　  「健康シグナル　ドライマウス」（50代からの暮らしと生き方マガジン　毎日が発見）
2005/04　　   「気になる！？健康アドバイス　「口が渇く」」（社会保健研究所　ゆう さわやか・春望）
2005/04 　　  「なんでも健康相談　口が渇いて眠れません」（ＮＨＫきょうの健康）
2005/03 　　  「特集　増え続けるドライマウス　ドライマウスを知っていますか？」
　　　　　　 （デンタルハイジーン）
2005/02 　　  「『カミカミ』で老化防止を　ドライマウスと咀嚼の関係とは？」（コムスン通信No.16）
2005/02  　　 「健康の話題　ドライマウス」（家庭画報）




